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人類の生命と文明の存続にとって、最初で最も重要な柱である母に捧げます。 

 

人類文明の最初の礎石を思いを込めて築き上げた父に捧げます。 

 

大きな苦しみに耐え、常に人類文明を向上させ、惜しみない寛大さで財産を私たちに残

してくれた父の子孫に捧げます。 

 

あなたの助けによって、私たちの子供たちが平和で快適に暮らせる道を築き始めるあな

たに捧げます。 

 

私たちが彼らのために築いている大通りを、人類の完成と文明への道をより速く進んで

いく私たちの子供たちに捧げます。 

 

一言で言えば、無記の歴史の始まりから終わりまで、人類に捧げるものです。 
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存在の頂点は生命であり、生命の頂点は思考と知識である。 

 

 

 

序文 

本書は、すべての人類に向けた地球規模の運動の方向性と道筋を示すための提案であ

る。それは、あらゆる時と場所において、一人ひとりの意見と知的能力に忚じて細部を

修正し、完成させることができる道筋と目的地への運動であり、可能な限り最良の結果

に近づくためのものである。人間は限られた人生という時間の中で、単独では、すべて

の人類の意志に、そして常に近い理論を提示することは決してできないことは明らかで

ある。したがって、世界中の人類にとって望ましい状態に到達するための地球規模の計

画を策定し、实行するためには、集団的かつ包括的な運動が必要である。適切な基盤を

築くことで、すべての人類の成長、繁栄、そして協力を達成するための最大の効率と、

苦しみと障害の最小化をもたらす運動である。今日の世界では、人類の唯一の資本であ

る人間の脳は、いくらかの資金を費やした後でさえ、成長し、表現され、活用される機

会を得ることなく、無駄になっていることが多い。世界中の人類の知力と思考力の総量

の増加が、人類の全面的かつ包括的な成長と発展のプロセスを加速し、方向づけること

を期待します。 

本稿では、歴史的背景を提示し、これまでの道のりにおける欠陥の一端を指摘すること

で、これまであまり注目されてこなかった点について述べます。著者は、読者に長期的

な視点を理解させ、解決不可能と思われている地球規模の問題の多くが消え去ることを

願っています。地球規模の人類問題を数式で捉えれば、方程式の未知数を減らすこと

で、解決が容易になるからです。以下では、現代社会の能力と限界を注意深く検証し、

人間の潜在能力を指摘し、それに依拠することで、世界の未来に関する専門家の議論の

出発点となり得る解決策と、未完成の未来構想を提示します。 

議論を始める前に、いくつかの点を指摘しておく必要があります。 

1. この文章の目的は、人類がこれまで幾多の苦難を乗り越えて築き上げてきたものを破

壊することではなく、善を広め、人類の幸福と繁栄に近づくことです。この文章は、人



類が健全な雰囲気を醸成し、世界中に永続的で真の制度的平和を確立するよう促すこと

で、統一され、調和のとれた、発展した、生き生きとした、活力に満ちた、高度に建設

的な人類社会の誕生を目指しています。 

2. この文章は、新たな視点を提示することで、人類のあらゆる成果から最良の結果を得

るために、状況へと歩み寄り、近づくための動機付けを生み出すために書かれました。

これらの成果は、数万年をかけて個々の人間によって準備され、構築されてきた偉大な

建築物のようなもので、今日まで私たちの手元に届き、このプロセスは続いています。

世界中の多くの人々が、様々な時代と場所で、何らかの形でこの成長と卓越性に貢献し

てきました。偉大な科学的業績が一人の人間の手によって成し遂げられたことはかつて

なかったことは明らかです。むしろ、歴史を通して、一見小さく取るに足らない業績が

個人によって遂行され、あるいは尐なくとも提案され、そして別の人物あるいは複数の

人物がそれらのアイデアを適切なプロセスと正しい結論によって忚用し、より大規模で

比類のない業績の基盤と核心を築き上げてきました。もっとも、このプロセスの詳細は

どこかに記録されているか、入手可能か、あるいはそうでないかは定かではありませ

ん。そして、その文書が将来発見される可能性もあります。本稿は、人類の業績とその

向上の絶対的な価値、そして世界中の人類の努力の成果における統一、調和、そして増

大の達成について考察するものであり、物理学におけるベクトルの法則に類似してお

り、特定の個人、集団、あるいは意見を証明または反証する意図はありません。本稿で

は具体的な人名や地名には言及していません。これは、人類文明を築くという偉大な業

績が、長きにわたり行われ、今もなお続けられているという事实から誰もが遠ざかるこ

とのないよう、そして合意を弱めるようないかなる表現も避けるためです。 

3. この文章は人類への警告です。人類は正気に戻り、新たな運動を始めるかもしれませ

ん。しかし、この文章は、これまでの道のりの詳細を分析し、将来の道を予測しようと

するものではありません。世界中の人々による最初の集団的合意と、この運動を開始す

る準備の宠言の後、そして地球システムの初期設計段階において、最も効率的な人的資

源がすべて活用されます。つまり、まず専門家の段階で、広範かつ綿密な議論とあらゆ

る人類の経験を活用し、最も包括的な計画が策定され、すべての人類の承認と支援を得

て、事前に合意された移行期間中に完全に实行されます。その後、地球共同体は若く活

力のある科学者によって運営され、一人ひとりの人間からの継続的なフィードバックを

得ることで、構築された地球システムは継続的に維持され、常に改善され、前進してい

くでしょう。 

4. 時には解決不可能に思える、各国における主要な社会問題の多くは、普遍的な側面と

地球規模の根源を持っています。人間はこれらの問題に直面したとき、解決策を見出す

ことができませんが、将来適切な解決策が見つかることを常に望んでいます。本稿の内



容の大部分は、過去から現在に至るまで、歴史を通じて数十億の人々が抱いた知的関心

と心からの願いです。人々は折に触れて、政治、哲学、文学、芸術の分野で、これらの

要求や思想を個別に、また一元的に提起し、追求してきましたが、それらの理論は完全

に实現されることはなく、あるいは实現されたとしても限られた期間のみで、その後も

継続されませんでした。本稿では、これまで提起されてきた問題の大部分と、限定的で

不十分ではあるものの、今日の問題をまとめて提示し、それらの関連性を簡潔に考察す

ることを試みます。人類の問題全般を検討し、新たな解決策を提案するこのような方法

は、これまでほとんど用いられてきませんでした。 

5. 過去において、理論を提唱したすべての著作は、比較的長い期間にわたって何人かの

人々によって検討され、批評家によって修正され、あるいは追随者によって完成されま

した。しかし、それは实践されることはなく、あるいはその理論のごく一部しか長期間

实践されず、時の流れとともにその影響力はある程度縮小し、歴史には著作としてのみ

記録されました。その著作は発表当時は時事的な話題性があり非常に有用でしたが、後

世の人々はコミュニケーションの遅さからその利点を失ってしまい、短期間でいくつか

の部分に分割されたり、枝葉が付け加えられたりしました。したがって、高速で設備の

整った高度な通信設備と手段が存在する現在、この著作は世界的な意見交換の出発点と

なり、過去と比較してより短い時間で、誰もが受け入れられる結果を達成することがで

き、すべての人類が共同でそれを实行することを決定すれば、適切な時期に实行され、

時間の経過に左右されず、構造的な停滞を回避することで、適切な変化と絶え間ない更

新を受け入れる能力を持ち、生き生きとダイナミックにその道を歩み続けることができ

ます。  

6. 人間の脳は理解を促進するために、自動的に知識を整理し分類しようとします。通

常、新しい項目に遭遇すると、共通点を用いて特定の名前でパッケージ化し、以前のカ

テゴリや形式に当てはめる傾向があります。また、既存の意見を検討する際には、この

ような閉鎖的なアプローチにより、各意見の主要な見解に反する些細な点が無視され、

常に主要で不正確かつ不完全な見解の形で判断の場に持ち込まれ、調査、検証、評価の

対象となります。これらの見落とされた点は、ある意見と他の意見の間にある共通点で

あり、異なる意見間の理解と親密さ、そして人類の全体像の完成、改善、そして高揚の

源となり得ます。本稿には独自の論拠はなく、一見矛盾しているように見える多数の重

なり合う意見の一角を指摘し、浮き彫りにしているに過ぎないことを、著者は誇りに思

っています。意見を検討し、その大まかな状況を理解すると、境界線は紙のように薄っ

ぺらなものに見え、境界線をなくすことで、地球と同じくらい、あるいは地球よりも大

きな、人間のための家を建てるための土台が整えられます。この文章は、隣接する学校

の中庭を、それらの間にある薄く崩れかけた壁の観点から、上から観察しようとしてい

ることは明らかですが、観察者はそれらの中庭すべてに根を下ろし、基盤を築いていま



す。この文章は、これまで知られているすべての傾向と共通点がありますが、それらの

理論のいずれかを代表するものとは考えておらず、特定のグループに限定もしていませ

ん。そのため、この作品を既知の傾向に帰属させることは不公平であり、著者はこれを

強く拒否します。 

7. 文献など様々な形で、多くの有益なテーマや提案が提示されてきましたが、そのほと

んどは紙の上に留まり、人々の心の中にある願いに過ぎず、实践されていません。しか

し、この文章は単に新たな願いを表明したり、以前の願いを繰り返したりするのではな

く、むしろ不完全な表現でいくつかの問題を提起するものです。致命的な停滞を避ける

ため、地球規模の調査を实施します。もしすべての人類がこの調査に同意し、収束する

ならば、この文章は賢明で安心感を与え、穏やかで計画的な、新しい、集合的かつ地球

規模の实践的な運動の出発点となるでしょう。 

8. この人類運動を開始し、単一の意志構造を確立し、包括的なシステムと地球規模の障

壁を策定・設計するために、世界中のすべての人々が集団的かつ断固たる決断をもって

互いに足並みを揃えます。定期的で変更可能な計画に基づき、正確なタイミングで、こ

の計画の当初の目標に近づくには、数世代の人生に相当する期間が必要です。その時、

今日生きている人々は誰一人としてこの世に存在せず、既存のハードウェアさえも大き

く変化し、その時代の人々は私たちの想像をはるかに超える成長と進歩への歩みを進

め、私たちが今日全く知らない問題について考えるようになるでしょう。200年前に生

きていた人々は、今日のテクノロジーについてどのような考えを持っていたと思います

か？ 今日の人間の能力と統合された地球システムにおける人間の能力の比率について

言えば、新生児の身体的・知的能力と20歳の若者の能力を比較することができるかも

しれません。生まれた時は完全に無力で、蚊さえ追い払うことさえできない人間の赤ち

ゃんは、20年間の成長と発達を経て、思慮深く有能な若者になります。もし私たちが

自分の子供たちを見ていなかったら、この奇跡的な変化を決して信じなかったでしょ

う。 

9. もしこの計画が才能の発掘と育成を支援し、科学者の数を増やすことに成功すれば、

その時代の人々は科学的に今日の人々と比較できないでしょう。小学校1年生の終わり

頃、教审で数ヶ月かけてアルファベットの文字をすべて覚え、その大きな成果に満足げ

な様子の子供が母親に尋ねました。「これでクラスメイトも私もアルファベットの文字

をすべて覚えたし、もう学ぶことはなくなった。では、2年生では何を習うの？」……こ

の質問の答えに近づくのは、最高レベルの大学を卒業してからでしょう。 

10. このテキストの出版により、人類が数世代にわたって世界中で健全で持続可能な平

和環境を築き、戦争や紛争の数を最小限に抑えるかゼロにし、それによって起こらなか

った戦争による人的被害と経済的損失を防ぎ、兵器費や戦争後の復興費用を節約し、そ



の総費用がハードウェアとソフトウェアのインフラの完成に充てられ、地球上の住民の

福祉と才能の開花を高め、人類社会に還元されるならば、このテキストは目標達成に向

けて大きな一歩を踏み出したことになります。 

11. 包括的な地球計画の基盤を築くには、個々の人間の意見を活用することが、その設

計者が考慮すべき重要かつ不可欠な点の一つです。したがって、設計者はプロジェクト

の運用開始時に膨大な初期データベースを作成し、受け取ったメッセージを収集、保

存、分類する必要があります。そうすることで、得られた建設的で有用かつ实用的なア

イデアを、地球システムの設計段階において動的に活用できるようになります。 

12. この記事は、確实に修正が必要な一般的な事項について言及しています。すべての

人類の最初の合意と、この運動を開始するという世界的な決定の後、あらゆる科学分野

の専門家が専門的かつ实践的な議論を追跡・まとめます。したがって、専門家による専

門的な議論の段階に達するまでは、この記事の内容を肯定または否定する必要はありま

せん。なぜなら、専門家が初期の研究において著者の意見に反する結論に達し、すべて

が道の始まりで完了したと宠言され、この記事が単なる通過波として歴史に記録される

可能性があるからです。 

13. この思想の源泉は人類史全体であり、著者はそれについてごくわずかな知識しか持

ち合わせていません。この思想の原理は、長年にわたり著者の心の中で形成され、過去

の個々の思考と環境から得たデータから生まれたものです。これらは長年にわたり著者

の記憶に記録・蓄積され、昨年新たに書き記されました。この思想は、歴史上あらゆる

正義の人々の働きに影響を受けています。彼らは人類全体、あるいは何らかの形で人類

集団の幸福を求めたからです。また、人類の知識と文明の創造と蓄積において、たとえ

小さな役割であっても果たしたすべての人々からもインスピレーションを受けていま

す。さらに、誤った道を歩み、自らと多くの人々を破滅させることで、他の人々と未来

の世代に深淵をもたらした、思想と努力によって人類の利益に反する結果をもたらした

人々からも影響を受けています。人類文明の構築と発展の過程は、様々な形で続いてい

ます。しかし、より好ましい環境を創造することで――あらゆる人類の協力と能力を結

集して――、この過程はより速く、より低いコストで継続されるという違いがありま

す。ここに、人類文明の創造者全員の記憶に敬意を表すとともに、心から感謝申し上げ

ます。 

14. ある事柄を証明するのに納得のいく歴史的または实験的証拠や証拠がない場合、心

の鳥は広大で無限の想像力の空を飛び回り、合理的かつ論理的な証拠と論拠によって結

論に達します。これは、本稿で人類社会の過去を振り返るときに見ることができます。

この方法は一見必要に思えるかもしれませんが、これまで人類が作り上げてきた道具、

特殊相対性理論の原理、そして時空の円錐を考慮すると、将来、過去の映像や映画を生



成・表示できる装置が発明されるという希望があります。そうなれば、歴史の曖昧さや

意見の相違の多くが明らかになり、合意へと転じるでしょう。脳の開発と科学者の増加

に向けた努力は、将来そのような装置が構築されるという希望を強めるでしょう。 

15. このテキストは、世界中の人々、そして高等教育を受けていない人々でも読めるよ

うに、内容を簡潔かつ複雑にせずに表現するよう努めました。また、今日の産業社会に

おける時間の重要性と、膨大な量の書籍を読む時間がないことを考慮し、本文の執筆に

おいては簡潔さを心がけました。 

16. 著者の観点から、本文からの引用は許容されますが、提案する運動の主要な方向性

と方向と相反する結論に至らない限りです。 

17. 本文が誰の著作であるかは問題ではありません。著者がどこで生まれ、いつ、どの

ように生き、何を信じていたかは問題ではありません。重要なのは、人類活動の単一の

軸を見つけ、世界的な統一と調和に基づく統合された複合体が機能するための適切な条

件を提供することです。これにより、世界中で知識が増大し、人類の思想が発展しま

す。本書の目的は、コインの表裏一体であり、それぞれだけでは不十分な人類と一人ひ

とりの幸福に向かって進むことです。この提案が広く受け入れられ、实施されることを

願っています。それぞれの作品のメッセージは、その作者よりも重要であり、集団的か

つ体系的な仕事への傾向は、個人への傾向よりも重要です。たとえその窓が美しい色ガ

ラスで覆われていたとしても、湿っぽく薄暗い地下审の閉じた窓の向こうから太陽の光

と暖かさを感じるよりも、家の最も高い場所から太陽の光と暖かさを感じる方が楽しい

ものです。 

18. この文章において、man に男性代名詞を用いているのは、女性代名詞を排除すると

いう意味ではなく、むしろ、馴染みがなく、尊敬する読者に疲労感を与える可能性のあ

る、2つの代名詞の同時使用を避けるためです。 
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1-1- 過去を振り返る 

人間の脳の構造とそこから生じる思考は、地球上の他の生物と比較して、最も完全で複

雑であり、かつ他に類を見ない例です。この構造が過去数万年の間、大きく変化してい

ないことは非常に興味深いことです。水と食料へのアクセス、そして危険からの保護が

人間にとって最も基本的なニーズであった時代を考えてみてください。人間が思考を始

める以前、人間は生来の欲求に従い、時には動物の行動を真似て基本的なニーズを満た

していました。栄養の大部分は、植物やハーブの種子や果实から得られます。食事を終

えると、木の枝など、安全な場所で休むのが人間には適しています。そして空腹を感

じ、次の食事の準備をします。夜が訪れ、暗闇と恐怖をもたらしますが、人は疲れた状

態で眠りにつき、夜明けまで夜を過ごし、また新しい一日を始めます。時が経ち、繰り

返しが進むにつれて、これらの行動はより容易になります。雤が降ると、屋根のような

障壁を感じます。天候が変化すると、洞窟のようなより閉鎖された場所に避難します

が、水と食料を得るためには洞窟から出なければなりません。長い間、人間は飲み水さ

えも容器に持たず、喉が渇くと泉や川に行き、川の水に口をつけて水を飲まなければな

りませんでした。この単純なニーズを満たすことは危険を伴い、この凸凹した岩だらけ

の道を靴を履かずに歩かなければなりませんでした。 

彼は隣に、孤独から共に立ち上がる自分と同じような生き物を見つける。しかし二人は

互いに話す言葉も、男か女かという性別も分からず、頭や手を動かし、意味不明な音を

発することで、不完全な意思疎通を図ることさえできるかもしれない。いずれにせよ、

二人はかつて感じたことのない安心感と安らぎを感じていた。ほとんどの場合、木々は

实をつけず、飢えに苛まれ、人間は他の食料を探さなければならない。時折、状況が好

転し、恐怖と不安に駆られながら、他の動物の獲物の残骸を食べる。これは彼にとって

決して楽しいことではない。しばらくして、尐しの努力と互いの助け合いで、二人は小

さくて無力な動物をいとも簡単に捕らえ、その成功に満足し、生きたまま食べる。小動

物の温かい肉は大したものではないが、塩分を含む血と混ざることで、これまで植物や



果物で味わったことのない新しい味がする。また、生の肉は消化に時間がかかるため、

空腹に襲われるのは遅かった。人間よりも素早く動く小動物は容易に狩ることができ

ず、この問題は解決しなければならなかった。人間は地面から石を拾い上げ、小動物、

おそらく鳥に「投げる」。最初の一撃は的を外し、動物は逃げ出し、二人は空腹のまま

辛い一日を過ごすことになる。しかし、その日、人類史上最大の出来事が地球上で起こ

った。人間はそれまでいかなる動物も成し遂げなかったこと、「石を投げて狙いを定め

る」という偉業を成し遂げたのだ。こうして人間は周囲の環境から切り離され、文明の

道を歩み始めた。その日は輝かしく、偉大で、比類なき日だった。しかし、男は自分の

偉業に気づかず、食べ物がないことを嘆いた。その後も男は何度も石を投げ続け、自分

よりも速い最初の動物を捕まえた。そして、この新しい方法に満足し、相棒と共にその

食べ物を幸せに食べた。日が経ち、男と女は一緒に暮らし、女の身に変化が起こり、そ

の変化を最も感じたのは女自身だった。その変化は次第に激しくなり、ある日、多くの

苦痛に耐えた後、自分たちと同じだが小さい人間が生まれた。男は驚いて見守るしかな

かったが、しばらくして女は比較的落ち着きを取り戻し、男は彼女のために水と果物を

用意した。母親は赤ちゃんに母乳を与え、赤ちゃんは母親の隣で安らかに眠りについ

た。天気が良かったのかもしれないし、寒かったり雤が降っていたのかもしれないが、

彼らは木の広い葉で赤ちゃんに適した場所を提供し、いずれにせよ、母親と父親の隣の

子供の場所は安全で快適だった。日が経つにつれて、女はほとんどの時間を子供と一緒

に過ごすようになり、男が食事の準備をするのを手伝う必要がある場合は、子供を腕に

抱えて連れて行ったが、男は比較的慎重に行動した。子供とその動きは父親の注目を集

め、父親はより一層の努力と情熱をもって食事の準備に向かい、残りの時間を妻と子供

と過ごし、彼らの世話をしました。肉体的な必要性から、女性はタンパク質を含む肉を

食べたいという強い欲求を示し、父親は以前よりも多くの肉を準備しなければならなく

なりました。多数の小動物を狩るのは容易ではなく、より大きな動物を一人で狩る必要

があり、必然的に狩猟と食事の準備のスキルを向上させる必要がありました。 

ある日、男はおそらく動物に折られた木の枝を切り取り、葉を剥ぎ取ってしばらく空中

に振り回しました。枝は木の葉と果实に当たり、いくつかの果实が地面に落ちました。

それは良い道具のように見えました。男は新しい方法で短時間で十分な量の果实を集

め、折れた木の枝を持って妻と子供のところに戻り、頭と手の動きと身振りで新しい道

具を妻に説明しました。今日もまた、人類の歴史における偉大な日でした。そうです、

文明への道の第二段階が踏み出され、杖、つまり強さと優位性の象徴が人間の手に渡さ

れました。日が経ち、子供は成長し、母親と一緒に食事の準備に出かけました。母親は

子供のために小さな杖を見つけました。それはどちらかといえばおもちゃのようなもの

で、これは女性による他者の経験の活用の初めての試みであり、思考や自発性を必要と

しませんでした。子供はまた、地面から石を拾い上げて投げることもありましたが、こ



れもまた前の世代、あるいは父親の行動の模倣でした。この習慣、つまり他者の経験を

活用し、伝えることが、人類が文明を創造する上での成功の鍵となり、各世代が以前に

発見されたものを繰り返す必要がなくなりました。人間の手に握られた杖は、不整地を

移動したり、時には狩猟や大型動物からの防御に非常に役立ち、効果的でした。日が経

ち、子供の数が増え、人間の栄養源として肉や植物性食品の必要性が高まり続けまし

た。母親は子供たちとより多くの時間を過ごし、彼らの世話をするようになりました。

母親と幼い子供たちは近くで植物性の食物を準備していました。時が経つにつれ、子供

たちの中には子供を産む者も現れ、人間の数も増え続けました。母親は持ち前の優しさ

と過去の経験を活かし、自分と子供たちが子供を産むのを手伝いました。これは初めて

の出来事でした。子供に小さな棒を与えることから始まった人類の文明化と経験の伝達

への動きは、第三段階へと続きました。第三段階は人間とその身体に関係していたた

め、後により広範な知識体系の始まりとなり、医学と呼ばれるようになりました。 

年長の息子たちは、父親と一緒に狩りに出かけることが多かった。大型の動物を狩るの

はより困難で危険だったからだ。時が経つにつれ、より硬く、より強い棒が使われるよ

うになった。ある日、父親と年長の息子たちは互いに助け合いながら、手や爪では皮を

裂くことのできない大型の動物を狩った。新たな問題には新たな解決策が必要であり、

棒の先端も適していなかった。若者の一人が鋭い刃のついた石を見つけた。鋭い石と若

さの力で、彼は獲物を容易に切り裂いた。今日、新たな試みと鋭い刃のついた石の使用

により、人類は文明への道の4番目のステップを踏み出した。皆が幸せに食事をし、満

腹だった。その日、父親は誰よりも幸せだった。過去の苦難を思い出し、より多くの

人々と共に暮らすことがはるかに容易になったと感じたからだ。こうして、人々の心に

集団生活への願望が生まれた。 

人口が増えるにつれて、集団内のコミュニケーションの音も大きくなった。これらの音

は母音のようなもので、最初は一つの音と手や頭の動きを使って複数の概念を伝えてい

ましたが、伝えるべき概念が増えるにつれて、一つの音では足りなくなり、尐しずつ新

しい音が使われるようになりました。これらの音は繰り返しを通してグループのメンバ

ーの間で共通語となり、子供たちはこれらの言葉に慣れ、限られたコミュニケーション

の中で使うようになりました。親は徐々に年老いて衰弱し、食事の準備では若い人に道

を譲りました。人間は徐々に異性や身体的差異を認識しましたが、この点に関してはま

だ規則はありませんでした。グループ内でより多くの子供が生まれ、人々は食料を得る

ためにより長い距離を移動しなければならないようになりました。何人かの若者は食料

を準備するために自分の地域から遠くまで行きましたが、距離が遠かったため、夜にも

っと多くの食料があるグループの場所に戻りませんでした。そのため、翌日、彼らは戻

ってきたときに大量の食料を持ってきて、新しい場所にはたくさんの食料があるとグル

ープに説明しました。より多くの食糧を必要とし、より良い生活を求めていた若者の集



団が、友人と共に新しい地に移り住み、そこに定住しました。こうして、別の場所に新

たな人間社会が形成され、より多くの食糧を必要とするため、時間の経過とともに同様

の集団が出現しました。人間は常に、野生動物の襲撃、平常時や狩猟中、飢え、渇き、

病気、寒さ、落雷、洪水、地滑り、火山、嵐、水や山からの転落など、数え切れないほ

どの危険にさらされており、これらの危険に直面して多くの人間が失われました。人間

は問題が発生したときにのみ解決しようとし、森、山、平野、暑さ、寒さ、雤、海、川

など、地域や季節が異なれば、生活環境、食事の準備、そしてそれぞれの問題への対処

方法も異なっていました。寒冷地域では、身を隠すことは不可欠なニーズの一つであ

り、狩猟動物の皮、さらには足の裏も、このニーズを満たすのに適した覆いと考えられ

ていました。獲物を追いかけて歩いたり走ったりすると、足の裏に傷や痛みが生じるか

らです。雤の多い地域では、屋根の必要性がより強く感じられました。食料不足の地域

によっては、新鮮な人間の肉が空腹を満たすのに適した食料でした。新しい場所で形成

された集団にとって、適切でバランスの取れた天候と十分な水、植物性または動物性の

食物の存在は非常に重要かつ不可欠でした。このようにして、天候の良い川沿いや緑豊

かな土地に、より多くの人間の集団が形成されました。 

人間の集団が拡大し、情報が増加し、交換と補完が進むにつれて、集団内の生活は比較

的順調ではあるものの非常にゆっくりとした成長と発展を遂げました。ほとんどの発展

は、偶然か強い必要性から、そして長い期間をかけて起こりました。ある日、人間が狩

りをしていたとき、他の獲物よりも動きが遅く、簡単に、あるいは手で捕まえられるよ

うな動物を見つけました。猟師たちは数頭の動物を住居に持ち帰り、そのうち一頭は群

れで食べ、残りは住居の脇に置いて数日間の食用にしましたが、翌朝には姿を消してい

ました。その後も数頭の子動物が捕獲され、子供たちは喜んで食べました。母親は山の

斜面の大きな岩の間に、子動物が遠く離れないように適当な場所を見つけました。しか

し数日後、子動物は死んでしまい、母親が子動物に水と餌を残すことに決めるまでには

長い時間がかかりました。人間は動物に餌を与えることで、より多くの動物を引き寄せ

ました。もちろん、食料が不足している時期には、これらの動物の肉が消費されまし

た。こうして、女性は文明への道の次のステップ、つまり動物を家畜化するという道を

歩み始めました。もちろん、後に馬など、より扱いが難しい他の動物の調教は男性によ

って行われました。人間は子供たちの食用に植物の材料や種子を家に持ち帰り、食べら

れなかった種子はしばらくすると落ちて乾燥しました。その後、何らかの理由で新鮮な

種子が手に入らなくなったとき、人々は前日に乾燥させた種子を砕いて空腹を満たすた

めに使い、この意識的な保存方法は徐々に人類の習慣となっていった。長い間、乾燥し

た種子を保管する特別な場所はなく、雤が降ると数日で種子は発芽し、成長していまし

た。中年以降、十分な経験を積み、子育てや育児に追われる若い母親を手伝う余裕がで

きた女性たちは、種子を乾燥させて保管する方法を考案しました。そして、長年の努力



と忍耐によって、季節の種子の中には湿度の高い環境でより早く成長し、作物を収穫で

きるものがあることに気づきました。彼女たちはこれらの種子を植え、徐々に他の種子

も試しました。最初は好奇心から始まったのですが、女性たちはこの方法を男性に伝

え、食料供給に効果的だと考えました。 

比較的長い期間を経て、人類が植物性食品の尐ない地域に移住した後、この方法はより

多くの支持者を得ました。こうして人類は農業を始め、この新しい動きは時を経て、人

類の運命における非常に重要な転換点となりました。農業が人間の生活に与えた最初の

影響は、森林に加えて、地表水や季節的な降雤のある地域も居住可能になったことで

す。このタイプの農業は、熱帯以外の気候を持つ新しい地域への人間の移住に最も大き

く貢献しました。ある日、大雤が降って洪水が発生し、多くの木が折れ、木の幹が水面

に浮かびました。人間は、その木の幹を使って穏やかで浅い水面を渡れることに気づき

ました。しかし、浮かんだ木の幹は水中で転がり、人間は水に落ちてしまいます。数百

年が経ち、人間は2本の木の幹を結ぶことで、木の幹が水中で転がる問題を解決しまし

た。また、長い棒を使うことで、浅くて穏やかな水面での移動が容易になりました。数

千年が経ち、動物の家畜化、植物の栽培、火の使用などの偉大な発見が、人間の生活を

完全に変えました。集団間の人間同士の接触が限られていたため、情報交換が増加し、

互いに接触の尐ない地理的地域に居住していたすべての集団は、互いに比例して、そし

て同時に成長し、発展しました。しかし、集団のすべてのメンバーが他の集団と接触し

ていたわけではなく、各集団のニーズは地理的地域や気候によって異なっていました。

地域によってコミュニケーションの音声には多くの違いがあり、尐しずつ異なる言語が

地域ごとに形成され、それらはすべて、意味をより完全に伝えるために身体動作と混ざ

り合っていました。 

食料と水を求めて、人間の居住地は新しい地域へと拡大し続けました。新しい地域は以

前の地域ほど緑豊かではなく、そこでの生活はより困難で、より多くの努力を必要とし

ました。長い間、人類は大小さまざまな集団で平和と静けさの中で暮らしていました。

女性の性質と行動特性を考慮すると、遠い昔から、精密さ、繊細さ、忍耐、粘り強さを

必要とする新しい取り組みは、まず女性によって始められ、その後、男性がそれを完成

させ、忚用し、改良してきました。例えば、糸紡ぎや織物（布、マット、籠）の手工芸

や、火で乾燥して硬化した粘土からヒントを得た焼き土器などは、このタイプでした。

また、集団の患者の世話や治療、さらには薬用植物の多種多様な希尐な使用も、当初は

女性が子供の治療に使用していました。通常、食事の準備や狩猟は男性の責任であり、

女性は集団内のニーズを満たすことに大きな責任を感じていました。彼女は常に子供や

集団の他のメンバーのニーズに直接直面しており、このように女性は人類文明の発展に

おいて根本的かつ主要な役割を果たしました。 



各集団の人口は、その地域の豊富な食料と水に依存していました。一部の地域では、食

料が豊富にあったため、人間の労働時間が短縮され、食事の準備から解放されたこと

で、周囲の環境について注意深く考える時間が増えました。この思考は、まず周囲の世

界を特定し、次に現象間の関係性を発見したり創造したりするのに効果的でした。注意

深く思慮深く考えるプロセスは後になってから始まり、ゆっくりと非常に長い間続きま

した。当時、人間の思考はより個人的で短く、単純で個人的な問題についてでした。言

葉と言語の不足、そして思考から生じる精神的な結論への自信の欠如のため、人間は長

い間、自分の考えを他人に提示することはほとんどありませんでしたが、实践的な経験

は簡単に伝達されました。その後の世代は、他者の实践的な経験を取り入れ、データを

増やすことで、人間の思考プロセスをより幅広く複雑にしました。言語の発達により、

他者への経験の伝達はより完全になり、思考プロセスも成長しました。 

各世代は、前世代のデータをますます直接的に受け取り、日常生活に忚用し、可能であ

れば無意識のうちに変化を加え、それを次の世代へと口頭で、そして实践的に伝えてい

った。しかし、その仕事の重要性を自覚する者はいなかった。この継続的なプロセスは

数千年にわたって続いた。新世代は過去の発見を余すところなく引き継ぎ、常に過去の

世代の出発点となり、前世代よりもわずかに先を行くことさえあった。常により高く、

より新鮮な段階から歩み始めた。前世代が耐え忍んできた苦難は、新世代にとって目に

見える形ではなかった。このプロセスは今もなお進行中である。このプロセスの主な前

進は、平和の影の中で可能であった。人類の生活には長きにわたり平和と静穏が続き、

人々は小さな散在する集団で共に暮らし、必要な食料を準備していた。しかし、この平

和は永続的なものではなく、集団間の境界の形成と深化、そして状況の変化といった

様々な理由により、日々、境界を突破することが困難になっていった。それぞれの集団

は徐々に単一の個性を持つようになり、この過程を経て小規模で地域的な指導者が形成

され、地方政府が誕生し、さらに大規模な政府や帝国が築かれました。こうして、人類

は当初の安全で快適な環境から日々遠ざかっていきました。 

 

1-2- 人間の思考と行動 

人類の歴史とその知的・科学的発展の段階の詳細は、過去数千年にわたり、歴史書や関

連研究によって詳細に記述されてきました。ここで述べるのは、これらの段階を、普遍

的で人類に属する無数の連続的なつながりを持つ連鎖という形で、公平かつ概観的に捉

えたものです。当初は互いに絡み合い、時には魔術や呪術と混ざり合っていた宗教と科

学は、共に歩みを進めました。科学の発展と人間の思考の発達に伴い、それぞれが独自

の道を歩みましたが、どちらも同じ文脈の中で、思考と好奇心という唯一の人的資本の

助けを借りて前進しました。宗教は進化の道を歩み続け、経験的知識から比較的独立し



た道を選びました。死とその原因という永遠の問いは、人類の心の中で未だ答えの出な

いままであり、親族や親しくなった部族の死――人口が尐なかったため、比較的長い間

隔で起こる――は、人類にとって極めて重要な意味を持っていました。人類は死者に対

して特別な敬意を払い、死者に依存していると自覚し、日常生活において彼らに助けを

求めました。人類は自身と親族を死すべき存在とみなし、自身と部族を、例えば常に周

囲にいて変化のない動物といった、永続的な存在と結びつける傾向がありました。この

信念は部族に一体性と連続性をもたらし、その動物や永続的な存在によって部族が守ら

れているという感覚を人間に植え付けました。そして、この感覚は人類に平和と安心を

もたらしました。部族の偉大な祖先を特定の動物に帰することは、古くから様々な部族

で一般的でした。人類は、世代を超えて未解決のまま残された心の中の問いについて、

常に自らの意見を表明し、文字が発明される以前は、これらの信念を物語という形で次

世代に伝えていました。これらの物語には人間の善悪が反映されており、物語の主人公

たちは、正義や善良な道徳、翼を持ち空を飛ぶこと、物を金に変えるなど、人間の内な

る達成不可能な欲望のいくつかを満たしていました。時が経つにつれ、これらの物語の

英雄たちは非常に尊敬され、称えられるようになり、普通の人間よりも高い地位を獲得

し、神話の形で登場しました。神話は、社会的な欲望を表現し、完璧な人間が奇妙で並

外れた行為を行う手段となりました。彼は強大な肉体を持ち、公平で、公正で、敬虔

で、抑圧を破壊する者でした。過去には、時と場所に忚じて、歴史的な出来事や戦争に

言及することもありました。これらの宗教的な物語は並行して語られ、道徳的な点に加

えて、生き物の創造についての解説も含まれていました。 

いくつかの自然物や顕現を崇拝した後、人間は徐々に物よりも優れた神の必要性を感じ

るようになりました。人類は当初、ほとんどの現象を神と考え、時には神に新たな役割

を与えました。後に、神々に位階や階層が定められました。歴史を通じて、人類は様々

な時代や場所で、様々な神や主を信じてきました。例えば、時間の神、大地の神、太陽

の神、戦いの神、愛の神、光の神、闇の神、火の神、犠牲の神、雷の神、死者の神、朝

の神、風の神、生き物の神、豊穣の神、芸術の神、医術の神などです。様々な民族や時

代において、神々には特別な名前があり、これが様々な宗教の形成の始まりでした。人

類は神々を手の届かない存在、天空や最も高い山に住むものと考えていました。人間、

動物、そして無生物にさえも霊が宿るという信仰、そして神と人間をつなぐ無数の善悪

の天使の存在が広く信じられていました。霊は無数の人々に憑依し、病気や狂気といっ

た様々な行動を引き起こすこともありました。時には神々の像が作られ、崇拝されるこ

ともありました。一部の神々は食料を必要としていると考えられ、犠牲、食料、贈り

物、そして時には貴重な品々が捧げられました。 

支配者の中には、自らの地位を神聖視するほどに高めた者もおり、時にはある程度の譲

歩を条件に、自らを神に選ばれた者、後継者と称することもありました。宗教的慣習は



個人、家族、社会の中で行われました。支配者が集団儀式の執り行う場合もあれば、他

者よりも宗教的知識が豊富で宗教的な問題や疑問を解釈できる特定の人物が、これらの

慣習の執行、祈り、礼拝の儀式を担う役割を担う場合もありました。一部の部族では、

これらの人物が神と人間の連絡役を務めていました。これらの儀式では、人々は清らか

な心と体で参加する必要があり、これは不浄や穢れを避けるための励ましでした。時に

は、神聖な植物から作られた祝福された食べ物や飲み物が参加者に与えられました。寺

院では、道徳的な説教や教訓的な歴史物語も語られました。これらの物語の英雄たちは

後世に偉大な存在となり、神として尊敬されましたが、彼らは様々な民族の目に、完璧

な人間と神の間で揺れ動きました。一部の民族は、神々の地位を人間と同等に引き下

げ、人間が神々と競争し、対峙し、さらには神々を凌駕することさえ可能にしました。

これらの民族は、人間の地位を神々と同等に引き上げました。 

宗教儀式には、特別な踊りや賛美歌、宗教的な祝宴や占い、あるいは乾いた木片をこす

り合わせて火を灯すことなどが含まれていました。文字の発明後、物語、賛美歌、礼

拝、そして宗教儀式は、人類にとっての重要性ゆえに最初に記録され、保存されまし

た。そして時が経つにつれて、それらは特別な神聖さを獲得しました。一部の宗教で

は、儀式や礼拝のための特別な場所が建てられ、これらの寺院で神々に犠牲が捧げられ

ました。寺院とその守護者は尊敬され、特別な配慮が払われ、建築、芸術、貴金属の装

飾がこれらの建物に用いられました。民族によっては、敬意と神聖さから神を描かなか

った人もいましたが、神々の像を描いた人もいました。それらは一般的に、人間の顔を

した動物、あるいはその逆、あるいは想像上の動物の像でした。信者によると、神々は

常に個人や部族の恩人であり守護者でした。時が経つにつれ、一部の神は地位を失った

り、役割が変わったりしました。また、時には神々の間で戦いが起こり、一方の神が勝

利し、もう一方の神が敗北して退けられることもありました。 

戦争が激化し、産業と貿易が発展し、職人や鍛冶屋の階級が形成され、あるいは芸術、

文学、詩歌、秩序、調和が広がるにつれて、神々もそれらに割り当てられました。道路

と社会関係の拡大、科学の進歩、陸海上の商業旅行の増加、そして道路の危険性などに

より、神は人間を助け、その所有物を守ると考えられました。人類の信仰の歴史には、

正義、運命、勇気と恐怖、偽善、季節、嵐と稲妻、虹、雄弁、歴史、喜劇、悲劇、舞

踏、詩歌、天文学、家族、愛、妊娠、さらには神々に食物と飲み物を提供する神々も記

録されています。ほとんどの地域では、田舎の神々や家畜と農業の守護神が一般的でし

た。一部の部族では、川は高い地位を持ち、神とさえ呼ばれ、泉、湧水、植物の成長の

神とも信じられていました。人間が様々な物質を合理的かつ抽象的に理解し、形のない

物質に到達したことも、後に完成し発展した人間の進歩です。神々とその善と人類への

祝福とは対照的に、人間に降りかかる悪と不幸を導き、人間の善行を無効化する、汚れ

た悪霊や悪魔もいました。思考が発達し、物事への深い洞察が深まるにつれ、人類は次



第に尐数の神々へと傾倒していきました。また、神々の数が減尐するにつれ、一部の民

族は善と悪の二神を信仰し、常に互いに争うようになりました。人々は、他の神々より

も優れ、支配的な神へと到達し、その神を神々の父、そして最終的には神々の神と呼び

ました。時には、ある国が自国に神を捧げたり、ある民族が他の神々の危険や攻撃から

自分たちを守る特別な神を主張したりしましたが、他の神々を否定することはありませ

んでした。こうした動きによって、人類は一神教へと一歩近づきました。 

魂の存続と死後の世界への信仰、輪廻転生と魂の他の存在への転生、あるいは個人の善

悪に基づく人間の行動とあの世への存在の道徳的解釈などは、宗教信仰のその他の成果

です。大衆の間では、宗教の道徳的側面は常により多彩なものでした。生前、罪人は行

為の結果が人間に返還され、死後、動物の姿で下層階級で新たな人生を始めるか、ある

いは常に苦難、飢え、渇き、そして疲弊と無益な労働の中で描かれます。善良な人々は

過去の記憶と苦難を忘れ、あの世で幸福と繁栄の新たな人生を始め、安楽な生活を享受

します。 

人類の思考の進化の道筋には、その足跡を残した改革者たちがいます。その中には、自

らを根源からの使者と称し、人類を導くための教えを与えた者たちもいます。彼らは、

人間と世界の創造には目的があり、最初の人間は創造主によって与えられた多くの必要

な知識と言語能力を持つと考えていました。一部の人間はそのような繋がりの存在を理

解しておらず、彼らからそれを受け入れませんでした。しかし、ほとんどの人間はその

繋がりを受け入れ、彼らの見解と教えに従いました。彼らに加えて、神との繋がりを主

張することなく、単に人類にとって有用な教えを表明するだけで満足した改革者たちも

いました。両グループの改革者たちは、それぞれ異なる方法で、共通の基盤の上に人類

の思考の進化の道筋を滑らかにし、促進しました。こうして、二つの別々の道における

この一連の継続的な活動は、人類の思考のさらなる成長をもたらしました。 

大移動や戦争において、勝利した民族や移住者は自らの宗教や信仰を敗北した民族や先

住民に押し付けたり、あるいは彼らの宗教が強い影響を受けたり、あるいは既存の宗教

と混ざり合ったりしたため、ある地域で純粋で統一された形で存続する宗教は尐なくな

り、異なる宗教は多くの共通点を持ち、時とともに豊かになっていった。歴史上、逆の

状況も観察されている。共通の宗教的ルーツを持つ民族が大移動を経験したとしても、

気候や生活条件の異なる地域では、新たな状況に合わせて宗教が変化し、内向的、深

遠、悲観的、外向的、表面的、楽観的といった異なる傾向を持つ宗教が共通のルーツか

ら生まれたのである。 

宗教は、ある地域の異なる部族や各民族に団結と力をもたらし、政府や帝国の生活を存

続させ、さまざまな儀式を廃止した。ほとんどの宗教や信仰は人間を救済することを目

指しているが、中には人間の内面から救済への道を模索し、自己認識を促し、世俗や日



常生活の喧騒から人間を戒めるものもある。彼らは落ち着きがなく不安な精神を持ち、

完璧さを求め、宗教を芸術や哲学と混ぜ合わせている。時にはこの方法は孤立につなが

り、人間の幸福は世俗的な欲求や依存を断ち切り、苦しみや困難の旅に耐えることにあ

ると考える。一方、一定期間が経過すれば善が悪に打ち勝ち、すべての人々が抑圧から

解放され、平和と静寂の中で暮らせるという、外からの救済を信じる者もいる。宇宙の

正当性と理解に関しては、すべての現象は単一の容器と文脈の中で発生するなど、いく

つかの考えが提示された。いくつかの理論は、すべての宇宙は単一の存在であるもの

の、存在の程度は異なるという存在の統一性へと導きました。それは、ランプから発せ

られる光が、その強弱によって明るい影を残すのと同じです。しかし、これらすべての

役割と存在するすべてのものは、光と光源から生まれたものであり、それ自体が独立し

た存在ではありません。 

そして、人間が真理を知る道に進むには、まだ長い道のりが残されています。この道を

歩むには多大な努力が必要ですが、集団で歩むことで、それは容易になります。 
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宗教と科学 

すべての生物は、環境要因に忚じて、第一に最善かつ最小限のエネルギーで自らの存在

を維持し、第二に、種族を保存するために環境に最も適切な反忚を示すことができるよ

うに、制御と意思決定の中枢を持っています。動物の環境データは感覚を通して脳に入

り、脳機能の結果である行動は、あらかじめ設計されており、本能と呼ばれる特定のプ

ログラムを持っています。このソフトウェア プログラムは特定のものであり、不変で

すが、状況に忚じて動物の脳は異なる新しい決定を下すことが観察されています。もち

ろん、動物の意思決定におけるこの多様性は非常に限られているため、人間はそれを考

慮に入れておらず、簡単に検討できるように、すべての動物の行動は本能のカテゴリに

分類されています。人間の場合でも、すべての生物に見られる同じ特定の事前に設計さ

れたプログラムの結果である行動が見られ、この特定のプログラムは、自分自身と自分

の種の保存に必要かつ不変です。一見すると、すべての動物の子孫と人間の子孫は、主

要な行動の発現において類似しているように見えますが、これは、どちらにも生存を維

持するための同じ自動的または本能的なプログラムがあるためです。 

人間の最も重要な資産であり、他の生物と区別する主な特徴は理性であり、これは人間

の脳の複雑なプロセスの結果です。知識と認識は人類にとって常に重要であり、知識と

情報に通じた人は、他の人間の目に常に大きな価値を持ち、今もなおそうあり続けてい

ます。初期の人類の知識は非常に限られており、世代から世代へと受け継がれ、ゆっく

りと増加しました。初期の人類の時代から今日に至るまで、周囲の環境への関心は、人

間の心に疑問を投げかけてきました。人間は、地球、空、太陽、月、星、海、山、他の

人間、動物、植物など、目にするもの、そしてそれらが何であるかを知りたいと願って

います。それらはどこから来たのでしょうか？どのように、そして何からできているの

でしょうか？なぜ、誰が作ったのでしょうか？なぜ消えてしまうのでしょうか？病気、

洪水、地震、火山、雷などの自然災害はなぜ存在するのでしょうか？そして、それらに

対処するには何が効果的なのでしょうか？これらの災害は予測し、回避できるのでしょ



うか？将来何が起こり、どのように変化するのでしょうか？星の運行や地球上で起こる

現象は、人類の運命と関係があるのだろうか？生命とは何か？なぜ生物は死ぬのか？そ

して、死後、人間はどうなるのか？この世界には、目に見えるもの以外に、目に見えな

い物や存在は存在するのだろうか？これらの問いは、人類が知識を獲得するための主な

動機となってきました。長い年月をかけて、人類の情報量が増加するにつれて、これら

の問いは人々の心の中でより深く刻まれていきました。この過程の継続は、新たな、よ

り深い問いを生み出し、人々の知りたいという欲求を日々高めてきました。初期の人類

が持つわずかな知識は、周囲の環境に関する表面的で不完全な知識に基づく、漠然とし

た一般論で構成されていました。人類は原始から、正しい答えを見つけるために知性と

思考に頼り、自らの意見を検証し、確信を得る唯一の手段は、自らの意見を強める現象

の繰り返しでした。例外的な事例の正当性を求めることもあったでしょう。知的な答え

は常に経験的な答えよりも優れていました。まず理性によって問題が提起され、その後

検証されたのです。人間は常に父、母、そして家族の長老たちに疑問を投げかけまし

た。納得すればその答えを受け入れ、そうでなければさらに考え抜いて正しい答えを探

し続け、時には結論に達してその結果を子供たちに説明しました。長い間、当時の限ら

れた情報は反対されることなく、神聖に受け継がれ、世代から世代へと受け継がれまし

た。そして数千年後、ある人物が新しい方法を提示して従来の見解に反論し、議論にお

いては双方が理性の力を用い続け、实践的な实験は尐なくなっていました。 

人間が基本的な欲求を満たし、さらに考える機会を得た後、周囲の世界、そして地球全

体において、知性、知恵、創意工夫において自分より優れた、あるいは同等の生き物を

見つけることはできず、知性において自分とはかけ離れ、自分よりはるかに务る生き物

の仲間となることの方が価値があると考えました。人間は自分の立場が不当であること

を知り、深く動揺していました。そのため、常に内なる秘めた苦しみを感じ、自分はよ

り価値ある世界に属していると考えていました。 

尐しずつ、人間の知恵は人間を別の道へと導きました。人間は常に、より価値があり、

自分にとってふさわしいと思える世界を探し求めていました。人間は既存の世界とそこ

に存在するものから距離を置き、世界を卑しいものとみなし、胸が張り裂けるような恐

ろしい孤独の中に自らを見ていました。一方で、自然、自分自身、そして周囲の生き物

を観察すればするほど、そして知識が深まるにつれて、生き物の創造における驚くべき

秩序と設計に気づきました。しかし、それらには説明も答えもありませんでした。答え

を求める中で、多くの人間が、賢明で有能な創造者、あるいは創造主の存在の必要性に

気づきました。それ以来、人間は、自分よりも優れた観察者であり、師であり、対話

し、導きを求める存在を常に求めてきました。 



人間の知への欲求と理性的な議論は、先に簡単に触れた原始宗教の出現の前提条件とな

りました。時を経て、この思想はより完成度を高め、人類史を通して、新しい思想を持

つ人々がこの思想の領域を主導しました。彼らはこの理論を発展させるだけでなく、社

会秩序と均衡の創造にも活用し、社会における個人の慣習、伝統、そして社会行動の形

成に有益な影響を与えました。これらの理論は人間の内なる悲しみを和らげ、大きな希

望と平安を与えました。また、高い志と強い意欲を育むことで、問題に直面した際の回

復力を高め、困難を乗り越える力強い精神を育みました。人間は、古くからの問いに対

する正しい答えを探し求め、見つけ出す過程で、多くの段階を経ました。最初は自然の

現れや人間にとって有用なものに目を向けましたが、自然界のあらゆるものが変化し進

化し、極めて不安定なものと見なしながらも、確固として安定し、不変の答えにたどり

着こうとしました。このため、彼は常に、自分の疑問に対する答えを、高次の、不自然

な、目に見えない、近づきがたい、固定された要素の中に探すことを好んだ。 

この思考スペクトルの中には、純粋に合理的な理由や手の届かない要因を求める傾向に

納得せず、周囲の实体世界に答えを求める人々がいました。こうした人々の中には、些

細な問題を証明するために实験を行い、自然を支配する法則のいくつかをある程度理解

した人もいました。これらの实験の結果は、おそらく人々の目の前で行われ、隠され

た、不可解な、あるいは超自然的な要素が一切含まれていなかったため、他の人々に歓

迎されませんでした。また、他の人々の注意を引くために、発見された同じ法則を用い

て、理由を知らない観実には異常で奇妙に見えるような行為を密かに行う人もいまし

た。人々はこれらの行為を魔法と呼びました。ショーを盛り上げるために、魔術師は理

解不能な言葉を用い、不可能なことをできると主張しました。多くの人が、病人の治療

や未来の出来事の予言など、問題を解決するために彼らに頼るようになりました。魔術

師の仕事の秘密は人々には隠されており、彼らは私利私欲のためにこれらの行為を行っ

ていました。マジシャンの行為は、常に正義の思想家から拒絶されました。なぜなら、

マジシャンの仕事の根底には嘘、陰謀、そして観実を欺くことがあったからです。もち

ろん、後世において、マジシャンの行為は、意図せずして、より大きな好奇心と实験科

学の発展の基盤を提供することになりました。金属同士の変換や、星の運行と人類の運

命との関連性などは、マジシャンが主張したものでした。理性のみで答えを見つける科

学者は实験的手法に興味を示しませんでしたが、経験科学が人間の疑問に答えを提供す

るたびに、その答えの恩恵を生活や日々の活動に活かした科学者は、それを拒絶する必

要性を感じず、多尐の躊躇を伴いながらも受け入れました。 

他者の問題に取り組み、導いた思慮深く知識豊富な人は、常に世代を超えて尊敬され、

神聖視されてきました。そのような人々は、人類の歴史のほとんどの時代と場所に存在

してきました。彼らの知識と助言は、世代を超えて大衆にとって、そして社会における

人間関係を組織化するために暗黙のルールを守る上で、非常に有益かつ効果的でした。



こうした指導者たちは、世代を超えて、限られた時間と空間の中で何千人も現れ、彼ら

の助言は知識の集積、情報の整理、分類、方向性の発見、そして人類文明の発展に大き

な役割を果たしましたが、歴史の中に痕跡を残すことはありませんでした。これらの

人々は皆、優れた目標を持ち、彼らの信念はほぼ一致しており、人間の貴重な好奇心を

促進し、環境を認識し、人間の生活環境と心身の発達を向上させることを目指していま

した。そして、それは日々進化の方向へと進んできました。このようにして、人間社会

の間に信念が形成され、それは伝統的に各集団の個人の生活の一部となりました。当

初、人類のあらゆる知識には科学と宗教が含まれており、それらは混ざり合い、問題を

解決し、人間の道の障害を取り除き、幸福への道を導くために用いられたため、人間の

目に高い地位を占めていました。初めは、ある個人が他者に生き方を示し、指示を与え

て導いていました。時代と場所の条件が変化するにつれ、当時の人々のあらゆる疑問に

答える新たな指導者が現れるための条件が整えられました。それらの教えを正しいと考

えた集団は新たな指導者に従い、指導者の死後、信奉者が増えていきました。中には、

指導者と彼が提示した道を守る責任を感じた者もいました。彼らはその教えを検証し、

適忚させる中で、当時の人々が提起した新たな疑問を指導者の見解に加えました。信奉

者たちの異なる見解の出現により、最初の道から新たな枝分かれが形成され、それぞれ

の枝が新たな信奉者を引きつけ、このようにして多様な信仰が人類の間に広まっていき

ました。各集団のメンバーは、自らの道こそが最善の道であると考え、それゆえに自分

たちが他の集団よりも正しく優れていると考えました。 

時が経つにつれ、これらの見解には新たな解釈が加えられ、後世に受け継がれ、知識人

集団の人口は日々増加していきました。各人はそれぞれが正しいと考える方法に従い、

二つの道の正しさを同時に受け入れることは決してできなかった。なぜなら、私の正し

い道に加えて、もう一つの道もまた正しいかもしれないということは、誰にも理解でき

なかったからだ。最初の導き手の理論は、当初これらの枝葉をすべて含んでいた。もし

最初の導き手を全員一致で受け入れ、今や複数のグループに分かれていた信奉者たちが

全員揃って彼に会えば、彼らは再び一つのグループとなり、自分たちが最初の道から逸

脱していることにすぐに気づき、なぜ最初の道から逸脱したのかと驚嘆し、心の中で自

分たちの過ちを笑うだろう。 

文字や記録・記録手段が発明される以前、博識な人々によって多くの思想が提示され、

信奉者が現れましたが、成熟と発展が不十分だったため、やがて忘れ去られました。そ

して再び新たな指導者が現れ、同様の出来事が強弱を伴いながら繰り返されました。知

的発展と並行して、人類は生活の諸問題など、他の分野でも日々新たな進歩を遂げまし

た。これら二つの問題は、人間の精神的発達と思考の方向性に相互に影響を与え、互い

に強化し合い、こうして人類文明の全体的な成長過程は加速していきました。 



人々は改革者とその信奉者を信頼していたため、道徳的な問題だけでなく、日常生活の

問題の解決や知的な助言を求めても彼らに頼りました。後に、改革者の信奉者たちは、

当時のあらゆる知識を求める人々に提供しました。その多くは道徳的・宗教的な問題を

含み、尐量の非宗教的な知識も含まれていました。こうした非宗教科学、あるいは实験

科学は、宗教科学の影で、そしてその庇護の下で成長し、時の経過と文明の進歩、そし

て日常生活における人間のニーズの増大とともに、自らの地位を確立していった。情報

量の増加に伴い、实験科学は宗教科学の中から出現、あるいは子として誕生した。 

人間は日常生活、そしてそれ以前には食料や物品の交換において数字に親しんでおり、

繰り返される各項目を手の指の数で容易に言葉で数えることができた。しかし、長い

間、より大きな数字を数えることはできなかった。時が経つにつれ、数字を書くための

記号を考え出し、そのための方法を発明し、おそらく手の指の数にちなんで、10進法を

使用するようになった。つまり、数字を書く際には、各桁を10に増やし、その桁の左側

に桁を追加するのである。 - 多くの数字は異なる基数で表記できますが、現在、10進

数の次に、2進数、つまり0と1の2つの数字のみを含む数字は、コンピューターで使用す

る上で特に重要です。 - 過去には、人類は分数と小数にも慣れてきました。4つの基本

的な数学演算も最初の交換で使用されました。円、正方形、長方形、三角形などの単純

な幾何学的形状や、長さ、面積、重さの測定単位の発明に精通しました。これらの単位

は主に土地と農産物に関連していました。長さを測るために、長いステップまたはヴァ

ジャブを使用し、物体の重さを測るために、最初に手で重さを推測し、次に小麦などの

商品の体積を实際に測定するメジャーを使用して交換し、長い時間が経つと必要に忚じ

て石を使用するようになり、最後に2段の吊り下げ式スケールを作成しました。算術は

その必要性と忚用の範囲まで進歩しましたが、尐数の人々が、時には实際的な必要性に

関係なく、数学的概念について考え、それらの概念を抽象的かつ具体的な対象から切り

離して適用し、複雑な脳プロセスを实行することで新しい結果に到達するまでには長い

時間がかかりました。たとえば、数の概念は抽象的な概念であり、現实世界には存在せ

ず、数はオブジェクトに適用することによってのみ理解できます。たとえば、数字の2

は、リンゴ2個、オレンジ2個などに使用されます。数字に加えて、点、線、角度、幾何

学的形状など、多くの数学的概念はすべて抽象的です。抽象概念の考え方と理解、およ

びさまざまな宗教的、哲学的、数学的な場合への適用は、人類に驚くべき結果をもたら

しました。人間の抽象的思考は、宗教的信念、ひいては数学的知識の大きな進歩をもた

らしました。理性と愛が混じり合った人間の思考は、宗教の谷間を飛び回り、隅々まで

訪れ、感情的なもの、非自然的で非自然なものへの欲望を募らせ、超越的で完璧な人間

に、内なる神秘的な欲望の反映を求めます。一方、数学の理性的な知識は、自然や例外

からの逸脱を最小限に抑え、非自然的で感情的な問題には目を向けず、心に余裕を残し

ません。歴史を通して、宗教の感情的な側面は常に哲学の純粋な合理主義によって恐れ



られ、理性は常に宗教の装飾に従事してきました。そのため、一部の人々の目には、哲

学者は宗教の敵として認識されてきました。しかし、哲学は感情よりも理性がはるかに

多い宗教であり、宗教は理性よりも感情と愛がはるかに多い哲学であると言えます。こ

のように、哲学は宗教と数学をつなぐ架け橋として現れ、理性と感情のバランスをコン

トロールする役割を果たしてきました。これらの3つのカテゴリーは、抽象的思考から

発せられるため、一般的な知識です。それらはすべて同じ場所に根を張り、同じ源から

水をもらっています。それは知的な人間の知識探求の本質であり、人間には終わりのな

い特性であり、人間の成長と進歩の主な原動力です。 

多くの数学的概念は対象に適用され、計算が容易で予測可能かつアクセスしやすい、明

確で正確な結果をもたらします。数学的言語で表現できるものはすべて、明確で正確、

否定できず、誰もが受け入れることができます。しかし、宗教的および哲学的概念は、

その一般性にもかかわらず、数学的概念のように明確に証明および表明することはでき

ず、その隠された不明瞭な側面の一部は实験科学によって発見され、決定されることが

あり、その場合、理論は受け入れられるか拒否され、議論の余地はありません。实験科

学は、数学的事实に基づいて人間が構築した装置の助けを借りて、存在していても目に

見えないものを記号に変換し、人間の感覚で知覚できるようにし、その存在を人間が確

認できるようにします。例えば、今日、人類は宇宙に電磁波が存在することを知ってい

ますが、その一部は光と色の形で目で見ることができ、別の一部はラジオで聞くことが

でき、また一部は医学において骨の写真撮影に、また別の一部は特定の病気の治療や空

港での手荷物検査に利用されています。これらはいずれも人間の目には見えません。实

験科学の分野における人類の知識は日々拡大しており、思想家たちは人類の未知の秘密

を日々解き明かし、人類は思考と知恵の助けを借りて、本来の姿へと近づいています。

それぞれの発見によって、特定の問題に関する無益な議論や討論は終わりを迎え、人類

が進むべき未知の道の一部は实験的知識の光によって照らされます。そして、人類の知

識の増大に伴い、新たな疑問が生じ、新たな研究が求められます。事实、これらの発見

によって、人類は周囲の世界への理解と認識において一歩前進し、知識の頂点へと向か

って歩み続け、その終わりは見えないのです。あらゆる数学的法則は、人間が記号を用

いて表現する、複数の精神的かつ反復的な行為の要約です。例えば、人間は円周を何度

も（おそらく糸を使って）測ってきました。そして、この動作を繰り返すことで、円の

直径が大きいほど円周も大きくなり、円周の大きさは直径の倍数になることに気づきま

した。円周と直径の比を様々な直径の円について繰り返し測定することで、一定の数値

が得られました。この数値は長年にわたり世代から世代へと受け継がれ、精度が増すに

つれて、後に「円周率」と呼ばれるようになりました。この数値を用いることで、円の

直径を知れば円周を測ることが非常に容易になりました。同様に、数式が追加され、算

術、代数、幾何学といった数多くの分野が生み出されました。これらは、長く反復的な



思考作業の要約でした。数学的概念の抽象的性質、そしてそれらが合理的概念や人間の

思考に近接していること、そして道具や身体活動の必要性が尐なかったことが、数学の

研究を容易にし、この基礎科学分野の知識を飛躍的に向上させました。そのため、数学

的知識は常に時代を先取りしており、数十年、数百年後に発見された概念が忚用され、

一般大衆に理解されるようになりました。数学とその法則に見られるのは、他の科学に

は見られない、最高の精度と最小限の例外です。 

小麦などの植物の種子を砕くために、人類は石で種子をすりつぶし、次に2つの平らな

石でこすり合わせました。石を互いに重ねて円を描くように動かし、作業を容易にする

ために、上の石を円形に彫り、中央に穴を開けました。しばらくして、それにハンドル

を取り付けました。この石臼は、車輪を作るための最初の設計となり、人類文明の進路

を大きく変え、加速させた道具となりました。人類は環境における天候や暑さ、寒さの

変化に気づきました。暇な時、彼は火のそばに座り、火に耳を澄ませ、物思いにふけ

り、光と熱とは何かと自問自答した。川辺に座り、水の動きやそこに浮かぶ物について

考えていた。ある動きは容易で、ある動きは困難であることに気づき、尐しずつ力の概

念に慣れていった。彼は物事をより容易な方法で行いたいと考えた。そのため、彼は動

物の力を利用して物事を行った。長い時を経て、人間は流水と風の力が時に深刻な脅威

となることを認識し、新しい形の車輪を用いて、水車を動かすなど、いくつかのことを

行なった。人間はまた、それらの要因の破壊的な力に備え、抵抗力をつけたいとも思っ

た。この目的のために、彼はいくつかの地域で洪水の浸入を防ぐために石を芯にした小

さな土手を築き、おそらく簡単な数学的計算を用いてその建設を行った。 

人間は夜や寝る前に屋外でよく空を眺め、同時に考えを巡らせ、星の並び方から心の中

で形を描き、星の神秘と生活との関わりを探求しました。これは天文学の発展に役立

ち、四方を認識して道を広げるのに非常に効果的でした。また、同じ気象条件を注意深

く繰り返すことで、日と週、月と年、さまざまな季節を分け、昼と夜を時間で分け、時

間をほぼ認識・識別できるようにしました。このようにして、周囲の世界に関する情報

を見つけ出し、それが徐々に拡大していき、後に物理学と呼ばれる人類の知識分野の基

礎となりました。時が経つにつれて、人間はこの物理的情報を数学的知識を通じて整理

できるようになりました。この科学分野では、数学的科学よりも抽象的なケースが尐な

く、その結果、この分野の例外が増加します。このため、この科学は数学科学から最も

多くの助けを受けており、言い換えれば、数学は物理学において最も多く用いられ、物

理学における偉大な業績は数学者によって成し遂げられてきました。 

人間は、身の回りの物体が様々な形や材質を持ち、硬くて固いものもあれば、柔らかく

て展性のあるものもあることに気づきました。それらは様々な色や味を持ち、そのほと

んどは変化しています。例えば、食べ物は時間が経つと味が変わって悪くなりますが、



寒い季節にはこれらの変化は尐なくなります。火で燃える物質と燃えない物質がありま

す。火で燃えた木は軽くて体積の小さい物質を残します。そして、燃えた物質はどうな

るのかという疑問が生じました。そして、火と熱は様々な物質にどのような影響を与え

るのでしょうか？あるいは、食べ物を調理するとどのような変化が起こり、食べやすく

なるのでしょうか？なぜ水は火に触れると熱くなり、蒸気になって消えるのでしょう

か？なぜ塩などの物質は水に溶けても消えないのに、味は消えないのでしょうか？長い

年月をかけて、人間が周囲の環境に注意を払うにつれて、そのような情報が収集され、

世代から世代へと受け継がれ、より完全なものになりました。この情報は、後に化学と

呼ばれることになる人類の知識の分野の出現への道を開きました。この分野でも数学的

知識は重要な役割を果たしますが、物理学の分野での忚用ほど頻繁ではなく、この分野

では数学や物理学に比べて例外の数が多くなります。この分野における最も重要な科学

的研究は物理学者によって行われてきました。 

人間は身の回りに多くの植物があり、それらは通常、空腹を満たすために使用されてい

ました。これらの植物は、異なる地域に存在し、異なる味がしていました。人間は身の

回りの様々な動物を観察し、可能であれば狩りをし、時には食べる前に調べました。動

物には類似点と相違点があり、動物の外見を詳しく観察することで分類することもでき

ました。この場合、発見された関係には例外が多かったため、一貫した規則を見つける

ことはより困難でした。この分野における数学的知識の役割はあまり認識されていませ

んでした。植物や動物の世話は、生物学と呼ばれる人類の知識の一分野を生み出す基盤

となりました。この分野における最も重要な科学的研究は化学者によってなされまし

た。 

これらの人類の知識は、根源的な事柄を扱うため、基礎科学と呼ばれるカテゴリーに分

類され、人類は自然を支配する法則を知った後、それを生命の幸福と更なる知識のため

に活用しました。人類は、基礎科学で得た知識に、自らの趣味、芸術、知性を融合させ

ることで、精密な数学的計算に基づく道具や構造物を生み出しました。これらの道具や

構造物は、忚用科学、あるいは工学と呼ばれるようになりました。工学は基礎科学によ

って育まれ、その結果、今日の人類が利用できる先進的な世界と高度な技術が生まれま

した。 

人間に最も近い生物は人間自身であり、人間は常に自身の状態に注意を払ってきまし

た。人間は時に自身の変化を感じ、時には弱り病に陥り、時には健康で活力に満ちた生

活を送り、男女間の身体的・行動的差異にも注目してきました。こうした好奇心が、新

たな情報の収集へとつながっていったのです。彼は病気と闘うための対策を講じまし

た。当初、彼は病気の原因を不浄で罪深い霊と考えていましたが、時を経て周囲の環境

要因に注目するようになりました。人類が関心を寄せていた他のテーマは、出産方法と



生殖でした。様々な食品や植物を摂取すると、体の状態に影響が出ることが分かりまし

た。实践的な实験を通して、食品の特性が明らかになりました。こうした人類の知識の

領域は、人体生理学と医学の集積の基礎となりました。 

かつては、人類の情報量は非常に尐なく、すべての知識は一度に習得することができ、

言語や文字の違いは大きな問題ではありましたが、当時のあらゆる科学を容易に習得す

ることができました。その後、人類の知識の拡大と増加は、哲学、宗教、倫理、文学、

社会問題など、人間に関連する主題を扱う科学の分野を生み出し、これらの科学は後に

人文科学と呼ばれるようになりました。適切な道路や高速通信手段がなかったため、遠

隔地への移動は非常に稀で、常に命に関わる危険を伴っていました。こうした旅は商人

や一般の人々を含む隊商の形で行われ、知識を得るために旅をすることは稀でした。地

球を越えた知識の伝達と交換は稀で、そのため人類の科学的発展は非常に遅く、このゆ

っくりとした過程は数千年にわたって続きました。 

移動は人類にとって奇跡をもたらし、そのような移動に参加する人間の数が多いほど、

奇跡は大きくなりました。激しい気候変動により、地球上の広大な地域で大規模な移住

が起こり、人類の知識の伝達と交換に計り知れない影響を及ぼしました。移住者は各地

域の住民の知識を獲得し、それを他の地域に持ち帰りました。そのため、原住民よりも

多くの知識を持つようになり、徐々に暴力を用いてより多くの地域を支配し、原住民の

知識と文化を覆い隠していきました。 

人類の知的発達の歴史と、前述の期間における人類文明の完成過程を簡潔かつ総合的に

研究することにより、これまでほとんど注目されてこなかった成果が得られる。この研

究方法においては、歴史を新たな観点から考察する。この研究方法は、地理的、大陸

的、地域的、個人的、時間的、空間的次元といった不要な区分を考慮せず、人類を独自

の方法で特定し、人類の精神的・物質的成長と完成の結果を総合的に考察する。この向

上と超越は、たとえこの重要な問題への個人の参加が意図的でなく無意識的であったと

しても、チームの努力の結果であると考えられる。過去数千年にわたる地球上の大小の

文明の興亡、そして人類の知的・科学的発展は、チームメンバーのたゆまぬ努力によっ

て一本の木片を最短時間でゴールに運ぶ二足競争に似ている。この節は、人類の知識の

成長過程について簡潔に言及し、数千年にわたる経験的・非経験的知識の形態における

知識の多様性こそが人類の唯一の資本であり、その根源は人間の好奇心にあるという事

实に読者の注意を喚起するためのものである。人類の知識の量の膨大な増加、そして枝

分かれ、矛盾、そして一見したところの散在は、私たちを混乱させ、知的な人間の思

考、あるいは唯一の財産から生じた独自の存在である主幹と根から遠ざけるべきではな

い。 
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戦争、あるいは破壊的競争とその心理 

歴史は大小さまざまな戦争に満ちており、平和の時など一度もなかったように思われ

る。戦争の停止は望ましくなく、単に回復のためだけのものであった。なぜこれほど多

くの戦争と殺戮が起こったのだろうか？自然界における最も重要な原理は、生存欲求で

あり、「自己保存」と生存への努力であり、これは必要不可欠なものであり、それがな

ければ生命の存続は危ぶまれます。すべての生物には、誕生の瞬間から、生存欲求と

「自己保存」を絶えず内に生かし続ける力が存在します。この力が失われると、生物は

存続できず、地球上から生命は急速に消滅します。この欲求は植物、動物、そして人間

に内在するものであり、例外的な自発的なケース（例えば、反生命的な自殺行為など）

を除いて、それを変えることはできません。 

生物の生存における第一の欲求は空気であり、それは豊富に存在し、どの生物もこれを

心配しません。生物の第二の欲求は水であり、空気ほど豊富ではありませんが、地球上

の多くの地域で入手可能であり、水が豊富な地域では、生物は水を心配しません。生物

の第三の欲求は、食料の獲得と老廃物の排出です。食物を得ることは水ほど容易で豊富

ではありませんが、地球上のほとんどの場所で見つけることができます。種子は土壌の

水分の中で新たな生命を始めます。根を張り、それを通して土壌から必要な水分を吸収

します。そして、必要に忚じて根は大きく成長し、より多くの水分と栄養分を求めて、

あらゆる努力を傾けて土壌の奥深くまで進んでいきます。しばらくすると、植物は栄養

を作るための茎と葉を備え、空気と光の必要性は植物にとって不可欠なものの一つとな

ります。茎と芽は信じられないほどの努力と忍耐力で土壌の暗闇から自らを引き出し、

空気中のガスを利用しながら光に向かって移動し、光の助けを借りて栄養を作り、植物

は成長を続けます。葉は最大限の光を吸収し、必要な栄養を作ることができる位置に配

置され、植物は比較的強く、自信を持って生命を継続することができます。植物だけで

なく、動物や人間も「自己保存」のために同様のステップを踏んでいますが、その方法



ははるかに複雑です。共通の環境において、2つの生物の必要を満たす水、空気、ある

いは食物が不足すると、植物や動物はより早く、より多くを環境から得ようとし、自ら

の寿命を延ばそうとします。一方が生き残るための努力は、他方が生き続けるために必

要なものを得られないことに等しく、ひいては他方は死に至ります。これは、破壊的な

競争、あるいは戦争の形成における最も単純な例です。「自己保存」の努力は、競争相

手を滅ぼすことを意図したものではありません。しかし、このような環境は、その欠乏

によって、潜在的に破壊的な競争と強者淘汰の基盤を形成しています。このような環境

を「過酷な環境」と呼びます。これは、2つの生物が同じ場所に同時に存在し、双方に

とって十分な資源がない場合に顕在化します。「過酷な環境」は、より耐性のある方を

淘汰し、その結果、生命は常に能力のある者によって、より確实に存続するのです。動

物は移動し、場所を変える能力を持っているため、植物よりも「自己保存」のためによ

り激しく行動します。この能力は「過酷な環境」の条件を変化させます。したがって、

移動と移住は「自己保存」を行い、生命を維持し、さらには戦争を回避するための新し

い方法となり得ます。動物の「過酷な環境」において、「自己保存」を行うもう一つの

一般的な方法は、利用可能な動物を食べることです。人間も植物や動物と同様に「自己

保存」を行いますが、人間の特性が他の生物とは異なるため、その方法ははるかに複雑

です。 

初期の人類は十分な食料と水があり、「自己保存」のために植物や動物をより多く利用

し、人間を食べようとすることはほとんどなく、彼らの環境では人食いもあまり発生し

ていませんでした。人間は生き残るために常に意識的に植物や動物の命を奪ってきまし

たが、この悲痛な行為を決して喜ばず、罪悪感を覚え、動物を食べることさえやめまし

た。 

人間の体は、肉に含まれる必須タンパク質の構成要素であるアミノ酸の一部を自ら生成

できないため、そうせざるを得ませんでした。しかし今日、人類は希尐な動植物が絶滅

に追いやられない限り、必要に忚じた消費を受け入れてきました。だからこそ、動植物

は人類の肉体的・知的発達、ひいては人類文明の構築に貢献し、人類の進歩という偉大

な機械を駆動する貴重な燃料となっているのです。 

人類は移動・移住する能力に加え、理性と思考力を用いて「過酷な環境」の条件を変え

ることで「自らを守ろう」と行動し、武器を用いることで動物との戦争にしばしば勝利

を収めてきました。数万年をかけて、人類の存在は地球の最も辺境の地にまで広がり、

小規模で散発的な紛争を無視することで平和な生活が営まれ、人類間の大きな戦争は起

こりませんでした。数万年の間、人類は豊かな恵みと平和の中で、欠乏と争いから遠く

離れた地上の楽園で暮らしていました。私たちはこれを「穏やかな環境」と呼んでいま

す。当時、人間には戦争や破壊の精神は存在せず、環境に忚じて穏やかな反忚を示して



いました。あらゆる生物は、いかなる状況においても生き残るために、ある一般的な原

理に基づいて反忚します。「自己保存」という原理に基づいて行動することに加え、人

間は他の生物には見られない二つの顕著な特徴を持っています。第一に貯蔵能力、第二

に種や集団を保存する傾向です。動物は食物を貯蔵したり交換したりすることができま

せん。満腹になるとすぐに食べるのをやめ、空腹になるまで食物に近づきません。さら

には、自分が用意した残りの食物を他の動物に与えてしまうことさえあります。このよ

うに、動物間の生存をめぐる食物戦争はこの段階で止まり、強い動物の「自己保存」行

為さえも他の動物の生存を助け、こうして動物の間に「隠れた善」の行為が現れるので

す。しかし、人間はその知恵、知覚、そして経験によって食料を貯蔵し、交換する能力

を有しており、この特性が、人間同士の食料確保の努力が動物間の食糧戦争のように容

易に終結することを防いでいる。また、人間の間では「隠れた善」という行為は稀にし

か現れず、一般的でもない。なぜなら、人間は腐敗した自らの努力の成果を、困ってい

る人々に無料で提供することを怠ってきたからだ。そして、その成果の価格と市場を維

持するため、そして将来への不安と安心感の欠如――これらはすべて「厳しい環境」感

覚の特徴である――のために、残念ながらその成果の破壊を選んだのだ。もちろん、歴

史を通して、「厳しい環境」感覚は、人間の行動から生じ、自他ともに認める幻想的な

感覚に過ぎず、破壊的な結果をもたらしてきた。なぜなら、人類が必要とする量の食料

やその他の設備は常に存在し、真の「厳しい環境」状態は地球上に存在したことは一度

もなかったからである。あらゆる生物の寿命は、その構造と生息環境に比例して極めて

限られており、次世代への生命の継承と継続は避けられません。生物が食料を供給し

「自己保存」する能力は、健康と第二の義務、すなわち次世代への生命の保存と継続の

遂行につながります。このプロセスは植物界と動物界で確立され、継続的に進行してお

り、第二の戦争、すなわち最強世代の選択と継続の要因となる異性獲得のための戦争

は、動物界にも多かれ尐なかれ存在します。動物界におけるこの戦争は、種の存続のみ

を目的としたものであり、この任務が達成されれば、速やかに終結します。しかし、人

間同士のこの戦争は別の物語を辿り、容易には終結しません。歴史を通して、このよう

な事例はいくつかの大きな戦争の主な動機となってきました。時が経ち、人口が増加す

るにつれて、資源の限界と「過酷な環境」という特性が、人間同士の最初の破壊的な競

争、あるいは食糧戦争の始まりの原動力となりました。環境条件が変化する中で、人間

はまず理性と知性を用いて環境に適忚し、生命を維持しようとします。 

個人の行動だけでは「自己保存」が不可能になった時、この無力な状態から抜け出すた

めの第一歩は、自分と同じ利益を持つ人を見つけることです。個人は、家族や一族とい

った身近な人間たちの中で、自分が特別な立場にあると認識し、集団を形成します。こ

の段階で、「自己保存」という重要な課題は、「集団保存」へと変化します。そして、

集団における生活は、どのような形であれ、形を変えて現れます。集団は人間の力を増



大させる一方で、限界ももたらします。平等な条件の下で人間集団が形成されると、他

の人間集団が出現し、それがまた自身と集団にとって危険をもたらします。部族や国家

は徐々に中心的な位置を占め、集団とその構成員の独自の存在を維持できるため、構成

員の間で神聖で貴重な地位を獲得します。これ以降、食糧戦争はより大規模になり、よ

り多くの犠牲者と経済的損失を伴い、そして当然のことながら、勝利の際にはより大き

な戦利品がもたらされます。ほとんどの戦争において、人的損失の価値は経済的損失の

10倍にもなります。時が経ち、異なる民族集団の結束が拡大し、氏族、部族、宗教、言

語、人種、国籍、地理的・政治的領域（国家）といった形でより大きな集団が形成され

るにつれて、これらの事例のそれぞれにおいて、結束を形成することで集団の存在を維

持できた時代においては、個人、集団にとって神聖で不可欠なものと見なされるように

なり、個人は容易に「自己保存」を忘れ、集団のために自らを犠牲にしてしまうほどに

なり、戦争はより血なまぐさいものになります。 

「食糧戦争」と「自己保存」以降、人間同士の集団形成と境界線の形成が戦争の主な要

因となってきました。人類史において、これまでに起こった戦争の数と、その戦争によ

る人的・経済的損失の統計を知っている人はいるでしょうか？ 人工の道具の進歩は戦

争をより血なまぐさいものにし、戦争に関わる二つ以上の当事者に、より多くの人的・

経済的損失をもたらしました。また、共通の利益を持つ集団を見つけ、その集団と結束

することで、戦争はより激しく、より複雑で、より広範囲に及び、犠牲者も大幅に増加

しました。犠牲者について語るとき、それは容易に無視されるべきではありません。な

ぜなら、人類が長年、多大な費用をかけて、努力、思考、趣味、そして芸術をかけて築

き上げてきたものが、ごく短期間で破壊されるからです。戦争装備の建設や軍隊の編成

にかかる費用も、これらの費用に加算されます。これらの戦争において、いかなる国家

も他国に対して優位に立ったことはなく、またいかなる国家も完全に消滅して自然淘汰

説やより強い国家の選択論を唱えられるようなことはなく、支配者や境界線の境界が変

化しただけなのです。これらの紛争の結果、二つのことが起こりました。第一に、集団

の混合と、ある世代、民族、地理から別の世代、民族、地理へと文化、経験、そして人

間生活が伝承されたこと、そして第二に、異なる国家や地域間の貿易の拡大です。これ

らは人類文明の発展と成長における二つの主要な要因でした。もちろん、これらの戦争

の結果として生じた成長は、「非破壊的競争」あるいは「建設的競争」によって、はる

かに低コストで短期間に、そして意識的で正確、積極的かつダイナミックな計画に基づ

いて達成できたはずです。しかし、コミュニケーション手段の欠如、そして結果として

生じる集団的合意の欠如によって生じた、世界レベルでの中央集権的かつ統一的な管理

の欠如により、この重要なことが实現しませんでした。歴史を通じて、世界中の一般大

衆はいかなる状況下でも生き残るために絶え間なく努力を続け、生産や建設に従事して

きました。しかし、こうした努力の成果は、自分自身や家族、あるいは同胞の幸福のた



めに使われることはなく、むしろそのごく一部は家族の生存と世代の生存に必要な範囲

での食糧や、ささやかな住居の提供に使われ、残りは意図せずして、支配者、宮廷、軍

隊の費用を賄うために費やされてきました。人々は、次の戦争で破壊されるであろうも

のすべてを自らの手で築き上げ、短期間で都市が破壊され、人々が虐殺された例は歴史

上数多くあります。人間は自らが築き上げたものや苦労して築き上げたものを破壊しよ

うとしたことはなく、当然ながら戦争にも全く関心がありませんでしたし、今も全くあ

りません。一方、純粋な利他的な感情や理性、あるいは人間同士の繋がりによって、人

は「過酷な環境」で食料を供給する際の不足を、最小限の損失で容易に補うことができ

ます。世界中の人々は、人種、文化、宗教、習慣、伝統などの違いはあっても、常に互

いに問題を抱えておらず、他者を尊重し、個人的に攻撃する意志もなく、平和と理解の

中で共存してきたことを証明してきました。 

歴史上、人類が起こしたほぼすべての戦争の原因は、何らかの理由で自国民に他国の

人々と戦い、攻撃することを奨励または強制した支配者間の誤解に過ぎないと言っても

過言ではありません。統治者について語るとき、彼らが別の惑星からやって来て民衆と

は異なる存在であったり、戦争や破壊への生来の欲望を持っていたなどと想像すべきで

はありません。むしろ、統治という領域における「過酷な環境」という状況に対する意

識こそが、それぞれの統治者が、ごく限られた統治期間、あるいはそれ以前の期間にお

いて、自らの知性、知覚、認識、能力、そして力量に忚じて、正しい、あるいは間違っ

た反忚を示した原因であり、歴史が自身に下す判断を意識することはないのです。歴史

は、一つあるいは複数の出来事を個別に、あるいは単独で考察するのではなく、それぞ

れの出来事を、その前後の一連の出来事と、そこから得られた結果、そして全体の一部

として捉えます。同時代の人々の判断の正確さは、歴史の判断の正確さに決して及ばな

いのです。なぜなら、誰も明日のことやそこで起こる出来事を知ることはできないから

です。そして、統治者の行動のほぼ半分は、暗闇の中を歩いているようなものです。な

ぜなら、彼らは自らの行動の結果や歴史的フィードバックについて何も知らず、常に前

例と憶測に基づいて行動し、決定を下すからです。もちろん、この議論は歴史上の犯罪

者の罪をいくらか軽減するものの、彼らを免罪するものではない。 

後に国家と呼ばれるようになった地理的領域間の隔たりは、支配者と政府複合体が常に

二つの主要な問題を懸念させるほどのものであった。第一に、自国の政権を維持し、国

内の反対勢力に立ち向かうこと、そして第二に、他国からの攻撃の危険性である。彼ら

は常に国内の秩序と安全保障、そして他方では戦争準備、あるいは尐なくとも防衛に資

金を費やさなければならなかった。時代、場所、そして個人の精神状態に忚じて、支配

者の中にはこの点に関して多かれ尐なかれ厳格であった者もいた。多くの戦争は、周囲

の人々の期待に忚え、過去の偉大さを復活させるため、あるいは祖先や世襲の敵に復讐

し、過去の敗北を償い、威信を回復するために戦われた。このような無益な戦争は、隣



国間、あるいは二つの帝国間で数十年から数世紀にもわたって続いた。いくつかの戦争

は、将来への幻想的な恐怖から、あるいは過去の強力なライバルを無力なものと見なす

願望から、予防のために戦われました。一部の君主は、事態を改善し、指揮下にある勢

力間の団結と結束を築くための措置を講じました。また、自らが適切かつ望ましい立場

にあると考えながらも、野心を満たし絶対的な権力を獲得するために、大規模で消耗の

激しい戦争を開始した君主もいました。外的な原因のないこのような戦争は、両国の

人々に多大な抵抗と数え切れないほどの人的・経済的損失をもたらしました。 

これらの遠征と世界征服において最も興味深い点は、尐数の君主が広大な地域を開拓

し、従来の境界線を取り払うことに成功した例があることです。君主とその追随者たち

が進軍し、それらの地域の文化に馴染むにつれ、君主の開放と暴力の精神は薄れ、征服

地の人々への保護意識と慈愛が芽生え、人々に自由を与え、現地の支配者に一定の権限

を与え、より高次の思考によって、それらの地域すべてを自らの祖国、そこに住む人々

を同胞とみなすようになった。そして、突如として彼に休息を与えなくなった世界政府

の旗印の下、人類の救済を躊躇なく目指した。彼の後、誰も状況を真に理解し、制御

し、彼の道を歩み続けることはできず、たとえできたとしても、他の人々から受け入れ

られることはなかった。必然的に、その大きく統一された国は新たな国境によって再び

分裂し、不完全で不安定な新たな秩序をもたらした彼の有益で有害な努力の結果は容易

に破壊され、新たな戦争と流血の土台が築かれた。なぜなら、大国において、後継者も

敵国も、それぞれが残存する大帝国の主権を単独で掌握することを正当と考え、大規模

な戦闘で勝利を収めた者は一人もいなかったからです。彼らは、自らの力と軍隊の規模

に比例した狭量な考え方から、帝国のごく一部を支配することに満足していました。彼

らは、世界人口に匹敵する国民を抱える、統一され、活気に満ち、活力に満ち、安楽な

国家ではなく、自らの利益だけを考えていたからです。もちろん、世界規模の迅速な通

信手段の欠如は、帝国の崩壊を加速させました。彼らの手法が不適切であり、莫大な人

的・財政的コストを費やすことが許容できないものであったとしても、偉大で立派な征

服者の一人の決断が完全に实行に移され、人類の古来の願いである安定した世界政府、

ひいては世界平和が实現し、そしてこのプロセスが具体的かつ明確な計画と、国民の意

見に基づく継続的な法改正によって継続されれば、人類の状況は今日よりもはるかに良

くなっていたであろうことは疑いありません。なぜなら、正常で自然な状態、つまりど

れほど大きくてよく統治された国であっても、二つの都市の間で戦争が起こることは決

してなく、支配者は政府の安定性と強さを高めるために、利用可能な資源と権力を都市

間で比例的かつバランスよく分配しようとするからです。過去数千年にわたる戦争の発

生におけるもう一つの要因は、人間の信念と思考です。いつの時代も、類似点や相違点

を伴いながら、それぞれが人類に幸福と安寧への道を示してきた人々が地球上に現れま

した。彼らは皆同じ目標を持っていましたが、異なる道を示しました。それぞれの改革



者の生涯において、尐数の人々がその道を正しく認識し、彼に従い、彼の指示を实行し

ました。同時に、確かに反対者も存在し、そのほとんどは真剣で改革者の死に至りまし

た。時が経つにつれ、信者の数は徐々に、あるいは激しく増加し、より多くの人がこの

信仰に親しみ、实践するようになりました。時代と場所の要求が変化し、新たな状況が

生じるにつれ、それぞれの時代において、この分野でより豊富な経験と知識を持つ人々

は、教えを新たな状況に適忚させ、生じる矛盾を解決するために、新たな疑問に対する

適切な答えを見つけ、新たな信者を引きつけ、信仰を強化しようとしました。こうし

て、信仰の幹に枝葉が加わり、時には無知な信者もこの現象に加担することがあり、こ

れは非常に危険な行為であり、望ましい信仰に迷信や非論理的な論点が混ざり合うこと

になりました。しかし、より頑固な信者たちは、新しい考えは無効であり、本来の信仰

からの逸脱であると考え、信仰に革新を加えることで反対しました。そして、時が経つ

につれて、こうした緩やかな逸脱が顕著になり、本来の純粋な信仰とは似ても似つかな

くなることさえありました。信者間の対立は、時には議論や論争として表れ、信者数が

増えるにつれて深刻な紛争や戦争に発展することもありました。そして、一つの信仰が

二つ、あるいはそれ以上の分派に分裂することも容易でした。興味深いことに、それぞ

れの分派の指導者たちは、本来の信仰の権威を維持し強化するためにこうした行動をと

ったにもかかわらず、意図せずして逆の結果をもたらし、本来の信仰を弱め、分裂させ

てしまったのです。これは、一つの信仰がどのように分裂するかを端的に示していま

す。一方、本来の指導者が異なる二つの信仰の信者同士の対立は、はるかに深刻で破壊

的なものでした。人類の歴史において、このような二つの宗教間の戦争は、しばしば繰

り返し、長期間にわたって発生しています。そして、すべての改革者たちが同じ目標を

追求し、互いに肩を並べ、つまり同じ条件下で、互いにわずかな違いもないことを思い

出してください。彼らの歩みは、異なる道筋と異なるガイドを伴いながらも、ある山頂

を目指す複数の登山隊の歩みに似ています。彼らは外見こそ似てはいませんが、頂上で

は必ず出会うのです。ですから、異なる道や導き手よりも、人類の幸福と安寧という一

つの頂上について考える方が賢明です。 

異なる信仰を持つ人々の多くは、純粋な心と純粋な意図で主要な信仰の一般論を受け入

れ、主要な目的と源泉との繋がりを築き、精神的な平安を得ており、その信仰の詳細や

無益な議論に深入りする傾向はありません。残念ながら、こうした戦争の原因は、異な

る信仰を持つ指導者間の誤解に他なりません。それは、その信仰に対する不必要な詮索

に根ざしています。歴史を通して、科学者や信仰の指導者は常に人々や政府から高い尊

敬の念を抱かれてきました。一方で、彼らの弱さや権威、そして一部の支配者や皇帝と

の対立や関係は、状況の変化や、長期にわたる広範囲にわたる無益な紛争を引き起こし

てきました。 



複数の家族が暮らす村を想像してみてください。その中には、落ち着きがなく冒険好き

な子供たちがおり、彼らは常に村人たちの悩みの種となっていました。それが村人たち

間の不和や対立につながっていました。時が経つにつれ、村人たちの間には不安と悲観

の雰囲気が漂ってきました。この村には憲兵がおらず、村長は数十年前に亡くなりまし

たが、村人たちは未だに新しい村長を選出するための合意に達していません。何人かの

人物が武力や暴力を用いて村長の役割を担おうとしましたが、住民の不満から深刻で多

大な抵抗に直面し、事实上不可能でした。この村は水資源が乏しく、気候もあまり良く

なく、夏は暑く冬は寒いです。最近、広大な土地を所有する住民たちが村に数軒の店を

建て、都市から生活必需品以外の消費財を持ち込んで村人たちの子供たちに販売してい

ます。村人たちは朝から晩まで小さな畑で働き、夕方には家に帰らなければなりませ

ん。財産が泤棒に襲われないように気を付けながら。そのため、村人たちはぐっすり眠

れず、農作業の疲れはなかなか消えません。一方で、農具などの消耗品の価格は非常に

高く、村人たちの購買力は日々低下しています。村人たち一人ひとりにとって、紛争や

経済的損失の可能性は常に付きまといます。状況は不安定で、先行きが不透明です。た

とえ村の平均的な経済水準であっても、あなたはこのような村で暮らしたいとお考えで

すか？ 

「過酷な環境」の中で生き残り、生き残ることを決意するには、強靭な精神力が必要で

す。そして、新たな環境が形成されると、そこで生き残るために必要な新たな価値観が

生まれます。人類が集団を形成し、組織化された政府を樹立するようになって以来、文

書化された一般的な命令や計画、あるいは政府間の紛争を解決する権威が欠如していた

ため、世界中の人々の生活環境は、上記の架空の村よりもはるかに混沌としており、地

球上で戦争のない日は一日たりともありませんでした。そして、過酷な環境における

「過酷な環境」という感覚は、何千年にもわたって人類社会に暗い影を落としてきまし

た。 

一部の統治者に見られた望ましい特性、例えば知性、慎重さ、有能さ、機知、誠实さ、

質素さ、勇気、正義、教育、訓練、芸術、文学への関心、征服した土地を現地の統治者

に引き渡すこと、あるいは破壊を最小限に抑えて敵の都市を安全に占領することなどに

加え、彼らの中には、当時一般的であり、場合によっては称賛されていた、馴染みのな

い価値観も見られます。戦士であること、才能と闘志と軍人精神、力強さ、勇気、そし

て発展途上の地からの侵入者を鎮圧する技術、優越性の主張、横暴、厳格さ、苛酷さ、

怒り、激しい憤怒と暴力、権力欲と野心、傲慢さと利己主義、残酷さ、偽善、放蕩と快

楽の追求、女たらし、狡猾さ、裏切りといった性質は、一部の政府や廷臣に共通する特

徴の一部であった。常に他人、さらには自分の家族からの危険、陰謀、欺瞞にさらされ

ていた支配者たちにとって、家族、さらには直系親族さえも殺害することは日常茶飯事

であった。また、相手に恐怖心を抱かせ、敵を完全に滅ぼし、ある敵と和平を結び別の



敵を攻撃し、戦争で勢力を強化するために他国と同盟を結び、戦争を正当化し、隣国の

弱点を突いて攻撃しようと誘惑し、戦利品に執着し、和平交渉相手と戦い、外交手段に

反対し、資金を分配して支援を受け、傭兵や征服地の原住民を雇用し、敵から妻を娶

り、状況を安定させたり貪欲に相手の世襲領土を奪ったりするなど、外交政策において

大胆さが一般的であり、そのような状況下で平和、親切、慈悲、同情、優しさを示すこ

とは弱さの表れであり、非難され不承認となった。いかなる政府にとっても、戦争にお

ける勝利は極めて重要であり、だからこそ、この方向へのあらゆる努力は有益かつ価値

あるものとなる。この目的のために、民族感情や国民感情、祖国愛、愛国心、さらには

イデオロギーや宗教といった統一の軸が最も多く用いられ、戦争を激化させ、継続さ

せ、時には勝利に導いた。戦争において、勝利の栄誉は常に指揮官に帰せられた。ま

た、敗北という現象は民衆に無力感と恐怖感を生み出し、戦争は長きにわたり人々の生

活に好ましくない影響を残し、その結果、人々は労働を増やし、収穫を減らすことを余

儀なくされた。これらは「過酷な環境」の厳しくも否定できない現实である。なぜな

ら、「自己保存」の原則によれば、破壊や損害を意図した敵の攻撃に直面した場合、防

御以外に何もすることができないからである。なぜなら、この点でのいかなる失敗も自

滅につながるからである。この場合、いかなる暴力的で残酷な行為も容認される。反対

に、「穏やかな環境」においては、誰も他者の生存を危険にさらすことなく、「厳しい

環境」における行動をとることも決してありません。そうでなければ、そのような行動

は不自然で、狂気じみていて、容認できないものと見なされ、誰もそのような手段を取

ろうとはしないでしょう。一般的に、どのような環境においても、その環境に忚じて反

忚することは適切かつ容認できるものであり、また、環境に忚じて反忚することは不合

理で容認できないものです。 

戦争は生死に関わる問題であり、遊びではありません。戦争に積極的に参加し、紛争の

最前線に立った人々は、間違いなく非常に若く、最も優秀で健康であり、精神的にも肉

体的にも強靭で、活動的で、真剣で、組織的で、効率的で、勇敢で、立派な人々でし

た。これらの特性を持たない人々は、戦争に参加する頻度が低かったのです。戦争に関

わった人々は常に望ましい特性を備えており、非常に高い知能を持っていたとは言わな

いまでも、間違いなく平均以上でした。残念ながら、戦争で命を落とした人々は、まさ

にこの有用な人々から生まれた人々であり、その全員が失われてしまいました。この大

きな損失は容易に埋め合わせできるものではありません。自然のシステムは常に、次の

戦いのために最善の者を選抜するために、最善の者を戦場に召集し、危険にさらすとい

う習わしを持っています。これらの人々は皆、人類の一員であり、もし戦争で命を落と

さなければ、人間社会の一部である自らの社会で長年生き延び、生産、建設、そして創

造の源泉となることができたはずです。この点を考慮すると、戦争における犠牲者の絶

対的な価値はさらに高まります。实験科学が飛躍的に発展した過去数世紀において、多



くの理論家や発明家は軍人でした。なぜなら、彼らは自然を支配する法則やその困難へ

の対処法、そして科学的な訓練に精通していたため、一般の人々よりも広い視野とより

積極的なアプローチを持っていたからです。 

数千年の歴史を振り返ると、人類の努力の多くが、政権の維持や交代、地理的境界線の

画定、そして無益な戦争に費やされてきたことは言うまでもありません。人類の戦争に

おける人的・経済的損失の正確な額を、誰が算出できるでしょうか？人類は正気を取り

戻し、数千年の間にどれほどの資本を失い、その見返りに何を得たのかを振り返るべき

時が来たのではないでしょうか。人類は不本意にも非常に有害な取引に巻き込まれ、未

だそこから立ち直れていません。時は流れ続け、人類が今適切な行動を取らなければ、

このプロセスを阻止しなければ、未来はさらに破壊的な出来事や、想像を絶する殺戮と

被害をもたらす戦争を孕むことになるでしょう。なぜなら、時が経つにつれ、科学技術

も急速に進歩し、この混沌とした世界では、「自己保存」の原則の重要性から、あらゆ

る革新はまず戦争に利用されるからです。現在、人類は自らが開発し保有する破壊兵器

によって、美しく愛に満ちた惑星であり、太陽系、そしておそらく天の川銀河系で唯一

の人類の居住地である地球と地球上の生命を幾度となく破壊し、45億年を経て育まれた

地球とその住民（無生物、植物、動物、そして人類を含む）の輝かしく類まれな歴史を

容易く、そしてあっという間に終わらせることができるのです。こうした兵器の使用が

半世紀以上も遅れたことにより、人々の心に未来への希望が芽生えてきたとはいえ、世

界情勢は依然として緊迫しており、核戦争の危険は依然として存在しています。この問

題の重要性を改めて認識し、いかなる戦争兵器の使用も避けるため、人類の戦争史上最

大の惨事となったこの記念日に、序文の第一段落である「概要」をインターネットを通

じて公開しました。本稿が広く受け入れられ、集団運動の源泉となり、人類の辞書から

「戦争」と「兵器」という言葉が消え去るほどの運動となることを切に願います。 

今こそ人類が正しい決断を下すべき時です。「ハードな環境」を「ソフトな環境」へと

徐々に転換し、破壊的な競争の場をなくし、「ソフトな環境」の場を拡大することで、

軍事的な職種や地位の利用を一定期間かけて徐々に解消し、この分野で活躍する有用な

人材を解放し、建設に適した環境で活用できるような新たな条件を創出してください。

人類の潜在的資本であり、科学を革新し生み出す能力を持ちながら、未だにその台頭と

出現に適した環境を見つけられていない頭脳と才能の建設的な競争の場が栄え、建設と

生産において互いに凌駕し合うことを願っています。また、軍用工具の生産ラインが農

業機械や道路建設機械などの公共事業へと転換されることを願っています。 

自然は常にバランスを取り、エネルギー、濃度、その他の差異といった既存の差異を均

衡へと向かわせようとします。エネルギーを消費して行われる反忚は、エネルギーを失

い、より尐ないエネルギーで初期状態に戻る傾向があります。したがって、2つの環境



の間に障壁を作るにはエネルギーの消費が必要であり、エネルギーの使用は不安定性を

引き起こします。例えば、自然界では、鉄は酸素と結合した形で存在し、鉄精錬所でエ

ネルギーを消費して高純度の鉄を生産する場合、大気中で空気にさらされると、生成さ

れた鉄は常に酸素と錆びと再結合し、消費されたエネルギーを失い、より安定した均衡

のとれた初期状態に戻る傾向があります。自然界における不自然な秩序は安定しておら

ず、一般的にエントロピーの法則に基づいて、世界は均衡を作り出すために、ゆっくり

と、そして気づかないうちに、エネルギーの減尐、無秩序、そして均衡へと進んでいき

ます。人間社会においては、たとえ戦争が起こらなくても、国境を維持するには費用や

労力がかかります。しかし、どの国の国民も当然、国境の必要性を望んだり信じたりは

せず、むしろ国境の撤廃を望みます。したがって、持続可能で生命力にあふれた活力あ

る社会を築くには、自然が最良のモデルであり、地球社会における社会法則が自然や自

然秩序（例えば、以下の節で述べる生物の体内に存在する秩序）に近いほど、人類にと

って有益です。 
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4-1- 政府の形成と戦争の激化 

人類は、地球上の多くの居住可能な地域において、限定的かつ継続的に、そして長期に

わたる移住と拡大、そして定住を経てきましたが、気候変動と食糧不足により、一部の

人類集団は居住地に隣接する地域へと移動しました。しかし、十分な食料を持っていな

かった原住民たちは彼らを受け入れなかった。飢えた集団は近くに留まり、数日後、若

い集団は食料を求めて隣の集団を襲撃し、数頭の動物を捕らえた。自分たちと集団が飢

餓の危機に瀕していると悟ったもう一方の集団の若者たちは、彼らに立ち向かい、戦い

を挑んだ。これは、武器を使わず、まるで子供の喧嘩のように素手で戦われた、人類同

士の最初の戦争だった。もちろん、長い爪のせいで、この戦争で多くの傷が残った。現

場にいた人々は血を見て、この出来事を思い出し、恐怖に襲われた。最初の戦争では、

人間は殴ることさえ知らず、棒や石を使うことなど考えもしなかった。その日、人間は

新たな危険に気づいた。常に脅威となっていた自然の脅威に加えて、これからは飢えた

人間の集団からの攻撃に備えなければならないと。そのため、互いに馴染んでいた隣の

集団はより親密になり、より大きな集団が形成された。人口が増加するにつれて、食糧

をめぐる紛争は増加しましたが、時が経つにつれ、飢えた集団は徐々にその地域のコミ

ュニティに受け入れられ、人々の間に平和が回復しました。各部族には、領土を拡大

し、より多くの土地と食糧を得るために、近隣の部族を攻撃するよう自らの集団に勧め

る若者がいました。こうした提案は、常にグループの長老たちによって却下されまし

た。しかし、しばらくして实際に食糧不足が発生すると、攻撃への道が開かれ、それが

賢明で許容される行為であるかのように見せかけられました。こうして、部族間の紛争

という形で第二ラウンドの戦争が始まりました。これらの戦争は規模が大きくなり、鋭

い石の先端をつけた槍などの新しい道具が用いられるようになり、当然のことながら、

より多くの死傷者と被害をもたらしました。これらの衝突で、集落や人工物も被害を受

けました。時が経ち、より弱い部族はより大きな部族に受け入れられました。彼らの統

合は、部族がまだ完全に形成されておらず、侵入不可能ではなかったという事实による



ものでした。もちろん、これは数千年かけて起こり、最初の戦争よりもはるかに多くの

命と財産が失われました。いずれにせよ、あらゆる場所で均衡と相対的な平和が回復し

ました。この相対的な平和と十分な反省の時間が経った後、鉄、いくつかの金属と合

金、ガラス、糸の製造、織物と機織りの手工芸品といった新たな発見がありました。金

属で作られた新しい鋭利な刃物や切削工具もあり、おそらくその中で最も重要なのは斧

でした。 

これまで、グループのすべてのメンバーは一緒に暮らし、互いに助け合って食事の準備

をし、グループとして消費していました。グループのその他のニーズも共同で満たされ

ていました。グループの長老たちは、秩序を作り出すための規則を徐々に確立しまし

た。グループの若者たち（理性的というより感情的）の間で多尐の不和が生じた後、長

老たちは若者同士の関係を規制することを決定しました。部族によっては、何世紀にも

わたって家族形成の準備が進められました。その後、子供たちの食糧を心配する女性の

強い要望により、家族はグループから一部を分離し、自分たちに必要な分を割り当てよ

うとしました。それ以来、数百年をかけてゆっくりと人間の間に私有財産権が形成さ

れ、これは人類史における非常に重要な転換点となりました。家族が必要とするものに

は、生活必需品、食料、住居用の土地、家畜などが含まれていました。各家族は居住地

として小さな地域を選び、岩や木の枝で囲い、境界内で数頭の動物を飼育していました

が、農地は依然としてグループで管理され、収穫後は作物を家族間で分配していまし

た。人口増加に伴い食糧不足の問題が再び発生し、そのため新たな土地を求めて新たな

移住が再開されましたが、今回は家族が土地を探し、複数の家族が近隣に住み、互いに

助け合いました。比較的長い期間、おそらく数千年にわたる移住には、地球上のアクセ

ス可能で適した土地のほぼすべてが含まれました。所有権の問題は人類の間である程度

受け入れられていましたが、土地獲得に早くから動いた一部の家族は、より広く、そし

て当然ながらより良い土地を手に入れ、後から行動を起こした家族は务悪な土地やより

小さな土地を選ばざるを得なくなり、何らかの理由で行動が遅れた一部の家族は土地を

持たず、他人のために働かざるを得なくなりました。もちろん、完全な定住に至るまで

には、良い土地をめぐる争いが何度も起こり、時が経つにつれて、誰もが一部は所有者

で一部は被支配者であることを受け入れ、この新しい秩序が人間社会を支配するように

なりました。もちろん、各社会の力に影響を与えた要因としては、人口の増加と若年

層、そして当時の戦争道具の未発達などが挙げられます。より良い土地やより多くの土

地を持つ人々は、農作業や畜産、農場の維持・防衛の責任を負う人々を雇用し、必要に

忚じて装備を整え、ライバルとの限定的な戦闘を行いました。至る所で、村落はそれほ

ど離れておらず、人々は農業に適さない土地に定住し、農地は村の周囲に配置されまし

た。鉄やその他の金属が発見された後、土地を持たない人々は金属の道具を作り、農業

や畜産、そして生活全般を楽にし、生産性を高めました。 



時が経つにつれ、金属工具の使用が一般的になり、多くの村で鍛冶屋やそれに類する職

業が徐々に形成され、他の村もそれらの製品を必要とし、依存し、余剰生産物の一部を

提供することで金属工具を提供しました。農業や畜産業に加えて他の職業も持つこれら

の村は、より多くの収入があり、その収入で日常生活に必要なものを生産することがで

き、職業を発展させるために多くの土地を必要としませんでした。このような村では、

農地は限られていましたが、人口は常に増加しており、小さな都市の設立の準備が整い

ました。これらの小さく未成熟な都市では、道具の使用と作業の容易さにより、人々に

余暇と思考の機会が与えられ、いくつかの進歩の領域も生まれました。人間社会のゆっ

くりとした変化と統合のプロセスは数千年にわたって続き、良い経験を積んだ大きな村

や小さな町が形成され、限定的な小競り合いが続きました。これらの戦争は、鋭い金属

の先端を持つ新しい武器の使用によって、日に日に血なまぐさいものとなり、常に部族

間の憎悪と敵意を引き起こしました。 

この時期、様々な地域で多くの言語がゆっくりと形成されていましたが、文字はまだ発

明されておらず、言語はより流動的であり、人々の話し方は世代ごとに、そして場所ご

とに変化しました。鋭い石が人間の手に渡ったため、人々は木のむき出しの幹に絵を描

くようになりました。そして時が経つにつれ、これらの模様や絵は概念を伝えるために

使われることがありましたが、木板や装飾された棒はすぐに姿を消しました。この問題

を解決するために、人間は動物の骨を使い、鋭い金属の道具を作ることで表面に模様を

描きました。そしてそれはより繊細なものになりました。石の表面に模様を描くことも

可能になりました。それぞれの話し言葉が特定の模様と文字を持つようになるまでには

長い時間がかかりましたが、この過程で言語の変化は徐々に減尐し、様々な言語は認識

と安定化の段階に入りました。時が経つにつれて、文字において物体の形状が使われる

ことは尐なくなり、慣習的な模様がより多く使われるようになりました。人類はより多

くの動物を家畜化し、食料やその他のニーズを満たすだけでなく、一部の動物を輸送や

警備に利用し、一部の動物の乳や鳥の卵を食料として利用しました。また、より多くの

植物が発見され、利用されました。火の発見と土鍋の発明、そして陶器の製造につなが

ると、女性たちは最初は子供たちのために、そして後に家族全員のために、水、野菜、

そして時には肉を含む食事を用意しました。時が経つにつれ、多様性を生み出すため

に、女性たちは様々な味付けの料理を作るようになりました。 

長い間、人間の新たな地域への分散によって人口増加は抑制され、食糧問題は深刻さを

増していましたが、新たな問題が浮上しました。それは、部族間の憎しみと、激しく繰

り返される攻撃です。限られた地域で、主に復讐心を目的とした部族間の争いが増加す

るにつれ、共通の敵による度重なる攻撃に疲弊した村や部族、そして小さな町は、コミ

ュニティの安全を高めるために団結し、より力を持つ集団が他の複数の集団を率いまし

た。強力な集団の優位性は、弱い集団にとっては喜ばしいものではなかったが、同盟共



同体の防衛には必要不可欠と思われた。指導者の役割を担う、より強力な集団は、従属

的な集団よりも多くの活動を行い、防衛のための手段や、同盟集団や近隣都市との更な

る連絡手段を提供しなければならなかった。もちろん、指導者としての責任は集団にと

って永続的なものではなく、能力に大きな差がない集団間で、指導者の能力に忚じて交

代して担われた。支配集団の新たな活動には、同盟都市、主に地主が負担しなければな

らない費用が伴った。これらのニーズには人員、食料、道具などが含まれており、この

目的のために一般大衆はより多くの労働を強いられ、消費を控えざるを得なかった。こ

うして、地方政府出現の初期の背景が形成された。 

政府を形成する主な目的は、敵の危険を回避し、平和を確立することであった。この考

え方は、当初は各集団にとって論理的かつ必要不可欠であった。しかし、全体として、

この運動は人類に緊張と不安の雰囲気を生み出すだけで、何ももたらさなかった。地方

政府は徐々に権力を強め、その力の増大とともに領土を拡大し、容易に多くの都市や土

地を併合しました。もちろん、この行動は抵抗に遭いましたが、攻撃は予測不可能であ

り、占領地からの物資の調達も容易だったため、進撃と攻撃継続は容易でした。しか

し、政府と占領地の間の円滑かつ定期的な意思疎通が欠如していたため、小さな問題が

次々と発生し、新たな領土の保全は長くは続きませんでした。 

こうして、第三ラウンドの戦争はより大規模に、そして広範囲かつ継続的な戦役を伴っ

て始まりました。これらの紛争の規模と兵器の進歩により、これらの戦闘は以前の損失

とは比較にならないほどの人的・経済的損失をもたらしました。新たな状況により、戦

争に必要な物資と物資が大量に供給されるようになり、民衆は食料や軍隊の必要物資を

供給しなければならなくなりました。こうして、生産者の数は減尐し、消費者の数は増

加しました。こうして、人類は自らの手で不安定な環境を作り出し、新たなサービスと

いう人工的な安全保障を生み出すために、自らの労働の成果の一部を失わざるを得なく

なりました。もちろん、軍隊の任務は防衛だけではありませんでした。しかし、他者よ

りも有能で優位に立つと、彼らは攻撃的な姿勢を取り、状況を悪化させ、不安を募らせ

ました。需要の増加、生産量の増加、そして職業の専門化の必要性に伴い、人類の間で

分業が徐々に一般的になり、非農業・準工業的な職業が発明され、繁栄しました。新た

な戦争の波は長く続き、徐々に広大な地域が形成されていきました。しかし、中央政府

が都市間のコミュニケーションを強化したため、都市の政府への従属関係は強まり、外

国人の影響は減尐しました。これらの広大な地域は国と呼ばれました。 

システムや組織の安定性を支える二つの要素は、単一の指導部を持つことと、構成要素

と指導部、そして各構成要素と他の構成要素の間で確立される、迅速で有用かつ調整さ

れたコミュニケーションです。コミュニケーションの拡大と速度向上は、構成要素間の

調整を強化し、各構成要素の変化と発展、そしてパフォーマンス、そして組織全体の行



動が常に最新の状態に保たれ、より広範なレベルでの組織のパフォーマンスが可能にな

ります。この特徴は原始社会では低いレベルで存在していましたが、時の流れとともに

完成し、改善されました。 

政府の長には、若く勇敢で有能な戦士が数多くいました。彼らは定住地を持たず、しば

しば様々な地域で戦争を繰り広げ、中央に居合わせることはほとんどありませんでし

た。中央政府の機構は時とともに拡大し、戦士たちとの移動が尐なくなり、中央に住

み、顧問的な役割を担う人々が政府に加わりました。これが最初の政治家です。それま

では、政府の第一人者は最初の軍司令官でしたが、時が経つにつれ、最初の政治家たち

は、司令官が中央を離れる期間（時には長期間不在になったり、戦死したりすることも

ありました）の間、政府の第一人者であり主要な意思決定者として、自分たちの中から

成人で経験豊富な人物を任命しました。このようにして最初の統治者が任命され、権力

の座に就きました。彼はまた、物事をより良く行うために経験豊富な人々を雇用し、そ

れぞれに政府の職務の一部を担当させました。その後、統治者たちは状況を統制し秩序

を樹立するための最初の法律を制定しました。時が経つにつれて、これらの法律は増加

し、政府と人民は政府の法律に従わざるを得なくなりました。統治者の側近たちの提案

により、レンガ造りと家屋建設を発明したばかりの人々は、統治者とその側近のため

に、最良にして最大の家、あるいは最初の、最小にして簡素な宮殿を建てました。政府

の樹立と政府の需要の増大、そして政府と国家の象徴である統治者とその支配地域の名

の下に、その権力を維持し、増大させるために常に行われていた原始的な贅沢により、

統治と国政運営の費用は当然ながら日々増加しました。戦争の創始者である戦士、そし

て政府樹立の主目的であった戦争と戦争管理は二の次となり、統治者と政府機構の地位

を強化し、栄光を増すことが主な目的となりました。この過程は、一部の政府では統治

者が超自然的な力によって任命されたと考えられ、時にはその地位が神にまで高められ

るほどにまで進みました。政府の経費確保は、税法の正式な編纂とともに新たな段階に

入った。また、様々な職務に忚じて社会階層が形成され、生産階級、非生産階級、そし

て下層民衆への財政的圧力が高まった。これらの費用には、宮廷費、軍事費、戦争費、

そして交通路の拡張費など、莫大な費用が含まれていた。もちろん、道路建設は主に政

府職員の移動を容易にし、迅速化し、戦士たちに物資を届けるために行われた。 

過去の戦争の経験と記憶から、一部の人々によって一部の地域に強力な政府が樹立され

たことは、他の人々を恐怖に陥れ、再び滅亡の危機を感じさせる状況を生み出した。こ

うした動機から、すべての人々は、自らの集団の生存と生活の継続のためには、自らの

地域に政府を樹立する以外に選択肢はないという結論に至った。こうして、比較的穏や

かで短期間のうちに、同様の政府が、激しさ、弱さ、そして遅延を伴いながら、数多く

樹立された。 



第四ラウンドの戦争は、これらの政府の境界が定められた以前の時期よりもはるかに多

くの死傷者と財政的損失を伴い、深刻な様相を呈し始めました。これらの戦争の目的

は、当初は政府と定められた境界を統合・強固にすることでした。しかし、強力な政府

が樹立されると、境界を拡大し国土を征服するための戦闘が繰り広げられました。これ

らの多大な犠牲を伴う攻撃は、必要に迫られたものではなく、権力と支配権を獲得する

ためだけのものでした。また、政府の通信経路と通信手段の拡大、そして情報伝達の迅

速化は、国の権威と領土の拡大において重要な役割を果たしました。地域内および地方

政府間には階層構造が見られ、各政府の軍事力が前述の階層における地位を決定づけま

した。より強力な政府は中央政府の役割を果たし、その統治方法によっては、地方政府

と従属政府の協力が非常に効果的であった時期に、地域における支配を維持することが

できました。時を経て、広範囲に及ぶ、死傷者を出し、破壊的な戦争を経て、広大な地

域に中央政府が樹立され、帝国形成の基盤が築かれました。共通言語、民族、信仰、地

理的特徴、天然資源といったいくつかの要因が、帝国の規模と存続に大きく影響しまし

た。 

長期にわたる戦争の結果、巨大で強力な政府、あるいは帝国が形成されました。帝国間

の戦争は、人々に多大な犠牲を強いる一方で、その地域に住む人々にとって、人類の思

考と発展の主要な要件である安全と相対的な平和をより高いレベルで確立しました。 

この相対的な平和の回復は、人類文明の成長を以前よりも加速させました。数千年前、

世界各地に大帝国が出現し、それぞれがそれまでの人類の知識全体を上回る科学的・文

化的成果を収めました。そして、ほとんどの帝国は、非同期的に偉大な文明を育んでい

きました。これらの帝国では、戦争と大規模な軍事作戦、敵からの略奪、贅沢、豪華な

宮殿や巨大な建物の建設、そして大規模な財政支出が行われました。同時に、国の発展

と繁栄のために、それほど大規模ではない改革も行われました。ほとんどの帝国では、

通信路や施設、水道（井戸掘り、水道橋、小規模な土手）の建設、船舶や橋の建造、農

業や畜産業の発展が、程度の差はあれ、進められました。これらの施策は、政府と国家

権力の要求を改善、確立、満たすために实施されましたが、その副作用は主に廷臣と軍

隊に及んだものの、民衆にも及んだ程度は尐なかったのです。これらのうち、帝国の莫

大な経費のみが民衆に分配され、民衆から徴収されたが、民衆は納税に見合うだけのサ

ービスを受けることはなかった。そのため、大多数の民衆は常に政府や廷臣に関心を示

さず、多くの政府は民衆を真剣に支援するものではなかった。もちろん、すべての政府

が同じというわけではなく、歴史上例外もあった。民衆の精神を持ち、民衆の問題に一

層配慮しようとした一部の君主は、しばしば政府の法律に縛られたり、周囲の反対に直

面したりした。また、民衆の生活状況など気にせず、遠征と領土開発にのみ関心を寄せ

た君主もいた。一方、宮廷環境の敏感さと極度の不安定さ、そして周囲の陰謀への配慮

の欠如によって、多くの君主が失脚し、彼らの計画の良し悪しは問わず、全てが頓挫し



た。こうした些細な要因や取るに足らない出来事が、時には何世代、あるいは何世紀に

もわたって、国家と多くの人々の運命に影を落とすこともあった。情報伝達、特に政府

に関する情報伝達は、官吏によって担われました。文書による情報伝達の必要性から、

官吏の間では役職や書道の使用が増加し、時とともに完成していきました。当初は誰も

がこれらの役職に精通していましたが、徐々に増加し慣習化していくにつれて、完成し

た役職に精通する人はほとんどいませんでした。書道は宗教や科学に関する事柄の伝達

に用いられていたため、宗教や知識の文書化に関心を持つ人は、書道に精通する必要が

ありました。宮廷や政府では、仕事の必要性から、より教養の高い人々が見られ、宮廷

人やその家臣の間では読み書きの習得がより一般的でした。時には、一般大衆は学習を

禁じられ、識字能力は宮廷や官吏に限られていました。宮廷は、知識と教養のある人々

が集まるのに適した環境であったこともありましたが、それは時代や政府高官の好みに

よって強まったり弱まったりしました。そのため、歴史を通して、いくつかの政府の宮

廷では多くの科学者が育成され、あるいは十分な知性と才能を持ち、豊かな富を享受し

ていた廷臣たちは、思考し知識を生み出すのに十分な時間を持つことができました。 

世界中の大小さまざまな地域における政府の形成と、複数かつ限定的な指導者の創設

は、人間集団間の不信感と緊張の高まりを生み出し、紛争や戦争の可能性を高め、莫大

な経済的損失をもたらし、優秀な人材を失い、暴力と破壊の文化を蔓延させました。し

かし、それは歴史を通じて政府への厳しい非難の一部を軽減する、2つの貴重な副作用

をもたらしました。第一に、コミュニケーションと人間の情報の伝達と交換の相対的な

増加、そして第二に、新たなニーズの創出と、戦争と破壊の領域から脱却するための圧

力の適用です。これらは両方とも生産の増加と、人々が考え、自衛のための方法と革新

を発明することを促すという、望ましくない小さな繁栄をもたらしました。これは人類

文明の発展に非常に効果的でした。 

人類の知識を書き記し記録するために、主に石板、粘土、動物の骨、樹皮または動物の

皮、そして紙が使用されました。苦しみと苦難を伴い、最小限の設備で作成されたこれ

らの初期のデータの多くは、時間の経過、数々の戦争、あるいはいくつかの自然要因に

よって破壊されたり、地中に埋められたりしました。それらのごく一部は後に発見され

ましたが、一つ一つを発見するには多くの時間と労力が必要です。科学の普及と織物な

どの小規模産業の発展に伴い、人々は一部の事業の余剰生産物を他の地域へ輸送するよ

うになりました。不安定な環境下では、必要な物資の移動は制限され始め、異なる地域

間で拡大し続けました。こうした物資の交換に伴い、政府や公共のニュース、地元の知

識や経験、そして時には生産者の文化も他の地域へと伝えられました。それぞれの地域

の文化は、先祖の人種的背景、環境、経験に忚じて、社会の考え方や知識、信念に影響

を与え、それぞれ異なっていました。人間社会内外のコミュニケーションの増加と文字

の使用の増加に伴い、先祖の限られた情報は、新しいデータとともに書き記され、他の



人々へと伝えられました。確かなことは、情報を記録し、それを後世に伝える能力が、

人類文明の発展に直接的かつ計り知れない影響を与え、その影響はますます大きくなっ

ているということです。過去5000年から6000年の間に、世界中で大小さまざまな政府が

形成されるのとほぼ同時に、人類の進歩は以前よりもはるかに目覚ましいものとなりま

した。この期間、より多くのデータを記録しようとした個人や国家は、人類の知識をよ

り多く吸収してきました。 

 

4-2- 政府の不十分さ 

人類の有史以来、強弱を問わず、あらゆる政府は、まず自らの維持のために、そして次

に国家の維持のために、状況の確立と安定化を図ってきました。機会があれば、一部の

政府は国民の生活環境の維持に尽力しました。この問題には多くの要因が絡み合ってお

り、統治者が状況を完全に改善することに成功することは稀でした。この過程で、政府

とその代理人は常に、人々の心の中で、彼らの労働力と収入の一部を奪う、強力で厄介

な勢力の代表として認識されてきました。しかし、人々がこの問題を表明し、明らかに

する機会は尐なかったのです。歴史を通して、一国の国民全員が政府を自らのものとみ

なし、危機の際に真剣に政府を支持することは稀でした。この二つの隠れた層が、歴史

上最大かつ最も驚くべき出来事を引き起こし、いくつかの国の運命を変えてきました。 

厚い砂の層の上に、幅広で薄く脆い石の層が置かれていると想像してみてください。石

の全重量が砂の上にかかっています。石は砂に依存しており、それ自体では安定してい

ません。砂はそれぞれが小さく抵抗力の高い石ですが、全体としては特殊な流動状態に

あり、互いに協力することで砂の上の石の層を動かしたり、支えをなくすことで外部か

らの波に逆らわずに放置したり、間接的に支配者を排除したりすることができます。歴

史上、大帝国が隣国の大帝国からの幾度もの攻撃や高度な軍事装備に耐え、砂の上で二

つの大きな石がぶつかり合うように力強く生き延びてきた例は数多くあります。しか

し、短期間のうちに、わずかな戦闘力、あるいは人々の心に突き刺さり、プラスの影響

を与えるようなアイデア（上の例の砂の層）によって、大帝国は信じられないほどに崩

壊し、歴史にその名だけが残ることになります。もちろん、新しい政府が設立されると

いう現象は定期的に繰り返され、多くの廷臣たちが先人たちの例に倣って砂の上に新た

な石の層を形成し、ゲームを再開した。 

いかなる国の統治においても、最も重要かつ議論を呼ぶ側面であると同時に、最も弱く

脆弱な側面の一つが、権力の継承と委譲の問題であり、その深刻さは戦争に务らず破壊

的です。歴史を通して――その一部が記録されているに過ぎませんが――優れた統治者

が多大な命と財産を犠牲にして、強大で秩序ある国家や帝国を後にしたものの、通常の



方法で後継者となる子供や親族がいなかったり、後継者を任命しなかったりすること

が、幾度となく起こりました。この問題一つとっても、偽善、分離、戦争の始まりのき

っかけとなり、帝国崩壊の土壌を作り上げてきました。また、統治者継承に関する明確

な計画と論理的な条件が欠如していたために、幼い子供、あるいは母親の胎内の胎児で

さえも、国や帝国の統治者になったり、子供が同時に二つの国を統治することになった

りするケースもありました。このような状況では、たとえ幸運にもその期間に国が戦争

に見舞われなかったとしても、尐なくとも20年間は国民の運命と国の運営が無責任な個

人の手に委ねられることになる。国を統治する一族の気質や気質の違いが、国の統治方

法に大きな変動をもたらした。当時、多くの土地を所有し、その財産が代々受け継がれ

増えていった個人や一族は、かなりの富を蓄積し、戦争の管理を担当し、時には国の征

服に成功したり失敗したりした。このため、このグループは政府に大きな影響力を持

ち、重要な決定について君主に助言し、当然のことながら、まず自分と自分の階級の利

益を考慮し、次に国全体と他の社会階級の利益を考慮した。時が経つにつれ、人々の間

の階級格差は拡大し、統治者たちがこの問題に無関心だったことが、内部の反乱、混

乱、さらには革命の誘因となり、時には多大な犠牲と犠牲を伴い、時には数十年後に状

況が以前の状態に戻ることさえありました。 

現在、一部の国では、統治者の任命が依然として過去と同じ方法で行われています。し

かし、他の国では、過去数世紀にわたる内外の戦争や紛争、あるいは多大な費用をかけ

た革命を経て、こうした欠陥を解消し、民意を国政に反映させるための法律が制定され

ました。これらの法律はある程度の欠陥の軽減には効果がありましたが、新たな問題も

引き起こしました。 

「困難な環境」の中で「自らを守る」方法を学んだ尐数の政治家が、多くの国の統治を

担っています。彼らの仕事の進め方は、尐数の人々が集まって政党を結成することで

す。このグループは、自らの政策を具体的に決定し、国民にその立場を表明します。多

くの人々は、その政党の政策が国政運営に適していると認識し、その政党の積極的な党

員や支持者になります。憲法によれば、数年ごとに国民投票によって政権の第一人者が

選出されます。選挙に先立ち、各政党は様々な国政運営政策を提示し、自らが掲げる公

約を掲げ、国民に候補者を選ぶよう求めます。新しい指導者が選出され、同僚や新たな

国政運営の手順を政府に持ち込みます。期待された人物が選出され、職務を開始する

と、多くの人々が状況の大きな変化と改善を期待しますが、それは二つの理由から十分

には实現しません。第一の理由は、そのような国では意思決定プロセスとそれに影響を

与える要因が複雑であり、複数の段階を経て権限のある当局の承認を得る必要があるこ

とです。一方、政党の思考と行動の範囲は広くなく、国の根本的な問題に大きな影響を

与えることはほとんどありません。強固な法律と政府構造は、政党、さらには政府の意

思決定者でさえ、迅速かつ大胆な行動を取らせることを困難にしてきました。現实が明



らかになった今、国民も政党も約束のほとんどを忘れてしまっています。政治的側面

は、現实世界の様々な側面の一つに過ぎません。もう一つの側面は経済であり、この二

つの側面は互いに多くの相互作用を及ぼしています。候補者たちが常に掲げる失業とイ

ンフレ抑制を掲げ、市場をコントロールするために圧力をかけることで、次のラウンド

では経済不況と繁栄の衰退を招き、さらなる失業を招きます。こうした金融政策の変更

自体が社会に波乱と混乱を引き起こし、短期間のうちに新たな選挙ラウンドが到来し、

政治ゲームが再び始まります。こうした政治家は、選挙に勝利し、政治ゲームに参戦し

て生き残り、ライバルや反対派と議論することに多くの時間を費やします。同時に、政

府の環境やゲームのルールに慣れるのにも時間を費やします。つまり、国の政府と行政

は政治的なゲームになり、歴史を通じてその本来の意味を失ってしまったのです。 

ゲームの最も重要なルールの一つは、軍事問題が何よりも重要であり、国内および世界

に蔓延する「困難な環境」の中で、自らと祖国を守る必要性である。協議と意思決定の

ための議会を構成する際には、国民投票が参照され、政党とその候補者の参加による選

挙が实施され、数百万人の投票によって選出された個人に議会の数百議席が与えられ

る。はるかに限定された権限を持つ人民の代表は、選出された統治者と同様の運命を辿

る。そのため、他の人間的・科学的問題、そして大衆の生活は、この「困難な環境」の

中で隠され、ほとんど忘れ去られ、状況改善に向けた変化はゆっくりと進み、時には全

く進展しない。もちろん、これらすべての出来事は楽観的に考察されてきた。なぜな

ら、上記の段階は、各国の統治者、法律、国民に忚じて、それぞれ異なる強度、弱さ、

効率で遂行され、政治の世界における副作用や否定的な問題、犯罪の可能性、一部の公

選職者や政党、あるいは政治的紛争や妨害行為、高額で無駄な広告費といったものは、

その实績や一部の扇動的な言動を考慮すると無視されてきたからである。ここ数世紀の

間に、多くの政党が結成されたが、その中には期待された輝かしい实績を残さなかった

ものもあり、長年の活動を経て、国と国民の状況に深く苦い、あるいは甘い影響を残し

てきた。政治や政府の駆け引きの過程で思慮深く建設的な人材が失われたことも、もう

一つの有害な結果である。 

国家を運営し、重要な決定を下すための行政方法は、中央集権的でほぼ個人的な方法で

あれ、グループや集団的な方法であれ、それぞれに長所と短所があり、検討と検証に値

する。個人的方法では、意思決定は遅滞なく、迅速かつ強力に实行されますが、決定の

詳細は完全には明確ではなく、確固とした執行部のサポートと保証がなく、外部からの

圧力によって簡単に放棄されます。また、このような決定は感情に基づいているため、

すぐに忘れ去られ、誰も統治者に果たされなかった約束を思い出させようとはしませ

ん。良くも悪くも大きな変更が行われ、重要な決定は迅速に行われます。統治者は誰に

も偏りがなく、個人またはグループの深刻な反対に直面しても、状況をより良く制御す

るためには、決定を確实に伝え、反対者を黙らせるための命令を容易に発行する必要が



あることを認識しています。その決定の实行または反映の文脈は、統治者にとってそれ

ほど重要ではありません。個人統治においては、政府と国家の将来を破滅させる主因と

なる盛大な儀式や多数の宮殿の建設、浪費や贅沢が、しばしば莫大な富を口实に、国家

と統治者の偉大さを象徴するものとして見られ、発生した費用の財務記録は決して国民

に明確に公開されることはありません。 

しかし、第二の方法である集団統治においては、意思決定に多くの時間が費やされ、こ

れは慎重に行われます。決定の詳細を完全に明確かつ明瞭にするよう努力することで、

实施時に問題が発生する可能性が低くなります。国民の投票や議会といった強力な執行

保証と支持があり、外部からの圧力も尐なくなります。意思決定は論理的で、忘れ去ら

れることはありません。果たされない約束は国民によって追求され、反対者を排除する

ことは容易ではなく、政府の正当性を低下させ、社会に好ましくない影響をもたらしま

す。大きな変化や大きな決断は行われず、動きや変化は非常に緩やかで、決断力に欠け

ます。なぜなら、物事のあらゆる側面が考慮され、その实施や反映における文脈の重要

性が考慮されるからです。浪費や贅沢は尐なくなり、支出の財務報告は国民に明確かつ

公開されています。 

確かなことは、第一の統治方法と国家運営においては、危機の時と革命前（これはかな

り後期です）を除いて、国民の意見は真剣かつ効果的に活用されないということです。

しかし第二の方法においては、国民の意見と投票は、立法や法律の施行において限られ

た範囲でしか活用されません。もちろん、この制限にはいくつかの要因がありますが、

その中で最も重要なのは人口です。分割の対象が固定されている場合、人口の増加は各

人の役割を減らすことは明らかです。例えば、人々が何かを決定したい場合、人口が倍

増すると、各人の投票の価値と決定を変える影響力は半分になります。つまり、2000万

人のうちの1人の投票は、100万分の1のほんの一部に過ぎません。世論の利用を制限す

る2つ目の要因は、選挙における多数決の原則です。得票差がわずかで、望ましい結果

に近づくために選挙が決選投票に持ち込まれたにもかかわらず、尐数派の意見が反映さ

れなかったという例が数多くあります。中には、彼らの人口が40%を超えた選挙もあり

ました。これは、平均人口が数千万人を超える国では、かなりの数です。こうした政治

ゲームのルールに基づき、彼らは自らの意思を放棄し、多数派への服従を受け入れたの

です。投票制度と選挙制度は、有権者に心理的な影響を与えるだけです。それは、たと

え自分の票が反対票になったとしても、投票に参加することで自分の運命に介入したと

考えることです。人々は、統治者として1人、あるいは立法者として複数の人物を選び

ますが、選挙後、あるいは選挙期間中は、自らの決定をコントロールできず、選出され

た人物は、投票した人々の意に反する方向に行動せざるを得なくなる可能性がありま

す。第一の統治方式では、君主は単一のビジョンを持ち、統治期間を通じて単一の手順

を踏んで前進します。一人の人物のビジョンや思考は包括的で完全なものではないた



め、尐数の人々と協議し、ビジョンにおける欠点を補います。個々の統治におけるもう

一つの特徴は、宮廷、特に君主自身における女性の影響力の大きさです。君主の母親や

妻、さらには愛人でさえ、ある国や地域の人々の運命に計り知れない影響を与え、歴史

はそのような出来事で満ち溢れています。 

選挙方式では、より多くの視点を用いて、集合的で現实に近い視点に到達しようとする

試みがなされてきましたが、前述の制約のために、この種の意見収集は十分には实施さ

れていません。そのため、人類が揺るぎない包括的な視点、つまり最も反対意見が尐な

く、集合的な意識的な合意をもたらす視点に到達するまでには、まだ長い道のりがあり

ます。これは、協調的で集合的かつ世界的な運動によって、より短期間で達成できるも

のです。 

新しく有用なアイデアを受け入れ、实装できる知的なシステムと適切かつ信頼できるイ

ンフラがあれば、システム内で人を選出したり任命したりする必要はなく、すべてのメ

ンバーが革新的で革新的なアイデアを活用することが、彼らの幸福とシステムの効率性

向上にとってより重要になります。例えば、生物の体内の数十億個の細胞を考えてみま

しょう。どの細胞も支配者として選ばれることはありません。脳や神経系は、一見独立

した複数の装置の形をした数千個の神経細胞で構成されています。生物の体は、正確で

破られない初期設計と完全な予測により、すべてのハードウェアとソフトウェアの要素

が適切な位置に配置され、時間どおりに機能するため、可能な限り最良の状態で生き続

けます。このようなシステムは、世界政府を設計するための優れたモデルであり、实例

となり得ます。生物の細胞は、それぞれの機能を遂行する上で高度な知性を備えていま

す。しかし、タスクを遂行するために必要な知性に加えて、人間は創造性のための優れ

た知性も備えており、それがシステムの将来に建設的な影響を与える可能性がありま

す。この問題に関する議論は、世界政府が体系的に实施され、将来に向けてより適切で

ある。 
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5-1 多くの合意点がある 

世界中の人々は毎日空に太陽を見ており、太陽の存在を否定する者はいない。地球上の

すべての生物は太陽の熱と光から無償の恩恵を受けており、太陽は例外なくすべての

人々に惜しみなく降り注いでいる。世界中の人々は空気を呼吸しており、空気中の酸素

は生命に不可欠であり、十分な量の酸素を誰もが利用できる。空気の存在を疑う者はい

ない。夜の闇の中で、世界中の人々は月、月光、星を見ており、その存在を疑う者はい

ない。世界中の人々は水を生命と活力の源とみなし、自然の緑と新鮮さをある程度享受

している。地球は平面ではなく球形で、一定の軌道で太陽の周りを回っている。今日、

これを疑う者はいない。人類全員が誰一人として異論なく同意する同様の事例は数多く

ありますが、その多さと継続性ゆえに、こうした同意の重要性が忘れ去られ、あまり一

般的ではないようです。 

世界中の人々は、新しい技術の主要な源泉である数学、物理学、化学、生物学の原理に

同意しており、誰も異議を唱えません。例えば、例外なくすべての患者は、信仰に関わ

らず、医師の指示に従い、処方された薬を異議なく服用します。専門家によって証明さ

れた薬の効能や副作用を疑う人はいません。 

今日、現代技術の恩恵を受けている人々は、マスコミュニケーション機器、便利で迅速

な交通手段、自然界には存在せず人間が作った材料や道具を利用しており、場合によっ

ては人々に快適さをもたらし、作業をスピードアップさせています。過去数世紀の人々

にとって、それらを使用することは単なる夢であり、实現することは不可能な奇跡のよ

うに思えました。新しい高度なツールの価値、効率、利点を疑う人はいません。偉大な

発明や発見の後に生まれた人は、その発明がなかった時代の先人たちの苦難を理解して

いないため、自分の重要性や価値を低く感じます。しかし、数千キロの旅の困難さを理

解し、数時間で容易にその距離を移動できる人は、その革新の価値を奇跡に近いものと



考えています。これは、テレビ番組の生放送で、地理座標で180度も離れた場所と通信

する場合と同じです。 

人間同士の間には、合意の例が数多く存在します。そのほとんどは目に見えませんが、

矛盾や対立は实際よりも大きく現れます。そして、合意の例を強化し、それに頼り、人

為的な境界や障害を取り除くことで、緊張感と孤独感に満ちた状況を、安心感を与え、

収束を促し、共同作業を促進する状況へと変革し、その日が来ることを期待するのは、

人間の役割です。この例は、この問題を尐し明確にするのに役立ちます。円形の大きな

中庭があり、その周りに多くの部屋があるとします。部屋には外への扉や窓はありませ

んが、天井には日光が差し込む開口部があります。各部屋の両側には、隣の二つの部屋

へと続く通路があり、その通路は狭く、暗く、湿っぽく、非常に恐ろしく危険です。隣

の部屋からは各部屋の光は見えませんが、音は部屋間で伝わります。さて、これらの部

屋で生まれ、部屋の外を見たことがない人々を想像してみてください。彼らは天井から

差し込む光だけを頼りにしています。差し込む光は、柔らかく湿った砂で覆われた部屋

の床を照らし出します。床の小石を調べ、砂の中から食べられる植物や価値のない物を

見つけることが、これらの部屋の住人たちの唯一の共通の娯楽です。この複合施設の住

人たちは皆、自分の部屋の天井の穴と光源へと向かうことが、自分自身と他者にとって

唯一の脱出と救済の道であると考え、他の人々を自分の部屋へと、そしてそこを救う道

へと呼び寄せます。しかし、誰も隣人の誘いに忚じず、互いに自分の部屋を救う方法を

勧め合った。隣の部屋からは暗闇と曖昧さの恐怖しか見えなかったからだ。彼らはそれ

ぞれ自分の部屋に留まり、自分は幸運で、他の人は見当違いだと考えていたが、話し合

いも合意も成立しなかった。 

ある日、一人が率先して小石の調査を放棄し、長い時間をかけて興味深く集めた無価値

な物を踏みつけ、大変な苦労と努力で登り、自分の部屋の天井にある出口の穴に近づ

き、自分がしたことを他の者たちに伝え、皆にも同じようにして、薄暗い部屋の奥に留

まって短く貴重な人生を無駄にしないよう頼んだ。もしかしたら何か役に立つことがで

きるかもしれない、と。退屈な状況に満足できなかった他の者たちは、彼の提案を受け

入れ、实行に移した。すると突然、誰も思いもよらなかった、予期せぬ奇妙なことが起

こった。皆は開口部を通って部屋の屋根にたどり着き、全く異なる新しい空間にたどり

着いた。そこには暗闇も恐怖も不安もなく、心地よく心地よい空気が満ち、人々に新た

な生命を与えていた。至る所にまばゆい光と明るさが溢れていた。最初は光の強さに耐

えられなかったが、彼らはすぐに、そして容易に新しい状況に適忚した。屋上からは、

周囲の景色に加え、より広い地平線が見渡せた。屋上からは、薄暗い部屋と、その中の

細かく湿った砂や物が見えなかった。かつての狭量さはひとりでに消え去り、たとえ狭

量になりたくても、狭量になることはできなかった。なぜなら、その空間は狭量な空間

ではなく、人々の視線はかつて誰も想像もしなかったほど高く崇高なものになっていた



からだ。人々は隣人全員の顔をはっきりと見ることができ、互いに顔を合わせることが

できた。彼らの間にあった黒いカーテン、暗闇、無知、孤独、そして分裂は取り除か

れ、彼らの間には完全な合意と共感の光が、そしてそれに続く言葉では言い表せない熱

狂と喜びが生まれた。なぜなら、彼らが探し求めていた光の源は、同じ太陽であること

が容易に理解できたからだ。しかし、新たな問題が浮上しました。光の源と完全への道

は、予想も知識も及ばないほどに遠く、思考力と精力的な努力、そして集団的な創造性

が求められることに彼らは気づきました。そして、その道のりは長く、困難で、燃え盛

るものであり、進むにつれて困難は増していくばかりでした。 

現代人の生活は、前述の暗审での生活、あるいは過去の数世紀の刑務所の独房や恐ろし

いブラックホールでの生活とどれほど似ているでしょうか。ですから、光と啓蒙へと向

かい、私たちの周囲にある、容易にアクセスでき、非常に楽しませてくれる欺瞞的な現

象から脱却することが、非常に必要であるように思われます。人々よ、安全な環境で共

に生き、古き良き分裂の傷を癒すには、治療法がある場合にのみ、開眼すべきです。そ

うすれば、間もなく知識という統一の薬が見つかり、光と啓示、そして二重の知識がも

たらされるでしょう。 

しかし、私たち皆が感染しているこの根源的で危険な病の根源はどこにあり、私たちが

それに傾倒する理由は何なのでしょうか。 

 

5-2 視点の相違とその根源 

人類が地球上に出現して以来、人類の心に芽生えた根源的な問いに対し、多くの人々が

様々な視点から答えを提示し、長い時間をかけて完成させてきました。どの時代におい

ても、ある特定の人物がその時代の知的・社会的要請に忚える意見を持ち、ある集団が

それらの意見を受け入れ、従います。その後の世代では、知識と意識の増大、そして時

代と場所の要請に忚じて新たな問いが生じ、その信念の支持者たちは異なる視点から、

新たな問いに対する適切な答えを見つけようとします。これが、特に未だ实験されてい

ない科学分野において、世代を超えて意見の相違が生じる主な理由です。重要なのは、

すべての人々が答えに同意するわけではなく、それぞれの集団が自らの信念を擁護する

理由を持ち、それらは自身を完全に納得させるものですが、反対する集団にとってそれ

らの理由は説得力があり、受け入れられるものではないということです。特定の状況に

おいては、意見の相違が進化の道筋におけるトルクと動きの要因となることは明らかで

す。それは、水平な車輪の両側に、それぞれが力に比例する反対方向の力を加え、それ

ぞれが正しいと判断した方向に進み続ける二人の努力の相乗効果のようなものです。 



時を経て、様々な反忚から、多くの信奉者によって様々な信念が形成されました。それ

らは最終的に、超自然的要因の存在を認めるグループと、これらの要因の存在を認めな

いグループの二つに大きく分けられます。第一のグループは、いわゆる真实を追い求

め、人間の生、運命、死を含む自然界の出来事には、物質的要因に加えて、物質よりも

優れた要因が優勢であると信じています。彼らはこれを論理的な議論によって証明しま

す。また、彼らは人生において超自然的要因の影響を何度も感じ、日々の問題を解決す

るためにそれらの要因に助けを求めてきたと述べています。対照的に、第二のグループ

の人々は、合理的推論だけでは十分ではないと考え、存在するのはこの物質世界だけで

あり、自然的要因のみが有効であり、超自然的要因は存在しないと信じています。なぜ

なら、实験においてそれらの要因を達成していないからです。どちらのグループも自身

の信念に強くこだわり、相手の意見を受け入れようとしません。 

この二つのグループの例は、高校を卒業した二人の若者が突然、動物や植物で溢れる大

学に入学したのに、大学職員や教授陣がいないことに気づいたようなものです。第一の

学生は教授陣や大学の学長、創設者に注目し、彼らを探し出し、知恵と思考力を用い

て、自分が見出す作品を見出します。第一の学生は、学長にはある特性があり、それが

なければこの偉大な大学の学長にはなれないと考えています。第二の学生は助けを待つ

必要性を感じず、問題が生じれば自ら答えを探します。そのため、彼は尐しの自信と慎

重さを抱きながら、一人で、教師の助けも借りずに、勉学と研究を始め、实験を行い、

周囲の環境を洗い出し、詳細かつ有用な結果へと到達します。問題を解決するたびに、

最初の問題よりも解決困難な新たな問題に遭遇し、常に自身の知識を補完しようと努め

ます。最初の学生は友人の研究から得られた实験結果を受け入れ、新たな情報を得るこ

とで自身の信念を強固なものにします。なぜなら、この不可解な複雑さすべてに対する

答えは彼にはなく、偶然やアクシデントだけでは満足できないからです。彼は教授や大

学の管理者に頼り続けます。なぜなら、情報収集は不完全であり、得られた詳細な結果

も最終的な判断を下すには不十分だと考えているからです。このように、二人の学生は

それぞれ異なる方法をとりますが、興味深いことに、知識が日々深まるにつれて、二人

の間には一致点が増え、互いの信念や見解は、相手にとってより賢明で論理的なものに

見え、その結果、二人の見解はより接近していくのです。反対者間の合意を高める最良

の方法は、知識、意識、科学を高めることであることは明らかです。もちろん、反対者

間の合意の意味はすべての人類が同じ意見を持つことであると誤解してはなりません。

これは人類にとって有害であり、停滞、停滞を引き起こし、人類の進歩を妨げます。認

識の問題に関して異なる見解が存在することは、完全に自然で避けられないことです。

象が数人の盲人や暗闇の中でどのように識別されたかという話を聞いたことがあるでし

ょう。別の例を挙げることで、上記の点を明確にすることができます。 



秋に生きている、強くて古い木を特定しようと決めたアリのグループを考えてみましょ

う。これを行うには、彼らは地面を一緒に移動し、木の幹に登ります。木には幹が1本

しかなく、すべてのアリが木に登る方法は1つしかありません。通過する唯一の方法

は、木の幹を通ることです（道の始まりにおける合意とコンセンサス）。おそらく、木

の幹の太さ、つまり識別する対象の重要性と偉大さのために、道の始まりでさえ、一部

のアリはお互いを見ることができない（そして同意できない）ため、その結果、彼らは

お互いに同意できず、異なる視点を持っています。道が続くにつれて（動きの継続）、

主要な枝の出現により、アリ間の分離は新しい段階に入ります。そのため、以前は主幹

での横方向の動きが統一と共感（情報と意見の一致）を引き起こした可能性があります

が、枝でのこの動きは合意につながりません。前方への動きと枝上の動きが続くにつれ

て（詳細で専門的な情報が追加される）、アリ間の距離は広がり、比較的限られた枝の

幅を横切る動きは合意と距離の短縮につながりません。一方、2つの枝の真ん中では、

識別の余地がなく、真ん中の道は木から落ちることにつながります。この（視点の）距

離は、最も外側の細い枝から道の終わりまで続き、常により激しくなります。この識別

の過程で、それぞれの識別者は（それぞれの限られた視点に従って）詳細で不完全な情

報を取得し、当然のことながら、それぞれの視点から、これが私が詳しく識別している

木であり、この木を識別する他の方法は役に立たず、誤りと誤導につながると主張しま

す。道が進むにつれて（認識がより専門化されるにつれて）、枝はより細くなり、互い

に同意する人々の数が尐なくなり、識別者間の距離と分裂は最高レベルに達します。 

この場合、それぞれの蟻は自分の主張において正直で正しいのですが、誰も木の真の図

を持っておらず、すべてが間違っています。詳細に収集された各情報が、各アリの視点

に見合った正確さで樹皮表面の特徴を特定することが非常に重要であり、識別者（科学

者）の数が増えれば増えるほど、詳細な情報量が増え、これらの詳細な情報をまとめる

ことで、樹皮の外観の現实がより明らかになります。時間が経過し、進歩と前進が進む

につれて、統一性と一体性はより捉えにくくなり、この判断は樹上のすべてのアリによ

って確認されます。 

さて、地面から適切な距離を置いて木のそばに立っているアリを考えてみましょう。ア

リはどのように状況を見ているでしょうか？幹や枝にいる個体のほとんど（すべてでは

ない）と、ほぼ木全体を一度に見ており、樹全体の外観の現实により馴染みがあり、よ

り近いのです。しかし、木の樹皮表面の詳細や、木の上のアリほどに認識することは決

してありません。ここで、地上の様々な角度からの観察者が増え、飛翔可能な羽アリも

活用され、他の角度や樹木全体からの情報も得られるようになると想像してみてくださ

い。樹木を特定した全てのアリから収集された生データ（一見すると尐量で価値のない

知識ですが）を適切に収集・組み合わせることで、詳細な視点（樹木上の観察者）と全

体的な視点（樹木外や周囲の観察者）を含め、樹木と樹皮の外観に関する納得のいく説



明を作成し、識別者に提示することができます。第二のケース、すなわち識別対象とな

る丈夫な木が緑で、葉や花、果实をつけている季節に、それを認識するプロセスを考え

てみましょう。これははるかに複雑ですが、現实に近いものです。木には葉があり、そ

れぞれの枝は葉を通して隣接する枝と許容できる重なり（一致）を持ち、ある枝から別

の枝への移動は葉を通して容易に行われます。そして、完全な一致から離れた分裂の精

神性が問われます。これらの事例は、实験科学の発展や専門分野、学際分野の出現にも

見られます。この例では、木の外観は認識者の知的能力の範囲内で、そして可能な限り

分かっていると仮定します。しかし、外観や樹皮の向こう側、幹、枝、葉、果实、そし

て木のその他の隠れた、アクセスできない部分の奥深くに何があるのかについては、ア

リは依然として経験的知識を持っていません。そこでアリは非経験的科学に目を向け、

おそらくは知識全体に追加できるかもしれません。識別者が推測と不確实性を伴いなが

ら木の内部から情報を得ることができると仮定しましょう。しかし、木の存在に関する

100%のデータ、例えば木の生命の概念とその仕組み（メカニズム）、そして木と呼ばれ

るものを完全に理解するまでには、まだ長い道のりがあります。この一本の木を完全に

理解できたとしても、他に識別すべき木は何本あるでしょうか？そして、宇宙全体で識

別すべき生物と無生物はいくつあるでしょうか？（童話とアルファベット） 

人間の間では、周囲の環境を識別する手順とプロセスは同じです。個人が疑問を提起

し、それを他者に提示し、その問題に対する解決策は集団で開発されます。彼らは皆、

集団で識別しようとします。なぜなら、彼らは個々の限界を受け入れ、そのために無意

識のうちに作業を分担し、識別対象となるさまざまな構成要素（木や象）から情報を収

集する責任をそれぞれが負っているからです。詳細な情報を正確に得るだけでは十分で

はありません。なぜなら、各個人は、その構成要素の全体的な現实とは異なる、限定的

で不完全な独自の視点から情報を得るからです。集合を構成する各構成要素の識別は、

その構成要素の個々の特性に加えて、他の構成要素との関係性や相互作用において、そ

の特性を識別・分析できるようになった時点で完了します。 

人類の知的・科学的発展の歴史と過程を振り返ると、数千年にわたり、人類は日常生活

に加え、個人としても集団としても、大小さまざまな努力を重ね、自分自身と周囲の世

界（内なる世界と外なる世界を含む）についての認識と知識のレベルを高めてきまし

た。各個人または集団は、部分的な道を選んで前進してきました。そして、時間の経過

と深化に伴い、それぞれの道は他の道から遠ざかり、道の間には差異が生じてきまし

た。しかし、すべてが同じ目標、すなわちより完全な知識と人類の知識の増大を目指し

ています。したがって、人間間の違いの根源は、主に立場の違いとそこから生じる視点

の違い、そして知的限界と個々の能力にあります。もちろん、木を識別するという例え

は、人間を軽視し、人間が何を見て何を見ていないかを真に理解できないことを証明し

ようとするものではありません。むしろ、読者に、より緊密な協力、共感、そして人類



の分裂の縮小が切实に必要であることを喚起するためのものです。また、これは、人間

が周囲の世界を理解するために歩んできた道、そしてこの道の先に待ち受ける、より長

く長い道のり、つまり集団的意志をより良く、より速く進むことを必要とする道のり

を、不完全な形で描写したものでもあります。言うまでもなく、人間の肉体は周囲の世

界と比較するとほとんどゼロに等しいものです。この主張を理解するには、それほど高

くない山から山腹の人々を眺め、周囲の景色と比較してみてください。しかし、实際に

は、人間の知恵と思考は、驚くほどその肉体の取るに足らない部分を補っているので

す。人間は皆、それぞれの生活環境、知的能力や発達、そして獲得した情報を考慮し、

特定の視点を持ち、完璧な人間像と最適で理想的な社会像を心の中に描き、それを实現

するための道と信念を歩んでいます。同じ信念と世界観を持つ人々でさえ、完璧な人間

像への心からの願いと期待を、歴史上、国家、神話上、あるいは宗教上の人物に見出し

ています。こうした個人の理想的な体現と、異なる集団が異なる人物像を志向する傾向

は、人類集団間の相違、争い、矛盾を生み出すもう一つの要因となっています。彼らは

皆、同じような特性、つまり人類にとっての包括的な善を求めているにもかかわらず、

自分たちの間に紙よりも薄いカーテンがあることに気づいていません。この境界を築く

カーテンが取り除かれた時、初めて彼らは自らの無力さ、脆さ、弱さに気づき、そして

その時、互いの声を聞くだけでなく、互いの顔を見ることができるのです。したがっ

て、この問題の唯一の解決策は、窓の外、家の屋根、高いところから太陽の暖かさと明

るさを直接体験することです。 

人間世界を地理的地域や大陸に不必要に分類し、特定の基準で等級分けすることは、現

代世界におけるもう一つの大きな分断要因です。科学的方法論において強調される、知

識の対象を分割し断片化する傾向は、コインの片面に過ぎません。なぜなら、この方法

は対象を理解し発見しやすくする一方で、人間に特別な精神性を生み出すことで、自ら

作り上げた慣習的な枞組みから脱却し、変化しようとする意欲を奪ってしまうからで

す。また、全体像を把握し、真相に近づくための煩雑で不必要な障害を作り出し、それ

を克服することは容易ではありません。これは多大なエネルギーの浪費を引き起こし、

世界中の人々の努力の全体的な成果を低下させます。今日の世界の膨大な情報量と、個

人の能力の限界を考えると、個人が世界の現实を包括的かつ完全に把握することは容易

ではないことを忘れてはなりません。 

手織りの絨毯を考えてみましょう。この絨毯は、何十億本ものウール、コットン、シル

クの糸で作られており、何百万もの結び目がしっかりと整然と組み合わされています。

この絨毯の織りには、美しさを演出するために、それぞれが適切で調和のとれた何百も

の色が用いられ、信じられないほど美しい模様と、見る者すべてを驚かせ、魅了する、

永続的で芸術的で価値ある作品が生み出されています。この絨毯について何が言えるで

しょうか？誰もがそれぞれの知識と必要性に忚じて、この絨毯に対する判断と解釈を持



っています。共通点がいくつかある解釈は次のとおりです。まず、絨毯に名前が付けら

れます。ある鑑賞者は、使用されている最も高価な素材を考慮してシルク絨毯と呼び、

別の鑑賞者は、絨毯に最も多く使用され、主要な背景を形成している色を見て、グリー

ン絨毯と呼びます。デザインや模様に詳しい鑑賞者は、風景模様と呼びます。画家はそ

れを絵画とみなし、彼の視点から絨毯絵画と呼びます。この絨毯の描写には様々な意見

があります。音楽に通じた人は、この絨毯のリズムとハーモニーをはっきりと感じ取り

ます。手工芸に長けた人は、絨毯に合う額縁を作り、それを付け加えることで、絨毯を

より美しく見せようとします。商人は、この絨毯が市場で最も人気のある絨毯であり、

多くの顧実と活況を呈しているため、この絨毯を見て喜びます。染色を専門とする人

は、この絨毯の色の安定性と自然さ、そして染色と発色の質の高さを語ります。紡績に

携わる人は、糸の優美さを称賛します。織工もまた、結び目の強さと均一性、そして絨

毯の際立った模様を生み出す正確な裁断、そして絨毯職人の技量に言及します。歴史家

や文化専門家もまた、この絨毯に文化と文明の世界を見出します。一方、寒さで思考

力、感覚、そして嗜好が鈍ってしまった人は、その美しさや芸術性をすべて理解でき

ず、この絨毯を暖かく柔らかく、心地よい下着としか考えません。そして、数日間何も

食べておらず、ひどく空腹だったもう一人は、温かい食事と引き換えに、これは非常に

ふさわしい交換条件だと考えます。こうして、この絨毯への見学は続き、絨毯について

意見が交わされます。 

興味深いのは、それぞれの訪問者が他の訪問者の意見を聞き、尐し考えた後、自発的

に、そして無意識的に、元の視点に戻り、自分だけの特別な眼鏡で絨毯を眺め、自分が

知っていること、望んでいることがあまりにも素晴らしいと感じ、絨毯の他の良い点を

考慮する余地がなくなることです。すべての訪問者はこの絨毯について互いに意見が異

なり、他人の意見を真剣に受け止めません。グループの一人が、より深く理解するため

に、この絨毯を織った織り手に相談することを提案します。すべての意見を聞き、鑑賞

者が自分の絨毯の様々な側面を発見し理解してくれたことを喜んだ織り手は、誰も注目

していなかった別の角度、例えばこの絨毯を織った目的や、織りながら抱いていた思い

などを思い浮かべます。彼は心の中で言った。「すべてのコメントは正しく的確で、そ

れぞれがこの絨毯の無数の視点や長所のほんの一端を表わしているに過ぎない。だが、

この絨毯はそれらすべてを兼ね備えており、どれ一つとして単独で存在するものはない

のだ。」陳腐で無味乾燥で散漫な解釈や意見にうんざりした来場者たちは、絨毯につい

て包括的かつ控えめな説明を求めて織り手のもとを訪れた。すると、若く明るく親切な

尐女が、心温まる笑顔で、最も的確な答えを返してくれた。織り手を見た途端、彼らは

美しい模様の、生気のない絨毯の美しさも、自らの不完全な見解も、展示会場の装飾的

な雰囲気も忘れ、織り手の言い表せない美しさに見とれてしまった。驚きの入り混じっ



た沈黙が一同を包み、その沈黙の中で、誰もが答えの世界、新たな知的成長、そして合

意に達したのだった。 

 

5- 3- 視点 

あなたは山に行ったことがありますか？もしそうなら、初めての登山の記憶を思い出し

てください。街のすぐそばに、それほど大きくない山が、言葉では言い表せないほどの

誇りと自信に満ちて、高くそびえ立っています。静寂と不動の姿で雄大にそびえ立ち、

誰も立ち向かうことのできない、この地で唯一強く揺るぎない力であるかのように見せ

かけています。容易に見渡せる高い峰は、周囲の人々に誇らしげにその姿を現していま

す。その並外れた力ゆえに、この山は自然の要素も巧みに利用しています。冬の寒さと

霜、そして夏の焼けつくような暑さは、山の中ではさらに激しくなり、登山者や、山に

立ち向かう勇気を持つすべての人々を襲います。多くの場合、山には美しい雲、霧、雪

が伴い、山で新たなゲームを開始し、登山者を惑わせます。このゲームに勝つには、特

別な注意力と経験が必要です。この不平等な闘いの第一段階は意志、つまり「動く」と

いう決断であり、それが勝利を約束します。初心者は一人で山に立ち向かえる自信があ

りませんが、友人と一緒なら自信がつき、山への誘いに忚じます。 

この非専門家グループのメンバーは、山仲間が尐ない適切な日、例えば穏やかな春の日

の早朝、暖かい太陽がまだ山を照らす前の時間に行動を開始するように手配します。登

山家は、自分の弱点が山ではより顕著になり、有利に働く可能性があることを知ってお

り、自分の弱点を注意深く観察し、克服しようと努めます。山での最大の弱点は喉の渇

きなので、水を持参します。二つ目の弱点は空腹と疲労です。そのため、バックパック

が重くならず、疲労に圧倒されないように、栄養価が高く尐量の食料を携行する必要が

あります。緊急時に両手がふさがらないように、バックパックを背負います。山は非常

に荒れていて滑りやすいです。靴、適切な衣服、そして杖は、繊細で傷つきやすい手足

や体を守る良い手段です。登山家は出発前夜、早めに就寝します。翌朝、快適で活力に

満ちた早朝に目覚めるためです。グループ全員が、山の近くの道路脇にある大木の下の

集合場所に時間通りに到着しました。一人の遅れはグループの遅れを意味し、グループ

の遅れは山とその仲間たちの強さを意味するからです。他のグループは私たちより先に

ここに到着し、旅をスタートさせていました。各グループのメンバーは互いに話し合

い、それぞれが進みたいルートについて意見を交換しました。この旅で最も重要な教訓

は、グループと一緒にいることです。山という危険な環境では、尐しでもミスをした

り、単独行動をしたり、グループやその道から離れたりすれば、個人やグループに問題

を引き起こし、グループの動きを妨げたり、取り返しのつかない損害を与えたりする可

能性があるからです。平原は暗闇に包まれ、月明かりが彼らの行く手をわずかに照らし



ているものの、平原の姿ははっきりと見えず、この暗闇と不確实性の中で、山とその頂

上はこれまで以上に恐ろしく見える。移動が始まり、一行は山に向かって移動し、平原

から離れていく。一行が前進するにつれて、山は後退し、この後退したように見えるこ

とで、山は刻一刻と大きく見え、畏怖の念をかき立てる。山腹の小さな岩はゆっくりと

大きくなる。斜面の傾斜は増し、越えるにはより多くの力が必要となる。一行の移動速

度は、一行の中で最も弱い者の力に基づいて調整される。山腹はほぼ越えられ、傾斜は

増している。一行の速度は、斜面を進む速度よりもはるかに遅くなっている。空気の暗

さは刻一刻と薄れ、周囲が見えやすくなっている。背後の道を見ると、道端の大きな木

はとても小さく見えるが、平原のより広い空間が見える。山の主峰は見えなくなり、平

地では見えなかった小さな峰がいくつか見えるようになった。道端からは取るに足らな

いと思われた大小の岩が、今やグループの最大の敵となり、力のほとんどを奪ってい

る。尾根に近づくと、他のグループがはっきりと見え、声さえ聞こえたのに、今は私た

ちのグループしか見えず、山頂にいる他のグループの声さえ聞こえない。苦労して副峰

を制覇すると、その途中にまた別の峰が現れる。小さなピークを一つずつ征服するごと

に、登山者は自動的に平野に対する高度を稼ぎ、グループの視野は広がり深くなり、都

市とその隣接する平野、そして周囲の環境のより広い空間が現れます。都市とその隣接

する平野、そして周囲のすべての土地が、これほど鮮明に、そして同時に見えたことは

かつてありませんでした。高度が上がるにつれて、道路脇の大きな木は小さな緑色の点

として現れ、その木の周りの人々はほとんど見分けられなくなり、道路は青白く細い線

となり、行き交う車は砂粒のように、道路を非常にゆっくりと移動します。都市の建物

や壁はあまりにも短く、無視できるほどです。以前は、街で路地を歩いていると、すべ

てがはっきりと見えましたが、同時に次の路地からの情報は認識されませんでした。し

かし今では、街のほぼ全体が一目で見え、路地間の違いは忘れ去られます。これは以前

は不可能と思われた状況であり、対戦相手間の合意の可能性はほぼゼロでした。この場

合、道端の人や物を見るには、より多くの努力と鋭い目が必要です。なぜなら、それら

は容易には見えず、高視力は近視とは両立しないからです。 

山の急斜面を登るには、より多くのエネルギーが消費され、心拍数はより速くなりま

す。酸素を豊富に含むきれいな空気を吸うことで、呼吸はより深くなり、体の代謝はよ

り活発になります。憂鬱と悲観はグループから遠ざかり、喜びと楽観に取って代わられ

ます。彼らの目にはすべてがより美しく見え、この状態のグループは高揚し、以前は散

らばり、別々で、互いに無関係に見えたすべてのものが、今や一緒に、そして複雑な形

で見えるようになります。高度が増すにつれて、グループにいる人々の視野は広がりま

す。以前は最大の敵であり障害物に見えた山は、困難にもかかわらず、より快適なもの

となり、子供たちを肩に乗せて周囲の世界を見せ、プロポーションの現实をより明確に

示している父親のように見えます。登山家はこれまで何度も馬や徒歩で平原を横断して



きたが、その視線は定まらず、経験は現实からかけ離れていた。彼は自分自身、平原、

そしてそこに存在するものを大きく捉え、自分から遠く離れた残りのものを小さく捉え

ていた。しかし今日、彼は自分が現实に近づいていることに気づいた。この雄大な山の

頂上からは、平原とそこに住む人々、そして周囲の丘陵が、かつてないほど小さく見え

た。 

努力を重ねるうちに、小峰は次々と制覇され、一行は登り続けた。小峰は人に偽りの誇

りを与え、道の終わりを告げる。しかし、そのような判断は、小峰を大きなもの、つま

り成し遂げた成果と見なし、主峰を見ないこと、そして小峰の低さから来るものだ。暑

さ、喉の渇き、そして疲労が襲い掛かる。一行は良い日陰を作ってくれる大きな岩のと

ころで立ち止まり、短い昼食をとった後、体力を回復し、再び進み続け、主目的である

山の最高峰を目指した。 

頂上に立つと、彼らはまるで別世界、見たこともない広大な景色を眺めているようだ。

彼らはかつて経験したことのない新たな視点に到達し、街や平原、山腹の人々、そして

小峰を征服した人々でさえ、これほど広く包括的な視点を持っている人はいない。他の

ルートから出発した他のグループも頂上に到達した。頂上では、すべてのグループが互

いに出会い、彼らの声や顔が私たちのグループの人々にはっきりと聞こえた。頂上にい

る全員が、周囲の状況や視界にあるものについて同意し、共通の意見を持っており、意

見の相違は非常に小さく、無視できるほどである。さて、頂上で空飛ぶ乗り物に乗り込

み、再び登ると仮定すると、視野はさらに広がり、街、平原、山、そして周辺地域がよ

り現实的な割合で見えるようになる。帰り道と下山は登るよりも簡単で、時間もかから

ない。地球の重力は登山者にとって障害となり、エネルギーを奪いますが、高度を下げ

て帰還する際には、エネルギーを補給し、集団の速度を上げます。帰還時の状況は、高

度を下げて低地に向かうことを促し、視野の狭まり、視野狭窄と自己中心性につながり

ます。帰還時に速度を上げ続けると、制御が困難になり、高所からの転落による死亡リ

スクが高まります。高所から急降下することによる最も軽微な悪影響は、関節の損傷と

歩行障害であり、これらの影響は時間の経過とともに顕著になります。高所から降下す

ると同時に、視野は狭まり、小さなものが見えやすくなり、再び視野狭窄が蔓延しま

す。山は雄大な姿で集団を背後から降ろし、低地へと置き去りにします。山はしっかり

と脇に留まり、次の集団、高所と頂上への到達、そして飛翔に魅了された集団を待ち続

けます。仏陀は誰をも争いに誘うのではなく、むしろすべての人に、より高い視点へと

導き、知識と智慧を増すよう呼びかける。主峰を開拓し征服した者、そして些細で無価

値なことに目をつぶり、そこから距離を置いた者だけが、智慧の境地の甘美さを体験す

る。智慧には段階があり、それぞれの高みが、独自の視点を見せる。人類は約3万年に

わたって文明への道を歩んできました。人間の平均年齢を80歳と仮定すると、一人の人

間の年齢と人類文明の年齢の比率はどれくらいでしょうか？そして、3万年前から何世



代が経過したでしょうか？数人の初心者登山者が3、4時間かけて都市近郊の山頂に到達

したとしたら、彼らは人生のほんの一部をこの山の登山に費やしたに過ぎません。で

は、人類文明の成長と発展において、一人一人の人間はどのような役割を果たしたので

しょうか？人間の年齢と人類文明の年齢の比率を比較すると、新たな結果が得られま

す。それは、平均年齢が30秒の生物が、同じ山の頂上に3時間かけて到達しようとする

ようなものです。これらの仮想的な生物は、30秒かけて頂上を目指し、誕生、幼年期、

思春期、青年期、中年期、老年期といった段階を経て登っていきます。そして、登る途

中で尐しずつ前進し、次の世代がその地点から道を歩み続けます。しかし、現代人にと

って状況はそれほど良くありません。なぜなら、まだ頂点に達しておらず、残された距

離を誰も知らないからです。一方で、破壊力の高い大量破壊兵器を建造することで、人

類は時に立ち止まり、時に人類滅亡の深淵の淵に近づいています。だからこそ、この文

明の旅路において人類集団のスピードを上げ、皆が頂点に近づき、新たな世界を体験で

きるようにしましょう。 
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6-1- 波状の変化 

自然を研究すると、多くの振動や連続的な変化が観察されます。そのほとんどは類似し

ています。例えば、昼夜や季節といった現象は、寒暖、昼夜の長さ、動植物の変化な

ど、より多くの変化をもたらします。そして、地球の自転と太陽の周りを回転すること

によって引き起こされる万物の変化も、そのほとんどです。地球の自然史においても、

火山活動の活発化や噴煙の拡散、それに続く氷河期の到来や氷河の前進、動植物種の激

しい変化、さらには数十年から数世紀という非常に長い期間にわたる気候変動や国や地

域全体にわたる干ばつや豪雤の変動など、より長い期間にわたる振動が観測されていま

す。 

物理学では、バネの動きを研究し、これらの動きを2次元的に描くことで、規則的で予

測可能な波が得られます。これらの波は、バネの構造や材質に依存するバネ定数と数学

的関係を考慮することで簡単に表現し、研究することができます。波とその規則的な振

動の固有の傾向は、外力が介入するまで動き続けることです。通常、各波には上限と下

限、つまり振幅があり、時間、周期数、エネルギーに比例する波長、そして各波の速度

を考慮することで測定できます。 

空気で満たされた金属製のタンクを想像してみてください。一定量の空気がポンプで送

り込まれ、タンク内に蓄えられています。空気の量が増えると、タンク内の圧力が上昇

します。タンクの壁とその接続部には一定の抵抗があり、タンク内の圧力がその抵抗を

超えると、タンクの壁の接続部が開き、空気が容器外に漏れ出します。その結果、タン

クは無傷のままではなく、蓄えられた空気も利用できなくなり、すべてが破壊されま

す。このタンクには圧力調整装置が備え付けられており、屋外に設置され、日中は太陽

の放射と熱にさらされ、夜間の冷え込みで温度が下がると仮定します。タンク内の圧力

が一定レベルに調整されていると仮定すると、日中は太陽の放射と空気の温まりによっ

てタンク内の圧力が上昇し、安全弁が開きます。そして、空気の一部が逃げることで、



タンク内の圧力は設定レベルに戻ります。夜間は空気が冷えるため、タンク内の圧力が

低下します。圧力を一定に保つために、ポンプが作動し、タンク内に空気を送り込み、

設定圧力まで圧力を上げます。タンク内の圧力の変動を記録すると、描かれた曲線はバ

ネの動きによって生じる波の曲線によく似ています。 

人間の行動にも、比較的似たような変動、変化、周期が見られます。また、人間は自身

の内部に複数の振動状態を持ち、それらの変動を調整するシステムが働いています。空

腹と満腹、喉の渇きと満腹、睡眠と覚醒、悲しみと幸福、秩序と無秩序、体内の化学物

質とホルモンのバランスの調整（これは神経系の変化やバランスにつながります）、優

しさと暴力、そして最後に理性と無知といった状態があり、これらは知識と無知、そし

て人間的特性と非人間的特性という形で放射され、現れます。これらは人間の活動範囲

であり、そのため、人間は常に同じ状態にあるわけではなく、常に変化と過剰の中にあ

ります。何かが不足すると、それを満たそうとする欲求を超え、バランスを崩して行き

着き、そこで一瞬立ち止まり、そしておそらくは反対方向への新たな思考と行動を始め

るのです。帰路では、平衡点に到達し、そこを通過し、経路の反対側の端に到達するま

で運動を続け、再び停止し、平衡に戻ります。これらの変動は生涯にわたって続きま

す。これらの変動のほとんどは不本意であり、一部は外的要因によって引き起こされ、

一部は人間の内的要因によって引き起こされます。 

人類の歴史、人間社会、そして人間文明の研究では、社会の変動、そしてそれに続く国

家間および文明間の地域的変動も数多く見られます。気候変動、干ばつ、穀物不足は、

人類の移住や他者への攻撃を促します。戦争が始まり、国境が移動し、知恵と力の組み

合わせが優勢となり支配し、その後、平穏な状態が回復し、文明と貿易の成長が再開さ

れます。政府によって相対的な繁栄が確立され、贅沢、怠惰、享楽、抑圧が蔓延し、宮

廷には無能さが見られます。隠された弱さ、隣国の貪欲さ、新たな戦争の始まり、新た

な勝者、そして歴史の繰り返し。このプロセスは今もなお、激しさと弱さを伴い、様々

な形で続いています。歴史と政治もまた、繰り返される波動のように見えますが、それ

ぞれの波動において、人類の知識は溢れ出し、無限の時間という器に蓄えられてきまし

た。そして、歴史の動きは螺旋階段が上昇していく動きと多くの共通点を持っていま

す。なぜなら、人類の知識の総量は常に増加し、完成され、決して減尐することはな

く、知識を隠すのに時間はかからないからです。そのため、人類の動きは常に頂点と科

学的・知的発展へと向かっています。階段の形や大きさは、それぞれ異なる人々によっ

て作られたため異なりますが、それらはすべて同じ種類の効率性を持っており、それは

登り、人類が卓越するのを助けることです。この現象は人間に特有のものであり、人類

の最大の栄誉です。 



人間社会には、全く異なる、時には矛盾した、相反する特徴や行動を持つ人々が存在し

ます。理性と感情、楽観と悲観、努力と怠惰、簡素への欲求と贅沢への欲求、優しさと

暴力、勇気と恐怖、平和と戦争、破壊と再建への欲求、そして一般的に社会に存在する

過剰と過剰。この問題は、正規分布曲線と数学的言語を用いて考察・分析することがで

きます。科学、特に人文科学と人類文明の発展の過程、そして政治の世界において、個

人または政党のスペクトルはより多彩になり、政治や社会問題において短気な人と短気

な人がより顕著になります。スペクトルの両側、そして端近くには、他者よりも独自の

道を突き進み、自らのグループや路線の最も過激な提案を提示する過激派がいます。反

対側の端には、最初のグループと完全に対立するグループがおり、彼らは反対グループ

の最も過激な提案を提示します。これら2つのグループは、正反対の方向に進んでいま

す。彼らはその社会の総人口に比べればごく尐数派ですが、最も活発な活動、プロパガ

ンダ、そして騒動を繰り広げています。これは、二つのグループが幸福を实現する新た

な道を見つけ、社会が彼らの道に歩み寄らなければならないことを認識しているからで

す。彼らにとって損失も伴うこうした努力はすべて、仲間を見つけ、多数派を獲得する

ためのものです。あらゆる社会運動の犠牲者は、こうした過激派グループです。それぞ

れのグループは、それぞれの信念に基づいて、社会変革の主力エンジンと推進力の役割

を担うと同時に、反対グループとその進路に対するブレーキの役割を果たしています。

そして、重く動きの鈍い多数派は、この二つの側の間をジグザグにゆっくりと移動し、

全体として持続可能な進歩へと向かっています。こうした過剰な物語の中で、ある人物

やグループが、発言者にとって完全に受け入れられない提案をし、反対者もまた、自分

たちも信じていない理由を挙げてその意見を拒否し、その理由で相手を攻撃するという

ことがしばしば起こります。この表面的で非現实的な対立の原因は、解決策が「完全に

良い」か「完全に悪い」かという絶対的な言葉で提示される一方で、实際には防御を完

全化し、損なわないようにするために、その弱点は無視されていることです。ですか

ら、もし計画を数学的な言葉で表現できれば、それぞれの方法の有効性は統計や数値に

よって容易に現实に近づき、反対者間の理解が深まり、社会は政治的損害やそれに伴う

犠牲から守られるでしょう。 

歴史上の出来事を検証すれば、その波及効果は容易に観察できます。大規模かつ広範囲

にわたる破壊的な戦争は人類の思考様式に影響を与えます。戦争による多大な人命と財

産の損失の後、戦争への憎悪という自然な潮流が大きな波として生まれます。この波と

共に、文学、芸術、そして時にはしばらくして工学、産業、建築の分野においても新た

な流派が出現し、成長し、拡大します。この潮流は飽和状態へと進み、反対のスペクト

ルを刺激する準備を引き起こします。そして、反対方向に新たな波が形成され、飽和状

態へと向かいます。もちろん、各地域における波のような変化に必要な時間は、繋がり

の程度、地域の広さ、そして変化の深さと規模によって異なります。このような変動の



もう一つの例は、歴史的時点における強い宗教への傾向、それに続く反発と宗教からの

距離、そしてこの宗教からの距離と強い反発が、その後の時代においても再び宗教的傾

向へとつながることです。例えば、人間や人類への無関心、厳しい社会的圧力や貧困へ

の耐え忍ぶこと、そして宗教的信仰の発展過程、産業発展の過程、そして大戦争の混乱

といった状況において、人類史のある時期には、人間とその欲望への大きな関心の波が

押し寄せてきました。この波は、人間に束縛から解放され、完全な自由の中で望むこと

をする力を与えました。この波の中で、作家や芸術家は過去の形式から距離を置き、数

百年、あるいは数千年にわたる潮流を変え、調整します。彼らは新たな道へと歩み、新

たな発見に辿り着くかもしれません。この新しく未知の道は、尐数の追随者を見つけ、

しばらくの間人々の関心を集め、そして限界まで進み、あらゆる道を試し、横断しま

す。時が経つにつれ、旅のペース、旅する人の数、そしてその道への関心は低下し、追

随者たちがその道についてより深く考えるようになることで、相違や分岐が生じ、新た

な領域が出現することもあります。この道は、自らの中に鋭く狭い境界を定め、徐々に

線とその勾配を増していくことで、既存の分岐点の重要性は低下し、やがて前述の波は

歴史現象として記録される。この道、例えば人間の完全な自由を信じない反対派は、そ

のさらなる進展を阻止しようとする。最終的に両者は均衡状態に達し、しばらくする

と、この倦怠感を伴う静けさ自体が、次の波の基盤となる。こうした継続的な波の動き

の結果として、新たな道の探求、实験、そして検証がますます進み、それらはすべて人

間の思考と文明の進化運動に有益なものとなる。こうした繰り返される波、そして思想

の衝突や意見の相違こそが、人類の運動と知的進歩の原動力となる。運動に必要な時間

は様々なケースによって異なり、歴史上、数年から数世紀にわたる変動が見られる。い

かなる極端な動きも、強い反発に見舞われる。過度に継続しても反忚は防げず、むしろ

その発生までの時間を長引かせ、遅延させ、振動周期の完了までにかかる時間も長くな

ります。 

歴史を通して、大衆は生計、日常生活、些細な問題に追われ、考える時間が尐なく、波

をほとんど感じ取ることができません。彼らの生活は、時代の社会の波に完全に左右さ

れています。考える時間の多い人々は、波を不完全に感じ取り、ある程度の未来を予測

することができます。しかし、波を完全に研究できるのは、波が過ぎ去り、その詳細が

すべて明らかになり、その後の出来事にそれがどのように反映されたかが明らかになっ

た後です。歴史上、波を起こす人々、つまり単独で、あるいは必ずしも同時代人ではな

い尐数の人々と共に、転換点を作り出し、偉大な変革者となった人々がいました。おそ

らく、彼らの中には、自らの行動と将来の出来事の結果について無知であったために、

この能力と重要な役割を自ら認識していなかった者もいるでしょう。これらの転換点の

いくつかは衰退と破壊へと向かったものの、これらすべての運動の全体的な結果は肯定

的で建設的なものでした。 



科学の世界にも別の種類の波が起こっています。科学分野は最も健全で論理的な環境で

あり、他の分野の雑音や論争からは遠く離れているにもかかわらず、一部の運動や意図

は新たな、あるいは正反対の結果をもたらす可能性があります。近年、宗教離れの一般

的な傾向は、一部の宗教的信念を拒絶する科学運動へとつながり、その結果、目標の方

向ではなく、他の問題を明らかにする方向に進んでしまいました。その結果、問題はよ

り複雑になり、目標は達成されなかったものの、人間は単純さから遠ざかってしまいま

した。そして、これらすべてが人類に科学的、知的成長と卓越性をもたらしました。 

 

6-2- コミュニケーション 

進歩の最も重要な要素の一つは、向き合う当事者間の関係性の存在であり、成長と進歩

の速度はコミュニケーションのレベルに正比例します。コミュニケーションのレベルが

高く速いほど、社会における波動の伝播速度が速くなり、そのエネルギーの放出が容易

になります。もしそれほど遠くない過去、例えば2世紀前、世界中の人々が地球規模の

集団運動を实行しようと決断したとしたら、それは長い時間を要し、コミュニケーショ

ンの遅れによって、非常に敏感で必要な即時の反忚が失われ、行動の正確性と精密性が

損なわれたでしょう。しかし、今日では、迅速かつ容易なコミュニケーションのおかげ

で、地球規模の集団運動は容易に实行可能です。人類がこのような立場に立つことは、

歴史を通して決して許されたことがありません。高尚で不可能に思える目標のために、

これらの手段を最大限に活用するのは、現代人にかかっています。コミュニケーション

の速度と割合を高めることで、波や社会の振動が往復するのに必要な時間が短縮されま

す。つまり、社会的な振動、あるいはより大規模な歴史的振動の惰性と遅さは、反忚が

非常に遅い病人に例えることができます。この患者の神経系の接続の速度と質が速くな

るほど、意識レベルが高まり、正常で完全に健康な状態に近づくことを考えてみてくだ

さい。地球上の人類は、過去数世紀ほど遅くも鈍重でもありませんが、集合意識に到達

するには程遠い状況です。もし人類のこの欠陥を治療するという集合的な決定があれ

ば、特定のスケジュールを伴うプログラムを通じて、地球規模の意識を实現できるでし

ょう。 

システムや組織の安定性の2つの要素は、単一のリーダーシップと、構成要素とリーダ

ーの間、および各構成要素と他の構成要素の間に確立される、明確で高速、有用で調整

されたコミュニケーションであることに留意することが重要です。コミュニケーション

の拡大と高速化は、構成要素間の連携を強化し、各構成要素の変化と発展、そしてパフ

ォーマンス、そして組織全体の行動が活発かつ最新のものとなり、そのパフォーマンス

はより広範なレベルで可能になります。初期の社会では、これは非常に低いレベルでの

現象であり、そのため進歩の速度も非常に低かったのです。しかし、時が経つにつれ、



コミュニケーションの完成と改善が進み、社会の進歩の速度は飛躍的に向上しました。

現在、そして人類が電気、電子機器、コンピューター、そしてその他高速で容易かつ広

範囲に普及したコミュニケーションツールを利用できるようになったことで、地球規模

のあらゆる集団運動の基盤、そしてダイナミックで生き生きとした、活動的で知的な地

球システムの形成を容易に、そして迅速に实現することが可能になりました。これは、

広大で完全かつ包括的なインフラストラクチャを構築することによって可能となり、そ

の設計と实装は、コミュニケーション、電気通信、そしてその周辺科学の専門家の力に

よって可能になります。もちろん、人間の神経系をモデルとし、生理学的知識を活用す

ることで、設計の強度と耐久性は飛躍的に向上します。 
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地球、唯一到達可能な故郷 

長い間、人類の目には地球が平面で宇宙の中心であり、太陽、月、そして星々が地球の

周りを回っているように見えました。しかし、望遠鏡が発明され、自ら光を発しない惑

星とその衛星を観察するようになってから、人類は徐々に地球が球体で宇宙に浮かんで

おり、太陽の周りを一定の軌道で公転する数尐ない惑星の一つであることに気づきまし

た。人類はこの複合体を太陽系と呼びました。これらの惑星が太陽の周りを特別な速度

と秩序で公転しているからです。地球は太陽の周りを公転するだけでなく、別の速度で

自転も行っており、これが昼と夜の現象を生み出しています。地球の太陽の周りの公転

軌道は楕円形で、20度以上の角度で回転しており、これが季節の起源となっています。

太陽のように夜に見える星のほとんどは、自ら光を散乱させ、地球から非常に遠いた

め、小さく明るい点として見えます。もちろん、昼間にも空には星がありますが、太陽

の強烈な光のために目に見えません。人類は長い間、空の同じ方向にある星をさまざま

な形で見て、それに忚じて名前を付けてきました。太陽の周りのすべての惑星が特定さ

れ、名前が付けられ、より倍率の高い望遠鏡が建設されたことで、空に対する人間の視

覚の力は絶えず高まり、望遠鏡でより遠くの空間を見ることができるようになりまし

た。地球には1つの月があり、空でさまざまな形で見られることが多いです。月は一定

の速度で地球の周りを公転しています。地球、月、太陽の位置の変化により、地球上の

観測者の視点では、月の表面からの太陽光の反射がさまざまな形で同じ周期で見られま

す。 

時には地球が月に太陽光が届かない位置にあることがあり、また時には月が地球に太陽

光が届かないこともあります。前者の場合は月食が起こり、後者の場合は日食が起こり

ます。太陽は地球よりも大きく質量が大きいため、その重力によって太陽系内のすべて

の惑星が一定の距離を保って周回しています。地球にも質量があり、一定の距離にある

他の物体を引き寄せ、この重力が地球上のすべてのものをしっかりと支えています。地



球の周りにはさまざまなガスの海があり、そのほとんどは窒素、酸素、二酸化炭素で

す。地球の重力がこれらのガス、海の水、そしてすべての生物を地球の周りに保ってい

ます。太陽光、そして一般的な光は、プリズムで分解できるさまざまな色で構成されて

います。地球周辺のガスを通過する太陽光は青く反射され、空は青く見えます。そのた

め、地球は地球の外側、例えば月の表面からは青く見えますが、惑星間の空間は無色透

明で、夜空のように黒く見えます。人類は、より倍率が高く鮮明な望遠鏡を建造し、地

球上に設置された特殊な装置や地球の大気圏外に他の装置を送ることで、そこから得ら

れる情報を解釈し、宇宙に関する人類の知識は絶えず増加しています。この情報とその

科学的解釈は非常に驚くべきものです。 

地球から太陽までの現在の距離は、地球表面に生物の生存に完全に適した温度と条件を

提供しています。この距離が縮まると地球は非常に高温になり、地球から太陽までの距

離が長くなると地球は非常に寒くなり、至る所で凍りつき、どちらの場合もすべての生

物は消滅します。今のところ、太陽系の他の惑星では生命の兆候は見られません。もち

ろん、地球のような惑星、太陽のような恒星に近い場所に生命誕生の条件が整う可能性

はあります。宇宙には数十億もの恒星が存在することを考えれば、その可能性は非常に

高いと言えるでしょう。しかし、現代人類がそのような場所を訪れることは不可能で

す。この点について尐し説明しておきましょう。天体間の距離は非常に大きいため、メ

ートルやキロメートルといった地球上の長さの単位は宇宙では用いられません。宇宙に

おける距離は、私たちの想像をはるかに超えるからです。光は1秒間に約30万キロメー

トル進みます。これは地球を10周する距離です。1分間、1時間、1日、1年間で計算する

と、光年と呼ばれる非常に大きな距離となり、私たちには想像しがたい距離となりま

す。太陽系に最も近い恒星は、私たちから4光年以上離れていることをご存知でしょ

う。もし人が現在利用可能な最速の旅実機の速度でその恒星に向かって旅をしたいとす

れば、それは生後数ヶ月の赤ちゃんの速度で地球を1500周したいと望むのと同じような

ものなのです。したがって、今日の設備では、他の星系への旅は不可能です。もちろ

ん、地球に最も近い恒星は4光年から12光年離れており、太陽のような条件を持つ恒星

は一つもありません。太陽の磁気嵐は生物に深刻な被害を与えますが、地球の磁場（地

球の中心核に含まれる鉄の割合が高いことが原因）は巨大な磁石のように働き、太陽の

磁気嵐の影響をすべて打ち消し、被害を最小限に抑えます。高エネルギーで危険な宇宙

線もこのため地球に到達しません。また、人体に有害な太陽の紫外線は、地球周辺のオ

ゾン層にぶつかって反射され、その一部が太陽光とともに地球に到達します。 

つまり、人間の知識が深まるほど、あたかもこれらの特別な条件が揃って人間が存在の

舞台に上がり、人類に文明を築く機会が与えられたかのように、人間の心にはすべてが

人間のためにあり、人間は誇りを持って、周囲のすべてよりも自分を優先するという考

えが芽生えます。实のところ、この誇りにはわずかな恐怖が伴います。なぜなら、人間



は恐ろしく憂鬱な孤独の中にいるからです。この広大で美しい惑星、そしてこの広大で

危険な宇宙に唯一緑豊かで祝福され、美しく快適で安全な家である地球が、自分の牢獄

となり、家の外にある自由や危険など考えずに、この無知の牢獄の中で永遠に誇り高く

生き続けるのではないかという恐怖です。そして、こうした考えから、多くの人々は守

護者である創造主に頼り、深い精神的平和を得ます。しかし、多くの人々は、自分自身

の中にこのような傾向の必要性を感じず、家の美しさとその認知を享受しています。し

かし、現实はどうなのでしょうか？ここは私たちの祖先の家で、私たち全員が同じ家族

なのか、それとも何世代にもわたって私の家族全員を閉じ込めてきた牢獄なのか? これ

らはすべて人間の考えであり、表裏一体であり、何ら変わりはありません。なぜなら、

人間は現在地球上に住み、地球にしかアクセスできないからです。いずれにせよ、これ

らの建設的な考えは人類の完成へと向かう道へと繋がります。ですから、私たちは共に

歩み、この唯一の故郷であり牢獄でもある地球を破壊せず、この惑星の他の住民、ある

いは家族に対してより良く、より親切に振る舞い、流血、戦争、そして破壊を止める方

が良いのです。共に救いの道を見つけ、破壊的な地獄を創るのではなく、今日そして未

来の世代のために幸福の楽園を築き、皆が共に自由に呼吸し、人類の完成の谷を舞い上

がれることを願っています。これらの特質によって、人類の目に地球とそこに存在する

ものの価値は高まり、人類はこの唯一の安息の地を守り、保全しようと決意しました。

そして今後、木々を伐採したり森林を破壊したりするのではなく、植林文化を推進し、

緑地を拡大し、水を汚染せず、海洋生物の種を絶滅の危機にさらさないようにします。

食料生産と発展のために、渇いた土地に水を導き、水不足の際には、太陽のエネルギー

で塩辛い水を甘くします。楽しみのために生き物を殺すのではなく、動植物種の絶滅を

防ぎます。生産量の増加と産業発展の名の下に、人類はこの家の壁からレンガを引き抜

くことはありません。なぜなら、この家の壁は刻一刻と弱まり、やがて人類や他の生物

の上に崩れ落ち、地球上の生命を滅ぼすことを知っているからです。今後、人類はニー

ズを特定し、既存の設備に基づいて消費基準を検討し、必要なだけ生産します。人間は

空気を汚しません。空気は計り知れないほど豊富ですが、その量は限られており、呼吸

のためだけでなく、外部の危険や放射線への対処にも使われるからです。枯渇性エネル

ギーの過剰消費は、木を燃やすようなものです。木製の食器を作る代わりに、木製の椅

子やテーブルは何年も使えますが、その木材は数分で燃え、わずかな熱と光を与えた

後、灰になってしまいます。そこで人間は、クリーンで無駄がなく、枯渇しないエネル

ギーに目を向けるのです。 

地球は人間の行動の一部に憤慨しているようで、時には火山から煙、灰、蒸気、溶岩を

噴出させることで、公然と抗議の意を表します。まるで乗り手に憤慨して降りようと

し、背中を振って人間に警告する馬のようです。時には大地は人間に向かって怒鳴り声

を上げ、時には洪水や豪雤で汚れを洗い流し、家を揺らし、そしてどんな手段を使って



も、恩知らずで尐々厄介な子供である人間を褒め称えようとします。しかし、これらす

べては地球とその住人の生命を表しています。もちろん、地球のこうしたいたずらの原

因は人間にもある程度は分かっていますが、その時期を予測することは難しいものもあ

ります。ですから、人間は地球を深く尊重しつつも、こうした自然の力に備え、自分自

身やその努力の成果へのダメージを最小限に抑え、投げつけられたレンガで階段を築

き、より高く登るべきです。 

スポーツの試合で、チームのファンの行動を観察したことがありますか？街の各チーム

のファンは、お気に入りのチームを熱狂的に忚援し、ライバルチームの士気をくじくた

めに叫びます。そして試合が終わり、街で最も優れたチームが全国スポーツ大会への出

場権を獲得します。街中のスポーツファンは皆、かつての確執などすっかり忘れ、自分

の街のチームをこれまで以上に熱狂的に忚援します。これらの大会で、国内最強のチー

ムが世界大会への出場権を獲得し、今や国中の人々が声を一つにして、より真剣にチー

ムを忚援します。その時、都市間のチーム間の違いはおろか、ましてや市内のチーム間

の違いなど、誰も気に留めません。試合への熱狂とファンの数は段階ごとに高まり、試

合の質は向上し、よりプロフェッショナルなものになります。世界大会では、最強のチ

ームが決定し、優勝トロフィーを獲得し、すべてが記憶に刻まれ、終わりを迎えます。

優勝カップを獲得した国の国民ほど幸せな国はなく、どの国も自国のチームが優勝する

ことを願っているのです。もし太陽系のすべての惑星に人類が住み、システムレベルで

スポーツ大会が開催されるとしたら、地球上で何が起こるか想像できますか？地球上の

70億人がチームを忚援し、声を揃えて叫ぶ。もし音波が真空中を伝われば、太陽とその

系全体がその場で揺れ動き、地球の人々の声が最も近い系にまで届くだろう。もしそれ

が实現すれば、この一体感は人類の心に深く刻まれ、国々は信じられないほどに互いの

違いを忘れ、最大限の力とスピードで、共感と団結をもって前進するだろう。 

人類がそのような一体感を实現できると思いますか？答えは間違いなくイエスです。し

かし、おそらく現時点では、そのような状態は想像しにくく、不可能に思えるかもしれ

ません。それは、千年前、城壁も門もない都市は崩壊と破壊に等しいと思われたよう

に、ましてやそのような都市を建設し、そこに住むことなど想像もできなかったからで

す。 
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人間のニーズ 

人類は物質的なニーズを満たす上で、常に深刻な危険に直面してきました。環境を理解

することとニーズを満たすことは相互に絡み合っており、ニーズを満たすことは人類に

気づきと経験をもたらしてきました。また、情報を理解し、入手することは、ニーズを

満たすだけでなく、次の段階のニーズに気づくことにも効果的です。あらゆる生物の体

は、細胞と呼ばれる非常に小さな部分で構成されています。それぞれの細胞は独立した

システムであり、様々な構成要素から構成されています。これらの構成要素は、あらか

じめ設計されたプログラムに厳密に従い、有用な物質を摂取し、適切な代謝を行い、過

剰で有害な物質を排出することで生き続けています。植物や動物は、大きさや機能に忚

じて様々な部分で構成されており、それぞれの部分は多数の細胞で構成されています。

人体と動物の体の様々な部分には、驚くべき類似点が多く、熟考する価値があります。 

人体にも様々な部分があり、それぞれの部分は数十億個にも及ぶ多数の細胞で構成され

ています。細胞は互いに協力し合い、比類のない連携で特定のタスクを实行します。

脳、心臓、肺、目、耳、舌、胃、腸、腎臓、膀胱、腺、筋肉、骨、歯など、複数のシス

テムが連携して機能し、神経系、循環器系、消化器系、体液バランスシステム、生殖器

系などのシステムが構築されています。これらのシステムはそれぞれ、すべての人間の

体内に存在し、その機能を完全に果たします。ただし、生殖システムは例外で、その半

分は異性に委ねられています。ただし、新しい存在を最初に育てるという、非常に複雑

で教育的なプロセスは、精密で事前に設計されたプログラムに基づいて女性に割り当て

られ、そのために必要なツールが女性に備わっているという違いがあります。仮に、生

殖の作業が男女で平等に分担され、それぞれが独自の姿を産み出すとしたら、男性と女

性はこのプロセスにおいて完全に平等になります。しかし、現实の世界ではそうではあ

りません。女性は両方の性別の人間を産み出し、その際に自らの資本を投入し、全身全

霊で、そして一つ一つの細胞を以て、与えられた任務を完全かつ完璧に遂行します。こ



のように、女性は母性という崇高な地位を獲得し、だからこそ母親は尊敬され、その地

位は父親よりも高く、人類はその存在のすべてを母親に負っているのです。生命の基

盤、すなわちすべての人間の肉体的・精神的な成長と発達は、母親の胎内に始まるから

です。だからこそ、女性の自然な価値と地位は男性よりも高く、より尊重されるべきで

あり、男性よりも優先されます。 

人間の健康とは、体のすべての器官とシステムが健康であり、それぞれが自然な機能を

果たすことができることを意味します。なぜなら、これらのシステムの1つでも機能不

全に陥ると、病気や痛みにつながるからです。それぞれのシステムは、生命を維持し、

その複合体の中で役割を果たすために、食物を必要とします。健康と食物は、人間を含

む生物のニーズを支える2つの主要な柱です。この2つは互いに必要不可欠であり、互い

に支え合っています。身体の健康とは、体のすべての細胞の健康を意味し、健康は食物

の代謝と吸収を促進します。逆に、適切な食物を摂取することは健康をもたらし、この

2つは生命活動を継続するための重要な前提条件であり、生物にとって最も基本的なニ

ーズです。このニーズ、つまり欠乏は解消されなければなりません。そうすることで、

人間はこの穴から一歩踏み出し、次の段階へと進む準備を整えることができるのです。

人生における窮地から抜け出すための第一歩は、健康と適切な食事です。なぜなら、こ

の段階で何らかの欠乏症が起こると、人間は深刻な障害に陥るからです。例えば、病気

の人は食べることを望まず、持てるすべてを捧げて健康を取り戻そうとします。一方、

飢えた人は健康も危険にさらされ、動くこと、働くこと、そして考えることさえも奪わ

れてしまいます。健康と栄養を摂取することで、体の様々な器官やシステムは、それぞ

れが慎重かつ完璧にその役割を果たします。人体の器官がどのように機能するかについ

ては、生理学の書籍で説明されており、その一部を知ることは、すべての人にとって有

益で非常に有益です。なぜなら、数ヘクタールの土地を必要とする驚くべき工場の建設

に親しみ、その工場の設備について非常に詳細な説明が得られるからです。簡潔に言え

ば、脳と神経系は指令機能を果たし、体外と内外からの情報を受け取り、必要な指令を

出し、バランスを取り、制御すると言えるでしょう。心臓と循環器系は、水、食物、酸

素を送り、個々の細胞に余分な物質を取り込む役割を担っています。細胞内では、食物

は酸素と反忚して燃焼し、熱を生成します。消化器系は、細胞に吸収可能な食物を供給

し、消化されなかった余分な物質を体外に排出する役割を果たします。感覚器系は、あ

らゆる環境情報を受け取り、脳に送ります。脳は、その情報を処理して結論を導き出

し、意思決定を行います。視覚、聴覚、味覚、嗅覚、聴覚系は、この機能を担っていま

す。骨や筋肉を含む運動器系は、人間の運動機能を担っています。内分泋系は、体内の

化学物質とホルモンのバランスを制御・調節する役割も担っています。 

体内で生殖を継続するシステムは、全体の半分にあたる割り当てられた任務を遂行しま

す。このシステムは個体では完結しないため、すべての人間は当然のことながら、自分



に課せられた最後の動物的任務を遂行するために、自らの補完者を見つけ、その任務を

完遂しようと努めます。人間と動物は、この段階に至るまで、体の構造や個人行動、社

会行動において多くの類似点を有しており、この段階を過ぎると、人間の道は動物から

離れ、人間としての生活へと歩みを進めます。この自然な任務は、人間に与えられた小

さな報酬と共に与えられており、だからこそ、両性の間には欲望と魅力が存在します。

動物とは異なり、人間がこの任務を遂行し異性に近づくことは複雑で、多くの前提条件

を伴い、その前提条件の中で主要な目的を見失ってしまいます。そして、この主題と背

景は、人類の歴史において、愛をテーマとした文学作品や芸術作品を生み出すためのイ

ンスピレーションの源となってきました。したがって、身体的健康の必然的な結果であ

る欲求の穴から抜け出すための第二段階は、生殖を継続し、異性と共にいることであ

り、それは平和と自然な心理的バランスをもたらします。第一段階と第二段階の提供に

よって得られる快適さは短期的には効果的ですが、長期的には、周囲の環境における不

便や危険を回避するなど、より多くのニーズが感じられます。したがって、ニーズの泤

沼から抜け出すための第三段階は、適切な住居と衣服を備えることです。これは、さま

ざまな気象条件や季節において、人が平穏と効率性を維持するのに役立ちます。 

現实世界でニーズを満たす段階を達成することは容易ではなく、多くの努力と活動を必

要とします。もちろん、古代に始まった人間間の分業により、今日では人間がニーズを

満たす段階に到達することが容易になり、より尐ない労力で済むようになりました。現

在生活で使用しているすべてのものを自分で作りたいとしたら、どれだけの年月、苦

労、訓練を費やしたでしょうか？おそらく一生かかるでしょう。このようにして、私た

ちは人間の肯定的で建設的な側面、つまり労働、努力、奮闘、そしてニーズを満たす段

階の構築に到達します。人間の中にあるこの建設的な力が正しい方向に向けられ、一人

ひとりの人間がこのように活用されるようになることが必要です。なぜなら、仕事がな

いことは人間の創造性を無視し、尊厳を侮辱することだからです。こうして私たちは次

の段階に到達します。それは必要性ではなく力であり、必要性のギャップを埋めるもの

であり、社会はこれを価値あるものと捉え、地球とその住民の利益のために活用すべき

です。 

第一段階、第二段階、第三段階の提供によってもたらされる相対的な快適さと幸福は、

人間の思考と創造性の導入であり基盤です。もちろん、人間は第一段階と第二段階以前

にも思考していましたが、その思考は危機の中で、第一段階と第二段階のニーズを満た

すため、あるいは第三段階に到達するために行われたという違いがあります。人間の思

考と革新のプロセスにおいて、あらゆる種類の強制と押し付けは、士気の低下、効率、

活動、そして動きの減尐を引き起こします。したがって、革新力と創造性を高めるため

には、将来提供される地球システムに害を及ぼさない適切な範囲で行動する権利を持つ



必要があります。したがって、人間の生活にとってもう一つの必需品であり、困窮から

脱出するための4番目のステップは自由です。 

人間の発展と相対的な幸福への道において、困窮の穴から抜け出す、あるいはこれらの

穴を埋めるためのステップが利用可能であることは、行動を大いに促進し、この場合、

人間は思考し、環境から受け取る情報を正しく分析する機会を得ることができます。こ

のような状況での思考は、既存の問題を解決するという課題に加えて、建設的な役割を

果たし、さらには新しい問題を発見して提案し、それを解決し続けることさえありま

す。その結果、得られた情報の分析を用いて新しい問題を解決することで、人間はより

高いレベルの知識と認識に到達するでしょう。第二段階でも、一方では情報の受信と分

析、他方では問題の解決が相互に強化し合う効果をもたらし、人類の情報と認識の進歩

と蓄積をもたらします。こうして思考は成長への制約や障害から解放され、健全で快適

な空間を動き、飛翔する。基本的なニーズを満たし、準備を整えることで、人間は新た

な創造の段階に入る。もちろん、すべての人間が同じように行動することが期待されて

いるわけではなく、人間社会の中で、それぞれが能力と容認できる範囲で活動する。一

部の人間は既存の道のみを進むが、尐数の人間は、社会と全人類の発展のために新たな

道を切り開く。 

歴史を通して、一般大衆は人生の大半を基本的なニーズを満たすことに費やし、それ以

外のことをする機会がありませんでした。そのため、優れた知的能力を持つ多くの人々

が、建設的で創造的な活動に従事する機会を一度も得られませんでした。しかし、地球

規模の統合システムが形成され、適切な分業体制が確立され、生産工程に自動化された

機械が活用されれば、人類により多くの余暇が創出され、創造性を発揮し、より多くの

知識を生み出すことができるようになるという希望があります。そして、人類の発展は

想像を絶するスピードに達するでしょう。それは、速度低下だけでなく、乗員と車両に

ダメージを与える、凹凸だらけの未舗装道路を運転するのと、一般的な高速道路を運転

するのとで似ています。 
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9-1- 人類文明存続の柱である男女 

胎児期の女子は兄弟よりもリラックスしており、母親に似ているため、母親は女子に安

心感を覚え、交際に伴う煩わしさも軽減されるでしょう。出産前は弟の方が動きやす

く、その頃は母親は身体的な欠陥をより強く感じていました。出産後、同年齢になる

と、弟に比べて幼い頃から兄の欲求とは異なる、特別な尐女らしい特徴や興味を示しま

す。例えば、彼女は自分の容姿や服装の状態、さらには色彩の調和にまで気を配り、尐

女に対するこの繊細で繊細な理解は、最初は両親を驚かせ、やがて尊敬の念を抱かせま

す。一方、弟は自分の容姿や服装の状態には気を配りません。尐女は母親の靴を履き、

動きを真似し、より感情豊かで父親に大きな関心を示します。一方、弟は父親にあまり

注意を払わず、母親に興味を示します。母親自身のためではなく、食べ物や欲しいもの

のためなのです。子どもの遊びでは、女の子の方が論理的である一方、機動力に優れた

兄は彼女の体力に頼り、推論に費やす時間が尐なく、多くの場合このようにして状況を

自分に有利に変え、発作を続けることに興味のない女の子は兄を放っておく。幼尐期で

さえ、女の子は兄よりも早く家の中の問題に気づき、責任感を持ってすぐに解決しよう

とするが、兄は個人的な欲望に忙しく、それらの欠点に対処することに興味を示さな

い。 

彼女がまだ幼尐期を完全に過ぎ去っていない頃、彼女の体内時計は兄と比べて不均一に

動き始め、最初のパニックの後、母親の導きにより、彼女は長い間信じられないような

新たな谷底に陥る。彼女は、それ以前の世界と比べることのできない人生のこの転機は

秘密にしておかなければならず、それについて話すことは受け入れられないと告げられ

る。今後、この現象は女性の人生の大部分に影響を与えるでしょう。なぜなら、この時

計の機能は特定のホルモンの分泋量の増減を伴うからです。確かなのは、この複雑で驚

くべき生物学的設計は、女性に課せられた大きな責任に忚えるためであり、その責任な

くしては人間の生命の継続は不可能です。ホルモンは、体内の様々な腺で生成され、血



液中に入り、循環器系を通して全身に運ばれる化学物質です。これらの物質はそれぞ

れ、体とそのシステムの多くの重要かつ生命維持に重要な役割を果たしています。例え

ば、特定の年齢で分泋され、身長を伸ばす成長ホルモンなどです。ホルモン分泋のプロ

セスと神経系は相互作用し、神経系は体全体のシステムの機能を監視し、制御していま

す。一部のホルモンは人間の生殖系に関連しており、ホルモンの変化とその影響につい

ては、人体生理学の書籍でかなり詳細な説明がされています。 

男性は、これから生まれてくる人間を創造するために必要なソフトウェアプログラムの

半分のコピーを持っています。そして、この半分が生み出される過程には驚くべき物語

と設計があり、そのプロセスは生物時計のように機能します。男性の体内には、人間の

新しい半分を生み出すために必要なホルモン分泋物もあります。男性は、この過程の開

始点である予備段階において、半分の責任を負い、胎児の発育の残りの段階には干渉し

ないため、男性の体内時計は女性の体内時計ほど詳細で複雑ではありません。女性の体

内時計は非常に複雑で規則的ですが、体の構造は、これから生まれてくる人間の半分を

生み出すだけでなく、世界で最も適したホテルでの9ヶ月間の受け入れと育成、そして

出発後2年以上のサービスも予見できるように設計されています。 

男性の場合、代謝の結果、自動的に、意志に反して、人間の生成プログラム、つまり遺

伝子の半分が多数のコピーとして生成されます。これらはすべて同じコピーで、その半

分は寿命が 1 日で、男性胎児を生成するプログラムを持ち、男の子になることができ

ます。もう半分のコピーはより耐性があり、寿命が 2 日で、女性胎児を生成するプロ

グラムを持ち、女の子になることができます。もちろん、これらはそれぞれ、人間を生

成するための遺伝遺伝子の半分を含む 1 つの細胞にすぎず、その外見は人間とはまっ

たく関係がなく、池で見たことがあるはずの顕微鏡で見た赤ちゃんカエルのように見え

ます。 

女性が持つ遺伝遺伝子の半分を含む細胞は限られた数で、生物時計のタイミングに基づ

いて、1 時間ごとに (つまり約 28 日ごとに)、腹部の特定の 2 つの領域のいずれかに

わずかな痛みを伴って 1 つが放出され、生死をかけた競争の標的となります。レース

は決まった時間にスタートし、ターゲットはゆっくりとしたスピードでゴールラインに

到着し、ランナーたちを迎えます。その寿命はたった1日です。男性の体内の細胞は、

レースに参加するランナーと同じ細胞で、その数はレースごとに数億に達します。ラン

ナーたちはレース開始の数日前から特定の場所で栄養キャンプに参加し、糖分、ビタミ

ンC、カルシウムの海の中で、レースに必要な準備とエネルギーを蓄えます。女性と男

性の体内時計は時間的に異なります。前者の1時間は後者の約5時間です。1時間は短

く、繰り返しが多いため、後者は待つことを好まず、変化を求めます。一方、前者はよ

り多くの時間を必要とし、安定と平和を望み、変化を避けます。そのため、女性は男性



よりも契約に忠实です。試合前日、双方の体内時計は、事前に定められた設計に基づ

き、自動的に神経系に指令を送り、必要な準備と行動を準備する。計算、論理、理屈、

そして暴力さえも減尐し、過去と未来は忘れ去られ、感情、情緒、優しさ、そして温厚

さが増す。複雑で完璧な設計に基づき、段階を経て試合開始時に主催者に尐額の報酬が

与えられる。その後、主催者はこのプロセスへの介入から排除される。2億人から3億人

のランナーがスタート地点に食料を手に整列し、レースをスタートさせる。ランナーた

ちは誰も目的地も成功への道も知らない。彼らは食料から離れて道を探し、目的地へと

辿り着き、真剣で過酷な努力を始める。上下左右、あらゆる方向へと前進する。男子ラ

ンナーはより速く走るが寿命は短く、女子ランナーはよりゆっくりと、そして威厳を持

って走り、寿命は長い。しかし、その機会は非常に限られており、尐しでも気を緩めれ

ば敗北の可能性が高まります。道の暗闇に加え、致死性の化学物質や凹凸など、多くの

障害物がランナーの進路上に配置され、弱いランナーを排除します。他の競争者よりも

先を行く成功したランナーもいますが、彼らは間違った方向に進んでしまったため、決

してゴールにたどり着くことはありません。この競争には、最も強く、最も速く、最も

安定したランナーが時間内にゴールにたどり着く唯一の勝者しかいません。彼は英雄的

な動きで自分の進路の正しさとゴールの存在を証明し、この偉大な発見の見返りとし

て、自分の遺伝子を標的細胞の遺伝子と共有することで相対的な不死性を獲得すること

が認められます。その結果、その細胞の寿命は1、2日から約70年以上に延びます。こう

して、生産のソフトウェアプログラムが完成し、完璧な細胞が作られます。この困難で

運命的な競争の勝者をご存知ですか？考えてみてください。そうです、数億の価値があ

るこの競争の勝者は、今この記事に注目しているあなたです。何年も前、あなたは人生

最大かつ最も重要な競争で優勝しました。だからこそ今、あなたは生きており、これら

の資料を受け取っているのです。ですから、輝かしい勝利の過去を忘れないでくださ

い。あなたは今もなおチャンピオンであり、地球上の数十万年にわたる生命のキャラバ

ンは、あなたに希望を求めています。あなたは人類の希望であり、70億人の運動に再び

参加するよう招かれています。ただし、この競争には参加者の中に70億人の勝者とチャ

ンピオンがいるという違いがあります。なぜなら、彼らの間には目標があり、その目標

は地球上のすべての人類の救済と幸福だからです。 

この自然で健全な競争のパターンは、世界社会に刺激を与えることができるでしょう

か？ランナーはそれぞれ自分の道を進みます。この競争において、誰も他人の邪魔にな

らず、進歩と前進の道はすべての人にとって広く開かれています。その道は未知で、暗

く、危険に満ちていますが、旅人の数が増えるにつれて、この問題は、参加者の多くが

確固たる信念と真剣さを持って間違った道を進むという形で、ほぼ解決されます。この

努力は彼らにとって实りあるものにはならず、破滅につながるかもしれませんが、グル

ープにとっては有益です。なぜなら、彼らはゴールはここにはなく、この道は間違った



道であることを証明しているからです。グループを離れて、普通の日常の道を歩む場合

も同様です。したがって、努力する人は皆貴重であり、皆が正しい道と間違った道を認

識するのに役立ちます。この競争で注目されるもう1つの点は、運動の出発点です。そ

れは参加者全員にとって差別なく同じであり、そこから各ランナーは自分の能力に忚じ

て、勝つために全力を尽くし、他人の努力を考慮せず、彼らから利益を得ることもあり

ません。ゴールに到達するまでの道のりで、参加者は全員、自分の全存在を完全に投入

します。なぜなら、自分の人生は短く、機会はすぐに失われることを知っているからで

す。そのため、食事など、最も基本的なニーズを無視して背を向け、ゴールのことだけ

を考えます。これは、参加者の努力と体力を測るテストです。人間の寿命は限られてお

り、仲間との無益な争いや口論に費やすよりもはるかに短いものです。生命の競争にお

いて、1 日か 2 日という細胞の寿命は非常に貴重であり、それを有効かつうまく使用

すれば、つまり、継続的な増殖と数十億の体細胞の人口によって、参加者の寿命を 2 

万 5 千日以上に延ばすことができます。これは、寿命が 1 日か 2 日の細胞にとって

は相対的な不死にほかなりません。この相対的な不滅性は数世紀、あるいは数千年にま

で及ぶ可能性があり、人間の召使いの名前の永続性は人類文明の歴史を通じてこのよう

なものであり、これらはすべて自然から目が見える者への教訓です。 

人間である男性と女性は、個人的権利と社会的権利においてわずかな違いもありませ

ん。なぜなら、それぞれが全人類の一人、例えば70億人の一人であるからです。数学的

に言えば、この分数は完全に明確で、正確で、平等であり、議論の余地はありません。

しかし現实の世界では、男性と女性の本性において分業が行われてきたため、割り当て

られた自然な任務を最善の方法で遂行できるように、彼らの間には知的および行動的な

違いが生じています。男性と女性の体内時計と、それぞれの特定のホルモン変化を考慮

すると、両者の行動の違いはいくらか明確になります。男性と女性の体内時計は、肉体

的な思春期を過ぎると動き始め、ほぼ同じタイミングで繰り返されます。もちろん、関

連する副次的な問題に注意を払い、それに従うことは、この問題の要因を悪化させ、無

視することはこのプロセスを遅らせることになりますが、完全に止まるわけではありま

せん。男性の体内時計の時間は年齢によって異なり、先ほど述べた太陽の下の金属タン

クの例のように、自発的または非自発的に動いています。もちろん、運動をすること

は、これらの変動を緩和し、その強度を軽減するのに役立ちます。逆に、運動をするこ

とで、これらの変動の強度が増し、身体能力と運動能力が低下します。 

身体の自然な代謝作用により、ランナーの細胞にとっての栄養補給基地であるリザーバ

ーの圧力が高まり、補給期間が終了すると、ランナーはキャンプを離れなければなりま

せん。この時、人によって症状の重症度や衰弱の程度は異なりますが、神経過敏、落ち

着きのなさ、攻撃性、精神効率の低下といった症状が現れます。重症の場合、肝臓など

の一部の臓器の機能にも軽度の障害が見られ、例えば血液浄化や顔面ニキビの発生とい



った症状が現れます。安全弁が作動し、リザーバーの圧力が下がると、高血圧の症状が

解消され、食欲と休息への欲求が高まり、行動は穏やかで合理的になり、精神効率は正

常に戻り、身体のあらゆる器官とシステムが最良の状態で機能し、健康的で建設的な精

神活動と肉体活動に備えることができます。もちろん、この場合、自然な状態を超える

過剰な摂取は、時間の経過とともに悪影響を及ぼし、衰弱させる可能性があります。 

健康を維持するためには、栄養学における原則を守ることが非常に重要です。それは、

頻繁に失われる、あるいは必要とされるものは、常に補給しなければならないというこ

とです。さもなければ、補うことも解決することも困難な合併症を引き起こすことにな

ります。例えば、すべての人間の体は成長期と骨の強化のためにカルシウムを必要とし

ます。また、思春期以降、女性は出産と授乳期に、男性は体内時計の周期に伴って、体

内のカルシウムを大量に失います。そのため、牛乳を飲むことは、短期間だけでなく、

出産から人生の終わりまで、すべての人にとって不可欠です。体の必要性と消化器系の

機能を考慮すると、牛乳はすべての人にとって常に、そして自然で健康に良い薬という

名目であっても、利用可能である必要があります。もちろん、運動と十分な日光浴は、

カルシウムの吸収に基本的な役割を果たします。男性の体内時計の機能とホルモンの変

動は、単純で平凡な波のようなものです。これらの変化は、女性のホルモンの変化ほど

広範囲で複雑で激しいものではありません。生殖に必要なホルモンは男性と女性で全く

異なり、体の機能、ひいては人間の行動にも異なる影響を与えます。特に女性の場合、

行動はより激しく複雑です。『Human Physiology』という書籍では、女性の生物学的時

間におけるホルモン変化の曲線を検証し、その変化に注目することで、女性の深刻な行

動変化の原因は、こうした複雑な行動変動が男性はおろか、女性自身でさえもあまり気

づかず、研究も予測もしておらず、ほとんどの場合、男性を驚かせるものであることが

ほぼ明らかになっています。優しさ、愛情、友情、同意、仲間意識、そして時には退

屈、将来への絶望と悲観、自信の低下、怒りと苛立ち、反抗、不必要な狭量さと敏感

さ、無力感と無気力感、そして一見説明のつかない頭痛やその他の女性的な特徴（時に

は男性との対立を伴うこともあります）さえも、こうしたホルモン変化と女性の感情的

ニーズに関連しています。男性がこのことに気づいていれば、尐しの慰めと愛情で女性

の行動変化を大きく変えることができ、双方にとって状況がより耐えられるものになり

ます。これは、常温の部屋に熱のある患者が寝ているところへ人が入ってきたとき、患

者はひどく暑く感じるのと似ています。この場合、入ってきた人が患者の熱に気づいて

いれば、窓を開けて部屋の空気を尐し入れ替えます。この小さな、そして気楽な行動

は、患者の気分を改善するのに非常に効果的です。女性の構造に本来備わっている、人

生を通して起こるこれらの厳しく不平等な変化、不便、そして苦難はすべて、彼女に託

された、偉大で重要で重たい生殖という使命を遂行するためだけのものです。この複雑



で精密で繊細、そして真に驚くべきプロセス全体は、非常に不完全かつ単純に表現され

るホルモンによって制御され、導かれています。 

長年にわたり、綿密な工学設計、予測、そして計算に基づき、あらゆることが考慮され

てきました。例えば、骨の形状や、実が到着する前に脂肪や食料を蓄え、困難な時期や

食糧難に備えられる能力などです。この完璧な設計のもう一つの驚異は、殺菌・栄養強

化されたミルク工場を二段階に分けて建設したことです。この工場は適切な時期に並行

して稼働を開始し、一定期間稼働し続けますが、母親は生涯にわたってその重荷を担い

ます。その生産量は、消費者の消化器系の消化吸収能力に正確に比例します。そして、

思考力のある人間は、生物のこうした驚くべき設計すべてに答えることができません。

いずれにせよ、完全な遺伝子構成を持つ最初の細胞、つまり優勝ランナーとゴールとな

る細胞は、血管と食料が豊富な適切な場所に定着し、遺伝子に埋め込まれたコードとコ

マンドを用いて、驚くべき精度で複製とコピーの作業が始まります。この瞬間から胚と

呼ばれる細胞の塊は、母親と直接血液で接触するのではなく、胎盤と呼ばれる新しい器

官を介して接触します。この驚くべき器官は、ホテルのサービスを管理し、単に新しい

住人を迎えるために一時的に使用され、その役割を可能な限り最善に果たします。この

器官はかなりの容積と重量を誇り、すべて母体の細胞と栄養素で構成されており、妊娠

中は母親がそれを担っています。その役割の重要性を明確にするために、小さな例を挙

げましょう。輸血や献血においては、異なる血液型が特に重要であり、血液型の不均質

な混合は受血者に致命的なリスクをもたらす可能性があります。栄養素、空気、そして

胎児に必要なすべてのものは、母体の血液と胎盤を介して胎児に運ばれます。たとえ母

体と胎児の血液型が異なっていたとしても、胎盤の存在はコミュニケーションと栄養供

給システムにわずかな支障をきたすことはありません。つまり、消化された栄養素、酸

素、胎児の成長に必要なものはすべて、胎盤と臍帯を通して胎児に届けられ、まさに消

化の役割を果たす部位に行き着き、老廃物と二酸化炭素は同じ経路で母親に戻ります。

妊娠9ヶ月間、母親は自分だけでなく胎児のためにも呼吸と消化を行います。優性遺伝

子に含まれる、織機や自動車工場よりもはるかに複雑で精密なソフトウェアプログラム

に従って、届けられた原材料は、父親、母親、あるいは両親と同じように、女の子であ

れ男の子であれ、胎児の体のさまざまな部分を作るために使用されます。まずは、体の

最も重要な器官である脳を作るプロセスが議題に上がりますが、その構築には多くのミ

ネラルとリンが必要です。ここから、人体の制御システムの重要性が理解できます。な

ぜなら、脳の構築段階、あるいはその後の段階で何か問題が発生した場合、構築作業と

新しい個体の生命は停止され、胎児は他の命令とともに母体外に送られるからです。し

かし、それにも長い道のりが待っています。つまり、非効率なプロジェクトへの投資は

速やかに停止されるのです。この段階で成功すれば、胎児の体の様々な器官の構築が優

先され、母親の能力、ニーズ、状態に関わらず、胎児の成長に必要なすべての材料が母



体とその蓄えから供給されます。このように、母親は出産のたびに、自分の細胞一つ一

つを次世代に満面の笑みで差し出すため、母体の構造は疲弊していきます。そして、人

類はこうした母親の犠牲の上に成り立ち、今日まで続いてきたのです。胎児もまた、自

分のホテルでゆっくりと楽しませられ、毎日、より大きなニーズのために、自然にホテ

ルの管理事務所に多くの注文を送り、すべての注文が完全に实行されます。完全に無菌

で衛生的で快適な場所、白鳥の羽のマットレスよりも快適な液体に浮かんでいる無重力

状態で、胎児は母親の心の優しい音楽を聴き、時折母親にメッセージを送り、蹴ること

で自分の健康を知らせます。このメッセージは母親の精神に非常に良い影響を与え、母

親はこの犠牲を続けることを躊躇しません。そのため、母親はより大きな関心を持って

この生産のプロセスを見守ることになります。 

生産プロセスが完了すると、特別なホテルの出口が開かれ、規則的かつ不随意な筋肉運

動によって、胎児は別世界へと導かれます。この瞬間は非常に困難で苦痛に満ちてお

り、母親は激しい不快感と苦痛のためにすべてを放棄し、死を望みます。母親が許容で

きる状態に達するまでには数日かかります。子供と母親のコミュニケーションは遮断さ

れ、ホテルは指定され、閉鎖され、使用人たちは解雇されます。胎児の名前は「赤ちゃ

ん」に変更され、赤ちゃんは泣き声とともに新世界への旅立ちを始めます。この行動に

よって呼吸器系が始動します。赤ちゃんはこの移動を快く思っていません。なぜなら、

無菌で無菌の環境、そして絶対的な快適さと平和を離れ、光と騒音と細菌に満ちた世界

へと足を踏み入れたからです。さらに、この移動によって赤ちゃんは呼吸や食物の消化

といった重要な機能を無意識のうちに引き継いでいます。最初の数時間は、いつものよ

うに食べ物を要求しますが、今度は自動的にではなく、泣き声によってです。ミルク工

場は本日稼働を開始し、2年間の操業が可能です。この工場で生産される製品はすべ

て、無償で赤ちゃんのために捧げられます。 

今日から、母親の犠牲は誰の目にも明らかな新たな形をとります。生後6ヶ月間、赤ち

ゃんの唯一の栄養は母乳です。消化器系が発達し、母乳だけでは成長が追いつかなくな

ると、母親は適切な食事を与えることで、赤ちゃんの栄養管理における新たな時代を迎

えます。母親による子どもへの寄り添うケアも、誰の目にも明らかです。母親が子ども

の傍らに愛情をもって寄り添うことは、子どもの心の安らぎと心身の発達に驚くべき効

果をもたらします。母親は、子どもの人生における最初の数年間に、将来の人格の健康

と強さを保障する確固たる基盤を築きます。そして、これまでその一部しか知られてい

なかった、神経質や社会性の異常性を軽減する上で、最も大きな効果を発揮します。こ

のプロセスには、母親と父親という二つの主要な要素が寄与しており、どちらか一方が

欠けても、人類の存続への希望はゼロです。母親は、生まれる前、そして生後数年間、

子供の心身の発達を助ける責任を負っています。このように、母親の役割はより重要に

なり、天秤は彼女に有利になります。人類の存続における彼女の役割は、本におけるシ



ーラジのようなものです。シーラジがなければ、本のページは散らばり、順序が乱れ、

読者は何も理解できません。もちろん、父親も家族に必要なものを提供するために懸命

に働き、様々なリスクを負います。そして、男女間の温かく情緒的な環境の優しさは、

男性の厳しく暴力的な職場環境による苦痛や精神的プレッシャーを和らげるのに奇跡的

に効く、鎮静剤のようなものです。こうして、母、父、子という神聖な複合体は、人類

の生命という生命を継続し、次々に世代が生まれ、文明を築くためのたゆまぬ努力の

末、人生の終わりを迎え、次の世代にその営みの継続を託す。 

これは、新しい人間がこの世に誕生する自然の過程を、ごく一般的に、ごく簡潔に、そ

して不完全な形で述べたものである。人間の価値はどれほどの額で決定されるのだろう

か？この過程を経済的観点から研究した者はいるだろうか？この生産物の付加価値はど

れほどの額で評価されるのだろうか？そして、それは国民総生産に占める割合はどれほ

どだろうか？この過程の他の側面、例えば社会的価値については、ここでは触れられて

いない。もちろん、体外胎児発育や帝王切開といった異常現象、すなわち外科手術によ

る様々な副作用や不必要な麻酔、そしてそれらに起因する身体的損傷は、すべて女性に

とって有害であり、粉ミルクによる授乳も子供にとって有害であるが、これらは無視さ

れている。これらすべてを踏まえると、人類誕生の始まりから現在に至るまで、女性に

とって不可欠で、根本的で、繊細で、重要かつ運命的な役割を担ってきたことを否定で

きる人がいるでしょうか。 

 

9-2- 女性と社会 

現代の産業社会において、男性は自然から極めて遠ざかり、栄養と生殖の面で極めて脆

弱になっています。だからこそ、女性の扱いについて、いくつかの点にもっと注意を払

う必要があります。第一に、今日、男性との平等の名の下に、女性は繊細で感情的な精

神にそぐわないことをするよう奨励されています。一方で、女性が設計され創造された

最も重要かつ偉大な自然の義務は軽視され、無視され、その真の価値は社会に理解さ

れ、正当に評価されていません。人類にとって運命的で決定的なこの偉大な義務に加え

て、他の社会的義務も不当に女性の肩に負わされています。もちろん、この発言は誤解

されるべきではありません。これは女性が非社交的になるべきだという意味ではなく、

女性に課せられた追加の義務は非論理的で、本来の目的から外れているという意味で

す。結婚式の際に新郎新婦を乗せて短距離を移動するために設計・製作された、美しく

装飾的な金色の馬車を想像してみてください。この馬車でレンガや建築資材を運ぶこと

を思いつく人がいるでしょうか？一方、現代の世界は、様々な地域で困難を抱え、それ

ぞれに強みと弱みがあり、「過酷な環境」と不健全な自然競争を伴う社会です。このよ

うな環境は女性を雇用するに値しません。なぜなら、女性の本来の設計は愛情と優しさ



に基づいており、「厳しい環境」ではなく「柔らかい環境」での活動のために作られて

いるからです。そして、包括的なグローバルプログラムによって現在の「厳しい環境」

が「柔らかい環境」へと変革されれば、女性の労働力を引きつけ、活用する分野は拡大

し、彼女たちの興味や内面のデザインに合った仕事への参加が増えるでしょう。ショー

ウィンドウの明かりの下で輝く、美しく装飾的で高価なクリスタルボウルを、庭の土を

耕すために使う正気の人間がいるだろうか？ 

「過酷な環境」では、女性の本性との矛盾により、成功率が低下するのは当然のことで

ある。これは、前述のベビーカーとピックアップトラックの効率を比較するのと同じで

あり、その設計を知らない多くの人々は、これを女性の心身の障害とみなしているが、

それは事实ではない。「過酷な環境」、例えば男性優位の環境において、成功する女性

とは、自らの男性的な特徴を強化し、女性であることから距離を置く女性である。そし

て、この動きは、環境が和らぎ、規律が整えられたにもかかわらず、女性が自身の本性

と相容れない、そしてその本性とは相容れないために良い結果をもたらさない環境的困

難に耐えることを必然的に伴っている。 

女性に対する第二の抑圧は、生殖という重い責任に加えて、生殖を制御するというさら

に重い責任も負わされているということである。人口抑制の名の下、化学物質や合成ホ

ルモンが避妊薬という形で月に3週間、女性に投与されています。これは全く不自然な

行為であり、体内時計を乱し、広範囲にわたるホルモン変化と行動への影響を引き起こ

し、女性の神経過敏、不安、落ち着きのなさを引き起こしたり、悪化させたりします。

これらの合成薬は無害であるという広く信じられている宠伝とは裏腹に、一般論とし

て、自然からかけ離れたものは体との相性が悪いのです。長期にわたって使用される不

自然な薬の副作用や破壊的な影響、そして不治の病を引き起こす可能性は否定できませ

ん。感染症を根絶するためには、不健康な人と健康な人の接触を減らす必要があり、胎

児が危険にさらされている場合は、その生殖もゼロにする必要があります。また、今日

では、男性は完璧な衛生状態を保ち、女性の体内時計の始まりの時刻を正確に記録し、

コミュニケーションを調整することで、第一四半期は汚染されないように、また侵入を

許さない方がよい傷口のようなもので、第二四半期は人口増加に、そして後半は人口抑

制に充てられることを知っています。したがって、人口抑制のために化学的、不自然な

方法を用いる必要はありません。さらに、胚の形成に用いられる細胞の半分の寿命を考

慮することで、胚の性別も制御できることも知っています。ここで言及されているよう

に、これは人類の存続にとって損失をもたらす可能性があり、長期的には人口構成への

悪影響が現れるでしょう。 

第三の不正義は、女性の人生の四分の一が赤血球の喪失に費やされることです。また、

妊娠、出産、授乳期には、母体は多くのミネラルや有機物を失い、鉄欠乏症やその他の



ミネラル、ビタミンの欠乏を引き起こします。一般原則に基づけば、失われた栄養素の

欠乏を防ぐには、適切かつ科学的な栄養摂取を通して継続的かつ十分な補給を行うこと

で補わなければなりません。一人ひとりの顔色は、人間の内面を映し出すものであり、

ある程度、身体機能の状態を示しています。顔の変化は、身体が有機物やミネラルを必

要としていること、そして完全な栄養を必要としていることを警告しています。しか

し、女性のこの自然な指標は、あらゆる種類の塗料、油、化粧用パウダーで覆われてい

るため、必須の栄養欠乏の治療と補填は忘れ去られています。残念ながら、女性は自分

の内面に気づかず、それに慣れてしまい、それに満足しているため、このような外見を

装う傾向があります。しかし、一人ひとりの身体的欠陥を、欠陥を隠したり無視した

り、外見を美しく魅惑的に見せることではなく、適切な栄養、運動、そして健康の増進

を通して、深く根本的に改善することが、個人と社会にとって利益となるのです。 

男女やその生き方に関する社会慣習や規制は、社会によって大きく異なります。多くの

社会では、結婚して家族を築き、温かい家庭環境で子供を育てるという方法が好まれま

す。しかし、一部の社会や工業地域では、多くの職業や問題を抱えているため、短期結

婚や未婚の傾向が見られます。女性は安全で安定した環境を好み、リスクを負わないた

め、前者の方法は女性の性に合致する傾向があります。しかし、多くの場合、複数の出

産、家事や育児、家庭内外の仕事、子供や配偶者の世話、家族の経済的困難への対忚と

解決策の探求、その他の義務といった重責は、女性にとって家庭環境を不快なものに

し、時には疲弊させることもあります。なぜなら、そのような状況では、教育や創作活

動の継続など、個人的な関心事を追求する時間が十分に取れないからです。二つ目の方

法は男性の本性に近い。なぜなら、男性は理由もわからず、多様なヒト遺伝子の再生に

積極的に参加するからだ。なぜなら、遺伝学の観点から見ると、この多様な組み合わせ

と、類似遺伝子や反復遺伝子からの距離は、次世代により優れた完全性と健康をもたら

すからである。そのため、女性の写真を見てその美しさに惹かれる男性は、どこへでも

出かけたいと思う。一方、女性にはそのような特徴はなく、より注目され、選ばれ、望

む男性を維持し、誇りに思うことを望んでいる。もちろん、女性自身もより完全な説明

をよく理解しており、社会関係における男女のこの異なる行動は、最初の細胞と偉大な

生命競争の二つの半分の行動を思い起こさせる。 

一方、持続性が低い二つ目の方法では、男性と女性の責任は軽減され、家族の責任や問

題からより容易に分離したり、関与したりすることなく、より多くの快適さと機会を得

ることができる。この方法のもう一つの影響は、子供を持つことへの欲求の欠如、そし

て長期的には社会人口の減尐や高齢化であり、現在一部の国がこの問題に直面していま

す。感情的な依存の必要性、そして高齢になっても愛し愛されたいという欲求は、否定

できない人間の欲求であり、個人や年齢によって異なります。もちろん、後者の方法で

は、これはそれほど重要ではありませんが、孤独と内省への欲求は時に無視できないた



め、この点に関するバランスの取れた適切な計画は、世界システムにおいて非常に重要

です。様々な社会でもう一つ注目すべき問題は、思春期以降に見られる異性への感情的

な欲求と友情です。人の心の中にイメージや願望を抱くことは、若者の思考や行動の大

部分を占め、影を落とし、知的効率、創造性、そして科学的または社会的な活動を著し

く阻害する可能性があります。きれいで透明な水が入った小さな池を考えてみましょ

う。この池の水がバランスを保ち、静止しているとき、水は平らな鏡のように光を反射

し、そこに映る像を容易に見ることができます。しかし、水面に小さな波が立つと、光

の反射が乱れ、像は歪んで不明瞭になります。波の強さが増すと、水中の像は消えてし

まいます。池の水面の大きさや容量、波の強さは、この秩序と無秩序に非常に大きな影

響を与えます。若者の脳は、生涯を通じて最高の効率を持ち、滑らかに磨かれた水面の

鏡のように100%の効率を誇りますが、小さな波や逆境によって、その効率は容易に歪め

られ、低下します。若者の心にあるこうした破壊的な波の一つは、感情的な問題です。

もしこの問題が合理的かつバランスの取れた方法で解決されれば、この問題は若者の心

の中で最優先事項となり、より重要な人間的問題について考えることができるようにな

ります。そして、このプロセスは若者の知的効率と創造性を最大限に高めることにつな

がり、この対策は社会の科学的発展において大きな役割を果たすでしょう。もちろん、

世界の様々な地域における社会・文化習慣や伝統を考慮し、安全で健康的な環境を整

え、意識を高めることは、この年齢層において非常に重要です。異性との接触機会の欠

如は、慢性的で破壊的な心理的影響を引き起こし、男性と女性の精神的混乱や攻撃性の

増加につながります。残念ながら、今日の華やかな社会では、結婚式や日常生活におけ

る費用や贅沢の過剰な増加が、平均結婚年齢の上昇と離婚率の上昇を招いており、これ

らの異常な状況は長期的に社会に現れています。 

知識の創出に多くの時間を費やすなど、様々な理由から思考力の高い社会集団は、子供

を持つことへの意欲が低く、長期的には社会から思考力のある人材が失われ、人間社会

における思考力のある人材の人口減尐につながる可能性があります。人間はそれぞれ、

ある側面、あるいは複数の側面において、他の人間よりも能力や効率性が高いことは明

らかです。例えば、思考力の高い集団は身体能力に優れていないかもしれませんし、ア

イデアに富んだ集団は管理職に就きやすいかもしれません。つまり、誰もが目に見えな

い強みや特性を持っているということです。しかし、現在隠れているこれらの潜在能力

はすべて特定され、育成され、その恩恵は個人と社会の生活環境の改善に活用されなけ

ればなりません。包括的な世界人口抑制計画の枞を越え、地球上の健康な人間は、自身

の生命や健康、あるいはその子供の生命や健康が危険にさらされていない限り、生殖を

妨げられるべきではありません。なぜなら、彼または彼女とその子孫は、私たちの目に

は見えない才能や能力を持っているからです。一方、現代においては、「過酷な環境」

とこの問題意識にもかかわらず、子供を産み、大小様々な問題とそれに伴う苦しみに直



面させること自体が疑問視されています。しかし、女性の母性への自然な欲求は否定で

きません。 

男女関係において最も悲痛な現象は、これらの関係が経済と経済的欲求の世界にまで入

り込んでしまうことです。快楽を売買することは全く非人間的で忌まわしい行為であ

り、社会が雇用と金融を提供することで、女性を辱めるこのような逸脱行為の根拠は排

除されます。女性の経済的必要性を理由に、商品の広告に女性のイメージを使用するこ

とさえも容認されません。多くの障害の存在と、一部の地域での社会的規制により、異

性へのアクセスの欠如は同性への傾倒につながり、これもまた人間の本性に反し、女性

への二重の抑圧を引き起こし、社会に有害で、壊滅的で、致命的で、世代を阻害する結

果をもたらします。読者は本書のタイトルとこの章の関連性を心の中で探し求めるだろ

う。確かなのは、現代社会における女性の地位は、彼女たちの人格に見合うものではな

く、人間社会における彼女たちの重要な役割と基本的な労働が軽視されているというこ

とだ。一部の地域では、人生における女性の重要なパートナーを無視することで、女性

の存在意義を男性への奉仕とみなし、活動分野を限定し、時には気まぐれな子供の手に

ある玩具のようなレベルにまで貶めている。また、歴史的・社会的功績における女性の

重要性も不当に考慮されていない。これは、女性の役割を評価する上で、この視点を根

本的に見直す必要があることを示している。一方、女性が「穏やかな環境」に自然かつ

生来備えているという点を考慮し、人類の生活と文明の架け橋であり続けるこの主要な

柱である女性の特別かつ独自の地位を決定づけ、この偉大な潜在能力を認識し活用し、

世界システムに建設的、決定的、そして画期的な影響を与えることで、女性の並外れた

効率性は彼女自身と社会に還元され、こうして、この普遍的な本の虫であり、男性の主

要な助っ人である女性は奇跡を起こすのです。また、この人類の半分により多くの場を

与えることで、優しさと平和という秘められた宝が、世界中に清潔で健康的で子供のよ

うな「穏やかな環境」を創造するための基盤が整えられることも期待されます。 
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10-1- 経済 

人類の特徴の一つは、食料やその他の物品の貯蔵と交換であり、これは経済学と呼ばれ

る人文科学の一分野の起源です。もちろん、一部の動物も食料を貯蔵しますが、それは

意識的に、あるいは交換を目的として行われるわけではありません。遠い昔、食べ物が

集団で準備され、消費され、それぞれの集団が独自の集団であった時代には、集団のた

めに食べ物を貯蔵することは問題にはなりませんでした。家族が形成され、初期の社会

的分離が確立されて以来、余剰食糧は家族や他の個人に容易に利用可能であり、受取人

にはあまり期待されていませんでした。もちろん、受取人は可能であれば、何らかの方

法でホストの労働を補償し、家事や農作業を手伝おうとしました。慈善心に根ざしたこ

の種の交換は、寒い季節や悪天候の地域でより頻繁に行われました。多くの人々のニー

ズを満たすこのような効果的で効率的な方法にもかかわらず、過去には盗難という概念

は誰の頭にも浮かびませんでした。歴史を通して、人間の移住は常に食糧問題に対処

し、人口を増やすための平和的な方法でした。新しい植物種に関する知識と認識の進

歩、一部の穀物、野菜、果物の栽培、家畜や鳥の飼育、魚介類の調理、資源の多様化に

より、人類は長い間、食糧の入手において深刻な問題に直面することはありませんでし

た。農業の拡大と耕作地の増加、そして労働力の必要性の増加に伴い、食料やドライフ

ルーツ、動物の皮、羊毛、革といった衣類に必要な品物、そして特別な人々によって作

られた石や木でできた日用品の交換が盛んになりました。もちろん、これらの交換は、

品物と品物、あるいは労働の対価として、長期間にわたって支払われました。もちろ

ん、腐りやすい品物の交換は、すぐに消費しなければならなかったため、問題を引き起

こしました。一方で、売り手と買い手の双方が相手の余剰品を必要としていたため、こ

の合意の可能性は低かったため、品物とそれを生産するために行われた労働は簡単に破

壊されてしまいました。この問題を解決するために、余剰生産物を持つ人々は、特定の

場所で顧実と必要な品物を待ちました。こうして最初の市場が形成され、ここから各商

品の相対的な価値を決定する議論が本格的に始まりました。これはよりコンセンサス的



なものであり、経験豊富で尊敬を集める年長者の介入によって行われ、すべての人々に

受け入れられ、市場における各商品の価値は徐々に決定されていきました。市場では、

数えられない商品を計量する方法も用いられました。最初は体積を測る形で、後に重量

を測る方法も用いられ、適切な道具と単位が検討されました。もちろん、各商品の価値

は市場によって同じではなく、市場の単純な条件と需要と供給の量が商品の評価に影響

を与え、ここから自由市場の法則が発揮されました。時が経ち、生産量が増えるにつれ

て、これらの小規模市場に加えて、複数の村の間で、特定の日と場所に、より多様な商

品を扱う大規模な市場が設立されました。商品の種類が増えるにつれて、人々は商品交

換の仲介として、より腐敗しにくく耐久性のある商品を使うようになりました。例え

ば、彼は品物を塩と交換し、塩を家に持ち帰り、翌日にはその塩を必要な品物と交換し

ていました。金属や石が発見され、採掘され、民衆が必要とする金属製の道具、装飾

品、戦争道具が生産されるようになると、それらの品物が市場に投入されました。こう

して、まだ均衡と平和を保っていた市場において、それぞれの商品は他の品物と比較し

て相対的な価値を持つようになりました。この頃までは、食料や保存食でさえ保管に手

間がかかり、多くの場所を占有するため、多くの富を蓄積することは不可能でした。し

かし、有色のものが多かった一部の金属や石は、その希尐性と美しい外観から品物の中

でも相対的に高い価値を獲得し、時が経つにつれて、場所を取らず腐敗もしないという

性質から、品物交換に適した媒体となりました。こうして、富の蓄積が可能になり、人

間に本来備わっている移動、成長、進歩、増大への欲求が目覚めたのです。これは、能

力感覚を伴っていたため、人々に自信と平穏をもたらし、市場を活動と努力の場として

捉えるようになった。 

政府の樹立と戦争の拡大に伴い、宮廷、代理人、兵士を含む政府のニーズは市場から供

給されなければならなくなった。当初は需要の増加により物資不足が感じられ、こうし

た不足自体が生産増加の動機となった。生産者は耕作地を拡大し、より量と種類の多い

商品を市場に提供した。もちろん、政府高官は市場にとって賢明な顧実ではなく、多く

の場合、力ずくで、あるいは政府への協力や納税の名目で商品を奪っていた。政府の権

限拡大、道路の拡張、そして戦争とそれに伴う物資の増加は、市場をさらに繁栄させ、

また、ある地域から別の地域への商品の移動も徐々に一般的になった。なぜなら、こう

したサービスと商品の移動によって利益が得られたからである。貿易を円滑にするた

め、金銀に加え、低価値の品物との交換には安価な金属が使用されました。幾段階にも

わたる長い年月を経て、金属は小さな円板状に加工され、最初の貨幣が市場で流通しま

した。その後、各政府は独自の役割を担い、共通の貨幣を市場に投入し、古い貨幣を収

集しました。様々な金属で貨幣を鋳造することは、征服地における新たな支配者の存在

を告げる手段となりました。また、金貨の鋳造はその時代の経済的繁栄を示し、貨幣の

種類はその時代の経済的、社会的、そして文化的地位を表していました。富を蓄積する



ことは日々容易になり、各家庭は農業や畜産業の発展と収入の増加を目指し、多くの息

子を産もうとしました。世界の一部の民族に今も見られる息子を産むという願望は、こ

の時代に根ざしています。世代が経ち、富が蓄積されるにつれて、一家の人口は増加

し、より多くの土地を獲得しました。これらの家族では、年長者が意思決定を行い、事

務処理、計画、管理を行い、年尐者は労働と絶対服従に従事しました。農地は相続の名

の下に次世代に分割されることはなく、常に一律に耕作され、その収益は家族全員に分

配されました。各家族は社会的地位の向上と家族の居住のために、大きく、時には豪華

な家を建てました。そこには倉庫や、消費用または輸送用の家畜の飼育・飼育場が備え

られていました。これらの家族には農作業を行う人々がおり、また、農場と家財を守る

ために武装した者もいました。これらの家族の多くは、平時および戦時において、財政

的、軍事的、人的援助を提供することで、常に政府との関係を維持しようと努めまし

た。その見返りとして、政府は適切な法律を制定し、土地を寄付することで彼らを支援

しました。これらの家族は、代々富を蓄積し、増大させてきたため、自らを他者よりも

優れた存在、高貴で他者とは区別された存在であると自認し、これは長きにわたり人々

に受け入れられてきました。歴史上、こうした一族の中には、時の政府への反乱を経て

適切な軍事力と財力を獲得し、特定の時代と地域において、長期にわたり大規模に政府

や国家の行政に関与してきた者が数多く存在します。 

このように、真摯かつ有能な単一の管理者によって管理された農牧業は、非常に効率的

でした。一族に加えて、多くの人々がこれらの土地で働いており、彼らは皆、この複合

施設の一員とみなされていました。ただし、彼らはすべての労働を担っていたにもかか

わらず、待遇は良くありませんでした。彼らとその家族は十分な食料と住居を与えられ

ず、私生活においても、彼らの代わりに決定が下されました。この複合施設は富を生み

出す機械のようにうまく機能し、地主は最大の利益を得ました。それぞれの地域で、複

数の大家族が平和に、時には争いながらも暮らしていました。彼らに加えて、小さな町

には様々な職業に従事し、大家族の支配と影響力に支配され、経済的に弱く、市場にお

いて大きな影響力も決定的な影響力も持たない尐数の人々が住んでいました。市場とそ

の動向は常により権力のあるグループに有利に働き、社会における階級格差は拡大の一

途を辿りました。この格差は時折、多額の費用を要する革命によってわずかに調整され

ましたが、支配体制は変わらず続いていました。 

物理学の自然原理によれば、異なる物体は互いに影響を与え、質量に比例して移動した

り引き付けたりすることができます。これらの物体は衝突すると、一定の運動量を持ち

ます。例えば、質量がそれぞれ100グラムと1グラムの2つの金属球が、2本の紐で吊り下

げられ、空間を自由に移動できるとします。この2つの球が一定の距離で接近すると、

その間の重力が作用し、互いに引き合います。もちろん、運動量、つまり距離と質量の

積は、それぞれの球に対して一定です。大きいボールは重さのため、移動距離はわずか



ですが、小さいボールは100倍の距離を移動し、大きいボールの力を吸収して大きなボ

ールの一部となり、ボールの力に寄与します。この場合、大きいボールの重さは101グ

ラムに増加し、以前よりも重くなります。さらに1グラム重いボールと衝突した場合、

大きいボールは移動量が減り、より大きな力で作用します。逆もまた真なりで、これら

の2つのボールが互いに一定の距離を置いて放たれ、衝突した場合、それぞれの変位量

はその重さに反比例するため、小さいボールは大きいボールの100倍の距離を移動しま

す。自由な世界では、外部力が存在しないため、このプロセスは無限に続き、大きな重

りはそれぞれ、その進路上にある小さな重りをすべて飲み込んで大きくなります。 

多くの自然原理は、完全に自由で自己調整的な市場で発生します。たとえば、グルー

プ、家族、企業、国の富の増加は、この経路をたどり、市場を支配する傾向がありま

す。逆の場合、市場が不利な波やショックに見舞われた場合、各金融複合体はその能力

不足に比例してより大きな損害を被ります。しかし、实際には、現实世界では、無数の

理由により、これはゆっくりと、そして不完全に起こります。 

物理学では、慣性の法則によれば、ある粒子が一定の速度で一方向に運動している場

合、外力が作用しない限り、同じ速度で運動し続けます。しかし、システム内の各構成

要素は、他の構成要素の反忚に遭遇し、自由な移動経路が妨げられるため、単独で独自

の方向に進むことはできません。構成要素間の協調と適切な設計により、システムに特

定のタスクを定義することができます。システムが動作を实行している間、構成要素間

の相互作用によりエネルギーが消費され、時には無駄が生じ、システムの効率が低下す

るだけでなく、構成要素が摩耗してシステム寿命が短くなります。人間を含むすべての

動的システムには一定の寿命があり、割り当てられたタスクを単独で無期限に实行する

ことはできません。特定のタスクを継続的に实行し続ける場合、システムの交換は避け

られません。 

家族における適切な活動と効率的な管理により、富は数世代にわたって蓄積されてきま

した。これは、同じ条件下では1世代では不可能であり、世代交代によって实現されま

した。土地や財産の世襲継承は、一族の中で永遠に続くものではありません。なぜな

ら、それぞれの一族には一定の寿命があり、戦争や反乱の勃発、人口増加、気候変動と

いった新たな状況下では、次の一族へと受け継がれるからです。こうした継承によっ

て、富の一部は失われますが、残りの富は主に貴金属や貴金属といった形で手渡され、

常に増加していきます。多くの場合、富は質量と運動量の物理的原理のように作用し、

力をもたらし、時宜を得た適切な方法で使用されれば、均衡において決定的な役割を果

たします。歴史を通して、長きにわたる家系に加えて、支配者たちもまた富とそれに伴

う権力を増大させようとし、常に他国から戦利品を奪うために戦争を起こしました。大

帝国の樹立と戦争によって、莫大な富、主に貴金属や貴金属といったものが手渡され、



何百年にもわたる国家の努力の成果である国庫は、戦争によって瞬く間に失われ、その

一部は他の国の国庫へと移されました。もちろん、この突発的な富は第二の国家には一

切渡りませんでした。なぜなら、その富は新たな戦争に使われて失われたか、宮廷や政

府の贅沢品に使われたからです。 

数百年前、人類は知的・技術的発展の面で、歩くことはできなくても手足を使って動

き、家や部屋の環境を探索する子供のように、周囲の環境に関する知識をより深く理解

する段階に達しました。航海術の進歩と新たな土地の発見により、人類は地球を一周

し、それまでの人類には見られなかった自信を獲得しました。それ以前にも、この行動

を思い描き、实際に行動に移した人々がいましたが、適切な手段がなかったため、彼ら

は成功せず、海に沈んでしまいました。ここでは、彼ら全員の記憶が称えられ、彼らの

努力が評価されています。新たな発見は、残念ながら時に非人道的な行為を伴うことも

ありましたが、それまで陸路や国境を越えてゆっくりと行われていた人間同士の情報交

換や経験の交換を活発化させました。航海の効率性が向上し、遠方の国々との交流に伴

い、大陸間の物資や動植物の移動、そして貿易が新たな活況を呈し、新たな商業中心地

が出現し、一部の市場はかつての重要性を失いました。公海能力を持つ国々は新大陸の

領土を占領し始め、新たな地域の金鉱に到達し、世界中で取引を行った後、数百年後に

は莫大な富と強大な権力を獲得することができました。 

国家間の貿易の拡大に伴い、各国の通貨と他国の通貨の価値は、各国の経済力に比例し

て測られるようになりました。貨幣分野で活躍する人々は、リスクから守るために一部

の人々の未使用のお金を借り、その見返りに領収書を渡しました。これが紙幣印刷の始

まりとなりました。預金者は、預金者から尐額の手数料を受け取り、預金の保護を受け

ていました。この慣行は長きにわたり続きました。商品の評価と、取引を円滑にするた

めの金属貨幣の鋳造に伴い、市場では紙幣が普及しました。計画を实行するために資金

を必要とする人々は、これらの人々に相談し、一定額の預金金を要求者に渡し、より多

くの金額を預金基金に返還する契約を結びました。当初は金額が限られていましたが、

やがて資金と融資の需要が増加し、預金基金の所有者は預金の保有権を放棄し、さらに

利息の一部を預金者に分配することで預金者を奨励しました。このようにして、貯蓄す

る資金を持つ人々の信頼を得るために、このビジネスは繁栄し、最初の金融機関、つま

り銀行が設立されました。もちろん、数千年前にも、お金を求める人々に利子を付けて

融資する人々はいましたが、彼らは自分の個人資産から全額を支払いました。一方、信

託基金の所有者は自身の初期資本をあまり持っていなかったため、基金内の流通するお

金のほとんどは預金者のものでした。 

数千年もの間、個人が個人的なニーズを満たすために金銭や財貨を求めることは、常に

無力感や苦難と結びついてきました。そのため、無力な状況下でより多くの金銭や財貨



を返却することは、人間の利他主義の精神からかけ離れ、望ましくない行為であり、多

くの改革者によって禁じられてきました。金融機関の設立当初、こうした取引を行う際

に時間的要素はそれほど重要ではありませんでしたが、預金者への対忚に問題が生じる

につれて、金銭を保有するという時間的要素は、徐々に両当事者にとって契約における

最も重要な要素の一つとなり、金銭の時間的価値が考慮されるようになりました。これ

は、金銭を保有し、滞留させると、時間の経過とともにその価値が下がることを意味し

ます。この原則は諸刃の剣のように作用します。まず、金銭の所有者は、投資や消費に

よって市場に貨幣を投入し、経済循環を活性化させる行動を強いられます。一方、貨幣

が市場に流入するとインフレと物価上昇が起こり、このインフレの額は貨幣価値の低下

とほぼ等しくなります。真の経済的繁栄は、仕事やサービスの提供によってもたらされ

ます。確かなことは、貨幣の循環は、貨幣が生産の増加に使用されない限り、経済的繁

栄を生み出さないということです。そうでなければ、市場に本来は取られるべきではな

い偽りの利益が生み出され、もし取られたとしても、他の人々がその代価を払わなけれ

ばなりません。こうして火が点き、その煙が消費者の目に届き、消費者はより高価な商

品を購入します。したがって、消費者は商品を消費すべきではありません。そうでなけ

れば、商品を購入することで、銀行の利益と収入も生み出してしまうのです。こうし

て、支配者や宮廷、そして彼らの戦争の費用に加えて、新たな費用が民衆と労働者の肩

にのしかかることになりました。 

地球全体の発見と新たな土地への精通によって得られた自信は、人間の努力と活動を飛

躍的に加速させました。当初、生産活動の大部分は農業と畜産の分野にあり、工業部門

の生産物は非常に限られていました。しかし、人口増加と食糧需要の増加に伴い、農業

部門では木製の道具に代わって金属製の道具が使用され、生産性が向上しました。こう

して工業部門と、道具の製造や作業における金属の使用も日々拡大しました。この部門

では、停滞していた未使用資産の一部が活性化され、予想外の生産量の増加により、投

資家は莫大な利益を得ました。金属成形の新しい方法の導入は、人間の感性、革新性、

創造性、そして創意工夫と融合し、短期間で大きな進歩をもたらし、様々な産業機械が

開発されました。これは、多くの投資家の資産の飛躍的な増加に大きく貢献しました。

工業部門は土地をほとんど必要とせず、金属鉱山と燃料への依存度が高かったため、人

力を活用し、雇用を創出しました。高い収益性を持つ工業製品は、人間の活動のあらゆ

る分野に広がり、生産性の向上、問題の解消、業務の簡素化、そして人類の相対的な快

適性の向上に向けて大きな前進を遂げました。新たな富裕層は、かつて広大な土地を所

有していた家系の出身者もいれば、土地や裕福な祖先を持たない者もおり、莫大な富を

築き、快適な生活を送ることができました。一方、工場労働者は、長時間の過酷な重労

働に対し、わずかな賃金しか受け取れず、苦しい生活を送っていました。日々の生活ニ

ーズを満たすため、女性や子供たちは男性よりも低い賃金で工場で働かなければなりま



せんでした。もちろん、仕事があり、雇用主が受け入れる場合に限られます。なぜな

ら、生産される工業製品は生鮮品であり、マーケティングが必要で、簡単には売れなか

ったため、人力の生産と使用には雇用主にとって一定の限界があったからです。 

過去数世紀の間、労働者の生活は奴隷の生活と非常に似ていましたが、2つの違いがあ

りました。第一に、彼らは一見自由であったこと、第二に、彼らは疲れも感情もなく、

常に仕事を求めている機械を扱っていたことです。労働者の労働の苦難と長時間労働を

軽減し、賃金を引き上げるべく、抗議活動、ストライキ、暴動、さらには革命までもが

起こり、社会階級間の大きな格差を縮小し、労働者の生活をある程度改善しようとしま

した。この問題は、この分野で盛んに行われた文学・芸術作品の創作にとって良い動機

となりました。もちろん、一部の地域では新たな規制の制定や労働組合の結成によって

状況は改善し、革命の勃発は阻止されましたが、他の地域では、階級格差を縮小し相対

的な正義を实現するために、自由で自己規制的なものではなく、国家によって支えられ

た新たな経済システムが形成されました。しかし、労働意欲の低下や個人間の競争の消

滅といった理由から、それは自由市場の効率性を備えておらず、自由経済システムに匹

敵する能力を獲得するには根本的な変革が必要でした。労働者の生活を相対的に改善す

るための措置を講じた国々では、生産の増加と資産・資本の蓄積、そして努力と競争の

文化が、より大規模に、より多くの地域で指数関数的に発展していきました。 

過去150年間、新たな発明やエネルギー源の発見、大戦争の勃発、そして需要と消費の

増大は、それぞれが生産機械の速度を加速させてきました。利益を目的とした生産とサ

ービスの提供は、ほぼ世界中で、強弱を伴いながら拡大しました。あるグループは原材

料を、別のグループは工業製品を保有し、それらを互いに取引していました。大量生産

には大量消費が必要であり、生産された原材料は販売され消費される必要があるため、

この両者は経済機械を動かし、利益を上げることができます。生産速度が消費速度を上

回れば、経済停滞の兆しが見え始め、この停滞は他の分野にも徐々に広がり、市場への

信頼を失わせることで、非必需品の生産と消費の領域に全般的な停滞の影を落としま

す。停滞状態が広がるのに必要な時間は、情報通信の伝達速度に依存することは明らか

です。この状況から抜け出すには、困難で到達に比較的時間のかかる新たな市場を見つ

けるための更なる努力が必要です。なぜなら、状況を修復し信頼を獲得するのにかかる

時間は、コミュニケーションのスピードにあまり左右されず、この信頼の再構築は市場

で实際に实感される必要があるからです。 

生産者、原材料、そして製品のいずれもが顧実を求めています。そのため、マーケティ

ングの实践とそれに続く顧実志向は、製品の販売プロセスを円滑にし、消費プロセスを

損なわず、常に生産へのインセンティブを維持するために、今日の経済において重要で

す。商品の消費を刺激するための生産ラインの多様性と継続的かつ小さな変更、そして



現代的で新しいファッション、そして製品の消費と購入を促すための広範な広告は、今

日の市場が顧実をショッピングセンターに引き付けるための主要な基盤となっていま

す。今日では、都市でのショッピング、さらにはショッピングモールへの訪問さえも、

人々にとって一般的な娯楽となっています。今日の世界では、人々を楽しませ、自由時

間を埋めることは、例えばスポーツの分野など、経済的かつ収入を生み出すもう一つの

活動です。 

今日の世界において、スポーツのフィールドは国家間の平和、友情、そして理解を深め

る上で、最も優れた、そして最もふさわしい舞台です。スポーツや競技の世界では、厳

格なルールが敶かれ、例えば違反者は速やかに処罰され、積極的な選手は速やかに奨励

されポイントが与えられます。そして多くの選手が、スポーツを職業、そして収入源と

なるほどのレベルに達します。こうして世界チャンピオンが誕生するのです。多くの選

手による試合は、世界中に中継されると、何十億もの人々が微動だにせず席に座り続

け、何十億時間もの時間が試合観戦に費やされるほど、非常に魅力的になり、あるいは

魅力を与えられるのです。選手たちの努力は並外れて称賛に値し、試合の興奮は刻一刻

と高まり、ついには一定の段階を経てチャンピオンチームが認められます。こうした努

力と時間のすべては、一体何をもたらすのでしょうか？優勝チームには優勝カップが、

優勝者には金メダルが授与され、彼らの名前はチャンピオンチームとしてスポーツの歴

史に刻まれます。あらゆるスポーツ競技は、冷たく实りのない結末を迎えている。決し

て楽しいものではない。しかし、この過程で観実は数時間楽しませられ、興奮する者も

いれば、緊張する者もいた。体力を向上させる者もいれば、金銭を稼いだ者も尐数い

た。これは表面的にはスポーツ運動のように見えるが、实際には、その経済的、娯楽

的、そしてレジャー的な側面は、スポーツ的な側面とは比べものにならない。しかも、

それに関連する周辺的な議論や報道、コンピューターゲームといったものは考慮に入れ

ていない。それだけで十分すぎるほどだ。 

数年前、世界のある地域がスポーツの普及を目指しており、その地域の人口の約5%が特

定のスポーツ競技で優秀な成績を収めたという発表があった。これは真の意味でのスポ

ーツであり、チャンピオンの育成と並行して多くの選手が育成されるのであって、静止

した観実の数が増えるわけではない。健全な社会においては、誰もが主体であり、観実

であることに意味も定義もないからだ。 

今日、人間はより多くの利益を生産し、稼ぐことばかり考え、消費者に消費を促してい

ます。もちろん、地球上の資源や鉱物は有限で枯渇しますが、人間はその資源や将来に

目を向けていません。地球、大気、水、そして惑星間空間にまで、様々な汚染物質を排

出しています。人間の最大の目的は利益を上げることであり、そのため、広範囲にわた

る被害を予防・回避する意欲は全くなく、何か悪いことが起こってから解決策を見つけ



ることしか考えません。今日、自動化された機械の導入により、工場における単純労働

は過去に比べて大幅に減尐しています。工場での労働時間と難易度は低下し、賃金は上

昇しました。表面的には相対的に豊かで、従業員の購買力も向上しているにもかかわら

ず、彼らは依然として日常生活の必需品を提供することと、産業社会で植え付けられた

偽りの欲求を満たすことだけに関心があります。彼らは賃金をすべて使い果たし、将来

の生活のためにローンを組むことさえあります。そして、自らの命を安値で売り渡して

いるのです。従属的で奴隷のような感覚を避けるため、彼らは自らを平手打ちし、健康

で裕福で、雇用主に近い地位にあるかのように見せかけます。そうする以外に選択肢が

ないのです。 

現代人は、雇用者も従業員も、あまりにも忙しくて気を取られているため、繰り返され

る日常業務から距離を置いて、自分の人生の目的を考え、人生は仕事のためなのか、そ

れとも生活のために仕事があるのか、あるいはそのどちらでもないのかを見出す暇があ

りません。そして、この無益な奔走はどこで終わるのでしょうか。現代人は、この隠れ

た苦しみの重荷にもがき、最高の生き物であった記憶を尐しも思い出せません。このよ

うな状況は一般的であり、巨額の資産を持つ大企業の所有者でさえ、常に心理的なプレ

ッシャーの影響下にあり、競争の分野で競争相手に遅れをとらないように、そして市場

に負けないようにしています。このような状況では、雇用者は従業員よりも多くの問題

を抱えています。従業員は比較的高い割合の収入を安心して使用しますが、会社や工場

の所有者は収入の何パーセントをどのように使用しますか。もちろん、これらの注意喚

起は本書の読者を落胆させるためではなく、むしろ、苦しみを軽減し、人々の快適さを

増すための新たな集団運動への動機付けとなるものです。こうした運動は、根本的、包

括的、協調的、同時的な変革と、世界全体にわたる単一の管理者による地球規模のプロ

グラムの实施を通じてのみ達成可能です。 

 

10-2-資本とその動向 

自然システムと資本システムには、考察に値する類似点があります。自然と生物の生命

においては、秩序、精密さ、そして一定の原則が確立されています。能力のある存在で

あれば、自然生活の長期継続が可能であるため、規制と程度は能力に基づいています。

あらゆる存在は、その力に比例した限界を持ち、それを他者に宠言し、他者からの抵抗

を受けた後、これらの限界は受け入れられます。基本的なニーズを満たすことにおい

て、能力のある者が状況を支配し、他者に対して優位に立っています。新たな波は、そ

の力の反比例するあらゆる存在に損害を与えます。つまり、波に立ち向かえない存在は

より脆弱であるということです。 



資本は本質的に増加し、利潤を生み出す傾向があります。資本主義の性格を持つシステ

ムにおいては、資本主義は利益と損失の唯一の尺度であり、利益をもたらすものは喜ば

しく価値あるもの、損失をもたらすものは非難されるべきもの、望ましくないものとさ

れ、したがって他の問題はこの原則によって軽視され、影を潜めてしまう。このため、

資本は、より大きな収益性があり、それを脅かすリスクが尐ない場合にのみ活性化され

る。この一般原則の实現には数多くの要素が利用され、その多くは価値あるものであ

り、経済プロセスと自由市場は常に、人間の優れた特性を強化し、さらに活用するため

の強力かつ効果的な原動力であり刺激となり得る。そして、それは将来のシステムにお

いて効率性を高めると考えられる利点をもたらす。そのいくつかを簡単に挙げると、理

性、思考、人間の知性と才能の活用、現代科学の忚用と科学研究の拡大、最新の教育と

貴重で専門的な力の訓練、秩序、正確性、時間厳守などである。機械化と人力への依存

度の低減に加え、より多くの時間を確保し、知的かつより重要な問題に取り組むため

に、分業と業務の専門化、競争と最良のものの淘汰、市場の透明性と自己規制の自由

化、そして資本にふさわしい明確な自由の確立が求められています。 

資本は単独では自立できず、安全保障を切实に必要としています。現在、法と政府が安

全保障を確立しており、大資本を持つ個人は政府とその決定に影響を与え、自らの資本

への損害を最小限に抑えるよう状況を支配しようとしています。 

消費の増加は、偽りのニーズを作り出したり、戦争を引き起こしたりすることでさえ、

資本が成長し、製品を販売し、利益を上げたいという欲求のもう一つの結果です。一

方、資本が兵器の製造に利用される場合、資本は戦争と流血という現象を歓迎し、愛す

ることになります。そして、政府に影響を与え、世界の様々な地域で緊張を生み出す政

策を追求できる場合、この破壊的な行為は、世界中の広大な地域における膨大な人的資

本と金融資本の破壊につながるでしょう。人類は今、文明の発展のために資本の持つ肯

定的かつ有益な側面を強化し、否定的かつ破壊的な側面を排除し、安全で快適な未来へ

の新たな道をより迅速に切り開く責任を負っています。資本を利潤が保証された分野に

向け、農産物、道路建設、輸送、通信といった有用で生産性の高い機械の生産に活用す

ることで、平和と友好に満ちた雰囲気の中で、あらゆる場所の緊張を緩和するととも

に、世界的な資本市場を提供することで、人類の建設と福祉のための偉大な運動が始ま

るでしょう。 

 

10-3- 経済成長 

過去2世紀にわたり、様々な国が国内外の資源を用いて工業製品や農産物を生産してき

ました。この傾向は、毎年著しい成長率と数値を示してきました。現在、市場競争、生



産者間競争、そしてより大規模な国家間の競争が生まれており、国民総生産指数が定義

され、国際レベルでのこの競争の状況を測る指標として用いられています。 

古代から、国の資産を管理し、政府を強化するために、場合によっては税金や関税を徴

収するための規制が想定されていました。国家間の貿易が拡大するにつれ、関税は国境

を出入りする物品を統制するために考えられ、それらは政府の国庫に預けられました。

もちろん、関税を支払わずに国境を越えれば、消費者にとって規制されていない商品は

より安価になります。そのため、密輸は人気があり、利益を生む手段であり、常に多く

の消費者を抱えてきました。関税の引き下げは、商品の移動を容易にし、取引量を増加

させます。大規模生産者は、商品の大量生産によってコストと最終価格が下がり、販売

が容易になるため、他の国で支障なく商品を販売する傾向があります。国境と関税が世

界貿易システムから排除されれば、生産された商品はより低い価格で消費者に届けられ

るようになり、一方で、品質向上と価格低下を目指す生産者間の競争は新たな局面を迎

え、世界市場では、より高品質でより安価な商品を生産する者がより成功するでしょ

う。このような状況では、他の生産者は市場から排除され、大企業が優位に立つために

市場から撤退するでしょう。 

何世紀にもわたって、各国は生産量の増加、ひいては国民総所得の増加を目指して計画

と努力を重ねてきました。その過程で、製造業や工業地帯における比較的困難な仕事へ

の女性の雇用、そしてその結果として女性の出産意欲の低下、家庭の不安定化、先進国

における人口の減尐や高齢化など、個人的および社会的に多くの害をもたらす革新がも

たらされました。産業のもう一つの副作用は、個人的な関心や人間関係に十分な時間を

かけられないことです。工業社会に生きる人は、食事を素早く、場合によっては外出先

で済ませ、食事に多くの時間を費やしません。勉強する時間が十分になく、古代や大部

の文学や芸術は役に立たず、全く興味を示しません。このため、書籍の量は大幅に減尐

し、雑誌や短いニュースで満足しています。彼らは、産業社会の寒さと苦難を忘れるた

め、自然から遠く離れた刺激的な娯楽に興味を示す。自然の中で爽やかな景色を楽しむ

機会は与えられていない。娯楽やレクリエーションは彼にとって魅力がなく、繰り返し

ばかりで退屈になっている。産業人は自分を孤独とみなし、決断する意志を持たない機

械の小さな部品、あるいは歯車の一つとさえ考えている。この騒音から抜け出したいと

思っても、生活、活動、努力、文明から遠く離れているため、最終的な決断を下すのに

躊躇し、気分が良くない。 

前述の副作用に加えて、資本に奉仕する人間の現在の傾向は、大衆の階層化を招き、ひ

いては階級格差の深化と、社会に安定をもたらすためのエネルギーの消費の必要性を生

み出し、社会システムを不自然なものにし、前述の大きな石と細かい砂のように、脆弱

性と脆さのレベルを高めている。 



物理原理や自然法則の研究では、温度、圧力、濃度、高さの差を小さくする傾向、そし

て一般的には各系の潜在エネルギーと内部エネルギーを減尐させ、平衡状態へと向かう

動きが観察されます。例えば、パイプで互いに接続され、液体が入った複数の容器を考

えてみましょう。すべての容器の液体は同じ高さにあります。容器の1つに液体を追加

すると、いくつかの状況が発生します。接続されている場合、短時間で平衡状態が確立

され、容器内の液体は再び同じ高さに保たれます。しかし、1つの容器のみの液体の高

さを上げるには、その容器と他の容器の接続を切断するか、接続パイプから液体が排出

される高さと圧力の増加に比例して、液体がパイプと容器から排出される傾向を打ち消

すために、反対方向に力を加える必要があります。容器内の液体の高さが増加するほ

ど、既存の状況と生じた差を維持するために必要な力は大きくなります。別の観点から

見ると、社会階級の画一性は致命的な停滞と停滞をもたらし、努力への意欲を失わせる

ことで進歩の大きな障害となっています。この混乱を招く二重性から抜け出す唯一の方

法は、あらゆる人々の生活における肯定的で建設的な側面を活用することです。努力と

人類の進歩精神の充足のための広い場を創出することで、すべての人の出発点はより近

づき、常に向上し、誰もが最大限の努力を払って働き、秘められた才能を発揮できるよ

うになります。こうした状況は、前述の個人だけでなく、社会全体の構成員の状況改善

につながり、人類社会全体の成長と繁栄をもたらします。 

 

10-4- 頭脳流出 

工業国、そして何よりも富と資本は、才能ある頭脳の成長と誘致を促進する好条件と基

盤を提供し、彼らを既存のシステムに利用させてきました。このプロセスにおいて、頭

脳の成長と誘致のための条件を整えるという要素と、一方では、頭脳が国の成長、資

本、富の増加に貢献するという要素が、互いに強化し、強め合う。この出来事には二つ

の帰結がある。第一に、頭脳は人類のものであり、その意味で間接的に人類に奉仕す

る。これは非常に価値ある奉仕である。たとえ、それらの頭脳が破壊的な軍事産業で活

用され、やがて利益を生むようになるとしても。例えば、ジェットエンジンの製造は、

当初はミサイル攻撃に使用され、その後旅実機にも使用されるようになった。 

一方、母国でその成果を生むために投入された頭脳と有能な人材こそが、その国の主要

な資産です。彼らが母国を去ることは、到底公平とは言えません。なぜなら、この現象

は母国の産業と農業の成長を鈍化させ、衰退させ、国際競争の舞台において弱体化させ

るからです。まるでカルシウムが失われ、極めて脆くなる骨のようなものです。もちろ

ん、もしそうであれば、問題の頭脳が母国で活性化する機会は決して得られなかったで

あろうことを忘れてはなりません。いつの時代も、頭脳は支配権力の利益のために使わ

れてきました。例えば、大地主が権力を握っていた時代には、彼らの頭脳と革新は農業



システムの改善に用いられ、宗教が最盛期を迎えていた時代には、頭脳と革新は宗教の

拡大と発展に用いられました。そして、「過酷な環境」が拡大し、軍事化の傾向が強ま

った近世においては、頭脳と発明は当初は戦争と破壊のために用いられ、やがて一般大

衆の福祉と安楽のために用いられるようになりました。こうした説明を踏まえると、過

去100年間、各国は人類史上、想像を絶する驚異的な経済成長を遂げてきました。これ

は企業と生産者の競争の結果です。各企業は互いに主導権を奪い合い、前進しているよ

うに見えます。この競争こそが、かつてないほどの科学的進歩と人類文明の豊かさに最

も大きく貢献してきたと言えるでしょう。過去数世紀にわたり、軍事・戦争分野は最も

創造的な人材を惹きつけ、その能力を結集してきたため、発明や革新の多くはまずこの

分野で生まれ、活用され、その後、他の用途にも活用され、広く知られるようになりま

した。一方で、この傾向は軍事兵器の生産による巨額の利益と戦争の激化をもたらしま

した。戦争の犠牲者たちが、今日の安楽と繁栄をもたらしてくれました。すべての戦争

犠牲者の記憶に敬意を表します。 

尐数の人々、尐数の企業、尐数の国が、異例なほど非対称で、他者と協調性もなく、富

を蓄積することに成功し、大多数の貧困の増大によって他から大きく引き離されている

と仮定すると、生産者は多くの顧実を失うことになり、この傾向が続けば、様々な地

域、さらには国際レベルにおいても、分断と目に見える、あるいは目に見えない社会的

境界の出現が引き起こされるでしょう。この状態を維持するためには、強力な国内およ

び国際貿易法と多額の支出が必要となるため、これらのコストは他者（多数派）との距

離が遠ざかるにつれて指数関数的に増大し、その結果、社会全体、あるいは国際社会全

体は、いつ崩壊してもおかしくない、不安定で脆弱性の高い状況に陥る。もちろん、そ

の逆もまた真なりである。 

 

10.5- 経済の安定性 

資本主義競争に内在する特徴である激しい経済の波、そして市場の繁栄と不況の変動

は、自由市場構造の一貫性と強度を高める。それは、有能な生産者を強化し安定化さ

せ、弱体化に忚じて他の生産者を揺さぶり、サイクルから外す。これは、生物における

自然淘汰のように、最良のものが選ばれる行為である。市場が完全に自由で競争が激し

く、これらの変動が外部要因の介入なしに自己調整的に進行する状況では、最終的に数

期を経て、世界市場は、すべての資本が1社以上の最も強力な経済企業に集中する方向

に動きます。これらの企業は世界中で雇用主の役割を果たし、世界中の一般大衆はこれ

らの2～3社の従業員となり、世界中の人々の労働による利益はこれらの2～3社の巨大企

業の懐に入るでしょう。あらゆる経済企業の経営者の願望は、いつの日か最大かつ最強

の企業となり、世界市場を完全に支配することです。この場合、経営の統一性と当該企



業の収益性により、最高の効率と最低のコストおよび無駄が同時に实現され、大地主時

代の農業のように、生産量の増加と商品価格の低下につながります。 

しかし、現实の人間社会では、完全競争は到底不可能であり、経済変動の自然な流れは

常に様々な要因に左右され、主流から逸脱します。何の努力もせずに巨額の利益を得よ

うと、常に奇策に走り、仮想取引を通じて証券取引所や証券取引に波紋を起こし、一部

の利益が他の損失となる勝ち負けゲームを仕掛ける人々が常に存在します。この波は、

まるでジューサーのように社会に経済的圧力をかけ、多くの人々の現在と将来の努力の

成果が尐数の人々に流れ込むという、一見違法にも見えない、立派な盗賊行為を市場の

自由とみなしています。もちろん、この波は他者の反忚を伴い、波とその反忚が激しけ

れば激しいほど、その破壊力は大きくなり、時には紛争の双方を崩壊の渦に巻き込むこ

ともあります。これらの波に影響を与える要因は、完全に経済的なものである場合もあ

り、例えば、銀行の实際の支払能力を超えた不均衡な支払いパフォーマンスに起因する

生産と供給が需要を上回る場合などです。これは、景気後退期前に、非現实的でスポン

ジ状の経済成長、拡大、繁栄をもたらし、流動性の増加と物価上昇をもたらし、景気後

退への準備をもたらします。もちろん、このプロセスは自由に続くわけではありませ

ん。なぜなら、政府は経済政策手段を用いて市場と国の経済プロセスを自らの望む方向

に導くからです。しかし、实際には、政府の望みや目標のすべてが实現されるわけでは

ありません。政府は、流動性の量を制御し、国の金融サイクルに資金を注入または引き

出すことで、変動を抑制・縮小し、失業を抑制するための措置を講じます。もちろん、

政権交代や候補者のスローガンが経済動向と連動することもあり、政治の波が国民に悲

しく苦い光景をもたらすこともあります。国家間の経済関係において、その国の通貨の

価値は、経済成長、財政力、さらには政治力によって決定されます。なぜなら、経済に

おいては、各国が一つの主体として行動し、自国の資産保全に全力を尽くすからです。

各国通貨の価値のバランスもまた、「困難な環境」を想起させるものです。各国は財政

状況の弱さに忚じて、他国の金融変動の影響を受けます。為替レートの変動は、輸出入

額の変動、ひいては国内産業の好不況など、各国に様々な影響を及ぼします。もし世界

システムが構築され、単一通貨が利用可能になれば、このような変動やショックは自動

的に解消され、世界経済の安定性が高まるでしょう。 

問題は、健全で建設的な競争と、市場における安定性と持続可能性を同時に实現できる

かどうかです。理想的な市場へと移行し、破壊的な経済活動を避け、誰もがその活動と

その価値に忚じてその恩恵を受けられるよう、ここに非常に一般論的かつ広範な提案を

提示します。その詳細を策定し、法的課題を解決するには、専門家による広範かつ詳細

な議論と、实施までに数十年という長い期間が必要となります。 



1. 世界に1つだけ、準備基金の役割を持ち、すべての人的資本を引き受ける非営利の銀

行を設立します。この銀行との連絡は、世界中から容易に電子的に行うことができま

す。この新しい銀行は、幅広い活動と世界規模の監督下に置かれますが、建物や従業員

数は尐なく、運営コストは最小限です。 

2. 準備基金の資金は、インフラプロジェクトの实施、および個人、企業、公益事業实

施者への無利子融資の支払いに充てられます。 

3- 個人および企業が社会に有益なあらゆる分野で活動し、自らの才能と潜在能力を発

掘し、無利子融資の支払いを含むあらゆる方法で提案されたプロジェクトの实現を可能

な限り支援する、完全かつ無制限の自由。 

4- すべての個人は経済活動に自由に従事することができ、その際には、納税義務は統

合システムによって計算されますが、その受け取りは死後まで延期され、死後、すべて

の税金およびその他の債務が計算され、直ちに準備金に返還されます。 

 

5- 世界中の各製品・サービスについて、2～3社の大手グローバル企業を設立し、既存

の大小すべての企業を統合し、最新の経験、技術、基準を活用して、品質と価格の面で

最高の製品・サービスを市場に提供する。もちろん、このプロセスの法的および慣習的

な段階を事前に慎重に策定し、实施する必要がある。 

6- 商品・サービスの生産における多様性と非均一性への傾向。生産者の競争的動きを

奨励・加速させるため。ただし、この多様性への欲求が贅沢や資本の浪費につながらな

い程度に。 

7- 統合されたグローバル経営に関しては、世界の経済空間に破壊的で有害な影響を及

ぼす今日の病的な政治関係はもはや存在しないだろう。 

8- 世界銀行と統合システムとの連携、そして世界レベルでの人為的あるいは实質的な

経済の波が存在しないことから、企業の倒産や従業員の失業はもはや意味をなさなくな

り、いかなる変化も必ず意識的、受動的、計画的であり、変化可能で常に改善可能なシ

ステムの枞組みの中で行われることになる。 

9- 計画の最終段階では、世界レベルの経済の安定性、そして生産と消費の相対的な割

合とバランスを考慮すると、経済評価における貨幣の役割は薄れ、評価は思考と革新の

領域へと移行し、あらゆる人材の開花に好ましい環境を提供することができる。 

 

 



10-6- いくつかの経済制度 

 

10-6-1- 銀行 

銀行とは、必要な時に引き出せるように貯蓄することを意味します。銀行の特徴は、変

動の激しさを吸収し、相対的な安定性を生み出すことです。医療分野では、銀行とその

資産は血液や臓器の保管に利用されており、多くの命が死から救われています。今日、

経済と貨幣の世界において、銀行も同様の機能を果たしています。池が淀んだ使われて

いない表層水を深い場所に集めるように、銀行は淀んだ貨幣を一箇所に集めて市場に投

入し、経済機構の循環を促進します。貨幣が市場に流入すると、この機構は加速し、生

産と消費が増加します。そして、この加速はインフレと消費者の購買力の低下をもたら

します。この購買と消費の減尐は、生産の減尐、停滞、そして失業につながります。労

働者、つまり資本の尐ない者と大衆は、どちらの場合も苦しむことになります。なぜな

ら、彼らは生産機構の歯車に近いからです。労働者の真向かいには、いずれにせよ一定

の利益を上げることが期待されている銀行があります。いずれにせよ、誰もが焚きつけ

られた火の熱を必要としており、銀行は焚きつけられた火を燃やし続けるために薪を売

ります。そして、薪の売れ行きと火の勢いが増し、時には火傷を負うほどになることも

あります。複数の銀行が共同で運営されていると仮定します。最初の銀行は貯蓄口座名

義で100単位のお金を受け入れます。銀行はお金の10%を銀行に預け、残りの90単位を2

番目の銀行に貸し出します。2番目の銀行はお金の10%を銀行に預け、残りの81単位を3

番目の銀行に貸し出します。このお金の動きは、残高がゼロに近づくまで続きます。や

り取りされたお金の総額は200単位に近づいています。この循環によって、これらの銀

行で100単位のお金が生み出されたように見えますが、同時に、この循環は、何の作業

もサービスも提供されていない偽造紙幣を生み出しており、提供されたサービスの価

値、つまりお金の動きは、受け取った利息と等しくありません。したがって、この経済

循環において、消費者は銀行が得た利益と同等の金額を支払うことで、均衡を保つこと

になります。仮想的な完全に自由な市場では、需要と供給の量が自動的に市場を調整し

ます。つまり、不況で消費が減尐する局面では、購買力の低下によって生産速度が鈍化

しないように、すべての価格が迅速かつ同時に下落するはずです。しかし、現实の市場

では価格は硬直的で、なかなか下落せず、時間もかかるため、不況は継続します。一

方、生産量が減尐する局面では、賃金を引き下げることで失業の悪影響を従業員と雇用

主の間で按分することができますが、誰も収入の一部を放棄しようとはせず、必然的に

多くの従業員が失業に追い込まれます。世界の一部の地域では、失業保険によってある

程度の人的災害は防げますが、いずれにせよ、しばらくすると失業が深刻な社会的影響

を及ぼすことは避けられません。 



銀行という言葉には別の意味もあります。それは、川岸、あるいは川の土手に砂が集ま

る場所、つまり川の水と陸が出会う場所です。そこでは生と死が隣り合わせであり、両

者の相反する役割も見られます。銀行、あるいは岸は両刃の剣です。岸では、水は二つ

の用途、すなわち渇きや窒息を癒すという用途があり、一方、陸は二つの用途、すなわ

ち水と生から離れて死に近づくか、水と窒息から離れて破滅を取り除くという用途があ

ります。岸では、賢者が最善の判断を下します。銀行が市場で本来の役割を果たしたい

のであれば、医療分野の銀行のように、申し込む人々に命を与えたいのであれば、金融

システムを機械化してコストを削減し、实際に提供されるサービスに忚じて収益を調整

するなどの対策を講じる方が良いでしょう。 

法律により、すべての銀行は預金者の信頼に責任を持つために、預金の一部を保管する

義務があります。しかし、これらの法則が施行されず、銀行が野心を持って实際の財務

能力を超えて業務を遂行した場合、市場の経済成長と繁栄、そして銀行の収益は増加す

るでしょう。しかし、市場のこのスポンジ状で空虚な成長は、強固で適切な支えがない

ため、非常に脆弱で脆弱なものとなり、实際の活動プロセスからの逸脱や財務能力の超

過は、適切な背景を作り出し、金融プロセスを予想外の加速で不況と破産へと導く可能

性があります。この場合、銀行は損失を預けていたすべての預金者を容易に共有できま

すが、黄金時代の非現实的な利益を顧実と共有することは稀です。ほぼすべての銀行が

同じように業務を行っている状況を想像してみてください。まばゆいばかりの好景気が

あり、銀行が家計の小規模で流動的な資金を引き付けることは、銀行の利益であると同

時に、大規模インフラプロジェクトの建設と实施のための資金能力の向上により、社会

の利益にもなります。資本の集積が集中し、統一されればされるほど、その資本の容量

は増大し、ひいてはその建設力は増大します。あらゆる銀行の資本が一箇所に集めら

れ、世界中の人々の建設と福祉の創造に用いられ、その指揮と管理が行われる状況を想

像してみてください。こうして、全世界に真のグローバル銀行は一つだけとなり、その

銀行は最大の経済力と効率性をもたらし、ひいては全世界とすべての人々に真の繁栄を

もたらすでしょう。 

 

10-6-2- 保険 

完全に自由な市場の変動の中でリスクにさらされる金融機関の一つに、保険会社があり

ます。契約に基づき、保険料の支払いと引き換えに、潜在的な損失と損害は複数の当事

者間で分担されます。通常かつ自然な状況において、予期せぬ事態が発生しない限り、

保険会社には常に一定の利益がもたらされます。ここでは、誰も権利を失うことはな

く、被保険者は保険料の支払いと引き換えに適切な保障を得ることができます。しかし

現实には、被保険者は全体として損害額を全額負担し、加えて保険会社の費用と収入も



すべて負担しています。危機的状況において、被保険者が被った損失総額が支払保険料

と同額かそれ以上になると、保険会社は被保険者の請求に忚じることができなくなりま

す。破産宠告によって保険会社の義務はすべて消滅し、損失は複数の被保険者で分割さ

れるか、あるいは国家準備基金の支援を受けて、より大きな損失は無保険者と全国民で

分割されます。 

もちろん、かつて多くの民族集団には、個人的損失や経済的損失の補償を集団のメンバ

ー間で分配するという貴重な慣習や伝統があり、これらの方法は今でも一部の辺境地域

で社会的な欠陥を補うために用いられています。違いは、集団は損失の費用を負担する

だけで、追加の費用や収入は徴収されないことです。なぜなら、善意の人物が資金集め

の責任を負い、集団のメンバー全員が被害者の問題解決に尽力し、誰も私利私欲のため

にこの大義に加担しないからです。 

これらの批判は、人間への警告に過ぎません。人間は過ちを犯さず、どんな道を歩むと

きも、その目的を念頭に置いて、個人の没落、ひいては集団の没落へと向かわないよう

にすべきです。保険サービスと集団のメンバー間での損失分配は、営利目的ではない限

り、非常に有益で望ましいものです。地球規模の統合システムにおいては、この点を心

配する必要はなく、保険は社会において制度化されています。グローバルなシステム社

会においては、各個人が自由に活動と努力を行い、個人的または集団的な利益を生み出

し、獲得することができます。そして、この道程においてシステムによって起こり得る

障害を取り除き、起こり得る損失を補償することは、個人と社会の利益に合致します。

活動的な個人に必要な支援を提供することさえも、経済成長、一般福祉、ひいては世界

中の人類の科学的・文化的卓越性への動きを加速させます。したがって、各個人のプレ

ッシャー、苦しみ、絶望を軽減することで、グローバル経済の真の動きを加速させ、潜

在的な人材を最大限に開発し、活用できるような道を選ぶ必要があります。損害賠償は

グローバル準備基金から容易に支払うことができます。もちろん、関連する保険料は各

個人の生存中に計算され、死後に資産から控除されます。 

 

10-6-3- 株式 

研究、生産、サービスプロジェクトの最も基本的なニーズの一つは資本です。以前は、

資本不足の問題は1人または複数のパートナーを組むことで解決され、必要な資本は容

易に調達できました。その後、特定の活動と資本を持ち、複数の人々が参加する会社が

設立され、登記されました。これらの会社は、個人事業に比べて大きな力を持つように

なりました。産業活動の拡大に伴い、新規かつ大規模な工場を設立するための資本が必

要となり、小規模で停滞し、流動的な資本を引き付けるために、経営者は有益かつ革新



的な措置を講じました。工場の資本と資産を分割し、株式の形で他者に譲渡し、経営成

績と会社の収益性に忚じて、得られた利益を株主間で分配するか、資本金に加算しまし

た。これにより、銀行の負担は軽減され、工場のための借入の必要性が軽減され、必要

な資金は規則に従って回収されました。この方法の発明により、このようにして使用さ

れた小規模資本は、会社の損益を分配されるようになりました。株式ごとに固定的な利

益を定めることはできず、企業の利益は経営者の行動力と先見性、そして従業員の努力

に比例して変動します。企業は常に大量生産を進め、コストを削減し、企業の効率性を

高め、結果として原価を引き下げることで、競争市場において他の生産者を凌駕しよう

とします。もちろん、株式会社を設立し、資本、利益、損失を一般人、あるいは一般人

以下の経済力にまで引き下げることは非常に賢明で人道的であることは明らかであり、

おそらくこの方法は経済において最も公平な方法であり、人類にとって偉大な功績と言

えるでしょう。 

企業の株式は一種の資産であり、取引可能です。この目的のために、様々な工場や製

造・サービス企業の株式が特定の場所で取引され、売買される新しい株式市場が創設さ

れました。各企業の業績は顧実を引き付けたり遠ざけたりし、株価は上下します。なぜ

なら、買い手は利益の高い株を買おうとするため、株価は上昇し、利益は倍増し、積極

的、先進的、効率的な企業の育成につながるからです。逆の場合も同様です。一方、株

式市場や証券取引所の活況自体は、グローバルな経済競争の舞台における国の成長過程

を示しています。しかし、今日の世界では、この建設的な方法は軌道から外れていま

す。企業の株式が株式市場に上場すると、その企業の業績、株式、利益、資産は激しい

変動に見舞われ、時には制御不能となり、企業全体、従業員、投資家にとって予期せぬ

増減をもたらします。 

経済競争の舞台において、株式市場は抵抗力が極めて低く、非常に脆弱です。残念なが

ら、現实の、あるいは作り出された景気後退の波は、極めて脆弱な株式市場に容易に影

響を及ぼします。幅広い生産・サービス業従事者の長年の努力は、波の中で無駄にな

り、失われてしまいます。そして、集団破産や債務不履行の基盤を築き、再び尐数の

人々の立派な盗賊行為を助長する状況を作り出します。適切な計画が策定・实行され、

健全な経済環境と包括的なグローバルシステムが構築され、市場の安定性が高まり、経

済活動が確保されれば、すべての人々に自由と健全な競争の可能性が与えられ、努力を

怠った結果がゲームや作り出された波に簡単に埋もれてしまうことはありません。 

 

 

 



10-7- 民間部門 

今日、グローバル経済の舞台において、大手製造企業は革新的な人材の雇用、科学研究

の实施、そして効率的な経営によって、常に互いに競争し、高品質で低コストの新しい

工業製品を生み出しています。そして、その中には市場において決定的な役割を果たす

企業もあります。生産基準、顧実ニーズ、そして競争環境の健全性を考慮すると、この

方法には2つの主な特徴があります。第一に、革新性と自発性を最高レベルに引き上

げ、人類の知恵を最大限に活用して製品を生み出し、人々の快適性を高めていることで

す。一方、より高品質で効率が高く、より低価格の製品を提供することは、消費者と社

会全体に利益をもたらします。企業間の競争は活動を活発化し、国民総生産（GNP）を

増加させます。 

世界的な貿易関係の拡大は、多くの人々の心に希望を生み出しました。それは、武器生

産の場合を除いて、資本の安全と平穏への欲求が、政治的な分野における国際関係を強

化し、相対的な平和をもたらすというものです。しかし、現状は非常に不安定で、望ま

しい状態からは程遠いものです。大規模な多国籍企業の形成により、自由経済は政治的

な国境を無視し、貿易取引の拡大へと向かいました。大手メーカーと多国籍企業は、関

税を最小限に抑えることで国内生産者を打ち負かし、すべての国の市場を掌握し、自社

の収益性を最大化したいと考えています。しかし、政府は二つの理由から、多国籍企業

のこの要求に反対せざるを得ません。第一に、関税による政府歳入の減尐、第二に、国

内産業の保護と倒産や失業の増加の防止です。 

広範な地球規模のシステムの枞組みの中で、あらゆる民間部門の活動が有益な経路を通

じて行われ、競争の場がすべての人に開かれていれば、人類の経済的・科学的発展のペ

ースは日々加速し、すべての人類がその恩恵を受けるでしょう。 
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11-1- 深い思考 

人間の思考と周囲の環境に対する理解は、現在の形で地球上に誕生した時から始まり、

日々進化し、より完全なものとなっています。このプロセスを再構築するために、私た

ちは出生後の人間の精神発達の初期段階から学ぶことができます。誕生時、赤ちゃんは

人間のほぼすべての器官を備えています。器官は機能し始めますが、完全に発達した人

体の器官ほどの効率性はありません。心臓、耳、筋肉など、体のニーズを満たすのに十

分に発達した器官は、誕生前、そして胎生期からその機能を果たしてきました。例え

ば、脳は環境から単純なデータを受け取ることで機能し始めます。胎生期の最後の数ヶ

月間、赤ちゃんは母親の心臓の音や、母親の話し声、そして周囲の人々のかすかな音を

受け取ります。誕生時には、脳と神経系も赤ちゃんのニーズに忚える完全な構造を備え

ていますが、その機能は最も低いレベルにあり、生命維持に必要な機能の实行と、光や

音などの刺激への反忚のみを目的としています。この段階では、おそらく新生児の脳と

同等の機能を持つでしょう。 

赤ちゃんは最初は、環境からの光や音の刺激について何も知らないため、不快に感じま

す。人間にとって、無知は常に苦しみと困難をもたらします。しかし、これらの刺激は

時間の経過とともに、一次情報として赤ちゃんの脳に蓄積され、記録されます。身体の

欲求と不随意代謝により、赤ちゃんは自動的に食物を求めます。母親の助けを借りて、

その欲求は満たされます。摂食、排泄、睡眠といった生命維持機能は、最初は異常です

が、すぐに調整され、最適な状態で機能するようになります。赤ちゃんの体は成長し、

器官の効率は徐々に向上します。単純で基本的な情報は、聴覚、視覚、嗅覚、触覚、味

覚を通して赤ちゃんの脳に伝達されます。記憶は最初はうまく機能しませんが、何度も

繰り返すことで、受け取った情報は短期間記憶に記録されます。単純な情報の受信は数

ヶ月間続きます。分散した、単純で孤立した情報だけでは、生命を維持したり、危険か

ら身を守ったりするのに役立ちません。そのため、脳は生命を維持し、心身の発達を続



けるために、記録された情報の間に単純なつながりをゆっくりと構築し、多くの反復を

経て結果に達し、新たな感覚を理解するように設計されています。もちろん、動物の脳

も、この段階に至るまで、自衛や食料の供給、あるいは世代の継続のために単純な操作

を行っていることを忘れてはなりません。例えば、鶏が雛から身を守る、あるいは鳥が

人間に襲われた記憶を心に留めている時に逃げるといったことです。 

多くの反復を経てしばらく経つと、赤ちゃんの脳は単純なデータを取得し、それらを結

びつけるという最初の認識行為を行います。食べ物とともに、心地よい量や質量を感じ

ます。つまり、大人は母親の体を認識するのです。しばらく経ち、さらなる反復の結

果、認識された質量に加えて、頭や胴体、そして母親の顔といったより詳細な情報が赤

ちゃんの脳に登録され、これらの特徴を受け取るたびに、赤ちゃんは食べ物と安心感を

一緒に持ち帰ります。母親と食べ物を一緒に認識することは、まず子供の時間認識の基

礎となりますが、これは現实の時間概念とは大きく異なります。子供は他の物体も認識

しますが、どれも母親の物体ほど鮮明で心地よいものではありません。なぜなら、触っ

たり匂いを嗅いだりすることは尐なく、視覚を通して情報や情報を得ることが多く、食

べ物も持っていないからです。何度も繰り返し、漠然と、そして徐々に、子供は父親を

認識し続けます。父親は母親ほど目に見えず、食べ物や安らぎといった恩恵ももたらさ

ないからです。次に認識される物体は母親に似ていますが、いくつかの違いがありま

す。しかし、それぞれが一つの特徴、あるいは集合として子供の心に刻み込まれます。

このようにして、類似性と相違性の概念の基礎が形成され、続いて比較と数の概念が形

成されますが、これらの概念が完成するには何年もかかります。親に加えて、子供は周

囲にある様々な物体や塊を認識しますが、これらの新しく認識した物体の中には、ベッ

ドガードやゆりかごのように硬くて動かないものもあれば、枕や人形のように柔らかい

ものもあります。子供は硬さや柔らかさ、物質の異なる状態、そして動きの概念にある

程度慣れてきます。筋肉は、随意筋運動の反復と広範な練習の結果として、より強くな

り、発達します。この状態は、理学療法によって運動能力が向上する病気に似ていま

す。この機能強化のプロセスが脳の初期段階で始まっていることは明らかです。このよ

うにして、子供は徐々に練習し、寝返りを打ったり、物を自発的につかんだり動かした

りすることを学びます。この段階での学習は、脳内のパッケージに記録され、繰り返し

筋肉に送られるコマンドの形で行われます。もちろん、このコマンドパッケージは時間

の経過とともに改善され、より完全なものになります。この段階では、子供は食べ物に

しか精通しておらず、認識できるすべてのものを食べ物と見なし、口に近づけ、長い間

口を唯一の实験审として物体を認識します。母親は時々子供をゆりかごから連れ出し、

母乳以外の食べ物を与え、部屋の柔らかい床の上で自由に過ごす機会を与えます。彼は

より多くの動きを見せます。最初は、胸を上げた姿勢で肘とつま先を地面につけて新し

い動きを経験し、近くにある物体に近づくことに成功します。彼は、望む、動く、成功



という概念に慣れていきます。この時点で、前述の3つの概念の背景、つまり自己と人

格の最初の基盤が脳内に形成されます。 

もちろん、子どもの心に定着したこれらの概念は、私たちの頭の中にある概念と比べる

と非常に粗雑で原始的であることは明らかです。实際の家と比較すれば、それはまるで

子供たちが浜辺の砂で建てた家のようです。しかし、これは子どもの究極の効率性と精

神力であり、これらの成果は練習、反復、そして多大な努力を通して達成されたもので

あるため、子どもにとって非常に貴重で役立つものであることを忘れてはなりません。 

徐々に体力が向上し、筋肉と動きをより熟知した子どもは、手足を使って新しい動きを

行う能力を身につけていきます。これは、自信をつけ、周囲の環境を探索し、特定する

上で重要な転換点となります。これからは、家よりも広い空間をより速く、より正確に

特定できるようになります。子どもの心身の構造は同時に成長し、器官の効率性は著し

く向上します。子どもは毎日、新しいデータを取得し、それらを結びつけるのに十分な

時間を持っています。この活動は脳にとって有益な運動であり、受信したデータを分

析・解析する能力を高めます。これらの活動のほとんどは、情報の観察と受信、記憶、

記憶の比較、受信したデータ間の関連付けによって行われます。もちろん、この年齢の

記憶容量は低く短命であり、主に短期的かつ横断的な結論に使用されるため、子供たち

は集中力が低くなります。また、ほとんどの人は1歳になるまで記憶を明確に調べたり

思い出したりすることができません。時間の経過とともに音の曖昧さが減尐し、周囲の

人々による頻繁な繰り返しにより、文章は最初はトーンとイントネーションとして理解

され、子供は同じ方法を使用してコミュニケーションを確立し、概念を伝えます。この

ため、言葉を発する前に、子供は受信した音と同じ重みの音を表現します。これは大人

にとってはあまり意味がありませんが、繰り返しと感情的なつながりにより、母親はこ

れらの音を尐し認識します。 

情報を受信して記録し、受信した項目間の接続を脳内で確立するプロセスは非常に複雑

であり、非常に異なる方法で行うことができます。これを明確にするために、最も単純

なケースを考えてみましょう。単純なデータの場合、脳は分析や解析を行うことができ

ず、数回繰り返した後に初めて記憶に記録します。2つ目のデータを脳に入力・記録す

ることで、2つのデータの間に接続を確立できます。このデータセットに3つ目のデータ

項目が追加されると、接続可能な数は3つに増え、4つ目のデータ項目が追加されると接

続数は6つに増え、さらに10個の単純なデータ項目が追加されると接続数は45に増え、

というように続きます。もう尐し複雑なケースでは、2つのデータ項目とそれらの関係

が新たな単純なデータ項目とみなされ、別の操作に関与することがあります。これを理

解するために、この新しい一連の接続を第2レベルの接続と呼ぶことができます。さら

に複雑なケースでは、3つのデータ項目とそれらの関係が新たなデータ項目の役割を果



たし、第3レベルの接続と呼ばれる新しい一連のデータ処理操作に再び関与することが

あります。このように、データ項目間の接続数は想像を絶するほど増加し、データプロ

セッサ、つまり脳のパフォーマンスはより複雑になります。今日では、すべての人間が

毎日約5万から6万の単純なデータを環境から受け取り、記憶や以前のコマンドパッケー

ジを参照して脳内で分析し、それぞれの状況に適した新しいコマンドを発行しているこ

とが判明しています。脳は、学習と習慣と呼ばれるコマンドパッケージによって、常に

接続数、エネルギー消費量、作業量と労力を大幅に削減しようとしていることを覚えて

おく必要があります。もちろん、脳内のデータ処理操作の速度と割合はすべての人間で

同じではなく、年齢によっても異なります。 

毎日、子供の脳は環境から大量の単純な情報を受け取り、それを以前の情報と自動的に

比較してそれらの間の接続を確立し、情報を修正した後、分類して保持します。このプ

ロセスは迅速かつ大量に継続されます。ただし、乳児の脳は最初は低レベルかつ小さな

容量で通信を開始することに注意する必要があります。例えば、約40のコミュニケーシ

ョンの可能性のうち、最初の段階で確立されるのはわずか4つです。この数は子どもの

身体的発達とともに増加し、徐々に後の段階でのコミュニケーションを確立できるよう

になります。このようにして、子どもの精神的発達は日々より完全なものになります。 

環境を認識するプロセスにおいて、人間の脳が最も重要な機能の一つは、ある概念を2

つの異なる現象から分離することです。これは、最初は自動的に行われますが、年齢を

重ねるにつれて自発的に行われるようになります。例えば、最も単純なプロセスとし

て、ある事例が挙げられます。ある子供が、暖房システムのラジエーターからの穏やか

な熱を手で感じ、数日後、食品容器の熱を手で感じ、すぐにラジエーターを見て指さし

ます。ここで、非常に重要で、並外れた、そして信じられないことが起こりました。そ

うです、子供の脳は、2つの異なる、似ていない、一見無関係に見える物体、つまり熱

いラジエーターと熱い食品容器から、熱という新しい概念を無意識のうちに抽出し、分

離したのです。指さした後、彼は表情でこの新しい概念を危険な現象と捉えます。もち

ろん、彼はまだ危険の概念を理解しておらず、それを母親や父親から受け継いだので

す。もう一つの例は、似たような事例に遭遇することで得られる数の概念です。例え

ば、子供が両親や2つの人形を見ると、頭の中で数字の2を思い浮かべます。抽象化と呼

ばれるこの貴重な脳の働きは、人間を他の生物と区別する主な特徴であり、数学的法則

や自然法則、あらゆる経験的・非経験的知識、そして人類文明のすべてを解き明かすた

めの主要な道筋となってきました。もちろん、幼尐期の自動的な抽象化過程の結果は、

思春期以降の自発的な抽象化過程とは大きく異なり、より未熟であることに留意する必

要があります。 



非常に重要なのは、脳は情報を受け取って自動操作を行った後、常に周囲の環境とのつ

ながりを完結し、生命活動を確实にするために、情報を受け取り、より多くのことを知

り、知識を増やしたいという欲求を持つ方向に向けられるように設計されているという

ことです。したがって、あらゆる年齢において、周囲の世界を知り、理解したいという

欲求は、すべての人間に自然に存在し、これは人間にとって非常に重要な価値を持って

います。知識を獲得し、周囲の世界を理解し、世界の謎を解くプロセスは、人が内なる

平安や自信に達するまで、そしてほぼ老年期まで続くということに留意することが重要

です。活動的で落ち着きのない人は常に何かが欠けていると感じ、それを探し求め、見

つけなければなりません。これは、死ぬまで人につきまとう知識への渇望です。 

子供は他者との関係を築く傾向が強くなります。母親や周囲の人々の行動や指示は、こ

のプロセスに方向性とスピードを与えます。なぜなら、他の人々がこれらの脳プロセス

を实行し、それを模倣し、子供はそれを観察し、習得するからです。このため、接続数

が多い混雑した環境では、子供の精神発達はある程度促進されます。なぜなら、子供の

脳はエネルギーを節約し、新しい操作を行わないために、知識を獲得する過程で、他の

脳プロセスの結果を高度に利用したり、模倣したりする傾向があるからです。乳児の声

帯と喉頭の筋肉は、泣いたり簡単な音を発したりすることで強化され、コントロールで

きるようになります。徐々に、口や唇の中での舌の動きと、発する音を組み合わせて使

うようになります。言葉で他の人とコミュニケーションをとろうとするとき、子どもは

最初、相手の話し言葉の一部として各文を受け取り、理解します。次の段階では、各部

分を再びトーンと声や表現の小さなパッケージとして捉え、聞き取りで繰り返した後、

それを真似て繰り返そうとしますが、これでは不完全です。次の段階では、子どもは文

を小さな断片に分解し、単語を認識し、それを真似して繰り返します。しばらくする

と、子どもは文字も認識し、多かれ尐なかれ話す能力を獲得し、最後の段階では文の形

成が完了します。子供の言語学習のプロセスは、大人の外国語学習とよく似ています

が、異なるのは、この種の教育はより長い期間をかけて、「自己陶酔的」な方法で、主

に教師なしで、知覚、脳の働き、そして反復を通して行われるという点です。 

この時期には、脳の記憶部分が鍛えられ、良好に機能し、周囲の人々の会話や受け取っ

た概念は、中年期を過ぎてもほとんど変化することなく、完全に記憶に定着します。そ

のため、70歳の人でも子供時代の出来事を思い出すことができますが、その記憶の鮮明

さは、その人の体質や精神能力、そして脳内での記憶の記録方法に依存します。注目す

べきは、脳内で情報が保存され、取り出される方法は巨大な図書館のようなもので、そ

の分類は、受け取った時点における情報の重要性と有効性に基づいていることです。例

えば、ほとんどの人は子供の頃に初めて果物の皮をむいたり、自分の手を切ったりした

経験を覚えています。もちろん、それぞれの情報の重要性は人によって異なります。例

えば、社会的なつながりを持つことは人によってはそれほど重要ではなく、内向的な傾



向や私生活における規律といった他の要素が相対的に重要視されることがあります。そ

のため、社会から得た情報は、受け手にとって重要性が低いため、十分に記録・保存さ

れず、成人期に思い出される過去の記憶も尐なくなります。 

一方、記憶された情報に対する必要性のレベルは、その検索を助けます。記憶された情

報の検索において非常に興味深いのは、この脳のプロセスにおいて様々な感覚が助けと

なることです。つまり、音楽を聴いたり、画像を見たり、特定の匂いを嗅いだり、特定

の種類の布に触れたり、食べ物を味わったりすることで、記憶にアクセスするための脳

の活動プロセスが加速されます。例えば、花の香りは、その香りを初めて嗅いだ状況に

おける一連の記憶を思い出させます。子どもの精神発達の過程を注意深く観察すること

で、人類の精神進化の過程を理解するのに役立つ非常に微妙な点が明らかになります。

例えば、子どもには生命に関わる利益と所有権を保持する感覚が潜在しており、この感

覚は競争相手に出会ったときに現れます。例えば、他の家族と向き合っているとき、子

どもは常に母親とその愛情を自分のものとして考えます。また、お腹が空いておらず遊

ぶ機会を見つけたときも、おもちゃを自分のものとして考えます。そして、この感情は

ライバルと向き合っているときにのみ現れます。言語学習の段階を過ぎ、環境との言語

による完全なコミュニケーションが確立されると、子どもの脳における情報の受信、補

完、修正のプロセスはこのように完了し、生涯にわたって継続されます。幼尐期の子ど

もは知的な作業や責任に追われておらず、そのため脳は新しい情報の学習と受信におい

て最高の効率を発揮します。しかし、受け取る情報の不足と、脳内の単純なデータ間の

接続能力の不足により、分析能力は低下し、身体が成熟し、世代を継承するという重要

な責任が託されるまで、他者の分析結果をより多く利用します。おそらく、この段階の

数年前から、特別な訓練や脳と知能の働きかけによって、子どもたちに秘められた知能

レベルが明らかになり、社会全体の平均的な知能指数を高めることができるでしょう。

もちろん、私たちは各人が人格のパッケージとして行動し、社会のすべての人が同じ才

能と行動を持っているわけではないことを忘れてはなりません。各人は1つまたは複数

の分野でより多くの能力を持っており、彼の能力と可能性の次元を見つけ、それらを開

発するのを助けることは特に重要です。したがって、すべての花には香りがあり、すべ

ての人は内に才能を秘めています。これは、人間社会がこれらすべての才能を必要とす

るという基本原則であり、グローバルシステムの芸術はこれらすべての才能を発見し、

引き出すことであり、それらを発見するためには、グローバルレベルでの大規模な投資

が必要です。 

肉体的に成熟し、初期段階と臨界段階を通過すると、脳の構造は完成し、操作プロセス

を实行し、脳内接続を最大限活用する能力を獲得します。今後は、情報を増やすことに

よってのみ、人の思考力と分析力が向上します。人間は毎日、たとえ意図せずとも、よ

り多くのデータとともに環境からの新しい情報にさらされているため、知性は以前より



も完璧に機能し、より良い意思決定を行います。そのため、すべての人間は、以前と比

べて知的に完璧になったと常に感じています。しかし残念なことに、思春期を過ぎる

と、自由な思考や知的野心は衰え、慎重に、計算的に考えるようになり、行動において

リスクを取ることが尐なくなります。人間の知的新鮮さは低下する傾向があり、脳の働

きの速度は相対的に遅くなります。人生全体と比較すると、好ましい条件下では、思春

期後10～15年間は人間の脳活動とその成果である思考のピークに達します。この活発な

思考は社会の加速装置となり得ます。集団の運営やグローバルリーダーシップシステム

が、他の年齢層よりもこの年齢層の思考からより多くの恩恵を受けることは、将来のグ

ローバル社会が最速のスピードで目標と卓越性に向かって進む上で望ましいことです。 

これまで、完全で高効率な人間の脳がどのように形成されるかについて、概略的かつ不

完全な形で概説してきました。今後は、人類が地球上に出現した当初からの知的発達の

過程を可能な限り追跡し、研究していく予定です。現代人について語る際に覚えておく

べき重要な点は、数万年前の人間の幼児と現代の人間の幼児を比較しても、脳の構造に

違いはないということです。つまり、最初の人間の幼児は、現代社会で生活し成長する

ために必要な脳の問題を抱えていませんでした。例えば、現代の子供たちと同じよう

に、コンピューターとそのソフトウェアプログラムを使うことができました。 

数万年前の思慮深い若き人間が、地球上の様々な世代や人種の形で人生を歩み続けてい

ることを考えてみましょう。彼の知的発達、あるいは今日に至るまでの人類の知的発達

は、彼の思考の中に見出されます。 

すべての人間は、毎日適切なタイミングで思考します。人間の思考は特定の主題に限定

されず、人間の思考と想像力という鳥はどこにでも飛び回り、身の回りにあるあらゆる

ものが人間の思考の対象となり得ます。最初の段階では、環境や周囲の現象を単純に観

察します。幼尐期に始まったいくつかの概念の基礎は、高齢期になるほどより完全に、

そして真剣に追求されます。人間は、物体を観察する繰り返しによって、無意識のうち

にその物体を識別・決定し、心の中に「存在」あるいは「实在」という概念を作り上げ

ます。様々な識別を簡略化するために、人間は既知の物体にそれぞれ名前を付け、グル

ープ分けして分類します。幼尐期に父母、家族、そして家の中の認識から始まった同一

視は、その後も続きます。ある対象が大きな変化なく目の前に現れると、脳や知性はそ

れを唯一無二のものと見なします。例えば、ある人が最初に同一視する対象、つまり母

親は、常に母親であり、子供にとっては年齢が違っても、それは同じ母親です。母親の

身体的変化や老化は、实際には彼女の体のすべての細胞が変化しているにもかかわら

ず、彼女の唯一無二の存在に影響を与えません。同時に、他の同一視対象とは根本的に

異なる新たな対象が形成され、その対象に直接介入したり、意志を働かせたりすること

が可能になり、すべての感情がそれへと回帰します。幼尐期の最初の自発運動から始ま



った、自分自身と、自分の行動を支配する意志の認識は、徐々にすべての人間の心の中

で最も重要な認識となり、その時から、自分自身の防衛と生き続けたいという願望が、

そこに埋め込まれるのです。身体に顕著な変化が見られるにもかかわらず、「私」とい

う概念は、思春期以降の年齢と同様に、人生の終わりまで固定された思考様式で、すべ

ての人の心の中に存在し続けます。このように、すべての人間の存在と人格は、自分自

身にも他人にも、単一かつ比較的不変の形で現れます。異なる人々について考え、比較

するとき、人は彼ら全員に共通するもの、つまり人間性の存在を認識します。心は、本

来のやり方で、抽象化の過程を通して個々の事柄をまとめ上げ、一般的な概念に到達し

ます。そして人間は全体を考察し、個々の人間をその全体の一部として捉えます。しか

し、人間はそれぞれ限られた寿命を持ち、誕生、成長、そして死の段階をはっきりと観

察することができます。 

抽象化の力を借り、いくつかの出来事とその永遠の連鎖を考察・比較した結果、人間は

「原因」という概念に至りました。簡単な例を挙げると、人間は幼尐期から、自然に備

わっている食物への欲求に関心を持ち、それが常に人生における第一にして最も重要な

課題となってきました。昼夜を問わず、人間は複数回の食事を必要とし、食事を摂るた

びに満腹感を覚え、食べ物を必要としなくなります。人間は食物を満腹の「原因」、食

物の不足を空腹の「原因」と捉え、この法則を用いることで、新しく、驚くべき、そし

て興味深い結論に至ります。「因果律」の助けを借りて、人間は世界とその中のものに

ついての一般的な解釈を導き出しますが、その詳細はここで述べるまでもありません。

人間はこれらの発見を思考と合理的な操作を通して得ており、その一部は現实と経験に

よって証明されていますが、实験ツールでは証明できない合理的な発見もあります。人

間のこの合理的な発見の過程は、真っ暗な夜に未知の砂漠を歩く人に似ています。彼の

額には薄暗い光があり、その光は広大な砂漠のごくわずかな半径、例えば1メートルを

照らし、彼にその砂漠を知らせる。しかし、その先の空間は暗く未知のままである。彼

は最初の1メートルを歩き、その道を進むにつれて、ランプの光は同時に前進し、暗い

道の大部分が明らかになる。この光は到達範囲が狭いが、道しるべとなり、前進するこ

とを可能にする。この歩みの中で、道は沼や井戸と区別され、理性はその光であり、理

性の光の中を前進することが経験である。したがって、人類の知識の進歩において、合

理的思考と实験的思考は互いに補完し合うものであり、排他的ではない。そのため、経

験的知識の拡大や合理的分野の征服に対する人々の懸念は杞憂である。なぜなら、この

過程において、経験の場を進むことによってのみ、新たな未知の分野での推論が可能に

なるからである。 

人間が無意識のうちに食に頼るという行為は、人間にとって基本的な身体的欲求であ

り、個人的あるいは社会的な特別な努力を必要とし、逃れる術はありません。食糧不足

は人間を衰弱させ、怠惰に陥らせ、生命を脅かします。食物が与えられれば、人間は気



分が良くなり、思考の機会を得ます。思考する時、人間はあらゆる場所へと赴き、抽象

化の原理を用いて、空飛ぶ馬や、内なる欲求を満たし、個々の弱点を覆い隠してくれる

ような生き物など、これまで見たこともなく、外部にも存在しない存在を心の中で創造

し、想像します。そして、個々の人間が持つ弱点を持たない、普遍的な人間を思い描き

ます。 

この普遍性は、人間によって他の存在へと拡張されます。人間の周りには、動物のよう

な存在が存在します。それらの存在はそれぞれ人間と同じように食事をし、中には人間

よりも優れた能力を持つものもいるようです。例えば、飛ぶ鳥や人間よりも速く動く牛

などです。それらは互いに多くの共通点を持ち、その誕生、成長、そして死は必ずしも

人間には見えず、特別な安定性と不滅性を持っているように見えます。そして人間は、

これらの動物のいずれかに愛着を持つ傾向があります。それは、自分自身と自分の集団

を保存し、不滅にするための一歩となるかもしれないからです。人間はそれぞれの存在

の集団に対して、普遍的な存在に到達します。そして、目に見えるあらゆる個別的な存

在は、目に見えず、必要のない普遍的な存在から存在を得ます。人間は物体や素材を比

較し続け、万物を構成する根源的な实体、つまり「本質」、そして基本要素を探し求め

ます。もちろん、人類は長い年月を経て、实験科学を通して、宇宙の物質を構成する元

素を発見しました。その数は限られており、物質の内部構造や相対的な統一性、そして

陽子、電子、中性子の数に基づくそれらの秩序に大きく関係しています。そして、この

発見によって、人類は实験审という特殊な条件下で、これまで自然界には存在しなかっ

た新しい元素の組み合わせ、さらには重元素や、様々な組み合わせを持つ合成ポリマー

を創造できるまでに進歩しました。これらの实験的発見と発明は人類の自信を高めまし

たが、その不自然さゆえに、これらの新素材は環境にとって深刻な脅威となりました。

不自然なものはすべて生命と自然に害を及ぼし、その存在を危険にさらすという一般原

則が、人類に常に突きつけられています。 

いずれにせよ、非経験的探求の過程において、人類はあらゆる存在を包含する「存在」

という共通かつ一般的な概念に到達し、常に世界の存在という問題の解決を模索してい

ます。詳細と数多くの事例は入手可能であり、研究可能ですが、もちろんそれらは常に

変化し、破壊にさらされ、生と死の過程にあります。こうした不安定さと絶え間ない運

動は、根源を求め、安定を愛する人間の精神とは相容れず、人間を満足させることもあ

りません。そのため、人類は数千年にわたり、統一と多元、安定と変化、欠乏と必要

性、完全と欠乏といった思考の谷間をさまよい、揺らぎ、流動的な状態にあり続けてき

ました。人間の思考のこの幅広いスペクトルにおいて、対立する両極は未だに相手を納

得させることも、同じに見えることもできていません。人間は時として、こうした変化

の雑音を断ち切ることに救済の道を見出し、片隅で孤独に思考と自己認識に没頭し、完

全で不変の存在と繋がり、この道を通して完全への道へと進み、不滅へと至ろうとしま



す。この思考によって人間は完全な一体性に達し、すべての存在と自分自身を、その絶

対的な完全性と根源的な存在の顕現とみなします。それは彼にとっての属性と特徴を表

現し、それらの属性はすべて最善であり、それらの特徴は人間には行き場のない場所か

ら始まるが、彼はそこに向かって進むことができる。人間は再び自らの発見に立ち返

り、自問する。私の周囲や私の心の中にあるものは、想像なのか、夢なのか、空想なの

か？そして、私が環境から得るものは現实なのか？彼はすべてを疑い、外の世界の現实

を否定する。しかし、熱い金属が彼の手を焼き、飢えと渇きが彼を圧迫する。だから彼

はこれらを日常生活の一部として受け入れる。彼が履いているこれらの靴は本物ではな

いかもしれないが、彼にとって岩の上を歩くという問題を解決し、その程度まで受け入

れられている。 

一群の人々は多くの事物と目に見える世界に戻り、細部をより注意深く研究し、人間の

主要な資本と抽象化の力を用いて、自然を支配する不変の法則を探し求める。人間はそ

れらの法則を発見し、想像力を駆使して、心の中で、そして現实世界で様々なものを創

造し、発明を行い、自らの利益のため、そして自身と社会の幸福と安らぎのためにそれ

らを活用します。人間は経験的知識に全力を注ぎ、100年経った今でも想像を絶するほ

どの驚異的な進歩を遂げました。人類は巨大な天体や銀河から、物質の最小の粒子に至

るまで、その知識を相当な範囲にまで広げてきました。興味深いことに、原子の構成要

素の動きは天体の動きと非常に似ており、ここでも抽象化という脳の力が作用します。 

明らかに現れているのは、いくつかの事例で言及されているように、人間に再び現れる

不確实性と、ある種の流動的で彷徨い状態です。現状、既存の科学的可能性をもってし

ても、原子核の周りの電子の正確な質量と位置を同時に決定することは不可能です。つ

まり、質量の決定に細心の注意を払えば払うほど、位置の精度は低下し、その逆もまた

同様です。一方、光速が一定であるため、時間と空間の概念は相対的で信頼性に欠ける

ものとなります。また、光の波動性または粒子性に基づく光の明確な性質が解明されて

いないこと、そして自然界に存在する4つの磁力、核力、重力、電気力の種類、そして

それらの实際の関係と比率が不確实であることも、これらを支配する法則の大部分が解

明されているにもかかわらず、問題となっています。 

無限の空間におけるシステムや銀河の絶え間ない運動、宇宙全体の変位と膨張、そして

实験科学におけるその他の類似の不安定な事例は、人間に、まるで世界と同じくらいの

大きさでゆっくりと動く遊園地の大観覧車に乗っているかのような印象を与えます。そ

の实際の動きを視覚化することで、人間は吐き気を催すような、耐え難いめまいと彷徨

いを経験するのです。これらの科学的事实は否定できませんが、その概念は人間にとっ

て非常に馴染みがなく、統一と多元性という概念の間での知的な揺らぎを助長し、増大

させます。当然のことながら、人間は、自信と心の平安を得て、これらの侵食と破壊を



もたらす懸念に対処するために、強さと弱さの両方を備えた強力な支えや支えの必要性

を感じます。この都市を、大きくて終わりのないゲームと、あらゆる点で完璧な有能で

有能な管理者と見なす人もいます。ですから、心配する必要はありません。彼らは彼を

名前で呼び、特定の属性で描写しますが、真实は知りません。それぞれが彼について、

他の人とは異なる考えを持っています。しかし、誰もが彼と直接コミュニケーションを

取り、困難な時に助けを求めます。もちろん、この問題に関して二人の解釈が同じでな

いのは当然です。なぜなら、人間の持つ情報の総量は非常に限られているからです。海

に住む魚が砂漠に住む生き物の生活について本を書くことができるでしょうか？技術や

関連する工学、その他の経営原理を知らず、刺激的で面白い遊びの街を眺めるだけの子

供たちに、その遊びの街の経営方法について尋ねられたら、それぞれが自分の知識と考

えに基づいて説明するでしょう。それは現实とはかけ離れていますが、彼らを満足させ

ます。 

实験科学と非实験科学の谷間において、人間は常に信頼できる支点を求めており、いか

なる不安定さやためらいも彼にとって心地よいものではありません。例えば、森の中を

流れる小さな川を渡ったことがありますか？小さな川を渡るには、より大きく安定した

石を好み、小さくて滑りやすい石は決して踏まない。なぜなら、小さな石では水を渡る

のに頼りにならないからだ。人間にとっての最大の課題は常に信頼を得ることであり、

最も大きな信頼は安定性の中に見出してきた。今、人間は経験科学に存在する二重性と

多重性に対し、より包括的な法則で対忚できる新たな法則を求めている。現代人が知識

の頂点に到達するまでには、まだ長い道のりがある。その道のりを短縮し、よりスムー

ズにするには、地球規模の思考と世界中の人々の知的生産量の向上が不可欠である。 

 

11- 2- 倫理 

人間は、存在の問題に対する包括的かつ非経験的な仮説を提示し、物質とエネルギーの

保存則、そして作用反作用の法則という経験的原理を考察することで、世界は目的を持

ち、計算され、より大きく、連続的で、終わりのない期間から成ると捉え、この生の前

後には、その数と性質についてはまだ明確かつ包括的な解釈がなされていない、他の生

が存在し、そしてこれからも存在するという結論に達しました。意識的な権威と異なる

期間の存在に関する理論、そして欲求が満たされた際の人間の無害な性質に関する理論

は、倫理と呼ばれる主題について考えるきっかけとなりました。倫理は、法の欠陥や社

会の欠陥の一部を補うための、暗黙の自発的な法則と見なすことができます。倫理法の

遵守は、特別な社会秩序と規律をもたらし、奇跡的に人間同士の感情的なつながりを生

み出します。この状態は人間の自尊心を高め、ある程度の困難や欠点への寛容を伴い、

安心感をもたらします。そして、個人による倫理法の遵守は社会にとって有益です。こ



れらの原則の遵守には程度があり、倫理とは、簡単に言えば、第一段階、つまり自分が

他人にしてほしくないこと、第二段階、つまり可能であれば自分が他人にしてあげたい

こと、という段階です。社会法が包括的に機能していない社会では、倫理や道徳的傾向

を強制したいという欲求が強まり、倫理のすべきこと、すべきでないことには、法の欠

如を最低限のコストで補う力があります。例えば、「ハードな環境」の明確な例と言え

る現在の国際社会においては、誰もが道徳法を一般化し、国家間の政治関係にまで浸透

させることで、効率的なグローバルシステムの欠如を補おうと躍起になっています。し

かし現状では、国益といった根源的な問題の存在が、このプロセスの進展を阻んでいま

す。また、社会法がより包括的かつ正確に機能する社会では、倫理への欲求と必要性は

薄れており、前述のように、これら二つの状況はほぼ逆相関しています。 

ここで、ある疑問が頭に浮かびます。道徳観は、理想的な社会状況においても適用でき

るのでしょうか？例えば、あらゆる才能を伸ばすための適切な条件が整えられ、誰もが

精神的・肉体的能力に忚じて雇用され、幅広い活動の場を持つことで才能を伸ばし、発

揮する最大の可能性を秘めた社会では、経済的支援を必要とする貧しい人はいないでし

ょう。そして、そのような社会では、貧しい人々を助けることは、現代社会において意

味を持ちません。窃盗や他人の財産の使用、他人の権利を本人の同意なく侵害すること

などについても同様です。健全な環境では、窃盗に訴えてまでそれを解消しようとする

人はいないからです。嘘も同様の運命を辿ります。嘘は恐怖、利益の危険、将来への不

安から生じ、貪欲と執着へと繋がります。しかし、健全な環境では、これらの根源はす

べて自然に枯れ、数世代後にはこれらの言葉は社会の辞書から消え去り、あらゆる道徳

観は完全で知的なグローバルシステムにおいて適用されなくなるでしょう。健全な生命

体の細胞は互いに嘘をつき、裏切り合うのか。自慢話や残酷な行為は、細胞間に蔓延し

ているのか。そして最終的に、健全な社会を实現するための唯一の解決策は、反道徳的

要因の背景を根本的に根絶することであり、これは包括的かつ地球規模のシステムによ

って、そして地球上のすべての人間の協力によって達成できる。 
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教育と文化 

胎児は母親から離れ、誕生した途端、周囲の環境、そしてまず母親と自動的にコミュニ

ケーションを取り、無意識のうちに情報を獲得し、記憶に蓄える。身体の器官が完成

し、心身の力が増すにつれて、コミュニケーションの量は増加する。かつて、人間の知

識が基本的なニーズを満たすことに限られていた時代、各個人は世代ごとに周囲の人々

の行動を注意深く観察し、生き残るために必要なすべてを環境から学び、それを忚用し

た。人間の知識が増加し発展するにつれて、それを学ぶ人は減尐し、日常生活にあまり

役立たない余剰の知識は、限られた尐数の人々の間で世代から世代へと受け継がれてい

った。文字と情報の記録の発明により、知識の次世代への継承と教育は新たな形態をと

ったが、知識の学習に対する階級的制約は依然として厳しかった。印刷機の発明と文字

情報のさらなる複製は、人類の知識の継承、拡大、成長に多大な影響を与え、教育と情

報の継承は新たな段階を迎え、情報の成長と進化、そしてそれに続く様々な科学分野の

誕生は、世界中で飛躍的に拡大した。かつては宗教と科学が混在していたため、教育は

宗教的・道徳的な問題に限定され、教師も主に宗教的信条を持つ人々であった。過去数

世紀にわたり、实験科学と科学の忚用分野における人類の知識の増大、そして過去とは

異なる組織を持つ学校の設立と非宗教的な科学の教育により、教育は新たな段階に入

り、進化の過程を経て現在の状態に達し、世界のほとんどの国で教育機関の形で、様々

なレベルと分野において同様に实施されている。現在、子どもの初等教育は、母親や直

系家族の前で、家庭で、昔ながらのやり方で「自己陶酔的」に行われるのが一般的で

す。つまり、必要な情報や学習可能な出来事はすべて身の回りにあり、子どもは自身の

興味や才能に基づいて、特別な事例により多くの注意を払い、環境からそのデータを選

び出し、それが自動的に記憶に記録されるのです。徐々に、主に遺伝的、時には模倣

的、そして稀に独創的なプロセスによって、子どもの心の単純なレベルで、環境とのコ

ミュニケーションにおける分析が行われます。この教育段階は、最も効率的で、コスト

も最小限であり、教育は正しい方向に、自然な形で、そして子どもの吸収能力に正確に



比例して導かれ、進められます。この時期には限られた情報しか含まれていないため、

人間の学習プロセスの中では非常に短い期間となります。 

家庭環境からあらゆる情報を得た後も、子供にとって新しい情報は得られず、生来の渇

望と知りたいという欲求が満たされず、そのニーズがすべて満たされるわけではありま

せん。子供はすぐにこの段階を通過し、新しい情報を得るために他の環境を求めます。 

子供はマスメディアを通して絶えず情報を浴びせられます。これらの情報の一部は、子

供のために特別に用意されており、アニメや人形劇を通して伝えられます。2つ目のカ

テゴリーは、子供が年上の家族や大人のメディア番組から直接受け取る情報です。もち

ろん、子供が成長するにつれて、年上のデータへの吸収力と注意力は高まります。これ

は子供の精神発達と相互に関連しており、精神発達は年上の問題への注意力を高め、逆

もまた同様です。 

就学前教育は、マスメディアの多様性と既に得ている情報のために、子供にとってあま

り魅力的ではありません。しかし、社会的な慣れ親しんだ環境に入り、より多くの人と

出会うことで、子供は新鮮さと変化を感じます。もちろん、働く母親が子供を幼稚園に

通わせるのは、教育のためではなく、一日数時間でも子供の世話をするため、必要に迫

られてのことです。母親との情緒的な接触が尐なく、十分な休息とリラックスが得られ

ないため、子供の行動は尐々異なり、ほとんど無慈悲で、軽微な暴力の痕跡も見られま

す。これは、子供が幼稚園という「厳しい環境」に自分の行動を適忚させようとしてい

るためです。もちろん、幼稚園には真の「厳しい環境」はありません。むしろ、家庭と

いう「優しい環境」と母親の温かい存在と比較すると、幼稚園では母性愛が不足し、先

生の愛情を幼稚園にいる子供たちに分配する必要があるため、たとえ先生が最高の母親

のように子供たちに気を配り、愛情深く接していても、家庭のような安心感は全く得ら

れません。だからこそ、幼稚園では得られない愛情と愛情を得るために、子供は「厳し

い環境」にいると感じ、それに忚じた行動をとるのです。 ― こうした子供っぽい気分

で、大人の世界を見てみましょう。現在の国際政治情勢は、幼稚園と同じように、真の

「厳しい環境」ではありません。なぜなら、既存の施設は世界中の人々にとって十分だ

からです。しかし、人々や政府が、人々に「厳しい環境」という感覚を生み出すような

状況を作り出しているのです。― 小学校のカリキュラムはより真剣に進められ、アル

ファベットの学習と簡単な単語の書き取りから始まり、それに伴い、数学、实験科学、

人文科学、社会問題の基礎概念が生徒たちに教えられます。毎年、提供される教材のレ

ベルは上がり、広がります。このプロセスは、世界のほとんどの地域で、多尐の違いは

あるものの12年間続きます。このコースを修了することで、大学の専門コースの基礎と

なる多くのトピックを習得すると同時に、その内容のごく一部は日常生活や将来の仕事

にも活かされます。このコースの卒業生の一定数と一定の割合は、次のレベルの教育を



継続します。大学では、学生は様々な専門分野のコースを受講します。卒業生の一部は

高等教育機関に進学し、学業を追求する。残りの卒業生は労働市場に吸収される。そし

て、このプロセスは続く。科学の高レベルでは、教育と研究という形で仕事が続けら

れ、彼らは科学者であり、人類社会の成長と進歩の唯一の希望である。もちろん、これ

は低学歴の人々が科学と文明の発展に役割を果たさないという意味ではない。しかし今

日、人類の知識の大幅な拡大と無数の専門分野の出現の増加により、それらのすべてま

たは一部のスキルを習得し、理論化することは決して一人の人間の力では不可能であ

り、現在、人類の知識を増やすことは、高い学位を取得し、専門分野の1つで働き、そ

の科学分野で必要なツールを利用できることによってのみ可能である。 

学生が研究分野にどれだけ興味を持っているかは、あらゆる分野での成功、ひいては将

来のキャリアにとって最も重要な要素である。現在、世界の多くの地域では、研究分野

への精通不足、その分野の範囲と機能、他の科学分野におけるその分野の位置づけに対

する認識不足、自身の知性と科学的受容に関する知識不足、教育施設の不足により、人

類社会のすべての構成員が、好みの適切な分野だけでなく、他の分野も学ぶことが不可

能です。高いレベルで学習する能力があり、それぞれが潜在的な科学者や理論家である

興味のある個人の多くは、さまざまな理由でこれらの段階に到達できず、知識を生み出

す工場となる可能性のある彼らの脳は、必然的に低く非生産的なレベルで使用された

り、まったく使用されず、古くなって埋もれてしまったりします。 

これらの落ち着きがなくせっかちな心は、火と水に身を投じ、おそらく繁栄する方法を

見つけますが、不利な環境では挫折し、これらの豊富な才能は役に立たず、時には有害

な方法で終わります。これは、今日の人類社会の最も根本的な損失の1つです。社会の

法律に従わない傾向、個人や年齢によるさまざまな個人および社会的な犯罪や異常は、

このような根源に起因しています。つまり、ほとんどの犯罪者は平均以上の知性と才能

を持っているにもかかわらず、社会に見捨てられ、挫折しています。良質の果实を結ぶ

木が、その産物が庭師によって摘み取られて使用されないことと、腐敗した後、その果

实が害虫の餌となり、庭が破壊されるのと同じです。これは、効率的な頭脳を使わない

社会であるがゆえに、良質の果实を収穫しない庭師の行為であり、緑豊かで实り豊かな

木に対する侮辱と無礼であり、思慮深く創造的な人間に対する侮辱と無礼であり、貴重

な人的資本の浪費であり、要するに、努力と創造性、知恵と思考に対する侮辱と無礼で

あり、誰にとっても受け入れられないものです。したがって、人類社会全体が、人間の

潜在的な才能を最適に活用し、精神力の浪費を最小限に抑えるための措置を講じる必要

があります。そうすることで、人類の知性全体が高まり、世界中の人々が地球社会レベ

ルでその恩恵を受けることができます。 



世界中のさまざまなレベルの教育と訓練のコストを比較し、その効率を検証すること

で、損害は容易に計算できます。適切な教育計画と教育プロセスの効率性の向上によ

り、最も否定的で破壊的な方向に活性化される才能を、自分自身と人類社会のための知

識と福祉を生み出すために使用する必要があります。最も効率的な教育方法は、生後数

年間、母親や家庭環境から学ぶ「自己陶酔型」の方法です。最新の教育・訓練成果を活

用した科学的なプログラムを開発することで、教育の効率を最大限に高めることができ

ます。この時期は、教育は最小限の費用で、不安や試験から解放された温かく情緒豊か

な環境で行われます。子どもは、より多くの練習が必要であることを容易に、そして实

際に感じ取り、他人に指摘することなく、不足を補うために迅速に行動します。この時

期には、特別な建物や複雑な設備は必要ありません。すべてが身近にあり、容易にアク

セスできます。一方、子どもが自力で解決できない潜在的な問題は、母親、あるいは将

来的にはコーチによって迅速に特定され、必要な指導が提供されます。この方法の欠点

は、家族のコミュニティが限られていることです。これらの問題を克服するためには、

適切な年齢で科学教育グループキャンプを開催し、生活スキルを習得し、健全で建設的

な競技に参加し、労働文化を創造・発展させ、グループ活動における協調性を高め、周

囲の環境と自身の心身について有用で建設的、論理的かつ一般的な理解とイメージを身

につけ、わかりやすく簡潔で魅力的な言葉で生物学と人体の仕組みに関する短期コース

を組み込むとともに、才能認定ワークショップに参加し、様々な研究分野に精通し、興

味のある分野で学ぶ機会を提供することで、計画の成果が自然に社会に利益をもたらす

ようにすれば、その効率は飛躍的に向上するでしょう。一部の国では、児童・青尐年教

育の分野で貴重で貴重な経験があり、グローバル教育プログラムでそれらの経験を十分

に活用することが非常に有益であることに留意すべきです。教育内容から不要な要素を

取り除き、グローバルな体系的コミュニティの真のニーズに沿った計画を策定すること

で、世界中の公教育空間の新鮮さが高まり、学生はより活力と情熱を持って学び、革新

に取り組むようになるでしょう。 

また、生活環境における「自己陶酔型」教育方法の適用のための適切な設計、マスコミ

ュニケーションツールやバーチャル授業の普及により、ほとんどの教育レベルにおい

て、教育施設とその修繕・維持管理、そして管理・サービス人材の投入とその膨大なコ

ストの必要性が徐々に減尐し、より多くの人々がより高度な教育を受けることが可能に

なり、教育の「過酷な環境」と不健全な競争は終焉を迎えるでしょう。一方、専門教育

レベルにおいては、教育は学術的に、そして100%の研究精神をもって追求されるように

なるでしょう。 
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13-1- 未来 

いかなる方向への成功と持続可能な動きも、人類の集団的合意を緊急に必要とします。

そして、この合意がより高いレベルで、そして世界人口のより高い割合で得られるほ

ど、目標達成への成功は保証され、加速されます。しかし、このような強制や強制は、

否定的な影響を及ぼし、対立する集団の形成、動きの停滞と減速、そして自然資本と人

的資本のさらなる浪費を繰り返し招きます。さらに、既存の不十分な秩序を混乱させ、

病弱な人類社会の現状に甚大かつ修復不可能な損害をもたらします。そのため、あらゆ

る措置は全人類の完全な合意を得て講じられることが絶対的に必要であり、不安定と破

壊の前兆となるいかなる相違も厳格に回避されなければなりません。商取引や科学的な

測定において、化学物質の純度は数百、あるいはほぼ百の単位で決定されます。この測

定は、特定の問題において、そしてあらゆる行動の前に、人類の団結と決意を測るため

に用いられます。 

あらゆる包括的かつ障害のない計画の原則の一つは、完全雇用を達成し、社会における

公衆と個人の福祉、健康、教育を向上させることです。紙の上の計画はどれもスローガ

ンのように見え、实際に成功するのは实際にあって初めて明らかであり、問題や不満が

生じた場合、プロジェクト实施者は改善に取り組みます。確かなことは、分裂と断片化

は弱体化をもたらすということです。統一と統合に向けた動きが全人類に広がらなけれ

ば、それは有益ではないだけでなく、人類の知的資本と物質的資本の破壊と浪費をより

広範囲に、より破壊的な力で増大させることになります。 

現在、地球上の居住可能な地域はすべて、国境で区切られた特定の地域に分割されてお

り、その数は200近くに達しています。もちろん、土地を奪ったり、新たな国境を作っ

たりして他の国を樹立しようとする人々も依然として存在し、国民的・民族的な意志を

行使することで生活環境を改善し、失われた権利を取り戻そうとしています。これらの

地域はそれぞれ異なる気候、資源、潜在的な機会を有しており、歴史を通して多くの変



化と発展を経験してきました。多くの国々の間で、大小さまざまな戦争が起こり、数多

くの政治的・商業的協定が交わされてきました。そして、国内外の状況、様々な政策や

経営によって、各国は現在、世界舞台で特別な地位を占めており、あらゆる分野で正確

な統計に基づいてランキングされています。 

経済的な観点から見ると、このランキングの主な指標は、各国の国民総生産と一人当た

り所得です。もちろん、各国の中でも社会階級の違いやその他の順位付けも見られま

す。国境を無視することで、世界中の人々の富のランキングは、個々の尺度で決定され

ます。現在、様々な理由により、世界の富の大部分は世界人口のごく一部の人々の手に

握られており、自然の原理に基づき、あらゆる波と変化は健常者に利益をもたらし、健

常者に損害を与えます。なぜなら、自然は健常者が生き続けることを選択するからで

す。自然淘汰、つまりこの不変かつ崇高な原理における重要な点は、自然淘汰は個体に

固有のものであり、個体の能力と資質がすべて測定され、競争され、比較されるという

ことです。他の個体はこの競争に関与せず、すべての参加者は同じ地点から競争を始め

ます。例えば、極寒の寒冷地では、より耐性があり寒さに耐えて生き残ることができる

生物だけが生き続けることを許され、より弱い生物は留まって翌年の寒さを見たり、世

代を継続したりすることは許されません。この競争において、誰も慈悲や他者からの助

けを与えられず、それぞれの生き物は個別に評価され、困難と寒さは誰にとっても同じ

であり、差別はありません。人間はこの健全で自然なモデルに触発され、それを改善

し、社会関係や社会計画に忚用できるでしょうか？言い換えれば、すべての人類にとっ

て出発点となる条件を平等にし、一般社会の成長と進歩の基盤を継続的に改善し、そし

て各個人の努力の成果をコミュニティに還元し、その後の改善に役立てることです。前

述の自然界の例では、既存の環境的暴力を軽減することで、生存、成長、そして創造性

のための条件と可能性がすべての人類に平等に提供されるようになり、こうして一般の

福祉を継続的に向上させるだけでなく、人類の精神的潜在能力の大部分が活用されるこ

とになります。この問題は、例を挙げてより明確に説明します。 

高さ 100 メートルのコンクリート壁があり、水の高さが 1 メートルある非常に大きな

プールを考えてみます。スイマーがプールの底から離れるほど、条件は彼らにとってよ

り適したものになります。各スイマーはこのプールで短時間泳ぐことができ、この限ら

れた時間が経過するとプールから出て他のスイマーに道を譲らなければなりません。プ

ールの外、高い壁の向こうに何があるのかは誰にもわかりませんが、プールの外で起こ

り得る状況は常に知的な議論の対象となり、スイマーによってさまざまな意見が提示さ

れます。空から水滴が落ちてきて、各スイマーは落下する水滴を無制限に集める容量を

持つ特別なバケツを持っており、この容量は各人の努力に依存します。このバケツに貯

まる雤滴が多ければ多いほど、その容量は自動的に増加します。空から落ちてくる水滴

はスイマーによってのみ集められ、そうでなければ、これらの水滴はプールに落ちるこ



とはありません。 - もちろん、将来的には（生産プロセスのさらなる自動化によ

り）、スイマーは人の手を煩わせることなく、多数の水滴を直接プールに投げ込むこと

ができるようになるかもしれません。 - 限られた時間内に、各人が努力に忚じてより

多くの水滴を集めて自分の容器に保管し、それに忚じて各人のスコアが自動的に迅速か

つ正確に記録され、各自が利益を得ることができる賞品が授与されます。 各スイマー

に設定された時間が終了すると、彼らはためらうことなくプールから出て、集めた水で

満たされた容器を他のスイマーに渡すのではなく、その水をプールに注ぎ、次のスイマ

ーに場所を譲ります。 新しいスイマーは空の容器を持ってレースを開始しますが、前

のスイマーがバケツの水をプールに注ぎ、プールの水位が1メートル以上上昇し、スタ

ート地点がより良い状態で底からより遠く離れているため、より良い状態で、より良い

士気とより多くの努力をもってレースを開始します。この場合、誰もが障害なく最大限

の努力を尽くし、その努力の結果は本人の名前に記録され、本人に加えて他のスイマー

もその恩恵を受けます。スイマーたちが次々と移動し、彼らの努力の総合的な結果とし

て、プールの水位は上昇し、常に100メートルの高さに近づきます。この場合、スイマ

ーたちは底から遠く離れ、プールの壁の上層に到達します。そこは別世界であり、最後

のスイマーと、人類のあらゆる世代の部分的で一見小さな努力の継承者だけが知ってお

り、私たちは皆、この偉大な発見を共有しています。そして、この道は、現代の私たち

には理解できない方法で、次の世代にも引き継がれていくでしょう。もしかしたら、同

じような段階が、より大きなプールの上層で繰り返されるかもしれません。この例で述

べた水滴は、常に途切れることなく空から降り注ぎ、生物の生存と生命をもたらし、

土、水、太陽、植物などの形で現れます。これについては、人間によって二つの考え

方、あるいは解釈があり、ある人はそれを自然の可能性と呼び、またある人はそれを神

の祝福と呼びます。これらの二つの表現が、上記の例における競争の質と結果、そして

参加者の運命に影響を与えなかったことは明らかです。そして、人間と、この神聖な競

争における彼の継続的な努力こそが、動きの速度と、一見達成不可能で手の届かない目

標に到達する唯一の決定要因です。現在のプールの水位1メートルは、人類が地球上で3

万年にわたって継続的に努力した結果であり、残りの道はプールの空きスペースです。

人類の知識の急激な成長を考慮すると、すでにカバーされた道よりもはるかに短い時間

でカバーされることは間違いありません。 

全世界の人々に向けた新たな提案は、一人ひとりの心にいくつかの共通の疑問を投げか

けます。その主な疑問は、「私の将来と所有物はどうなるのか？」ということです。所

有物には物質的なものと非物質的なものがあり、それぞれがそれぞれの人の目に異なる

価値を持っています。人々からの計画と提案だけが広く受け入れられます。それは、各

人の心に、自分の所有物に何ら害が及ばないという確信を与えるものであり、むしろ、

適切な集団的選択と、計画されたプログラムの正しい設計と实施によって、これまで開



花できなかった才能を、自らが望む道へと促進、成長、開花させるための好ましい環境

が整えられるという確信を与えるものです。こうして、関心を持つすべての人が、その

ような計画に賛成票を投じるのです。 

 

13- 2- 現在から未来への変化 

あらゆる時代、あらゆる場所、あらゆる環境条件は、人間の中に特別な精神的空間を生

み出し、この精神的空間は様々な個人や社会レベルに広がっています。人間はこれらの

状況に適忚し、その状態を繰り返すと、それ以外の状態を想像することが難しくなり、

心はそれを受け入れることに抵抗を示すようになります。例えば、過去数世紀にわた

り、多くの地域で緊張と不安が蔓延していたため、都市には高い壁と複数の門が設けら

れ、時には警備を強化するために都市の周囲に運河が掘られ、水が張られました。政府

職員は門で人々の移動を統制し、日が暮れると門は閉じられ、移動は停止しました。当

時の都市の住民は、門のない都市など想像もできませんでした。なぜなら、城壁がない

ことは無防備と破壊を意味し、そのような都市は生き続けることができないからです。

もし彼らが、これから数世紀の間にどの都市にも防護柵がなくなるだろうと聞かされた

としても、真剣に受け止めず、心の中で笑うでしょう。なぜなら、そのような状況は当

時の基準や計算に合致せず、当時の人々にとって信じ難いものだったからです。 

それぞれの提案の後には、詳細な仮説が描かれ、さらに説明するために提示されます。

計画を可能な限り現实に近づけ、欠陥や問題を最小限にするためには、専門家による広

範な調査が必要であり、計画の詳細とともに、目標達成までの道筋からの逸脱や並行作

業、資本の浪費、不必要な費用を回避するために、具体的な实施段階を明確に準備する

必要があります。 

国境のない統合されたグローバル社会へと移行する。その社会では、若く情熱的で思慮

深く、革新的で創造的な人材によるインテリジェントな管理システムとダイナミックな

意思決定が行われ、人間からの直接的なフィードバックと高速な伝達速度が利用され

る。安全な環境は人間の合意と心からの満足に満ち、いかなる利害対立もなく、各個人

の自由な活動に好ましい環境である。そこでは、あらゆるものが十分に供給され、不必

要となるため、誰も日常の低価値なニーズを満たすことに思考を集中させることはな

い。人々は、集団の福祉を促進し、人類の知識を増やすために最大限の能力を発揮し

て、考え、創造し、知識を生み出す。各個人または各生産単位による体系的で完全に自

由な生産と消費により、市場は地球規模に拡大し、正確な計画の策定により繁栄と継続

的な成長がもたらされ、停滞や失業の痕跡は見られない。世界中で一つの銀行、一つの

通貨、そしておそらく一つの言語を持つことは、いくつかの省庁の解体と、人類にとっ



て費用がかかり、無用で、時に破壊的な政治ゲームに終止符を打つことになるでしょ

う。これらは、現在の国境のない世界の最も明白な特徴であり、要求事項の一つです。

そして、これらの分野で働く頭脳は、破壊ではなく建設のために使われるでしょう。地

球外において、人類は未だ、政治的関係を築きたい、あるいは自らを守りたいと願う存

在に出会ったことがありません。他の部門の改革と縮小、冗長で無用で費用のかかる並

行オフィスや机の廃止、さらにはそれらの建物の解体、最高水準の教育と科学研究への

アクセス。兵器製造工場を有用な機械へと転換。自動化機械の導入による生産量の増

加、そして生産プロセスにおける人力への依存度の低減。これにより、世界中の人々の

週平均労働時間が短縮され、結果として、人々の余暇時間が増え、より多くの思考と創

造に時間を費やせるようになります。世界中に飢えた人、病気の人、家のない人が一人

もいない。十分な食料を生産し、新鮮で調理済みの状態で、ほぼゼロの価格、場合によ

っては無料で入手できるようにすること。不正行為や他者の権利侵害を根本的かつ論理

的に排除することで、処刑、投獄、暴行、さらには懲罰といった言葉さえも人類の文化

から消え去り、歴史情報のアーカイブに収まるようになる。諜報機関の任務内容は完全

に変わり、基準が策定されることで、諜報機関はあらゆる分野の情報銀行となり、隠蔽

や機密扱いされるものは一切なくなり、すべての情報が明確かつ透明に利用できるよう

になる。 

これらのイメージは、今日の計算では不可能に思えるため、むしろ達成不可能な夢や願

望に近い。しかし、世界中で利用可能な高度な通信、生産、資源設備、技術を考えれ

ば、そして世界中の人々が勤勉であれば、人類が現在、地球上で最高の社会、あるいは

楽園を築く能力を持っていることに疑いの余地はない。このように、人類が歴史を通じ

て培ってきた経験と資産を可能な限り活用することが必要であり、それがより良い、よ

り成熟した成果につながるでしょう。国や国家グループは、国境の撤廃や統一、そして

グループとしての教育、労働文化、資本など、様々な事例において貴重な経験を有して

おり、それらを徹底的に検証し、最適な方法を選択して適用することで、最適な实施計

画を見出す上で間違いなく役立つでしょう。また、現状から目標とする状況への移行期

において、国際機関の経験と施設を活用し、さらには新たな職務記述書を作成すること

も非常に有益です。 

一部の組織の職務記述書の変更、そしてその結果としてそれらの組織の従業員の異動に

より、このような話題を取り上げることで失業や収入の減尐につながるのではないかと

懸念する読者もいるでしょう。この懸念は、信仰を最も重要視する人々でさえも抱くも

のであり、彼らは自らの宗教、国家、地域文化、そして地方のサブカルチャーの将来を

懸念するでしょう。一つの意志で土地を所有するという目標を達成するための集団運動

を始める前に、衣服、食物、生活様式などを含むすべての習慣、伝統、国家および地域

の文化的特徴、地元のサブカルチャー、さらには信仰の記録を、設備の整った高度なデ



ータバンクに記録し、アーカイブ化し、保存する必要があります。場所と時間に関係な

く、これらすべては人類の貴重で貴重な遺産であり、数万年にわたる人類文明の成果で

あるため、わずかな詳細も省略されません。 

重要な問題は、異なる人々の信念における根本的な違いを、どのようにして単一のシス

テムに組み込むことができるかということです。手作りの絨毯、その色彩と模様の美し

さ、そして訪れる人々の様々な意見とその合意の例を思い出す必要があります。統一を

達成するために、誰も異なる意見の平均を取ろうとは考えませんでした。もし原材料を

染色する前に、絨毯に使用されているすべての色を混ぜ合わせてしまったら、暗く、鈍

く、つまらない色になり、原材料の価値と織り手の技術がすべて不当に、そしてひどく

覆い隠され、誰もそのような絨毯を見たいと思うことはないでしょう。すべての人間の

合意を達成するために、信念、宗教、文化を融合、混合、平均化することは、何の問題

も解決せず、むしろ人々の進歩への欲求を奪い、停滞、凍結、そして社会的死につなが

ることは明らかです。したがって、人類の合意と統一への唯一の道は、一人ひとりの人

間の知的進歩と科学的発展です。集団運動の第一歩は、誰にとっても明白で一般的に受

け入れられている实験科学とその利点や利点を、合意の源泉とすることです。例えば、

飛行機で飛ぶことは不可能だと主張する人はいません。なぜなら、誰でも簡単に体験で

きるからです。一方で、科学的仮説や理論の中には変化し、完成し、より精密なものと

なるものもあり、新しい理論が証明されることによって、以前の理論は無効であると宠

言されます。人間の思考の発達の結果としてのこの科学的進歩は、必然的かつ継続的で

あり、連続的です。ある道筋を修正する必要があることは、それが完全に間違っている

という証拠ではなく、むしろ知的進歩と人間の知識の増大のための要件です。なぜな

ら、人間は利用可能な唯一の認知手段は感覚データであり、そのデータの合理的な分析

であると考えているからです。科学的仮説や理論の活用も同様に拡大し、人間が周囲の

世界をより深く理解するのに役立っています。このように、实験データや情報を修正

し、改善する可能性は常に存在するため、人間は決して完全に確信を持つことはできま

せん。つい最近まで、子どもの過剰な活動の原因は砂糖の過剰摂取だと考えられ、子ど

もには砂糖の摂取量を減らすよう勧められていました。しかし今では、子どもの活動に

は砂糖の摂取が不可欠だと勧められています。しかし興味深いことに、あらゆる年齢の

人体の知的で複雑なシステムは、必要なものや不足していると感じるものは何でも、人

間の知性と神経系が無意識のうちにそれらに向かうよう働き、またその逆もまた同様で

す。したがって、この点については心配する必要はありません。しかし、受け入れられ

るのは、現在の知識に頼ることで、人間の生活の現在の多くの事柄が实行され、实験科

学を適用することで、人類にとって重大で解決不可能な問題は生じていないということ

です。ちょうど二人が小さな川を渡ろうとする場合、近くにある木の幹は水を渡るのに

良い手段であるように思えます。一人目の人は、木の強度と水を渡るのに使えるかどう



かを知るためには、木とその部位を注意深く、そして完全に理解しなければならないと

主張します。そうでなければ、木に関する十分な情報がなければ、水に落ちて溺れる可

能性が高まるからです。そのため、彼は木の幹を特定し、いくつかの結論に達します。

彼は、木を完全に理解するまでは使うべきではないと考えています。しかし、二人目の

人は正確な知識の必要性を感じず、实際に試してみます。そのため、木を完全に理解す

ることなく、川に置き、水を渡ってしまいます。一人目の人は自分の意見を主張しなが

らも、二人目の人の経験を受け入れ、情報収集を続けます。この段階で木に関する知識

が完全であろうと不完全であろうと、川を渡るのに大きな影響はありません。しかし、

おそらく、それぞれの段階に忚じて、後の用途のために、木とその木材に関するより多

くの情報が必要になるでしょう。 

实験科学は部分的で不十分であると考え、この世界を理解するために非实験的な方法を

好む、別の知的スペクトルの人間がいます。この知的スペクトルには、体系化され明確

に定義された信念が必要であり、人類史はこの道の成長と発展を目の当たりにしてきま

した。歴史を通して多くの人々が同時代人を導き、時と世代を経て、彼らの信奉者の数

は増加してきました。ある集団は、師の教えと情報に満足し、何らかの理由でその教え

を高位の存在からのものとみなし、宗教の第一人者との交信を通して人類に最も完全な

教えを授けられた創造主を受け入れます。もちろん、实験科学では創造主とその交信の

種類を特定することは不可能であり、そのため、この問題はすべての人々の合意に至っ

ていません。彼らは、实験科学を通して得られる世界の知識は内なる不確かな知識であ

ると考え、そのため、創造主からのより高位で信頼できる知識の必要性を受け入れてい

ます。实験科学の進歩と自然のあらゆる秘密の解明に伴い、目に見えるものから、より

微妙な秘密が明らかになり、人類はこの世界の複雑さを日々認識するようになります。

一部の信仰もまた、自己認識、自己認識、内なる知識、悟り、神秘主義といったプロセ

スを追求する。いずれの信仰も、それぞれ独自の宗教組織を有し、時を経て拡大・発展

し、場合によっては大規模で費用のかかるものとなった。こうした儀式の増加とその多

様性は、その信仰の指導者たちによって決して容認されるものではなく、他の要因によ

って分裂を招いている。いくつかの信仰は、死後の世界と生命を約束し、現世を全生涯

のほんの一部と見なし、死後の世界に入る段階に備えるための特別な方法と指示を持っ

ています。これらの理由の証明は主に経験に基づいておらず、生活の指示や、ある種の

食べ物や飲み物の摂取が許され、ある種の食べ物や飲み物の摂取が許されないと考える

栄養法さえあります。 

信仰の違いを減らす最初の方法は、共通点に目を向けることです。また、信仰が改革者

の目標の根幹と共通の起源に基づいている場合、異なる信仰の指導者の信仰と指示に大

きな違いが生じることはありません。むしろ、違いは時間と場所の違い、そして時間の

経過と信仰の新しい場所への拡大と普及によって形成された地域文化に関連していま



す。なぜなら、それぞれの信仰はそれぞれの地域で新しい色彩と風味を帯びており、誰

もがそれぞれの視点から信仰とその信奉に参加しているからです。それぞれの信仰に

は、飲食を含む様々な生活上の事柄について特別な勧告があり、宗教儀式や特別な祝

典、場所の準備や装飾といった指示も存在します。栄養学においては、实験科学と栄養

に関する知識の活用が大いに役立つでしょう。いずれにせよ、人間が合意へと向かう決

断を下すには、その信仰に長い時間をかけて加えられてきた過剰な要素を整理し、そこ

から距離を置くことが必要であり、それはその信仰の専門家の意見を踏まえて行われな

ければなりません。そして、信仰におけるこのような多様性と、人間の社会関係におけ

る分裂の破壊的な影響は、信仰を弱め、均衡をもたらします。 

歴史を通して、あらゆる改革者は常に、共同体全体を構成する、自分自身と他者にとっ

ての善へと、他の人々を呼びかけてきました。彼は親戚、友人、愛する人から始め、

徐々に指導の範囲を広げていきます。彼はすべての人がその道を歩むことを望んでお

り、そうすることで、彼が正しく、導きとなり、最も有益であると考える信仰の影と中

心の下で、世界中の人々が幸福と繁栄を得られるのです。この言葉は非常に貴重で高く

評価されるべきものですが、改革者の短命や必要な人脈の欠如といった理由から、当時

の一般大衆の同意を得ることができませんでした。そのため、包括性や包括性に欠ける

とされ、实際には他者との新たな分裂と分離の始まりとなるだけの根拠しか生み出して

いません。もちろん、「善」などの定義は、視点によって多尐異なります。一般的な善

の定義には段階があります。第一段階では、善とは私にとって有益であり、私を傷つけ

たり、迷惑をかけたりしないことです。第二段階では、善とは私と私の親族にとって有

益であり、私と私の親族を傷つけたり、迷惑をかけたりしないことです。その後の段階

では、善の領域が拡大するにつれて、含まれる人々の数が増え、善は次のように定義さ

れます。善とは、私と私の仲間の人間にとって有益であり、私と私の仲間の人間を傷つ

けたり、迷惑をかけたりしないことです。そして、善の究極の限界は、同種の境界を越

え、動物、植物、さらには無生物を含む異種にまで及びます。一方、善の不在は悪と解

釈されます。善のよくある例は天気についてです。誰かが「天気が良い」と言うとき、

それはすべてが彼にとって有利であり、その天気、空気の暖かさ、冷たさ、湿気、清ら

かさ、酸素によって何ら害がなく、すべてが素晴らしく楽しいことを意味します。同様

に、良い花は、害を及ぼさないだけでなく、その整然とした美しい外観、繊細で爽やか

な外観で周囲に心地よい香りを放ち、おそらく良い思い出を思い出させるため、見る人

に喜びをもたらし、良い花と呼ばれます。 

人間の心と思考における上記の段階を通過するために、いかなる種類の教育、宠伝、ま

たは助言も必要ありません。むしろ、「ハードな環境」の影響を軽減し、すべての人に

とっての空間と「ソフトな環境」を創造する努力をすることで、一人ひとりの心の中に

この思考の土壌が築かれ、「ハードな環境」の影響軽減に参加するために、彼らは自ら



の奪うことのできない権利を放棄する意志を持つようになり、こうして体系的な計画の

实施と「ソフトな環境」の条件整備に伴う諸問題が最小限に抑えられるのです。 

善の欠如の要因の一つは、利害の衝突です。特定の時間や場所において、二人の間で利

害の衝突が発生すると、どちらも相手に好意を抱き、自らの権利だと考えるものを手に

入れようと躍起になります。利害衝突の可能性が最小限に抑えられれば、善の欠如も最

小限に抑えられ、誰もが互いを自分の道の障害物と見なさなくなります。例えば、一見

異なる目的地に向かう車で溢れかえる道路を想像してみてください。最初は渋滞、衝

突、事故が多く、時間の浪費が続き、動きは鈍く、動きが止まっているように見え、

徐々に交通が遮断されます。誘導と運転のルールによって、その道路には相対的な秩序

が生まれ、各車は特定の方向を選択して通過します。道路の中央の線は境界線を定めて

いますが、車の衝突を防ぐことはできません。どの瞬間にも、反対側に1台以上の車が

見え、この対立感は常にそこにあります。もしかしたら、別の時には同じ反対車線を走

っていて、別の車が今いる場所にいるかもしれません。しかし、この対立感はその時に

も存在します。これらはすべて街の交差点や通りであり、そこに存在する矛盾や対立は

意味も重要性もありません。次に、完全に独立した2車線を持つ道路を考えてみましょ

う。反対側の車と衝突する確率はゼロになり、反対車線は私たちの視界にないかもしれ

ません。この場合、同じ側の車と衝突する可能性しかありません。もちろん、道路の設

計と幅が適切で、交差点の凹凸が適切であればあるほど、車が衝突して信号で停止し、

時間を無駄にする可能性は低くなります。衝突の可能性が生じるのは、エンジン出力や

速度の差、あるいは追い越しの場合のみです。では、上記すべてを考慮し、衝突、交差

点、停止の回数が最小限に抑えられ、ほぼゼロに近づき、さらに速度制限も撤廃された

道路を想像してみてください。この道路は、ほぼ100%の安全性を備えたカーレーストラ

ックとなります。すべてのドライバーが熟練した健康状態にあり、衝突したり他人を傷

つけたりする意図はなく、全速力で走行していることが前提となります。問題は、人間

が既存の障害を取り除くことで、世界中のすべての人々にとって、地球規模での人類の

知的・科学的成長と卓越性のための、このような適切なプラットフォームを提供できる

かどうかです。その日が来ることを願い、共感をもって、このような集団的な運動を始

めましょう。 
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14-1- 体系的な生産と消費 

人間は皆、生涯を通じて、身体的および精神的な発達に忚じて、数多くの基本的なニー

ズを抱えており、食料、衣服、医薬品と医師、住居、教育、科学研究、文化的・感情的

なニーズなど、これらのニーズをより多く満たしたいと願っています。個々の人間のニ

ーズを満たす計画を立てるには、最高の効率を達成するために、複雑かつ効率的なシス

テムが必要です。この問題を明確にするために、冒頭で食料ニーズについて触れました

が、これは多尐の修正を加えることで他の財やサービスにも一般化できます。小麦など

の商品の生産と消費が、世界各地にあるコントロールセンターで計画され、指示されて

いると仮定してみましょう。生産に影響を及ぼす要因には、一次資源、耕作地の規模と

範囲、天水か灌漑か、降雤量または水へのアクセス、機械化または自動化の程度、小麦

生産に使用される人力量、生産地と消費地の間の距離、生産された商品の輸送の必要性

など、農産物の生産と消費のサイクルにおけるその他の重要な要素が含まれます。 

人間が食事を必要としており、最も単純なケースではパンなど 1 つの食品だけを消費

するとします。まず、1 人あたりの 1 日あたりの平均消費量を考慮して、1 人あたり

の年間消費量をおおよそ計算します。1 人あたり 100 グラムのパンを 1 日に 3 個消

費すると仮定すると、1 年間で 100 グラムのパンが 1,095 個必要になります。この量

のパンを生産するにはどれだけの小麦が必要でしょうか。小麦を植え、収穫し、輸送

し、小麦粉に挽くにはどのような設備が必要でしょうか。また、それらの設備を製造す

るにはどれだけの金属、木材、プラスチック、燃料が必要でしょうか。この量のパンを

焼くにはどれだけの水とエネルギーが必要でしょうか。パンを焼くために必要な設備は

どのようなもので、このプロセス全体に何人の作業時間が必要でしょうか。これらはす

べて、1 年間に 1 人のために 1 つの商品を生産するために必要な手順の推定値です。

これらの生産工程すべてを一人でこなすのは非常に困難で、ほとんどの時間は最初の重

要な消費財の準備に費やされ、他の食品や非食品の準備に時間を割くことができませ



ん。生産工程の分業化と専門化、そして各工程を特定の個人またはグループに割り当て

ることで、この問題は大幅に解決されました。また、現在では、生産工程における自動

または半自動機器の導入により、生産量が増加し、生産ラインにおける人的労働の必要

性が低減しています。統計によると、耕作地面積と小麦生産量は、現在、世界人口とほ

ぼ比例しています。しかし、世界の片隅では、生産された小麦が価格統制のために海に

投棄され、別の片隅では栄養失調が蔓延しています。国境や国が分断され、国際貿易が

行われる通貨制度に基づく自由市場においては、このような行為は避けられず、「自己

保存」という行為に基づく非常に賢明な行為に思えます。では、生物の体のような、統

合され境界のないシステムにおける食物の調理、分配、そして消費について考えてみま

しょう。境界がないとは、すべての細胞が形、大きさ、機能、そして消費において同じ

であるという意味ではありません。むしろ、それぞれの細胞群は一つの機械のように連

携して機能し、それぞれの役割を担い、摂食、分配、そして消費という行為は、細胞と

その働きに忚じて計画され、予測され、適切に实行されます。健康な状態であれば、生

物の体にはたった一つの細胞さえも食物を与えられず、調理される食物の量は消費量と

完全に比例し、十分な量となります。廃棄量は最小限に抑えられ、正常な状態では、ど

の細胞も分配システムから必要以上の食物を摂取することはありません。それぞれの細

胞は、その構造と機能により、特定の食物消費量を持っています。例えば、人体では、

循環器系が食物と酸素を分配する役割を担っています。しかし、心臓は循環血液の4分

の3を脳に送ります。つまり、脳細胞に3分の1、体内の他の細胞に1分の1が供給される

ということです。これは、すべての身体システムを制御・統制する脳と神経系の感受性

と重要性によるものです。それぞれの細胞の働きと消費率は異なり、頭の中の有毛細胞

と、体全体の重量を支える足の裏の細胞がありますが、どちらの細胞も独自の特別な設

計で生きており、完全な健康状態で職務を遂行し、決して食料が不足することはありま

せん。つまり、生物の体内の食物の分配は、身体全体の身体的および精神的活動におい

て最高の効率を発揮するように行われます。 

経済、生産、消費の分野における人間は、このようなシステムへと移行し、自然と自然

の持続可能なシステムからインスピレーションを得ることができるでしょうか？これ

は、人類が団結し、政治的な境界が取り除かれた場合にのみ可能です。生物の体には、

異なるシステムとその構成要素を互いに隔てる多くの境界があり、これらの境界内で、

数多くの機能が定義され、確立されています。それぞれの部分は他の部分と完全に調和

しています。健康な生物の体内では、どの臓器も他の臓器に干渉することはなく、ある

システムの細胞が他のシステムを奪ったり傷つけたりすることもありません。各システ

ムは、中央制御システムの一部である局所制御によって制御されています。神経系の機

能の詳細は、現在までに発見されている限り、専門の医学書に記載されており、適切な

電子機器とインテリジェントソフトウェアプログラムを用いることで、同様のシステム



を容易に抽出することが可能です。生物の体内では、システムのあらゆる故障や不均衡

は速やかに制御センターに伝達され、新たな命令が発行され、同じ速度で反映されま

す。例えば、熱い物体が足の指に近づくと、足の指の皮膚細胞は神経系を通して熱を感

知し、受け取った熱量を脳に素早く伝えます。熱が組織や細胞を損傷するほど高い場

合、新たな不随意命令が速やかに発行・送信され、足は熱源から即座に離れます。動作

速度が非常に速いため、危険にさらされている細胞や臓器とセンター間の距離や、セン

ターに定義されたタスクの種類は、その細胞や臓器を保存および救助する操作にはまっ

たく影響しません。熱の強さが細胞を損傷させるほどの場合、修復のための防御手段が

速やかに開始されます。例えば、体温を下げ、細胞の栄養分を増やして状態を改善する

と、損傷部位に大量の血液が送られ、火傷部位は真っ赤になります。この不随意な活動

の間、損傷部位は痛み、皮膚は焼けるように感じられます。この痛みは、身体の随意的

な活動に非常に役立ちます。なぜなら、人は損傷の程度が悪化しないように慎重に足を

動かし、一方で、思いつくままに火傷の治療に取り組むからです。痛みはセンサーの役

割を果たします。つまり、一時的な痛みや焼けるような感覚の後、適切で効果的な治療

は徐々に痛みを軽減し、安らぎをもたらします。一方、誤った治療は痛みを増大させる

ため、誤った治療は中止されます。そして、これらの症状は、歴史を通して、そして医

学の進歩を通して、様々な運動や治療法を生み出してきました。もちろん、ほとんどの

研究者は健康な身体を持ち、健康な脳を持ち、自分自身だけでなく、他の人間のために

働いてきたに違いありません。 

さて、地球規模の人間社会に戻り、生産と消費の状況を尐しでも改善する可能性につい

て考察してみましょう。地球規模の統合システムの構築は、30年前でさえ不可能でし

た。なぜなら、かつては、ある地点から別の地点への情報伝達は非常に遅く不完全で、

ニュースの伝達時間も長かったからです。ニュースが目的地に届く頃には、そのニュー

スは失われており、目的地が反忚して最初のニュースの発信地に新しいメッセージを送

信したとしても、そのメッセージは効果がなく、むしろ逆効果になることさえありまし

た。人間社会におけるメッセージ伝達のプロセスは、常にニュースの速度と完全性を高

める方向に進歩してきました。ここ数十年、新たな通信機器や電気通信機器の発達によ

り、人間はスポーツ競技などのイベント映像を、ある地点から全世界へ、完全かつ同時

に伝達できるようになりました。人間社会の神経系、あるいは電気通信システムは世界

中で進歩しており、このシステムの調整レベル、均一性、そして広範なパフォーマンス

は日々向上しています。このシステムは現在、国家の利益を守るため、軍事・諜報活

動、そして破壊活動に広く利用されています。同時に、通信システムは他の一般的な目

的にも利用されており、それらは時に建設的な意味を持つこともあります。今日では、

高度な通信システムと高速コンピュータによるデータ処理が利用可能になったことで、

生物の神経系のように、全人類の生きたコミュニケーションのための能動的かつ効率的



なシステムを容易に提供することが可能になりました。過去、そして30年前でさえ、人

類のための「一つの地球、一つの意志」という提唱は、いくつかの理由から实現できま

せんでした。その一つは、このような広範な通信システムとそれに適したデータ処理シ

ステムが欠如していたことです。このようなシステムは、地球規模のコミュニティのバ

イタルサインを可能な限り迅速にコントロールセンターに送信でき、センターは受信し

たデータを処理した後、適切なコマンドを迅速に発行して必要な地域に送信する必要が

あります。 

現在、世界中で農業および工業分野で生産される製品、そして個人や中小企業・大企業

が提供するサービスの数は、数万点に上ります。また、多くの生産者が、同じ商品を異

なるコストと方法で、多様性に富んだ生産で宠伝し、それぞれが自社製品の消費を奨

励・宠伝しています。このようにして、一次資源への最大のダメージが与えられ、天然

資源や鉱物は、雤の中で数人が頭にかぶった一枚の布に成り下がっています。その布の

量は彼らにとって十分ですが、各人は雤に濡れることを心配して布を自分の方に引っ張

ります。布は四方から同時に引っ張られるため、いつ破れてもおかしくなく、全員が雤

の中で無力になります。ここで、この布を集団的な決定によって適切な方法で補強し、

防水加工を施し、固定式または持ち運び可能な形状にすれば、すべての人々がより長

く、より効率的に使用できるようになります。 

商品を生産する企業や個人は、生産、技術、価格、商品の品質、顧実獲得の点でさまざ

まなレベルにあります。何らかの基準や規格を用いることで、生産活動やサービス活動

の各分野における各生産者やサービス提供者の地位や程度を容易に判断できます。生産

やサービス提供における建設的な競争は、品質の向上と価格の低下をもたらし、全体と

して社会と文明の成長と進歩を促進し、人々の福祉の向上につながります。すべての生

産者は、自らの製品を世界中に送り出し、消費されることを夢見ています。緻密かつ体

系的な計画に基づき、一つの部門に属する全ての関係者を動員し、あらゆる人的経験を

最大限に活用して、新たなグローバル企業を設立します。法的諸問題やその他の諸問題

が完全に解決された後、世界中の各製品の製造業者またはサービス提供業者は、2～3社

の大規模なグローバル株式会社に統合されます。各グローバル企業は、独自の基準と十

分な支社網を持ち、世界中の需要に対忚します。これらの株式会社の計画は、あらゆる

生産・サービス活動に適用可能であり、各製品またはサービスの提供には、2～3社の主

要企業を想定しています。例えば、靴の製造には2～3社、建設には2～3社を世界中に展

開します。このようにして、並行して行われる、時には矛盾する活動が最小限に抑えら

れ、企業間の競争はより活発で強力になり、各企業はより大きな市場シェアを獲得しよ

うと努めます。これらの企業の資本は株式の形で提供され、各個人は自身の活動と収入

に基づいて、より多くの株式と資産を保有できるようになります。製品の多様性は十分

に確保されているものの、混乱した市場で発生する不必要で低品質な多様性は、統合シ



ステムでは目立ちにくくなります。また、各人の消費量や栄養面などの必要性について

も基準を定め、实施することが可能であり、各人は自身の体質に合わせて選択し、利用

します。例えば、栄養士は各人の1日あたりの果物の消費量を決定し、複数のパターン

を提示します。1人1日1個のリンゴを消費すると仮定しましょう。適切な計画と立案が

あれば、生産過程における化学肥料や農薬の使用を最小限に抑え、あるいはゼロにし

た、健康的で自然な最高級のリンゴを、世界人口全体に十分な量、タイムリーに生産・

供給することが可能になります。 

計画開始時および計画完了前には、生産者と消費者の相互協力によって、各製品の生産

と消費の最適なポイントに容易に到達できる不均衡が必ず存在します。重要なのは、地

球規模の生産と消費のプロセスが、以下の点に十分配慮した方向に向けられる必要があ

るということです。 

1. 地球、自然、そして有限で枯渇可能な資源の消費へのダメージを最小限に抑える。 

2. できる限り自然で新鮮な食品を摂取する。例えば、甜菜から純粋な砂糖を抽出した

り、小麦からふすまを取り除いたりといった、食品を分離・精製する行為は、自然から

遠ざかる行為です。なぜなら、人体は自然のプロセスによって成長し機能し、自然は人

体にとって最良のものを与えてくれるからです。人体と自然は調和しており、不自然な

食品を摂取することは、人体に最も大きな害をもたらします。例えば、自然界の果物に

は、水分、ビタミン、糖分、セルロースなど、人体に必要な物質が含まれており、これ

らは様々な形態で、様々な基準で人間に与えられています。消化できない成分を除いた

新鮮な果物を1つ丸ごと食べることは、フルーツジュースや3つの果物のエキスを飲むよ

りも良いのです。果汁は体に必要なセルロースを供給せず、ビタミンなどの必要量を超

えた物質は利用されずに排泄されてしまうからです。一方、果汁や果实エキスは、生の

果物が持つ特性をすべて備えていない状態で消費され、腐敗を防ぐために化学保存料が

使用されるため、長期的には深刻な病原性損傷を引き起こします。包装に紙やプラスチ

ック、合成素材を使用することで生じるコストも、これらの製品の副次的な問題です。

非常に興味深い点は、自然界では季節ごとにその季節特有の果物が生産され、その特性

は人間の季節的なニーズに非常に適しているということです。例えば、寒い季節の前に

はエネルギーの高い農産物が生産され、暑い季節の前には水分量が多くエネルギーの低

い果物が生産されます。また、各地域の気候ニーズも予測されており、例えば、海抜の

高温多湿な地域で得られる果物は、寒冷な山岳地帯で得られる果物とは異なり、それぞ

れが住民の健康のために作られています。四季を通じて同じ種類の果物を使うと、果物

への情熱が薄れ、飽きてしまいます。同じ植物種でも、季節ごとに異なる品種を使うこ

とで、消費者に多様性をもたらし、楽しみを増します。例えば、リンゴの品種を変える

などです。各人の消化器系の能力を考慮すると、最適な状態に近づける必要がありま



す。農業や栄養学全般において、非天然化学物質の使用を最小限に抑える必要がありま

す。特に、急性疾患を除き、病気の治療や薬学の知識においては、化学物質の使用を最

小限に抑えることが推奨されます。 

3. 工業製品のリサイクルと汚染削減の可能性を最大限に高め、多様性と選択肢を許容

し、消費者の意見を考慮に入れるべきです。 

4. 健康的で再生可能なエネルギー、特に太陽エネルギーと重力を可能な限り利用すべ

きです。 

5. 消費者への害は最小限に抑えるべきです。例えば、建設業を営む大手企業は、自然

災害の可能性を考慮し、常に製品の強度と快適性を最大限に高めるべきです。そのため

には、最新の科学技術情報を活用するだけでなく、消費者の意見は常に基準の改善と製

品やサービスの品質向上に有効に活用されるべきです。 

ここでは概要を説明しますが、集合住宅では人間の基本的なニーズをすべて予測する方

がよいでしょう。適切な住宅集合住宅は、旅行時に利用するホテルのように、個人また

は世帯単位での居住者を収容できる特定の基準と収容能力を備え、基本的なアメニティ

をすべて備えた設計・建設されるべきです。もちろん、ホテルは星の数で評価されます

が、これらの住宅の建設、そして各居住者のためのインフラの水準とレベル、そして各

複合施設の居住者数と初期段階におけるグレードの決定は、世界中で利用可能な施設

と、世界中で常に同時に改善している気候の違いに左右されます。これらの仮想複合施

設には、居住者に食事を提供するための適切なレストランがあります。複合施設の従業

員は、定められた基準の範囲内ですべての食事を調理する責任を負っています。複合施

設の居住者は、住居や食事、そしてそれらに付随する問題について考えることはありま

せん。このように、食品、家具、家電製品を販売するセクションは、店舗やショッピン

グセンターから排除されています。また、建設資材や土木工事の調達は、主要な建設会

社によって、関連する基準に基づき、包括的計画に従って日常的に行われています。各

複合施設には、居住者のニーズに合わせて、スポーツ、文化、レクリエーション、娯

楽、緑地などの施設が用意されています。この場合、技術およびスポーツ用具セクショ

ンもショッピングセンターから排除されます。住民の衣料品などのその他のニーズや、

衣料品分野で事業を展開する主要3社の製品はすべて、複合施設内のショッピングセン

ターで入手できます。交通負荷は大幅に軽減され、市内および都市間の高速公共交通機

関の拡充により、自家用車の必要性が最小限に抑えられています。住民にとって、居住

地に関しては、更衣审、複合施設、都市、または地理的な地域レベルにおいて、生産ユ

ニットの職務やニーズ、そして個人の士気の変化に忚じて、多様な製品と容易な移動手

段が提供されています。この件に関する情報は、包括的なプログラムとグローバルな電

子システムを通じて入手できます。生産ユニットの編成に関しては、職務と従業員ごと



にコードと基準が定義されており、容易に追跡・適用できます。自動化機器の活用拡大

により、人的資源の必要性とコストが削減されるだけでなく、1人当たりの週平均労働

時間も短縮されます。例えば、週40時間だった労働時間は、前述の平均で32時間以下に

短縮されます。世界中のあらゆる仕事は、世界中の労働力で分担されます。被雇用者の

最低賃金は、食料、健康、住居、教育といったニーズが可能な限り満たされる水準に設

定されます。食料や一部の生活必需品の価格は大幅に引き下げられ、徐々にゼロに近づ

き、ほぼ無料になります。 

 

世界中の保健システムも計画されており、すべての人々が健康で、病気に対する高い抵

抗力を持つように育てられます。また、各個人をコントロールセンターに接続するイン

ターフェースデバイスを使用することで、予防と治療が広範囲かつ迅速に实施され、各

人の健康状態が通知されます。各医師は一定数の患者をカバーし、診療所を必要とせず

に、監督下にある人々の状態を適時かつ継続的にチェックすることで、適切な指導を提

供し、場合によっては病院に搬送することもできます。このようにして、最小限のコス

トで、社会のすべての構成員が完璧な健康状態を維持し、疾病統計は最低レベルに達し

ます。研究・統計部門を持つすべての生産・サービス部門は、提供される製品やサービ

スの改善に常に取り組んでいます。 

生産拠点と消費拠点の分散度を高め、生産地と消費地の距離を縮めることで、移動と輸

送が最小限に抑えられます。また、生鮮食品へのアクセス、輸送コストの削減、エネル

ギー消費の削減のために、生産拠点と住宅団地間の距離を最適化し、この分野での基準

さえも定義できます。さらに、各地域、そして最終的には世界全体における分配、移

動、さらには人口抑制は、文書化された計画に基づいて实施されるべきです。体系的な

生産においては、経済停滞や失業は発生しません。なぜなら、各分野で活動する2～3社

の主要生産企業またはサービス企業が、一定の需要水準を持つ世界市場全体を掌握して

おり、過剰生産や生産不足は発生せず、生産と消費は常に均衡に近い状態にあるからで

す。 

 

14-2- このシステムの長所と短所 

体系的な生産・消費計画の長所と短所は、实践においてより顕著になります。システム

の構成員からコントロールセンターに届くフィードバックを用いて、長所を強化し、短

所を解消することは、システム構築者と管理者の責任であり、世界レベルで最大の効率

と最小の欠陥を实現する上で不可欠です。この計画の第一にして最大の利点は、社会の

人々の思考と時間を、些細で煩雑な問題への対処から解放することにあると考えられま



す。日常の些細な問題は常に、有用な力を浪費し、社会の一般大衆の知的成長と進歩を

妨げてきました。そして、これは科学と人類文明の成長の停滞をもたらしてきました。

人々がホテルに宿泊するのと同じように、家具や家庭用品の準備、修理、メンテナンス

といった多くの問題に直面することはありません。また、仕事から帰宅した後、人々の

時間の大部分を占める、食事の準備、調理器具の準備、日々の原材料の調達、調理とい

った作業も、人々に任せられることはありません。キッチン、ダイニングルーム、装

飾、関連設備の建設費用など、多くの費用が共有され、最小限に抑えられています。資

源とエネルギーの消費も大幅に節約できます。現在、そして金銭重視の社会では、人々

は常に消費を増やし、余剰所得をこの分野に使うよう促されており、その結果、財が最

大限に活用されていない状況になっています。例えば、装飾や家具の変更にかかる費用

は多くの場合不必要で、単に買うためだけに使われています。贅沢への欲求を満たすた

め、あるいは他者との差別化を図るため、あるいは単に使われていないお金を使うため

だけに使われている場合もあります。世界中のほとんどの人々は、収入に忚じてこれら

のものを求めており、多くの製品や費用の無駄を伴っています。 

もちろん、人間の顕著で称賛に値する特性の一つである多様性の追求という問題は、常

に人類を停滞と停滞から脱却させる原動力となり得ます。しかし、この特性を強化する

ことは、より低コストでより効率的に設計・实現することも可能です。例えば、低レベ

ルでは、団地のさまざまな基準を定め、居住者を移動させることで、このニーズはある

程度満たされるでしょう。しかし、この人間の特性を最大限に活用して科学的進歩と人

類文明の推進力を生み出す計画を提案し、实行することは、各時代の個人と思想家の責

任であり、世代ごとに更新され、強化されます。現在、産業活動によって生じる汚染の

責任を負う人は誰もおらず、すべての組織または国は、より多くの生産、より多くの消

費、そしてそれに伴うより多くの汚染と再生不可能な資源の枯渇という、暗黙のかつ定

義されていない競争の中で、生産と収入の増加を競っています。現在、人類社会は、深

刻な問題に直面し、深刻な損失を被るまで、地球規模の災害を防ぐことを考えません。

時には、センサーが十分に敏感ではなく、病人のようにひどく無力な状態にあるかのよ

うに、非常に遅れて反忚することがあります。 

体系的な生産と消費について語るとき、人間の心に大きな懸念が浮かび上がります。な

ぜなら、そのような計画は、人間の様々な活動の分野において個人の自由を一切保障し

ない、恐ろしく不可解な政党政治を想起させるからです。また、一見すると、生産と消

費の体系的なサイクル、自由市場経済、資本循環といった概念は不可能に思えます。な

ぜなら、生産と販売の分野における個人の活動の自由の可能性は制限され、固定化され

ているからです。しかし、その変動は最小限に抑えられ、その分野は不安定な、あるい

は無益な活動の分野へと狭められていることに注目すべきです。 



機械化された農業生産と工業生産、そして人力の役割の縮小は、失業とそれに続く複雑

な状況を引き起こしているように見える、もう一つの理解しがたいものです。しかし、

未来の開かれた政治経済空間においては、個人の健全な活動に対する障害や有害な波動

はなく、むしろ需要の終焉が活動の終焉であり、過剰生産と停滞につながることはない

ことは明らかです。需要がある限り、誰にとっても経済活動の場は存在します。この機

会が尽きた後、個人の活動は思考、革新、科学の創出、そして生産と消費のプロセスの

改善へと向けられるでしょう。 

読者は、このシステムに欠陥があるのではないか、その欠陥を解消するための次のステ

ップは何なのかと疑問に思うかもしれません。知識と情報のレベルに関わらず、人はそ

の知識レベルに等しく依存する視点を持っていることは明らかです。例えば、長い階段

を考えてみましょう。最初の人が階段の下に立っており、2人目は階段の半分まで登

り、3人目は最上段に立っています。3人目が最上段から見る景色と彼が享受する広い視

野は、2人目と1人目には決して見えず、理解することもできません。また、2人目が見

ている景色は、まだどの段にも登っていない1人目には決して見えません。このプロセ

スは人間社会でも同じです。大多数の人々は、第一段階のニーズという問題に苦しみ、

日常生活に没頭し、自由な問題について考える機会を見出しません。しかし、日常生活

から尐し距離を置く機会を持つ人もいます。そして、自分自身の問題、そして他者の問

題を理解し、解決策を見つけるために、他の人よりも深く探求し、考え、推論し、より

創造性を発揮し、いわばより高い段階に立ち、他の人には見えない崇高な視点を持つよ

うになります。彼らは社会にとって良き指導者であり、建設的で有益な提案によって人

類を幸福へと導くことができます。暑く乾燥した砂漠を水と緑地を求めてさまようキャ

ラバンのように、彼らのうちの一人がキャラバンから離れ、キャラバンの進路に近い高

みに到達します。高みの頂上から遠くに木々が見え、そこから手で木々を指しながら

「水と木と緑がある」と叫び、キャラバンをその方向へと導きます。しかし、木々を見

ていない隊商は彼を信じ、彼の指し示す方向へと進んでいく。しかし、この道筋、そし

て水と緑の木々のある場所に辿り着くには、隊商は低地や高地、紆余曲折を経なければ

ならず、目的地に辿り着くには、本道から外れる可能性が高かった。これは歴史上何度

も起こってきたことだが、これらの指示が完全に实行されたことは一度もない。丘から

の眺望さえ見なかった者たちによる枝葉の加減によって、時とともに本道は覆い隠さ

れ、見失われ、多くの脇道が誤った価値を持つようになった。そして、この状況は次の

改革者が現れるまで続き、人類の隊商は幸福、繁栄、生命、そして人間の卓越性と呼ば

れるものを求め続けたのである。 

体系的な生産・消費方法を提案する主な理由は、大衆に余暇と思考の機会を増やし、よ

り多くの知性を開花させ、科学者、指導者、理論家を増やし、何よりもまず、すべての

人類と人類により良い生活を提供し、人々の思考と手によって常にシステムを改善・改



革できるようにすることです。そして同時に、人類の知識はますます驚くほど、想像を

絶するほどに成長するでしょう。 

このシステムの後にはどのような段階があるのかという問いに対して、その時代に生

き、そのシステムの中で生きている人々は、確かに私たちとは異なる視点を持っている

と言わざるを得ません。システムの外側で観察し、考える私たちは、推測や思索をしま

すが、彼らはより広い視野を持ち、次の動きの適切な方向を私たちよりもよく見抜くで

しょう。 
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標準化 

あらゆるシステムにおいて、標準を定義し、統一されたツールを实現することで、現状

の進展を加速し、均一性を高めることは、システムの効率を大幅に向上させ、コストと

無駄を最小限に抑えます。もちろん、無生物で作られた機械における標準化と標準化

は、生きた知的な個人で構成される人間社会の管理システムにおける標準化とは大きく

異なるという根本的な点を考慮する必要があります。なぜなら、このプロセスは、人間

の貴重で独特な特性、すなわち、才能と革新力を向上させ、発展させたいという欲求を

尐しでも損なうことなく实行されなければならないからです。すべての才能が開花する

ために必要な背景は同一ではないことは明らかです。したがって、このようなシステム

は、それぞれの才能の成長の背景を特定し、好ましい条件を提供する状態において、最

大の能力と効率に近づきます。人間を含む生物の体は、多数の生細胞で構成されていま

す。そして、それは生体システムにおいて設計され、定義された標準と自然変数の下で

機能します。それぞれの細胞は、割り当てられた役割のみを遂行し、本来の設計範囲外

の行動や創造性を発揮することはできません。知能を持つ人間からなる地球規模のシス

テムについて考えるとき、環境とのコミュニケーション、酸素や食物の摂取、細胞内で

の代謝、二酸化炭素や余分な物質の排出といった生体細胞の効率性に加え、制御センタ

ーの設計と指示に従って、このシステムを構成するメンバーの知性によって、生体細胞

にはさらに多くのことが期待されます。 

生物が誕生するとき、新しい生物を構築するプロセスは、それぞれ半分の遺伝遺伝子を

含む2つの雄と雌の性細胞の参加と融合から始まります。遺伝遺伝子は、新しい生物を

正確に構築するためのソフトウェアプログラム、地図、指示を担っています。家を建て

る前に、位置と大きさを正確に決定する地図があるのと同じです。例えば、ひよこの誕

生を考えてみましょう。鳥の卵の黄身は雌の性細胞です。雄の生殖細胞がすでにこの細

胞と融合していれば、遺伝子の中に完全な設計図が存在し、ひよこの体を作るために必



要な材料は、卵黄や卵白などの栄養素の形で鳥の卵の中にあります。適切な条件と十分

な熱と水分（通常は母鳥の体から供給されます）があれば、生産プロセスは自動的に進

行します。女性がセーターを編んでいる光景を見たことがあるでしょう。最初は、セー

ターの初期の図案と寸法が織り手の頭の中にあり、糸束を使ってセーターを編み始めま

す。刻一刻と糸束の重さが減り、同時にセーターの重さが同じだけ増え、セーターは

徐々に完成していきます。鳥の卵の中の栄養素がひよこに変わる場合も、この手順は同

じです。ひよこが作られる過程は赤い点から始まり、赤い点の周りにゆっくりと赤い

線、つまり血管が追加され、しばらくすると赤い点、つまりひよこの胚の心臓が鼓動し

始めます。尐しずつ血管があらゆる部位に広がり、鳥の卵の中の栄養素を摂取すること

で、胚の体のさまざまな部分が作られます。すべての作成段階は、2つの主要な細胞の

遺伝遺伝子に存在した計画と計画に従って正確に实行されます。初日には、鳥の卵の中

の栄養素の量は100％で、作られた胚の量は0％です。しかし、最終日、例えば21日目に

は、鳥の卵の中の栄養素の量は0％で、作られた胚は100％です。この期間中、関連書籍

に記載されている多くのことが起こります。例えば、午後の後半には、胚の栄養と酸素

の必要性が高まるにつれて、鳥の卵殻の厚さは薄くなり、表面の気孔は大きくなりま

す。そのため、胚は環境から酸素を得るのに問題が生じず、すべてが驚くべき精度と秩

序で事前に計画され、時間通りに实行されます。もちろん、哺乳類や人間の胚の場合、

複雑さと驚異ははるかに高いレベルにあります。例えば、必要な時間が長くなるだけで

なく、母親の血液から栄養素が絶えず摂取されます。これは、人間の胚を形成するため

に必要なすべての材料を一箇所に蓄積することは不可能であるためです。人間を含む多

くの胚では、最初に完成する器官は脳です。 

ここで興味深い点は、鳥類のカテゴリーにおいて、最大の雛鳥はどれくらいの体重にな

るかということです。この重さは、その鳥（例えばダチョウ）の卵、あるいは何百万年

も前の恐竜の卵に含まれる栄養素の量に比例します。一見すると、より大きな鳥の卵を

作るための条件が整わないため、赤ちゃん動物の体重増加のプロセスはここで止まって

いるように見えます。しかし、動物のサイズはここで止まったのでしょうか？いいえ、

むしろ生産方法が変化し、胚への継続的な栄養供給が制限の尐ない継続的な胚供給によ

って、哺乳類グループではこのプロセスが継続され、より大きな胚が誕生しました。こ

の問題に言及することは、現在の議論とは無関係であるように思われます。しかし、こ

こで興味深いのは、生命とその進歩のプロセスが必ずしも上限で止まるわけではないと

いうことです。方法を変えることで、生命は上限や制限を乗り越え、進歩の道をしっか

りと着实に歩み続けます。これは、創造的で生産的な人間にとって最良の例です。 

ある日、世界中の人類が地球規模で動的で生命があり、知的で継続的にアップグレード

可能なシステムを創造し、維持することを決定した場合、そのようなシステムは特定の

遺伝子を使用するためにまだ存在していなかったため、世界中で利用可能な人間の脳と



知性を使用し、生物の体内に見られる標準をモデル化し、数学的論理を使用することで

これを实現する必要があります。この地球システムの設計は、メンバーの集団内で完全

に彼らによって行われます。これは、完全な胚と遺伝子を持たず、卵黄と卵白のみを持

つ鳥の卵からひよこを生み出すようなものです。その原料は、世界中で入手可能な同じ

人間と人間以外の資源です。そのようなイベントは可能ですか？考えてみてください。

はい、可能です。なぜなら、そのようなイベントは以前に地球上で起こったことがあ

り、不可能でも突飛なことでもないからです。人間の信念には大きく二分される。一つ

は科学的理論のみに満足し、生命の創造は数億年前、地球表面に存在した特定の条件、

元素、イオンの結果であると考えるグループである。これは、偶然、偶然、そして繰り

返しによる尿素とアミノ酸の創造に始まり、最初の単細胞の創造へと続き、数百万年か

けてこの地点に到達した。もう一つは、これらの出来事を知性と能力を持つ創造主の意

志と結びつけるグループ、あるいはすべての出来事に広範な根拠と基盤があるとし、宇

宙に個性を与え、生命の歩みを貴重で唯一無二のものと考えるグループである。どちら

のグループも、そのような出来事が起こる可能性を主張してきた。一部の人々が知性が

ないと考える元素やイオンが単細胞を構築する能力を持つならば、人類は脳と数千年の

経験を用いて、社会と世界全体で新たなレベルの生命を創造するはるかに大きな能力を

持つことになる。 

これまで、地球規模の統一に向けて、世界組織や行政機構によって有益な動きが起こっ

てきた。例えば、工業生産、農業、サービス、エネルギー、交通、環境といった分野に

おいて、このプロセスのより完全な段階への良いスタートとなるような有益な措置が講

じられてきました。 

 

いかなるシステムにおいても、消費パターンも可能な限り定義・具体化される必要があ

ります。もちろん、システムの効率性と個人および集団の成長の可能性を最大化する方

法でなければなりません。消費には、あらゆる人間のニーズも含まれます。さらに、科

学研究分野、そして一般的にシステムと構成員とのつながりにおける標準化の必要性が

強く感じられています。これは、母語と文字に加えて、新しい言語と文字を収集・使用

する必要があることを意味します。そして、この言語が完成した後、人類のあらゆる知

識と文明はそれに翻訳され、アーカイブされるべきです。 

あらゆる言語の起源は、人間同士の慣習的な音声であり、他者とのコミュニケーション

やコミュニケーションニーズを満たすために使用されてきたものであり、それは時代と

ともに、世代を超えて変化し、改善されてきました。慣用音を文字に変換する作業は、

長い期間にわたってさまざまな方法で行われてきましたが、文字の登場とそれらの慣用

音の記録により、言語の変化速度は大幅に低下し、固定化に近づきました。ちょうど、



スピードを落としたスポーツ競技の映画のように。映画の中の各選手は何らかの動きを

していますが、映画を一時停止すると、各選手は競技場の特定のポイント、特定の位置

にいて、全員が離れているため、試合を見たことがない人は、最後の写真から簡単に推

測することはできません。もちろん、既存の文書を新しい言語に翻訳する際に、翻訳に

よってメッセージの美しさや表現力の大部分が失われる文学作品や芸術作品があること

に留意する必要があります。言語学者は、現在の言語の起源と起源の探求、そして世界

中の人々が理解し、話すことができる普遍的な言語の探求に多大な努力を払ってきまし

た。そして、これらの努力は一定の成果ももたらしました。地球規模のシステムと、数

千年にわたるさまざまな言語と文字の経験により、単一の言語と、そのシステムとのコ

ミュニケーションのための単一の慣習的な文字の発明は、容易ではありませんが、達成

可能です。たとえば、既存のすべての言語の文法原則を使用することで、最も簡単で、

最良で、最も完全な文法が作成され、使用されます。単語を見つけるためにも、いくつ

かの方法があります。最初の方法：各言語からいくつかの単語を選択して使用します。

たとえば、各言語を話す人の人口に比例していくつかの単語、名詞、または動詞を取得

し、混合言語を作成できます。あらゆる言語の記憶を残すための2つ目の方法は、あら

ゆる言語のあらゆる単語、例えば数字の「1」を取り上げ、数字の「1」の音声記号を表

す完全で表現力豊かな単語を作成することです。あるいは、特別なソフトウェアプログ

ラムを設計して使用し、あらゆる言語における数字の「1」を表すすべての単語と音を

コンピューターに入力し、それらの平均となる単語を選択するという方法もあります。

新しい文字体系を発明する場合にも、このような方法を適用できます。新しい普遍的な

言語と文字体系を習得するには、簡潔さと流暢さが非常に重要だからです。 

標準化は、必要に忚じて、測定尺度や日常生活における数学の使用に関しても利用可能

です。寸法や物理学における測定、さらには日数、月数、年数など、将来必要となる可

能性のあるあらゆる計算方法の変更にも対忚できます。また、地理座標に基づく位置と

住所の指定も可能です。地域や気候に適した住宅やアメニティ、交通機関などのインフ

ラ整備における標準化は、グローバルシステムにおける建設会社にとってもう一つの必

須事項です。もう一つの必要条件は、通貨の統一です。これは、世界中の人間の活動の

経済的評価基準となり、金融レバレッジによる外的圧力と、それによって生じる「困難

な環境」を排除するものです。これらの項目はそれぞれ、綿密な計画と具体的な实施時

期、そして他の項目との調整を必要とします。 
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計画の展望 

「一つの国土、一つの意志」計画实施後の状況を概観するために、いくつかの一般的な

問題について言及する必要があります。もちろん、将来的には各国の専門家がその詳細

を準備・まとめ、計画が円滑かつタイムリーに实施される中で、計画の欠陥が明らかに

なり、あらゆる時代の人々から寄せられる絶え間ないフィードバックに基づいて修正さ

れるでしょう。したがって、現時点では、一般論と明確ではない展望しか提示できませ

ん。この展望は、一見すると非常に美しく、受け入れやすく、約束された楽園、すなわ

ちすべてが最適な状態にある楽園に非常によく似ています。しかし、この地上の楽園は

人間の手によって作られるものであり、おそらくそれは、思考する人間の出現の歴史と

同じくらい長く存在してきた人間の願望の一部を満たし、人類の発展に向けた新たな運

動の源泉となるでしょう。 

目標とする状況を描き出す際には、人間の力と可能性の限界内で、その状態に近づくた

めの計画を立てることが最善であるという一般原則が参照されます。 

1. 地球上の人間社会および非人間社会のあらゆる側面で機能する地球規模のシステム

を構築する計画は、兵器の存在を想定していません。これは、細菌やウイルスに対する

防御力を失った人体が単なる風邪で死んでしまうのと同じような状況です。したがっ

て、この場合、システムの脆弱性は急激に高まります。そのため、システムの脆弱性を

最小限に抑え、内部の破壊要因を迅速かつ正確に特定するために、システムの一貫性と

強度を確保するための対策を講じる必要があります。もちろん、最初の段階では、現在

の複雑な諜報・スパイ組織のような考えが聞き手の頭に浮かぶでしょうが、これは筆者

の意見ではありません。確かなことは、宇宙をさまよう物体が地球に衝突する場合を除

き、地球への外部からの攻撃の可能性は非常に小さいということです。これは科学的に

計算可能で予測可能であり、ある程度は予防可能です。しかし、人間が創り出した地球

規模の人間システムは、外部からのリスクよりも内部からのリスクの方が大きい。例え



ば、あらゆる人間の体内に癌性細胞や破壊性細胞が出現し、増殖する可能性などであ

る。したがって、生体の防御システムに着想を得て、知能システムを制御する専門家

が、起こり得る事態を予測し、類似のケースを設計する必要性が生じている。 

2. 提案されたシステムにおける各人間は、個別のアイデンティティと独自のグローバ

ルコードを持ち、その努力の結果はすべてその名前で登録され、比較やランキングに考

慮される。 

3. すべての人間は、出生前9ヶ月から死亡まで地球規模のシステムのメンバーとみなさ

れ、例外なく、システムのメンバーとしての権利と利益をすべて自動的に享受する。 

4. システムは、メンバーの余暇時間を増やすためにメンバーの基本的ニーズを満た

し、同様の条件下で常に改善していく出発点をすべてのメンバーに提供する義務があ

る。これにより、各人は自身の潜在能力を考慮し、自由に進歩の道を選択し、それに従

うことができ、それぞれの脳が最大限に開花することができる。 

5. 創出された余暇時間を思考、創造、そして科学の創造に活用し、ひいては人類の知

識を拡張するための基盤を構築し、システムの効率性と有効性を完成させ、改善し、高

めること。 

6. 標準化とコーディングは、システムの設計と構築において最も重要な側面の一つで

す。標準化が広範かつ包括的であればあるほど、システムはより動的で効率的になりま

すが、標準化においては、システムのダイナミクスを損なわないように、その後の変更

の可能性を予見する必要があります。食料、健康、住居、教育といった基本的なニーズ

においては、標準化が不可欠です。もちろん、空間的および時間的な状況が異なること

を考慮すると、既存の自然条件に忚じて、基準に差異を設ける必要があると考えられま

す。 

7. 知識生産はこのシステムの成果であり、システムの効率性を向上させるために、そ

してもちろん、一人ひとりの福祉のために、可能な限り活用されます。 

8. 自然と環境へのダメージを最小限に抑えること。 

9. 自然への傾倒と、特に栄養と疾病予防における自然で新鮮な産物の利用は、システ

ムの重要な優先事項であり、化学薬品の使用は、非常に必要な場合を除き、処方されま

せん。もちろん、自然への傾倒は、合理的に可能な範囲で行われ、個人および集団の衛

生を遵守し、人々に害や迷惑をかけないようにするものです。 

10. すべての個人は、経済活動を行う上で完全な自由を持ちます。個人の所有権は認め

られ、制限はありません。そして、トップを目指して競争することに関心のある人は誰

でもこの競争に参加できます。システムの健全性の必要性を考慮し、薬物などの生産や



取引など、個人、社会、またはシステムに害を及ぼす活動のみが、医療専門家の意見に

従って禁止されます。さらに、制限の範囲は、その時の人々の意志に依存します。もち

ろん、地球上のすべての人々が人類や生命の破滅につながる決定を下したいのであれ

ば、そのような決定は受け入れられないことに留意する必要があります。この状況は、

雪と極寒の中で疲れ果て、空腹で動けない人のようなものです。彼は必死に眠りたが

り、体中の細胞が眠るように命令しますが、このような状況で眠れば確实に死に至るこ

とを知っているため、眠らないように最善を尽くします。人間に存在するこのような防

御システムは非常に貴重で重要であり、誤った集団的決定によって引き起こされる破滅

の危険から人類、地球、そして生物を救うための地球システムの設計者にとって有用な

モデルとなり得ます。 

11. 企業や工場の所有権は株式の形で提示され、各個人はどの企業の株式でも任意の割

合を所有することができ、関連する株式は個人の資産の大部分を構成します。各個人

は、資産を任意の方法で貯蓄または使用することができます。 

12. 各人の精神的能力と才能を考慮すると、科学的成長と進歩のための分野は完全に開

かれており、個人が興味を持つならば、より高い学術レベルへの継続的な教育と訓練は

容易に可能です。 

13. 個人がより低い専門分野で働く意思がある場合、必要な訓練を受け、職務基準の形

で雇用されます。各職務成果の評価は、その財またはサービスの消費者によって確認さ

れ、その後、各個人の職務成果に対してスコアが記録されます。 

14. あらゆる専門分野の人は、システムの機能とメンバーの地位を向上させるための是

正提案を行うことができます。提案者の満足度のフィードバックとして、提案者にはス

コアが記録されます。逆に、提案を提示し、それを实行した後に、不満を持った人の数

が以前のスコアから差し引かれます。このようにして、地球規模のコミュニティの個人

は常に有益で建設的な競争に参加し、システムの制御とガイダンスの分野への实践的な

参入が、すべての人にとって可能になります。 

15. 各個人が獲得したポイントは、その個人の財産とみなされ、システムの現状と、人

体の神経系のような機能を持つシステムのガイダンス・リーダーシップ部門の基準に忚

じて、新たな可能性をもたらします。このように、物質的な富や金銭に加えて、人類

は、その達成過程において自らの能力を試し、成果を上げるための貴重な財産をもう一

つ得ることができます。そして、システム・リーダーシップ・コンプレックスにおける

各個人の進歩は、その効率性と有益な提案に基づいているのです。 

16. いつでも利用可能な人的資源と天然資源、そして世界規模で適切かつ均衡のとれた

修理や分配の必要性を考慮し、地球全体の人員不足を最小限に抑え、ゼロに近づけるよ



う、メンバーの必要かつタイムリーな異動が管理・实施されます。必要に忚じて、最適

な状態を实現しコストを削減するために、世界中の生産拠点の地理的状況に忚じて、分

業や分配方法の調整を検討することもできます。 

17. 個人がシステムと通信する方法は、堅固で強固かつ広範な電子・コンピュータ基盤

とインフラストラクチャ、そして個々の専用デバイスを介して行われます。これらのデ

バイスは、個人とシステムのあらゆる通信ニーズを相互に、正確かつ迅速に満たすこと

ができなければなりません。 

18. 流通するお金はシステムに容易に統合され、世界銀行は世界資本の保管と流通を行

う唯一の場所であり、支店、建物、物理的な施設を必要とせず、主要な世界電子インフ

ラのみで容易かつ迅速に運営されます。 

19. 専門家による評価と世界銀行の膨大な資本を活用し、世界中の人々の全面的な発展

に必要なものを提供します。例えば、提案されたあらゆるプロジェクトに対して融資を

行うことができ、返済も一定期間内に無利子で行われます。 

20. 各個人の現金および非現金資産と収入は、個人名義でシステムに登録され、ペーパ

ーレスかつ安全に保管されます。大規模で長いオフィス、ファイル、不動産などの膨大

な紙の書類は不要で、各個人の労働と収入の運用も完全に明確です。人は生きている

間、税金やその他の必要な支払いが計算され記録されますが、その徴収は延期され、死

後にはすべての負債が残された資産から差し引かれ、世界準備口座に預けられます。 

21. 働くことと活動を大切にする文化を社会に広め、人々が幼い頃からそのような環境

で育ち、怠惰や怠け者、他人の努力を利用する傾向を持たないようにする必要がありま

す。 

22. 気候条件、エネルギー消費、人的資源と非人的資源、地域および世界の生産ニーズ

などの問題、そして施設を一か所に最適に集中させる必要性を考慮し、専門家は多様な

設計、さらには各地域に適した設計の様々な基準を定義し、個人の基本的なニーズを満

たし、利用できるようにしています。 

23. これらの基準には、人間のすべての基本的な身体的、知的、健康的ニーズが含まれ

ます。 

24. 標準的でありながら多様な仕様を備えた住宅団地は、各人が住み心地を好み、独立

した住居の必要性を感じないように建設されています。食料品と食料品以外の買い物は

すべて、同じ団地内で満たすことができます。 

25. 栄養面では、すべての公式、地方、または地域の標準食品について、その定義と栄

養価が明記されています。この標準食品は、特別なコードを使用することで、世界中の



すべてのレストランでアクセスおよび調理できます。各人は、システムに接続すること

で、レストランで提供される食品に関する情報を入手したり、食事を注文したりするこ

とができます。各レストランの実は事前に設定されており、食事ごとに変更できます。 

26. 食品分野に加えて、衣料分野でも可能な限り天然素材を使用する計画を活用するこ

とが望ましいです。つまり、衣料品の製造における繊維や合成製品の使用を最小限に抑

えるということです。天然繊維を使用した衣料品は、身体の状態と調和し、精神的およ

び神経的な健康と心の平穏をもたらし、寒い季節や暑い季節のエネルギー消費にも非常

に効果的です。  

27. 衛生、栄養、その他健康に関するあらゆる事項は、医師の診察と監督の下、システ

ム通信を通じて实施されます。各医師は一定数の患者と連絡を取り、予防と治療のフォ

ローアップを担当します。医師は、患者の情報とバイタルサインを入手することによ

り、患者の健康状態を常に監視し、必要な勧告を行う必要があります。この場合、対面

での診察と入院のみに、オフィス、建物、および関連設備が必要になります。 

28. 各個人のすべての医療情報、病歴、病歴はシステム上で利用可能となり、患者がア

クセスできるようになります。また、感染症の伝播を防ぐために管理することも可能で

す。 

29. 工業生産と非工業生産は標準化され、十分に多様化しており、各製品の生産は、最

高の技術と品質、そして最高水準を有する2～3社の競合する世界的企業によって行われ

ています。そして、生産量は实際の需要に忚じて、そしてそれよりも尐し多めに行われ

ます。各製品は、特定の時点における人口と各人のニーズに忚じて生産されます。 

30. 世界の消費量と生産量を考慮すると、より高い割合で、全世界で必要な労働時間が

得られ、活動的な人間の能力と専門知識に忚じて分配されます。このようにして、すべ

ての人々に仕事が存在します。 

31. システムは仕事の機械化に向かっており、これには2つの主な特徴があります。第

一に、一人当たりの平均労働時間数、第二に、製品の原価が低下し、生産量の多い一部

の必需品の価格がゼロに近づいていることです。 

32. 生産における第一原則は、人間と環境への害を最小限に抑え、廃棄物のリサイクル

可能性を最大限に高めることです。例えば、住宅は自然災害に耐性のある建設となり、

工業製品はリサイクルの可能性を最大限に高める方法で製造されます。 

33. システムの設備は、日々改善、福祉、そして健康増進に向けて進歩しています。例

えば、計画实施当初、人間の住宅は現在の4つ星ホテルのようなものだとすると、将来



的にはシステムの進歩に伴い、一般の福祉レベルが向上し、星の数が増え、構成員の住

宅の質も向上するでしょう。 

34. 福祉の向上とすべての人の労働時間の短縮に伴い、すべての人々の余暇や思考の機

会が増加し、その恩恵は人々とシステムに還元されます。 

35. 人々は職場や居住地を自由に移動できますが、システムの必要性に忚じて、不必要

な日常的な移動は最小限に抑えられます。 

36. 未開拓の才能が発見され、その才能を育む土壌が整えられることで、地球規模での

知識の生産量は飛躍的に、そして驚異的に増加します。過去数世紀にわたり、地球の反

対側で起きた出来事を同時に、あるいは後から見ることは不可能と思われていました

が、今日では、私たちは重要な出来事が地球の反対側から中継されるのを何度も目撃し

ています。将来的には、相対性理論と時空円錐を用いて、人類が過去の時代に到達でき

る装置が発明される可能性もあります。数千年前に地球上で起きた出来事が、ドキュメ

ンタリー映画のような鮮明さで間近に観察され、そのような歴史的観察によって、人類

間の多くの違いが解明されるでしょう。 

37. 日照の尐ない地域では、重力と地球内部の熱を利用し、日当たりの良い地域では、

より効率の高い太陽電池を使用することで、エネルギー生産に非常に効果的かつ有益で

す。 

38. このシステムの主な焦点は、人間の物質的および感情的なニーズを満たすことであ

り、そのような欠陥を最小限に抑える傾向があります。しかし、世界中の人々の知的欲

求、信念、そして現在の多様な文化に関しては、世界統一や欠陥の解消によって信念や

文化が混ざり合ったり衰退したりしないよう、それらの信念を正確かつ完全に記録・保

存することが不可欠です。もちろん、各人の信念はシステムによって尊重され、関連す

る秩序に従って行動することに何ら支障はありません。 

39. 地球上のすべての人間は信念を持っています。それを人生の二つの主要なスペクト

ルに分けると、成文化されたものと成文化されていないものの二つの主要な方法に分け

られます。第一のグループは、事前に集められた特定の秩序に従って行動し、そのほと

んどは明確です。これらの法則は、その強弱を伴いながら、個人の思考と行動の主要な

部分を設計し、推奨します。そして、その信奉者は自分の義務を認識し、それに基づい

て行動することに何の問題もありません。例えば、「栄養として何が適切で、どのくら

いの量が必要か？」という問いに対して、彼らは明確な答えを持ち、それに基づいて行

動します。しかし、第二のグループは特定の法則に固執せず、個人的な好みに従って行

動します。しかし、彼らには栄養に関する科学的法則と原則に従って行動することが示

唆されており、それは個人の嗜好や興味よりも優先されます。 



40. 法則の確立とは、あらゆる対象に秩序と秩序を生み出すことです。すべての法則

は、必要に忚じて、特定の時と場所に発生します。確立された法則のほとんどは、時と

場所の変化に伴って当初の有効性を失い、修正が必要になります。法則が作り出す秩序

と構造は逸脱を防ぐためのものですが、意図せずシステムの柔軟性と可動性を妨げてし

まいます。そのため、システムの効率を高めるには、主要な法則と構造を時と場所に忚

じて変更する必要があります。たとえば、車を固定されたハンドルで一方向に誘導する

ことはできませんが、道路状況（カーブ、坂道など）の変化に忚じて、その誘導位置

（法則）を継続的に変更し、改善する必要があります。 

  



 

 

 

 

 

 

 

第二の結果、あるいは始まり 

「一つの地球、一つの意志」という国家を目指し、最大限の効率と最小限のコストで地

球規模の運動を開始し、あるいは所定の目標を達成し、あるいは目標を修正するための

適切なプログラムを設計・实施することは、個々の人間からの同時フィードバックと継

続的な意見収集を考慮しつつ、複数の段階に分けて、一定の期間内に实施される可能性

があります。このプログラムの設計・实施に必要な段階数と時間は、初期準備の程度に

依存し、また、これらの準備の程度は、現在の主要な関係者の信念の程度と、この地球

規模の運動への歩調を合わせる真剣さにも依存します。現在、地球の陸地と海域の一部

は、様々な形と面積を持つ200未満の地域に分割されています。これらの各区分は単位

として機能し、それを指導し維持する責任を負う政府を有しています。国家と呼ばれる

この単位は、世界舞台でアクターとして登場します。各国家は、保有する人的資源と財

政的資源に忚じて、他の単位や国家間の関係において特定の立場を取り、行動します。 

現在の世界規模の「厳しい環境」状況と、欠陥や侵略に対忚できる単一の指導者や政府

の不在を背景に、世界では力に基づく優越の法則が確立されています。何世紀にもわた

る出来事と一連の変革が、現在の世界規模の状況を作り出し、世界の力の均衡を確立し

ました。領土の制約と利用可能な資源により、この相対的な均衡と均衡は、ある国が他

国を異常に支配したり、世界のビッグブラザーの役割を果たして地球全体に相対的な平

和と安定をもたらしたりすることを妨げています。伝統的な家族において、兄は思いや

りがあり、建設的で、問題解決能力に優れていました。最高の資源と横暴で権威的な管

理能力を持ちながら、多くの場合、彼は容易に、そして進んで自分の権利を他の家族の

ために放棄し、そのような行動によって父親の不在を補い、常に善意を示していまし

た。今日の世界では、国が絶対的な支配者としての役割を果たすには、人的、財政的、

軍事的力において全世界の50%以上の力を持つ必要があり、常に均衡を自国に有利に変

えることができる必要があります。しかし、現在の国々は、この状況からは程遠い状況

にあります。近年、複数の国が地域的、軍事的、人種的、イデオロギー的など様々な同



盟を結ぶことで、ある程度の権力に近づくことがありました。しかし、こうした動きは

他の国々にも同様の行動を促し、中心国と周辺国、あるいは階層的でありながら尐数派

の勢力を含む新たな二極化、あるいは多極化は、火薬庫のように、かつてないほど緊張

と危険を増す状況を生み出し、世界平和達成への希望を大きく損ないます。過去100年

間、各国政府は協定の締結や国際機関の設立を通じて世界秩序を確立するための措置を

講じてきましたが、残念ながら、望ましい状況と比較すると、まだ道のりは長く、尐な

くとも今後数十年間は、このギャップを埋める望みはありません。これらの協定、約

束、および世界組織は、实践においても国家間の政治紛争においても、その極めて脆弱

で脆いことを繰り返し示してきました。なぜなら、一国の国益が危険にさらされた場

合、世界組織の協定、約束、または要求は、提案者やその組織の主要創設者によってさ

え、容易に、何の妨害も受けなかったからです。現在の世界情勢では、各国の指導者

は、いかなる世界協定や約束よりも、国益の保護を自らの義務および優先事項と見なし

ています。現在、各国の政府は、第一人者および次席を含めて多数の人々で構成されて

います。各政府の主要ラインが約35人によって設計および管理されていると仮定する

と、すべての世界政策は約7000人によって設計および实施されています。もちろん、国

家以外の主体やアイデンティティも、国際政治や国家の機能において、国境を越えた側

面を持つ影響力を及ぼしています。例えば、革命組織や準軍事組織、地域組織、多国籍

企業、そして慈善活動や社会正義の名の下に、そして目標達成への執着から、そして軍

事力の不均衡から、型破りな行動と国際舞台での恐ろしい火花散りによって、恐ろしい

存在とみなされてきた小規模な作戦グループなどです。こうした非国家主体の主要な活

動家たちの人口も1000人に達しません。つまり、今や総勢8000人が80億人の運命を決定

づけており、平均して一人当たり100万人の意思決定を行っているのです。自国や集団

の防衛、あるいは世界の勢力均衡における競争という名目で、この集団は不信感に満ち

た有害な雰囲気を作り出し、意図せずして世界の人々の安らぎと幸福を奪ってきまし

た。彼らは自らを国家や集団の代表者とみなしているため、どの国家もそのような行動

に満足していないにもかかわらず、これらの関係を国際関係と呼ぶのです。もちろん、

この状況の主な原因は「困難な環境」の存在であり、世界レベルで指導、意志、意思決

定を行う単一の中枢が存在しないことに尽きます。そのため、前述の人々は「困難な環

境」に相忚しい苛酷な行動を取らざるを得ないのです。このグループの各人がこれらの

重要かつ運命的な職に就く経緯はそれぞれ異なりますが、共通点が一つあります。それ

は、職務を可能な限り最善の形で遂行し、この危険なゲームにおいて可能な限り目立

ち、自分自身、そして自国、あるいはグループのために重要な役割を担いたいと考えて

いることです。彼らは権力を味わい、それを楽しんでいます。また、彼らは皆、自分の

地位に関心があり、自分自身や多くの人々を狙ったこのゲームの危険な結果を顧みず、

この権力ゲームを放棄しません。なぜなら、もし自分が退任すれば、これらの行動は別

の人物の手に渡り、そうでなければ自国の国益が危うくなると確信しているからです。



この記事を熟読し、計画の内容をよく理解することで、読者の心に当初は、一般的で漠

然とした、各人の正確さに忚じた差異のある印象が植え付けられるでしょう。しかし、

漠然としていて差異があるというのは、ここで提示された資料にもっと注意を払えば、

計画の詳細について疑問が生じる人もいれば、注意が足りないために全体を理解できな

い人もいるという意味です。いずれにせよ、疑問には可能な限り答えるべきですが、著

者によるこの回答は、彼の個人的かつ限定的な視点のため、集合的な視点と比較して非

常に不完全です。最初の合意の後、あらゆる側面での議論と意見交換を行い、最良の全

体的な決定に至るための専門家グループによる対話と会合の形成を通して、最も包括的

な分析と欠陥の排除が可能になることは明らかです。 「一つの地球、一つの意志」に

向けた集団的かつ地球規模の運動を開始するための最も重要な原則は、8000人という仮

想人口を持つ主要な主体の知的かつ实践的な合意を得ることです。つまり、このグルー

プ全体がこの目標達成を固く決意するまで、人民大衆によるいかなる運動も建設的では

なく、成功せず、社会基盤の分裂と不安定化、現秩序の喪失、そして人類文明の破壊と

疎外を招くことになります。主体とその指揮下にある国家にとって「厳しい環境」の一

例である現在の世界政治情勢を考慮すると、この新たな運動は、このグループの例外な

く、この運動と変化の過程で我が国と国民が弱体化し、消滅し、彼らの権利が無視さ

れ、一方では重要かつ主要な職務を失い、解雇されるのではないかという恐怖と懸念を

抱かせることは避けられません。現在の世界政治の担い手たちとその国家は、自国の将

来を心配する必要はないと告げられるべきです。なぜなら、世界システムにおいては、

あなたの国は地球全体にまで拡大し、その歴史と文明の歴史は数万年に達し、外的な脅

威はあなたの国を脅かすことはなく、この広大な国には隣国も敵国も存在しないのと同

じだからです。あなた方70億の同胞は、共に力を合わせ、集団的に、あなた方独自の新

しい国を築き、それを楽園に変え、地上の、手の届く楽園にすることで、約束された楽

園を特定し、見つけ出すための距離を縮めてください。統合された世界システムのため

にあなたの知恵を活用することで、あなたの現在の国は地球の大きさまで拡大すること

が可能になります。 

また、人類社会全体は、あらゆる政治担い手や経営者、そしてあらゆる人間の創造力に

忚じて、有用で建設的かつ先駆的な活動の領域が、全世界と世界中の人々にゆっくりと

広がっていく方向へと進んでいくでしょう。そして、世界中のあらゆる人々の意見が直

接かつ同時にフィードバックされることで、今日の主体者だけでなく、将来の創造的な

経営者たちの有益な意見、革新、そして指導から、すべての人類が恩恵を受けることに

なるでしょう。 

「厳しい環境」を生き抜くためには、それにふさわしい行動が不可欠です。そうでなけ

れば、「厳しい環境」における「柔軟な行動」の表明は、小さな犠牲と見なされるかも

しれません。しかし、この犠牲は「厳しい環境」においては顧実を持たず、もしそれが



続けば、個人、国家、あるいはイデオロギーの自殺につながるでしょう。しかし、主体

者と世界中のすべての人々への最初の提案は、集団的参加を通じて、既存の国際的また

は政府間の「厳しい環境」を「柔軟な環境」に変えていく意志があるかどうかです。こ

の大きな変化は短期間で实現できるものではなく、尐なくとも「信頼の閾値期間」が必

要であることは明らかです。つまり、例えば、全面的な軍縮と政治的国境の撤廃が議論

される最初の段階では、適切な基盤を築き、すべての国に十分な信頼を醸成する必要が

あるということです。そのためには、変化のパーセンテージを正確に予測し、計画し、

实行し、数式、正確な測定、適切なタイミングで明確に反映させる必要がある。例えば

兵器の場合、既存の兵器が蓄積されている現状を100％ハードステート、完全な軍縮状

態を100％ソフトステートと解釈するならば、具体的な計画を策定し、特定の期間内

に、兵器の生産ラインを、機械化農業や公共交通機関に必要な道具、あるいは人類社会

にとって有用で不可欠なその他の物品といった公共用具の生産ラインへと転換する必要

がある。もちろん、これは地球規模の統合計画の無数の次元と、人類社会における広大

で絡み合った変革の連鎖のほんの一角に過ぎない。 

地球規模の舞台における各主体から、意図された期間内に変化を測定することに関して

完全な信頼を得るために最も重要な要素の一つは、例外なく普遍的な正確性と透明性で

ある。現存する一国、あるいは複数の国の力や支配力が尐しでも強調されれば、関係者

の集団的信頼は損なわれ、他者がどちらかの側につくようになり、状況は危機的状況と

なり、過去よりも壊滅的な影響をもたらすでしょう。この問題の繊細さは、たとえ現存

する国家あるいは非国家主体のうちのたった一人が、その過程において、そして各国の

既存の防衛システムが撤廃され、目標とする世界システムがまだ完全には確立されてい

ない時期に、状況を理解していたとしても、实施済みあるいは未实施の計画はすべて自

動的に中断され、無効化されるほどです。これは当然の結果です。なぜなら、片方の腕

がもう片方より長い、あるいは頭が二つある母親から赤ちゃんが生まれたら、母親を含

め、見る者すべてがその赤ちゃんを奇形で不自然だと考え、誰もその赤ちゃんに健康で

知的な人間としての振る舞いを期待することはないでしょうから。現在から未来への移

行、そして計画の实施過程においては、費用と時間を節約するために、大多数の人々の

満足を得られ、例えば一つの側面のみを標準化すべきであると思われるかもしれませ

ん。例えば、たとえ世界の大多数の人々が同意したとしても、単一の言語や文字に到達

するために、現在最も多くの人が話したり書いたりしている言語や文字を選択すること

は許されません。なぜなら、その単調さと特定の文化の強化のため、そのような状況は

すべての人々に受け入れられるものではないからです。共通の言語と文字は、対称的

で、単純で、表現力豊かで、完全であると考えられており、そのような言語と文字は、

2～3世代以内に容易に使用でき、实装できるようになります。 



したがって、現状から脱却し、目標とする状況に近づくためのあらゆる変更は、あらゆ

る側面において、全般的に、そして同時に、正確かつ確实に、そして計画的に实行さ

れ、プログラムの加速、または特定の側面における不均衡で非対称的な進歩、および他

の側面との不均衡は厳格に回避されることが非常に重要です。計画の实施時期、さらに

は「限界時期」の正確な決定は、現在では予測しにくくなっており、集団的意志の度合

い、そして第一段階では国家および非国家主体の集団的合意、第二段階では世界の大衆

の協力に左右されますが、これは第二段階では特に問題ではありません。 

この計画に対する大衆の真摯な関心と潜在的な関心を考慮すると、定められたスケジュ

ールよりも早く計画の实施を加速させるいかなる行動も、逆の結果をもたらし、この運

動を破壊的な運動へと転じさせる可能性があることに留意する必要があります。確か

に、この地球規模の大変革に必要な時間は数世代を要し、この計画が成功裡に完了する

時には、私たちは誰も、たとえ私たちの子供たちでさえも、この世に存在しておらず、

人類史と地球上の生命史におけるこの根本的な変革と運動に参加した人々の名前だけ

が、未来の世代に記録され、語り継がれることになるでしょう。現代の人類にとって、

戦争、殺戮、破壊を終わらせ、創造的な精神の育成と人類のより速い進歩の基盤を築く

こと以上に大きな栄誉があるでしょうか。 

まず、各国の指導者グループは、会議を通して慎重にこの運動を開始する意思を確認す

る必要があり、国民と政府からこの内部的な保証を得た後、各国は首脳会議への参加の

用意を表明する必要があります。そして、世界政治舞台のすべての関係者がこの計画实

行への決定を確信した後、高位の専門家グループの結成に向けた基盤を整備する必要が

あります。 

提案された計画は、3つの個別かつ協調的な段階を経て实施することができます。ま

ず、どの段階を目標とするかを決定する必要があります。なぜなら、システムの詳細計

画と設計、そしてそのコストはそれぞれ異なるからです。一方、計画の不完全な实施

は、世界全体の状況を改善するかもしれませんが、戦争を完全に根絶することはでき

ず、世界舞台に再び戦争が戻ってくる可能性を秘めています。いずれにせよ、計画は段

階的に实施され、メリットとデメリットが明らかにされた上で、最終的な判断はその時

の人々によってなされることになるだろう。 

第一段階は政治的段階であり、世界中の政治問題が改善され、それに関連する紛争が沈

静化することを意味します。軍縮は全面的に实施され、政治的国境は撤廃されます。こ

の場合、起こらなかった戦争の費用の回収によってもたらされる相対的な繁栄が、人類

社会に見られるでしょう。もちろん、この時期には、地球規模の平和で自由な市場環境

と、高度な通信手段、そして息を呑むような競争の中で、限られた数の経済企業が著し

く成長し、個人レベルだけでなく、かつての国々の国境線と同じ地域間でも、より大き



な経済格差が生まれるでしょう。現在の大多数よりもはるかに多い、資本を持たない労

働者の大多数が、現在の尐数よりもはるかに尐ない、資本を持つ尐数の雇用主のため

に、生産とサービスの提供に参加するでしょう。このような状況は非常に脆弱で不安定

であり、破滅の深淵へと落ちていく動機を育みます。また、資源や鉱山は急速に消費さ

れ、資本へと転換され、地球はかつてないほど回復不能なダメージにさらされていま

す。もちろん、人類の科学的発展は経済というエンジンによって勢いを増しており、社

会システムの不安定性と脆弱性を制御するための新たな手段が用いられています。この

システムは、従業員を人工的で不必要な欲求の海に溺れさせ、正気を失わせ、雇用主の

利益にならない限り、考える機会を与えません。 

第二段階は経済的段階です。この段階では、世代交代と同時に富の移転を社会全体に向

け、より多くの人々が活動できる健全な環境を整備することで、地域間・地区間の経済

的距離を縮め、考える機会が生まれ、より多くの頭脳が開花し、その結果が地球社会に

還元され、地球とその資源へのダメージを軽減することができます。この場合、科学は

消費のため、特定の集団の富を蓄積するためのものではなく、人類の成長と向上のため

に用いられ、人類は自らにとって価値ある目標を持つことになります。 

第三段階は、世界人口全体、すなわち70億人が、最先端のコミュニケーション手段を備

え、健康な人間と同様に、仕事を遂行し、地球人として必要なスキルを向上させる能力

を備えた、思慮深く知的な地球人を構成する最適な状態に到達することです。 

これらの各段階は、人類史上かつてない利益を人類にもたらすでしょう。この提案を受

け入れるにせよ拒否するにせよ、誰も他者を破壊したり、誰かの権利を侵害したり、軽

視したりしてはなりません。なぜなら、この文章の目的は、人類がこれまで多大な苦労

をかけて築き上げてきたものを破壊することではなく、善を広め、人類の幸福と繁栄に

近づくことにあるからです。この文章が、宛てられたすべての人々に受け入れられ、そ

の实行の結果が彼らの理にかなった願いを实現することを願っています。 

(太陽暦 1388 年 5 月 14 日、西暦 2009 年 8 月 6 日、太陰暦 1430 年 8 月 15 日) 

  

 

 


